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室ロスポレワ祭

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭

平成 14年 10月 5日 (土 )～8日 (大 )

ス■:レワ広島2002

報告書
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第15回全国スポーッ・レクリエーション祭会長

広島県知事 藤田雄山

「来んさい!しんさい!はじけんさい!」 のスローガンのもと、広島県にお

いて開催しました第15回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク広島

2002」 は、多くの出会いと交流の中、さわやかな笑顔と感動を生み、大成

功のうちに終了することができました。

本祭典の開催にあたっては、スポーッ・レクリエーション活動の「楽しさ」、

「気軽さ」、「感動」を発見できる祭典を目指して、県内全市町村で249に

及ぶ協賛事業を実施していただくとともに、開会式では、新しい入場方法

の採用や「ふるさと応援団」の参加、そして多くの児童生徒の参画など様々

な演出で、出演者と参加者が一体となった感動を味わっていただきました。

さらに、全国各地や韓国から参加いただいた約1万人の選手・役員の

皆様には、世代や地域を超えて交流の輪を広げられるとともに、紅葉の中

国山地や多島美を誇る瀬戸内海、世界遺産である厳島神社や原爆ドー

ムなど、豊かな自然・文化を有する広島県を大いに満喫していただけたも

のと思います。

今、広島県では、「元気な広島県」を目指し、「エンジョイチャレンジ ス

ポーツ広島」という21世紀の広島のスポーツ理念を生かした取り組みを

進めておりますが、このたびの全国スポレク祭を契機に、288万県民が積

極的にスポーツ・レクリエーションに親しみ、豊かで生きがいのある生活が

営めるよう、生涯スポーツ事業を一層推進して参りたいと考えています。

本祭典の開催にあたり、多大な御支援と御協力をいただきました関係

者の皆様をはじめ、お力添えをいただきました県民の皆様に、心から感謝

申し上げます。

本報告書は、県内市町村及び関係団体の御協力を得てまとめました。

広く皆様に御覧いただき、「スポレク広島2002」 の良き思い出として、また、

今後の生涯スポーツ振興の一助となれば幸いに存じます。
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〕フボルマーク・名称ロゴタイプ・スローガン・マスコット

シンボルマーク

名称ロゴタイプ

スローガン

マスコット

スポレワ広島2002
第15回全国スポーツ。レクリエーション祭

愛称
「アービー」

室ロス武νワ祭

青空を象徴するコバルトブルーのだ円の

中に、やわらかく跳躍する子どもの姿を表

現し、健康で、楽しく、誰でも参加できるス

ポレクを印象的にアピールしています。

広島県の県鳥「アビ」をモチーフに、県章の入
つたTシヤツとマフラーで、親しみやすくスポ
ーティーなキャラクターにしました。愛称の「ア
ービー」は、誰にもわかり、親しみやすく呼び
やすいということで名づけられました。

来んさい!しんさい!はじけんさい !
「ぜひ、集まってください」「気軽に参加してください」「思い
切り楽しんでください」という気持ちを込めて、勢いのある明
るい広島弁で「スポレク広島2002」 への積極的な参加を呼
びかけています。
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《開会式》丼~プニング
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◆広島市/広島広域公園陸上競技場 (広島ビッグアーチ)

小学生のマーチングドリルや中・高校生を中心とした、ダイナミッ

クなバトン演技、都道府県代表参加種目の開催市町の子どもたち

による実施種目の紹介がオープニングを飾りました。スポレク祭

のテーマソング「明日を信じて」が演奏。合唱される中、バックス

タンドでは3.000人の高校生が人文字を、フィールドでは、400
人の中学生が広島の2つの世界遺産「原爆ドーム」と「宮島大鳥居」

の地上絵を作り、会場を沸かせました。
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に乗って、八イタッチを交わしながら前進・交差する形で

歓迎の気持ちを表すなど、選手を主役とした広島らしい

セレモニーになりました。式典の最後には、広島県選手

団代表による「スポレク宣言」が行われました。

開祭宣言

細

第15回全国スポーッ・レクリエーション祭会長

広島県知事 藤田雄山

全 各地から参加の選手・監督並びに関係者の皆様、

ようこそ広島へお越しいただきました。

288万県民あげて心から歓迎を申し上げます。

「来んさい!しんさい!はじけんさい!」のスローガンのもと、

今日から4日間、楽しく、気軽に、笑顔と交流の輪を

大きく広げていただきますとともに、

広島の魅力を十分に味わっていただきたいと思います。

それではここに、第15 全 玉 スポーッ・レクリエーション祭

「スポレク広島2002」 の開祭を宣言いたします。

玉

口

晨 暉 彙

“
Ч

（
０

《開会式》セレモニー

選手団入場では、各都道府県の選手も観客の一人として

最初からスタンドに着席する中、代表38人がアピールス
テージで「一言メッセージ」を行った後、直接フィールド

に入場するという新しい入場方法を採用しました。その後、

広島県選手団と各都道府県代表が「ヤングマン」の演奏

/
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文部科学大臣 遠 山 敦 子

さわやかな秋空のもと、全国スポーツ・レクリエ~ンヨン祭が、ここ広島県において盛大に開催さ

れるに当たり、主催者を代表して御挨拶を申し上げます。

スポーツ・レクリエーションは、心と体の健全な発達を促すとともに、明るく豊かで活力に満ちた社

会づくりの上でも極めて大きな意義を有するものであり、その重要性はますます高まってきております。

すべての国民が、いつでも、どこでも、気軽にスポーツ・レクリエーションに親しめる環境を整備す

るため、文部科学省としましても、様 な々施策の推進に努めてまいっております。先般、中央教育審

議会から、子どもたちの体力の長期にわたる低下傾向を踏まえた総合的な向上方策について、貴

重な御提言をいただきました。それらの御提言も踏まえ、国民が活力ある生活を送る上での基礎と

なる体力の向上を図り、心身ともに健全な子どもたちの育成に向けて、取組を一層進めてまいりた

いと考えております。

このような中、第15回目を迎える今年の「スポレク広島2002」 では、「来んさい!しんさい|はじけ

んさい!」 のスローガンのもと、全国から集う皆さんが、交流を深めつつ、日頃鍛えた技と力を競い合

うわけですが、同時に、地元の方 と々のスポーツ交流や広島の歴史と伝統を盛り込んだ多彩な行

事なども、県内全域で開催される予定とうかがっております。

さらに、今回も「日韓スポーツ交流」による韓国選手団の皆様をお迎えしております。全世界に大

きな感動を与え、大成功のうちに閉幕した日韓共催によるワールドカップ・サッカー大会は記憶に新

しいところですが、今後とも、スポーッをはじめ様 な々分野での両国間の交流が一層進むことを願っ

ております。

全国から御参集の皆さん、どうか、日頃の練習の成果を存分に発揮されますとともに、この大会

を通じて、日本各地や韓国の仲間たちとの友情の輪を広げられ、引き続き、明るい社会づくりのた

め御尽力いただきますよう期待いたしております。

最後になりましたが、県民総参加のもとに本祭典の諸準備に御努力くださいました広島県をは

じめとする関係者の皆様方に心より御札を申し上げ、開会に当たっての御挨拶といたします。

どうぞ皆さん、カー杯頑張ってください。
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セレモニー/
歓迎挨拶

広島県議会議長 檜 山 俊 宏
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第15回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク広島2002」 を本県で開催

できますことは、私ども広島県民にとりまして、大きな喜びであり、全国各地からお

越しくださいました皆様を心から歓迎申し上げます。

御案内のとおり、スポーツ・レクリエ~ンヨン活動は、健康の維持・増進に寄与

するとともに、互いの親睦を深め、連帯感を高揚する上でも大変有意義なもので

あり、豊かで活力のある地域社会の構築に向けて、生涯にわたるスポーツ・レク

リエーション活動の更なる振興が重要な課題となっております。

こうした中、「スポレク広島2002」 が開催され、25種目の大会などを通じて、

体を動かすことの楽しさや喜びを実感し、世代や地域を超えた交流が促進され

ますことは、誠に意義深いものであります。

参加される皆様には、大いに楽しんで爽やかな汗を流されますとともに、是非

この機会に、広島の豊かな自然や歴史、文化を満喫していただき、本祭典が生

涯に残る、思い出深いものとなりますよう念願する次第であります。

終わりに、開催に当たり、格別の御尽力をいただきました関係各位に対しまし

て、深く敬意と感謝を申し上げますとともに、本祭典の御成功と、皆様方の御健勝、

御活躍を祈念いたしまして、歓迎のことばといたします。
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スポレク宣言

スポーツを愛し レクリエーションを愛し

広島に集う選手一同は

スポレク広島2002を通じて 新しい多くの仲間と出会い

ふれあい 心うるおう感動を分かち合い

スポーツを生涯の友とし 思いっきり楽しみ

一人ひとりが美しく輝くことを

ここに 宣言します。

選宙闘翼■
広島県選手団代表

田槙 昭 山ロ セツコ
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●

《開会式》・アトラタ〕∃〕

アトラクションは、祭典スローガンの「来んさい!しんさい1
はじけんさい !」 にちなみ、三つの構成にしましたP第

二

景「来んさい 1」 では、フィ,ルドミュージカル「いのちの
旅」を披露し、一枚のもみじの葉つぱを主人公に、未来を

担う子どもたちが、四季の移り変わりの中で育まれる生

命の輝き、生命の尊さを表現しました。第二景「しんさい!」

のボディパーカッションでは、選手・観客などスタンドの

全員が二体となつて、手格子の八―モニーを響かせました。

第二景 Fはじけんさい!」 では、西城秀樹さん力

「

ヤング
マン2002」 を熱唱し

`選
手・観客の皆さんも一緒に歌い

踊り・、開会式は最高潮に達しました。エンディングでは、

子ど,たちのメッセージをつけた界境に優しいエコ風船
を大空に放ちました。1翌日からの種目別大会での選手の
皆さんの健闘を願いながら、フイナーレとなりました。
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特別行事会場図
●10月 5日 (土 )。 6日 (日 )◆ 広島広域公園

「まることスポレクフェス
ティバル」と題して、3つの
ゾーンを設け、様々なニュ
ースポーツの体験・紹介や

情報発信などスポーツ・レ

クリエーションの楽しさと

気軽さを多くの方に実感じ
ていただくとともに、広島
の郷土芸能や特産物の紹介・

販売などにより、広島らし
さをアピールしました。

」
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■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ E
希需誦雨〒誦薔請請晶畿″

,●

』
断
∃ ●

ヽ

ぐ
、

く

●

＝

●

ふるさと応援団

後催県(香川県、福丼県、岩手県)コーナー

健康ガムカムダンベル体操

ふれあいフリーマーケット

JAの秋まつり「実りの収種祭」

「ふるさとの食にっぼん0食」広島フェスティバル

広島まるかしり(特産名産)コーナー
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ニユースポーツ体験コーナー

レクリエーション情報コーナー

こども元気プラザ

サッカー広場 (5日のみ)

スボレク広島2002認念カップフットサル大会
(6日のみ)

からだ元気・体験コーナー

広島まるかじり時産名醐コーナー

ワ

・

11と



陸

(2階 ) ●

(3階 )

(3階 )

(3階 )

呻

尋

国 」 田

ハ
環

固 困
|

」 田
l  _`,ュ |

| |●シ |

__」 _奎」 日□
シャトルバス タクシー  菫■所
彙暉所  彙障所

韓合  お手おい お手浣い 公衆電■ ヨ失●・  迷子  ベピー  スタンフ 邸健局
案内晰      (身 疇薔用)    捨0"ンター センター ルーム ラリー受付

Ｆ
ｍ̈
髯”
●

甘

゛

凡

例

夢きらめき フ
Nヽ

~十~
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広島まるかしり(特産名産)コーナー

広島県観光情報コーナー

セルフ製品(障害者手作り製品)コーナー

協賛企業コーナー

夢きらめきステージ

スポーツ文化継承展

「残したい広島スポーツ博物史」

郵便局コーナー
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丼寺月り行事 《夢きらめきゾー⇒
●10月 5日 (土 )。 6日 (日)◆広島広域公園

夢きらめきステージでは,広島の伝統芸能ステージやケイン・コスギに挑戦する

ステージ,とっとこハム太郎着ぐるみショーなどを開催。誰もが楽しめるバラエテ

ィーに富んだステージが繰り広げられ,多くの家族連ねで賑わいました。広島まる

かじり(特産・名産)コーナーでは,お好み焼きなど広島の名産に選手や来場者が

舌鼓を打つていました。スポーツ文化継承展「残したい 広島スポーツ博物史」
で|よ ,広島県出身の故織田幹雄さんがアムステルダム五輸の三段跳びで獲得した,

日本人初の金メダルや用具などが れ,訪れた人々の注目を集めました。

ケインに挑職:ニュースボーツ:

|ケイン・コスギ

|

。 _ヽ
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橋本 沙野香

,.松永 崚
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丼寺月り行事 体れあい交流ゾー⇒

在広都道府県人会によるふるさと応援団のブースや、後催県 (香

川県など)コーナー、健康ガムカムダンベル体操、ふれあいフリー

マーケット、JAの秋まつり「実りの収穫祭」、NHK「ふるさとの食
にっぼんの食」広島フェスティバルを開催しました。選手や来場者

が大いにふれあい、交流を深めました。
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広島県ふるさと“'・  産品協議会
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丼寺月」行事 《元気・体験ゾー⇒

ニュースポーツ体験コーナー、レクリエーション情報コーナー、こ

ども元気プラザ、サッカー広場、スポレク広島2002記念カップ
フットサル大会、からだ元気・体験コーナーなどを設け、多彩なイ

ベントを開催しました。ニュースポーツを楽しむ子どもたちの歓

声が響いていました。
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〕〕ポゴウム 《Wi‖ To Win!～勝つことではなく 勝とうとすること～》

「

●10月 6日 (日 )◆ 福山市/ふくやま芸術文化ホール (リーデンローズ)

スポーツの目的は勝つことだけではない。勝ちたいと思う

一生懸命な気持ちとその情熱が大切。そんな思いの込めら

れた「W‖ I TO Win!～勝つことではなく勝とうとすること
～」というテーマで、シンポジウムが開催され讀した。ますは、

「スポレクはじけ隊」によるボディパーカッションで元気に幕

アップテンポなリズムにのつて元気いつばいにステージに現れたのは、福山市

立駅家小学校のボディパーカッションクラブとダンスチーム「アフターフアイブキ

ッズ」から成る「スポレクはじけ隊」の皆さん。リズミカルでバワフルな演技に観

客も釘付けでした。

後半は会場の人たちも参加。開会式でも行われたボディパーカッションでリズ

ムに合わせて身体を動かし、楽しみながらストレッチをしました。

【第1部】プレアトラクションスボレクは
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開け。続くスポーツトークでは、広島市立大学教授の荒井貞

光さんのコーデイネートで、スポーツ界の第一人者である4
人のパネリストたちが勝利にかける情熱を大いに語り合いま

した。会場は地元の高校生を中心としたスポーツ愛好者で埋

め尽くさね、終始熱気に包まれたシンポジウムとなりました。
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【第2部】スポーツトーク「いつしょうけんめいについ

ヽ

●勝ち続けること ,その喜びと苦しみ

荒丼 今日は4つのテーマを柱に話を進めて
いきたいと思います。まずは1つ目のテーマ、

「勝ち続けること、その喜びと苦しみ」につい

てです。荻原さんからお願しヽします。

狭偏: 私は中学1年生からスキーを始め、20

年以上やってきました。1992年のアルベー

ルビルオリンピックで金メダルを獲得してか

ら世界の舞台で10年間ブレーしてきました。

その間、一番大変だったことは自分の競技力

を維持すること、成績を出し続けることでした。

振り返つて考えてみると、初めて 1位を取った

ときよりも、1位を取り続けることの方がすつ

と大変な作業だつたと思います。スポーツに

は1位以上が存在しません。その中でどうや

つて自分の目標を見つけていくか、これが大

きなポイントです。私は1位を維持するとしヽう

気持ちではなく、常に次の目標を定め、それ

に向かつて自分を進化させるというやり方で

競技に対する意欲を高めてきました。これが、

長い競技生活を維持できた秘訣だつたので

はではないかと思います。

坂田 タイガー .ウッズは、ゴルフの歴史が始
まつて以来、一番強しヽ人でしょう。この人のす

こいところは、試合が終わつてすぐに練習を

荒丼 貞光
(広島市立大学教授 )

熊本県出身.京都大学中退後24議でプロゴルファーをめざす。
プロテスト合格後はツアー■戦。ゴルフ11設計者 .坂ロジュニア

ゴルフ塾整疑 しても活口し.若手青成に情熱を傾けている。日

本燿画大賞受■のゴルフ浚画「風の大地」の原作
=と
しても知

られる。ゴルフ界特別功労贄受賞。キ■には「野生塾」などがある。

コーディネーター

広島市立大学教授

荒井 貞光

すること。ミスを反省するのではなく、その日

に一番成功したショットを練習するんです。こ

れが次の試合で自信になります。戦つていく

上で一番頼りになるのは、練習の量でも質で

もなく自信なんです。

荒井 本日のメインテーマの「Wi‖ To WinI」
は「勝とうとすること」としヽう意味です。これ

は「Must To Win」 ではありません。これに

つしヽて皆さんはどう思われますか。

取原i ワールドカップで19回優勝しましたが、

同じ1位でも内容は様々で、「もつとこうすれ

ばよかつた」と反省することも多々ありました。

次も1位になろうではなく、次はこういう内容

を目指そうという気持ちが強かつた。これが

良かつたのかもしれません。

奥寺 私も自分を高めること、向上心が何よ
りだと思います。自分がそれを達成したいとか、

習得したいという思いを持つて臨まなければ、

同時間練習しても良い結果が出ません。

荒井 本日来場くださつた高校生の皆さんに、
事前に記入していただいたアンケートを見る

と、「勝つとどう思うか」としヽう問いには「うれ

しい」、「負けたらどう思うか」としヽう問いには

「頑張ろうと思う」という回答が一番多いと出

ています。この頑張ろうを持続するのが大変

だと思うのですが、近ころの子どもたちはど

うなんでしょうか。

梶‖1 私が携わつているのはチームプレー。

それだけに頑張れなくなつた子は.頑張って

いる子に励まされ、また頑張れるのです。こ

れはチーム競技のいいところですよね。

荻原 失敗の中から学ぶことも多いもの。失
敗したことを悔やむのではなく、その中から

新しい次の目標を見つけ挑戦を始める、この

気持ちの切り替えが大切。くよくよしないこと。

その悔しさを次にぶつければいいんです。

●子どもたちの輝く腫,そのきっかけつくり

荒丼 今日は、梶川さんのチームの子どもた
ちもたくさん来てくれています。その子ども

たちの話も交えながら、2つ目のテーマの「子

パネリスト

プロゴルフアー

坂田 信弘

横浜FC
ゼネラルマネージャー

奥寺 康彦

ぬL

元ノルディック複合日本代表

荻原 健司

ドッジボール
全国大会優勝監督

梶川 洋子

坂田 信弘
(フロゴルフアー)

どもたちの輝く瞳、そのきつかけづくり」につ

いて、ますは梶川さん、お話しください。

梶川1 私は子どもたちと一緒に頑張つてきま

した。その中で、子どもたちから間しヽた言葉

は「僕たちはドッジボールが大好きだ。だから

強くなりたい。勝ちたい。」ということ。好き

だからこそ、厳しい練習にも耐えられるんだ

と思います。子どもたちは練習中によく泣き

ますが、それは私が怖いからではなく、できな

いことが悔しいからなんです。できないこと

があると、もっと練習して乗り越えるのか、そ

れともやめてしまうのか、それは本人が決め

ること。仲間や家族は励ましてくれるでしょう。

でも、一番大切なのは自分なんです。苦しい

戦いに立ち向かう勇気は後ですばらししヽエネ

ルギーになります。結果にとらわれるのでは

なく、自分が頑張ることに意味があると思う

んです。

奥寺 どうして頑張れるのかとしヽうと、やはり、
そのことが好きだから。好きであれば自然と

負けたくないという気持ちもわいてくるし、目

標もはつきりしてくると思います。

荻原 僕も皆さんから「頑張れ、頑張れ」と言
われてきました。どうして頑張れたのか振り

返うてみると、スキーが好きだからなんです

よね。心の底から好きだと思うことこそが頑

張るための基本だと思しヽます。

荒丼 坂田さんはジュニアの指導をしていら

‐

1

神奈川県出身。東京教育大学 崚 菫波大学)体青学部大学院
修士諫程修7.広島大学S合 科学部助教,などを経て.■在
は広島市立大学口瞑学ヨ教授.I円はスポーツ社会学。日本
体育学会理事 .日本スポーツ社会学会理事.クラブ文化の再生
や楽しむスボーツの推進者として知られ.総合型地雄スボーツク
ラプの餃立やスボーツクラブ都市を

'彙
中。
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〕〕ポゴウム 《Wi!!To Win!～勝つことではなく 勝とうとすること～》

奥寺 康彦
(横浜FCゼネラル
マネージャー)

荒丼 それがまさに「W‖ I To Win」 の気持
ちですよね。その辺り荻原さんは、いかがで

すか。

荻原 私の初めての国際大会は高校生の時
でしたが、結果は散々でした。それは今まで

やってきたことが全て否定されたような気が

しました。このままでは世界で活躍できるよ

うな選手にはなれなしヽなと思いました。ます

はトレーニングをしつかりして外国の選手に

負けない体を作り、きちんと技術を身につけ

ることがいかに大切か気がつきました。もつ

ともつと自分の頭の中をスキーに集中しなけ

ればいけないと、そう思いました。こうしたこ

とは経験を通じて初めて分かることであり、

もつと強くなりたいという気持ちもわしヽてき

ました。

荒丼 ―一生懸命にスボーツをやるとしヽうことは、
究極は、自分の長所や弱点と向き合うことに

もなるんじゃないかと思しヽますが、その辺は

どうですアフヽ。

梶‖1 私が指導するのは小学生ですから、競

技に向き合える体力をつけさせることから始

めます。私が一番に指導しているのは「朝こ

はんを食べなさい」ということ。好きなこと

をしようとした時に自分の体が動かなしヽのは

あきらめる第一歩になると思うんです。何こ

とにおしヽても体力が基本。特に子どもの場合

はそうですね。

荻原 健司
(元ノルデイック授合

日本代表 )

損川 洋子
(ドッジボール
全国大会優勝監督 )

広島県出身。平成4年7月に■日市市のドッジボールチーム「全
円寺ファイターズ」を結成し.平成14年 3月までの約10年間監督
を務めた。この同.全国制●3回 .3位 3回のチームに青てた。容
赦ない梶|||さんの厳しい特訓に戸惑いながらも.メンバ~■に除々
に変化が起ころ姿は全国に感動をよんだ。現在は府中町のドッ
ジボールチーム「マンテンスターキッズ」顧間.平成14年 3月の全
国大会では3●に入■.

や秦川県出身.昭和52年 .旧西ドイツの名門チーム「,FCケルン」
から日本人″,のプロサッカー選手としてデビュー.以後9年間 .ブ
ンデスリーガ(西ドイツ1部リーグ)で通■額 試合に出●.25得点。

昭和61年に帰□し日本国内初のプロサッカー選手となる。現在

は横浜FC代表取饉役ゼネラルマネージャー。2002F:FAワ ールド
カップ
‐V横浜開籠準備委員も務めた。

●体・技・心 ,自分を見つめること

荒丼 3つ目のテーマは「体と技と心の関係」

です。よく「t,技 体」としヽう言葉を聞きます

が、坂田さんの指導コンセフトは「体・技りしヽ」

ですよね。そのこころは何なのでしょうか。

坂田 よく心を正せと言いますが、背中が曲
がっていては真っすぐな球は打てません。ま

すは体だと思うんです。体ができると技術が

向上する、技術が向上すると′じめてきてきます。

皆が同じスピードで成長することはできませ

んが、人間の中で一番早く成長するのは体な

んです。次が技。心はゆっくりと咲いていくん

です。咲き急ぐことはありません。

奥寺 指導者は結果を求めて焦ることがあり
ます。しかし、大切なのは本人に勝ちたいと

いう気持ちを持たせること。子どもたちなら「好

きだ、楽しい」という気持ちを持たせること。

楽ししヽから続けたい、好きだから勝ちたしヽ

という気持ちになってくるでしよう。指導者|よ

この気持ちを導き出してやることが大切だと

思います。

書馬県出身。1992年 アルベールビル冬季五綸 .1994年 リレハ

ンメル冬季五輸の団体で連機全メグル。ワールドカソフでも1993

年.1994年 .1995年と個人総合3連0を成し連げ「キングオブス

キー」として海外からも

「

く支持される。2002年 ソルトレークシテ

ィ冬季五はで4大会連綺出■を果たし.2002年 5月に情しまれな

がら現役を引退した。

●これからの日本のスポーツ環境

荒井 会場の皆さんにお願いしたアンケート
に「スポーツは楽しいですか」という質問が

ありました。「楽しい」が79.8%。 でも、楽し

いのか、楽なの力` 、ここ力ヽ離しいところです。

楽しいにもレベルがあります。どういうふうに

工夫をすれば、それがより深くなるのか。そ

の辺りも、このシンポジウムでディスカッショ

ンできたらと思しヽます。次の「人生にスポー

ツは必要ですか」という質問には、やはり

70%ぐらいの人が「必要」と答えてしヽる。こ
れを一般社会人に質問すると、90%が「必要」
と答えます。それはスポーツが必要なのか、

それともスポーツを支えてしヽるクラブや運動

部が必要性を生み出しているの力‐ 、この辺

りは面白しヽテーマだと思しヽます。そこで、ここ

からは、「これからの日本のスポーツ環境」に

つしヽて話していただきたいと思います。今で

は海外で活躍する日本選手も多くなりましたが、

奥寺さんはその先駆者です。海外で活躍する

中で苦労されたことや、今の日本のスポーツ

環境についてお話しいただけますか。

奥寺 日本だと学校体育がベースになつてい
ますが、ドイツなんかは各地域にいろいろな

種目別のクラブがあって、それぞれ地域の人

たちが会員になり、会資を払って支えて運営

しています。サッカーの場合なら、専用の芝

ヽ

26

つしゃしヽますが、子どもを頑張らせるキーワー

ドは何ですか。

坂田 子どもたちは「やる気、負けん気、へこ
たれん気」という3つの気を持つてしヽます。こ

の気がなしヽと、何ことも前に進まないと思う

んです。それを出させてやるのが指導。その

ために何が必要かというと、情熱なんです。

指導者は子どもの3倍の情熱を持てば、子ど

もたちに伝わるもの。子どもたちは皆、才能

を持っています。でも、残念ながら、それを見

つけられない子どもが多いんです。成績としヽ

うのは神様の贈り物。しヽくら願つても手に入

るものではありません。だから、私は子どもた

ちを成績では叱らないことにしているんです。

ライパルは自分を高めるための味方なんです。

だから、ライパルにも感謝の気持ちを忘れて

はいけないんです。
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生があつて子どもたちがプレーしているのを

いろいろな人が見ている。クラブ八ウスには

お茶を飲むスペースがあつて、家族や地域の

人たちのコミュニケーションの場になっている。

この地域に根付いた環境はすばらしいと思しヽ

ました。日本は、まだまだ学校体育が主体で

環境が整っていません。地域全体で支える環

境があり、子どもたちも自由にスポーツに関

われる環境ができたらしヽしヽと思います。今も

学校教育で一生懸命指導に当たってしヽる方

はたくさんしヽらつしゃいますが、それが難しく

なりつつあるのが現状です。これからは、地域、

自治体、企業の三つで支える環境づくりを進

めていかなければならなしヽと思います。

荒丼 これまでは学校や企業でやつてきたス
ポーツを、今後、いかに地域と連携して展開し

ていくかは、現在の日本のスポーツ界の大き

なテーマであるし、その節目に来ていますよね。

荻原さん、外国との比較も含めて、違う観点

からいかがですか。

荻原 スキージヤンプとし`うのは、雪がある
からと出掛けていって、しヽつてもジャンプ台

で練習できるのかと言ったら、そうではなしヽ

んです。たくさんの人による準備が必要だつ

たりするので、すこく限られた日程でしか練

習できないのが現状なんです。しかし、これ

が外国に行ったら違うんです。たつた1人の

ためにでも整備してくれて、トレーニングする

ことができるんです。これを支えているのが

地域の人たちなんです。日本にも各地にジャ

ンフ台がありますが、雪に埋もれているのが

現状です。私たちがふらつと出掛けていつて、

しヽつでも好きなだけ練習できるようになつた

らいいなあと思いますし、今後は日本もそう

いう環境になれるように役割を何かしていき

たいと思っています。

荒丼 梶川さんは、地域でスポーツをやつて
おられるわけですが、学校や保護者との連携

など、その辺りはどういうふうにしておられる

のでしようか。

梶川 私たちも地域に大きく支えられていま
す。当番制はとつていませんが、自分が子ども

たちのために何かをしてやろうという気持ち

を持ってくださった方々に手伝ってもらって

しヽます。そうは言つても、全国大会に行けばお

金もかかりますが、そこは保護者に支えても

らっています。私が「たくさんお金がかかつて

申し訳なしヽ」と言いますと、「それには代えら

れないものを頂しヽている」と言われます。そ

んな気持ちに応えるには、子どもたちの一生

Q:親の子どもに対する愛は自己愛に値しま

すか。

A:坂田 値します。ただ、親としては10を期
待して子どもが1応えてくれたら、それは親孝

行。子と親は生き方が違うので確執があるの

は当然。ただ少なくとも、親の愛は子どもに

降り注がれていることも認めてもらしヽたい。

親は熱くなくちゃいけません。あなたも親に

なつたら分かるでしょう。

Q:試合にとつて一番大切なことは何ですか。

A増酬1 指導者とすれば、普段の練習通りに

試合をさせること。子どもたちにとつては、全

懸命やっている姿を見てもらい、感動しても

らうことなのかなと思います。

荒丼 奥寺さん.広島でもサンフレッチェが
頑張っているのですが、どうも観客が入りま

せん。私も大学でサポータークラフをつくつ

て応援しているのですが、なかなかで…。奥

寺さんのところは「ソシオ制度 (市民会員に

よつてクラブを運営するシステム)」 をとつて

おられますが、その可能性はどうなんでしょう

か。

奥寺 サッカーも今までは企業に支えられて
いるクラプが多かつたわけです。しかし、企業

が経営不振になれば一番に影響が出るのも

クラブです。私が関わつている横浜FCもそう

でした。しかし、フアンの人たちがお金を出し

合って立ち上げたのが今の形です。私たちの

地域にはすばらししヽチームがあつて、選手が

しヽる。これをみんなが誇りに思えれば、地域

密着につながつてくると思うんです。

荒丼 奥寺さんの関わつているような市民が
支えるチームや坂田さんが開しヽている」ルフ

塾なんかを見てしヽると、着実に選択肢は増え

ていると感じますし、今後はこういう動きに注

目してしヽきたいと思しヽます。

てを忘れて目の前にあるものと戦う勇気だと

思います。

数原 準備じゃないでしょうか。トレーニング
も準備の一つです。準備が完璧なら、大舞台

でも自信を持つて臨むことができます。

奥寺 自分はやれるとしヽう自信でしようか。
不安だとミスも出ますからね。

坂田 勝つことです。試合で勝てなかつたら、
練習量で勝てばいい。勝つこととは試合結果

だけじゃないはす。それまでの過程にもあるし、

日常生活にもある。何でもいいんです。何か

一つ、勝てるものがあつたら次につながると

思います。

皆さんに贈るメッセージ

荒丼 最後に、会場に集まつた皆さんに伝え
たいキーワードを書しヽていただき、簡単に説

明してください。

坂田 「夢一つ、生きる道一つ」。私は55年
生きてきて何にもできなかつた。まさに、「夢

一つ、生きる道一つ」、そう思つています。

奥寺 「楽しむ心と目的意識」。自分が好き
な道だから楽しみたいし、目的もしつかり持っ

ていきたいなと思つています。

荻原|「Be StrOng(強 くなれ)」 。スポーツ

で強くなれということではなくて、人間として

強くなつてほしいとしヽうことです。しヽろんなタ

フな八―卜の持ち主になつてほしいと思います。

梶‖|「夢は夢で終わらす。努力なくして栄光
なし」。努力したら、必ず先にはいいことがある。

これは私の今後の生き方にも通じる言葉です。

荒丼 皆さんも、今日のシンポジウムの中か
ら何か一つ、良い言葉を持って帰ってください。

そして今度は、自分として何ができるかを考

えてください。今日はありがとうこざしヽました。
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グラウンド・ゴルフ
●10月 6日 (日 )。 7日 (月)◆ 福山市/福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場。野球場
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選手盲illl:撃 ]二さん(53● )
●丼颯 着用GG重好会
初めての全国大会「スポレク広島2002」
このような全国規模の大会に初めて参加し.何もかも
驚きと感動でした。緊張の中で競技が始まり.メン′(―の
温かい,し にヽふれることができました。広島の方には特に
気配りをしていたださ.2日 目には何とホールインワンが
2回も出て、「スポレク広島」は今後グラウンド.ゴルフを
続けていくにも.生湮忘れられない大会になりました。

麟ゆ」

役員益威 妙子さん(550
広島県

お世皓させていただく■びを感じました
会場が福山市に決まつてから.役員の研修.打ち合わせ
とにしい日々 が続きましたが.お世話させていただく日び
を感じながら本番に臨みました。老若男女、障害者も同じ
レベルで競技てきるグラウンド・ゴルフだからこそ.生まれ

“

ゑ
`.

■

■L

これもひとえに皆様の御尽力の賜物と感謝しております。

_=Di■

「

   て8ヵ月の時に小児麻痺にかかり.右下半身麻痒の私に.ロロ      委員長としての大役が果たせたと思つています。福山市.
県協会役員皆さんの「思いやりと優しさ」に満ちた協力で大成功に終えること
ができ.深く深く感謝申し上げています.
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グラウンド・ゴルフは陸上競技場と野球場の2会場をA・ Bブロックに

分け、プレーが行われました。事前準備から当日まで、幼稚園児から

中学・高校生等多くの人が世代を超え、大会に参加しました。また、

福山市の情報発信という点でも、参カロ記念品配布や特産品販売、そ

して輌の浦や福山城等の文化ゾーンを散策された選手も多く、「歴

史とばらの香るまち福山」に心ゆくまで接していただきました。
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竹原市総合公園バンブー・ジョイ・ハイランド多目的グラウンドで

行われたゲートボールは24面のコートで一斉にスタートしました。
選手たちは得点獲得のため真剣にブレーするものの、ボールを

打つスティックの軽快な響きの中、和気あいあいと大会が行われ

ました。また、サービスコーナーでは、うどん、豚汁等を提供し交

流を深めました。

ゲートボール

ノ

」ヽ曖

●10月 6日 (日 )。 7日 (月)◆ 竹原市/竹原市総合公園バンブー。ジョイ・ハイランド
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選手三木 諄代さん(63● )

香川県 小豆島オリープス

韓ロチームと対戦できて良い記念になりました

全国大会には何度か参湘したことがあり.優勝や上位

入賞も経験していますが.対戦したことのないチームとの

試合等.大変良い勉強になります。韓国チームと対戦.交

流もすることができ.非常に良い記念となりました。

大会運営については.開会式で行われた子どもさんに

よるアトラクションが良かったと思います。地元のサービ

スもよく.竹原の町並みもされいてした。

役腱山田 茂人さん(01歳 )
広島県

大会運営がうまくいきました

大会運営については.トラブルで選手を持たせるという

こともなく.また選手やチームの協力もあり.流れは非常

に良かったと思います。心配した雨が朝には■んだのも

有り難かつた。

会場のグラウンドは.「非常に整備が行き届いている」

と多くの選手の方々から評価していただき.関係者として
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安心しました。膀負に余りこだわらす.仲良く競技するのが良いと思います
。
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壮年サッカ

ここ■
■ ■

●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )・ 8日 (火)◆広島市/広島広域公園第一球技場、広島県総合グランド、
広島修道大学第3グラウンド

860人の選手が一堂に会しての開始式の後、広島市では16チ
ームが3会場で熱戦を展開。選手の皆さんは、時に和やかに、時
に激しくゴールを目指し、年齢を感じさせない素晴らしいプレー

を繰り広げました。スタッフやボランティアの皆さんの応援にも

力が入り、青い芝上で選手がゴールをねらうたびに大きな声援を

送り、会場が一体となって交流の輪を広げました。
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ボランティア渡辺 葉子さん(53燿
広島県

韓国チームを精一杯応援
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た経験を生

」 / こ精―不応援

3

_■

“

lrr I I FIll

参
加
者
か
ら
の
一言

選手椰 海成 (チョン・へ・ソン)さん(51●)
●目

健康のため、毎朝2時間練習
サッカーを始めて30年 .現在も健康のために続け
ています。毎朝2時間練習していますが.その成果を
発揮でき.いつもどおりのフレーができたのが良か
つたと思います。

広島はとてもされいな街て.人々がみんな笑顔で
迎えてくれました。とてもありがたかったです。

|

来てくれた選手に.「広島に来てよかつた」と思つてもらえたらいいですね。

31



壮年サッカ…

ア ●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )。 8日 (大)◆ 府中町/揚倉山健康運動公園

府中町揚倉山健康運動公園では、第3・ 4グループ16チームによ
り熱戦が繰り広げられました。同公園は、府中町から瀬戸内海ま

で一望でき、眺めは絶景、芝グラウンドの状態も良く、全国各地か

ら参加された選手の皆さんにはとでも好評でした。また、交流コ

ーナーでは対戦相手チームとの親交、会場ボランティアとの会話

も弾み、心温まる雰囲気の中、終了しました。
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選手間 博さん(510
千葉県 千葉県シニア

35年ぶりの広島に感激
サッカー歴は約40年 .下手の横好きですが.サッカー

は飯より好きて.■の次に愛しています。広島はインター

ブヽイ以来だつたので.スポレクが広島で開催されるに当た

り.どうしても35年ぶりに広島を訪れてみたかつたです。

お酒もおいしいし。

バスで来たんですが.府中町は広島市内から近くて.山

ポランテイア清水 ロロ子さM23■ )
広島彙

サッカーの楽しさを再発見

今年.広島県てスポレク祭が開催され、我が町でも壮年

,ッカーが開催されるということで、観光大使「つばき娘」

として参加しました。

今年は日韓ワールドカップが共同開催され.サッカーを

身近なものとして感していました。高年齢でありなから′ヽ

―ドなスポーツを楽しんでおられる姿や各来の方8人柄ゝ′ヽ

32

に日まれ.非常にされいな所ですね。私の生まれた所がこんな感じの所なので.

心身が癒されました。

に少しても触れることができ.違う視点で
'ッ

カーの楽しさを教えていただき.

ありかとうこざいました。
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監督・■手今泉口

")さ

ん(57● )
北海道 壼別四十雀サツカークラブ

売店の方の親切と役場の対応に感謝
試合結果は]勝 1敗 1分けでしたが.各県の選手と声を
掛け合うなど十分に楽しみ.満足しております。
吉田町では、足非.毛利元就に関わる歴史に触れたいと
思い.売店の方にお話ししたところ、休館日にもかかわら
す「吉田町歴:史民俗資料館」を見学することができました。
売店の方の規切と.役場の対応にた′●感謝するばかりです。

監督手島 大介さん(6●■)
広島県 広島サンブレ
精一杯戦って悔いなし
大会を間近に控え.広島県サッカー協会から広島県代
表Cチームの編成依頼があり.急迪チーム編成して出場
することになりました。

結果は3連敗に終わりましたが、精一杯戦つて悔いはな
く、遠来の友を少々もてなしたという感じです。大会期間中、
各県選手から.「ビッチがすばらしい」との声を数多く田き
|ことつて最高の喜びは.良いビッチてフレーすることです。
|てなし」をされたと思います。
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式と吉田町のスタツフの方々の温かさが大きな思い出となりまし
華やかな関会
た。

ましたが.ブレーヤー

`吉田町は最高の「おも

●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )・ 8日 (火)◆吉田町/吉田サッカー公園

吉田サッカー公園で行われた第 5・ 6グループの試合は、いずれ

も自熱した好試合ばかりで、全面芝生のグラウンドも大変好評で

した。会場全体も、交流コーナーを中心に賑わい、温かいふれあ

いができました。閉会式においても、地元、吉田高校の吹奏楽部

に生演奏をしていただくなど、終始和やかな閉会式となりました。
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市内小学生が作成した各県別応援旗や幡旗・サルビアの花を会

場内・外に飾り付け、物産・飲食コーナーやお茶席などを設置し、

ボランティアスタッフと共に選手の皆さんをお迎えしました。物産・

飲食コーナーや市内観光コースも大変好評で、交流ゲームでは

珍ブレー・好プレーの続出で笑いの “ウズ"が巻き起こり、3日間
にわたり和やかな雰囲気の中、白熱した試合が繰り広げられました。
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ん(49● )

香川県 まんでがん香西

来年の香川県のスボレク祭に是非おいてください

三次は縁が多く.空気がきれいて.とてもいいところで

すね。会場の雰囲気は、スタッフの方がとても親切で.気

持ち良く過こさせていただきました.スボレク祭は今年初

めて参加したのですが.全国のレベルは高いと感じました。

何とか一つても勝てるよう頑張りました。

来鋼ま香川県て「うとんツルツル! スボーツスルスル||」

をキャツチフレーズに開催します。是非おいてください。

=___

役員堀場 勝三さん(55重 )
広島県

多くの皆さんの協力で、立派な運営ができました

三次市は.非常に人情深いすばらしい衝だと思います。

審判委員長として運営に携わってきましたが.全員一体

となり努力し.多くの皆さんの御協力をいただいて.立派

な運営をすることができました。涙が出る思いです。あり

がとうこさいました。
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ソフトリ(レーボール
●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )・ 8日 (大)◆ 三次市/県立みよし公園カルチャーセンター
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開始式は体育館を球場に見たてて行われ、地元中学生による歓迎ア

トラクションが式典を盛り上げました。各球場では、チームのサポー

ターとなった地元ソフトボール少年団の大声援をうけて、各選手が

日頃の練習の成果を発揮し、全国のソフトボール仲間と交流を深め

ました。東広島市は「まかせんさい |さわやか笑顔でおもてなし」を

合い言葉に、全国から集まった大会参加者を温かく歓迎しました。

」C′

● 10月 6日 (日 )。 7日 (月 )。 8日 (大)◆ 東広島市/東広島運動公園ほか

女子ソフトボール

‐ ■■
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選手日向野 ケイさん(54歳 )
栃木栞 宇口富クラフ

地元の子どもたちとの交流に感激
今までに

'加
した大会には地域との交流は余りありま

せんでした。今大会のように子どもたちと大会前から交
流するということもありませんでした。地元のスポーッ少
年団との交流ができたことが.今大会に参加して一番感
激したことです.

ボランティア有吉 啓―さん(12■ )
広島県

応援旗の作成や手紙の交換で、楽しい思い出
ができました
開始式のフラカード保持者として大会に参加しましたが.
全国からいろいろなチームが集まつてきていて.とても緊
張しました。この大会に向けてすいぶん前から応援旗を
作つたり.手紙を交換したりして準備をしてきました。僕
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広島はいつも素通りするだけてしたが.今回は原爆ドー
ムやお好み村を回ることができ、原爆資料館には心を,たれました。次に来る
ときは時間があれば洒蔵も見て回りたいです。

 `      ′ が担当するチームの人違は.優しくて明るい人はかりで
よく話しかけてくれたので.楽しい思い出ができました。
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女子ソフトボール
●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )。 8日 (火)◆ 大和町/自竜湖スポーツ村公園
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警F斎藤 久美子さん(36二)
山形県 自●レデイース

町を挙げての歓迎ぶりに感激しました

山の中の静かな湖.広大な自然。来る者をホッとさせ、

全てを包み込んでくれるような素敵な大和町で伸び伸び

とブレーできたことをとてもうれしく思います。歓迎レセ

プション.売店.そしてヽ援団の皆さん 町を挙げての歓
迎ぶりに.涙が出るほど感激しました。

試合は残念ながら2戦2敗で予選リーク敗退.ミラクル

日E米丸 優さん(53● )
広島東 大和レディース

スポレク祭を機会に若い人にもスポーツの楽

しさを伝えていきたい
大和町でスポレク祭が開催されるというので.2年前ほ

とんど未経験者てチームを立ち上げました。守備
・打撃の

不安も.試合を重わることに上手になっていきました。決

勝トーナメントまで良く頑張れたと思います。これは.選

手の家族や周りの人の協力と.大和町が国体でソフトボー

ルを開催したという下地があったからだと思います。他県の人
とも交流ができ

たし.これを機会に.若い人にもスポーツの楽しさを伝えていきた
いです。
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パヮーを見せすして終ゎったことが少し残念ですが.地元応援団
の旨さんのお

陰で心に残る試合ができました。

大和町会場では、町内小学生による「ヤングマン2002」 に始まり、
激励の旗や中学生によるメッセージボールの贈呈を行い、大会の歓

迎ムードを盛り上げました。球場においては、全町民による「スタン

ドいつぱい運動」の展開により、各試合とも 1地域 1チームの応援合

戦が繰り広げられ、好試合の連続でした。本大会は、町民と選手団の

間に感動と交流の輪が広がり、意義深い素晴らしい大会でした。
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●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )。 8日 (大)◆因島市/因島勤労者体育センター ¬

ラージボール卓球は、韓国選手も参加し、40歳以上357人が参
加し、熱戦を繰り広げました。試合が終わつてからもあちらこちら

で、県の枠を超え和気あいあいとした雰囲気の中、交流の輸がで

きていました。交流行事では、水軍鍋、焼き鳥、うどん、ぜんざい

等が振るまわれ、観光物産販売コーナーも人気を集めました。開

始式では、因島村上水軍陣太鼓が披露され、好評を博しました。
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朧・群 上野 雅昭さん(6∝ )
広島県 広島もみじ

全員―丸で取り組みました
全員―丸となつて、取り組んだお陰で何とか予選リーク
をl位で洒遇することができ.地元としても良かつたと思
います。

スタツフや地域の方々が献身的に会場内外で運営に取
り組んでいただき、非常に競技しやすい大会でした。
これを機会に、見ている人を含め.様々な形で生涯スポ
ーツの輸が広がればと思います。

選手丼上 秀司さん(57崚 )
番川県 多度澤クラフ
来年の香川大会もいい大会にしていきたいです
lセツトロでグームポイントに届いていたが、結局競り
良けてしまい、それ以降チームも5試合目までもつれたも
のの.2-3で負けて残念でした。ただ.私たちのチーム
は小学校のスポーッ少年団指導員が集まつて、今年14月に
結成した若いチームなので.あとの試合を勝ち越してい
い形で明日に臨みたいです。

来年は私たちの多度津町で大会が行われるので、この大会でしつかり学び、足
非来年もいい大会になるようにしてぃきたぃと思います。
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ターゲット・J〔―ドゴルフ

自然に日まれた広島県立びんこ運動公園に設営した「しまなみコ

ース」は、多目的広場を利用した平坦な「しまコース」と、クリー

クに見立てたジョギングコースや健康スポーツセンターの庭を

利用したトリッキーな林間コース「なみコース」からなり、参加選

手に大変好評でした。ふれあい交流広場では、地元女性会が瀬戸

内の小魚料理でもてなし、大人気でした。
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選手沖光 正彦さ嵐 50● )
広島県 広島邁薇A

ダブル倒勝で人生最良の日になりました

ターヶット・バード」ルフは.」ルフのドライパーで二百

数十ヤード飛ばす爽快感はありませんが.テクニックと戦

略性に富み.若い人からお年寄りまで体力の差を感じない

で楽しめるスポーッで.何よりも幅広い人と交流を深める

ことができます。

今回のスボレク祭では.秋田県の人と親しくなり郷土
の

ー

、、■″■‐

ボランテイア事市本 lE弓さん(63● )
広島県

食事を褒めていただき、感慨も0としおです

今回のスボレク祭では.2日間で延べ2千人の方々に心

からのお食事のおもてなしをしました。

旬の素材をふんだんに使つて.「尾道の海の幸」を味わ

ってぃただきたいと、磯めしは女性会のオリジナル.それ

に小いわし、えびの空揚げ.ワカメの味嗜汁てした。大勢

の人から.「こんな美味しい食事は初めていただいた」と.
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感激やお褒めの言葉を頂き.苦労も疲れも吹き飛び.感慨もひと
しおでした。
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話題で大いに盛り上がりました。今回|まダブル優勝の名誉
に澤き、人生最良の

思い出の一つになりました。

●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )◆ 尾道市/県立びんこ運動公園多目的広場
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男女混含綱引
●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )◆ 呉市/呉市体育館

呉市体育館で行われた大会は迫力ある白熱した試合が続きました。

市内の小・中学生が心を込めて作成した応援ポスターを会場内に

飾り、選手の皆さんからも大変好評でした。アトラクシヨンの和太

鼓ではアンコールの声も出て、大いに盛り上がりました。ふれあ

い交流広場のもてなし・物産コーナーも大好評でした。選手見送

りの時、笑顔で「ありがとう」等の声も間かれ、感動的な大会でした。
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ヨ手長尾 IE彦さん(35崚 )
香川県 サヌキAYAKAMI

参加できて名誉に思つています
全国スボレク祭男女混合綱引に参加することができ.大
変名誉に思つております。

今回の大会は、呉市が総力を挙げ取り相んだ大会とい
う感じが関係者から伝わりmすかしい試合だけはできな
いという気負いを感した反面r交流を深め.スポーツを
楽しむ・ことが大寧なんだということを改めて知ることが

ポランティア長田 高盤 ん(20■)
広島県

貴重な体験を今後に役立てていきたい
学生として運営ポランティア活動に参加しましたが、と
ても充実したものでした。
この大会|よポランティアの方が多かったため、地域の方々
と交流ができたこと.各県の選手の方々と和やかな雰日
気で楽しめたことがとても長かつたと思います。学生とし
ては.なかなか味わうことのできない.他県や地域の方々

」

/
ン 、

▲
できた大会でした。来年は香川県で,0催されますが.今回参加された皆さんに
また会えることを楽しみにしています。

0

との交流体験を.これからの生活に役立てていきたいと思います。貴重な体験
ができたことに対して感謝しております。
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年齢別テニス
ア ●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )◆ 尾道市/県立びんこ運動公園テニスコート

広島県立びんこ運動公園の大規模スポーツ施設に挟まれた 18
面のテニスコートでは、2日間とも好プレーが続出し歓声がこだ

ましました。空きコートでの交流試合も大盛況で、テニス愛好者

の交流の輪はますます深まりました。全国各地の代表選手や韓

国からの選手、また大会スタッフは、この大会の思い出を胸に再

会を楽しみに帰途につきました。

ギ

一

|

E手 中川 みゆきさん(43● )
香川県 うとんつ0つる

スケールの大きさに感動 !

「なんてスケールの大きな大会!」これが第一印象てした。

そして、開会式は.県民一体となつてすばらしく.本当に感

動しました。その上.書に国際交流で訪れた韓国で知り合

えたメン′(―にも再会でき.すてきな偶然に感謝しました。

来年は.いよいよ香川県です。選手として出場すること

はできませんが.せめて運営の面で協力して.大会を盛り

役員高機 由薔さん(55燿 )
広島県

大会が無事終わってホッとしました

表彰式が無事終わつてホッとしたというのが実感です。

昨年.二重大会を視察し.私なりに1つの課題を設けてス

タートしました。それはこの競技を.従来3日間で行つて

いたものを.2日間でいかに順位を鶴うかにあつたわけで

す。

初日、雨にたたられたものの.多くの交流を図りなから

40

上げていくことをみんなで約束し.尾道を後にしました。 無事全ての順位が確定できたのも、選手・運営役員の皆様方の御協力の日物と

改めて感謝申し上げる次第です。
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年齢別ソフトテニス
●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )。 8日 (火)◆福山市/福山市竹ヶ端運動公園庭球場

海と山に囲まれた自然豊かな瀬戸内の交流拠点都市福山で、352
人の全国のソフトテニス愛好者と韓国選手団を迎え開催しました。

大会開催にあたつては、幼稚園児に応援熾旗の作成、高等学校のソ

フトテニス部員には大会運営の協力をいただいたりと多くのボラン

ティアの方々に支えていただきました。選手間はもとより運営する

者と選手の交流も行われ、好評のうちに終了することができました。
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選手小野 早苗さん(56歳 )
広島県 広島もみじ

大きな声援に燃えました

開会式のスケールの大きさには圧倒され、感動しました。

高校時代以来の全国大会出場で.喜びと不安.半々でした
が.「来んさい!しんさい1はじけんさい!」 のスローガンで
楽しもうと思うと不安も消えました。ソフトテニス会場では、
ポランティアの皆様から大きな声援をいたださ.もみじの
葉のように紅く燃えました。韓口の人たちとも対戦でき.
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国際交流の一喘を担つたようでした。願わく|よ少々会話ができたら楽しさも倍
増したことでしょう。
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役員高襦 耕造さん(64● )
広島県

試行錯誤しましたが、成助裏に大会を終了しました

本大会が福山市で開催されることが決定してから2年間、
石川大会.二重大会を視察に行くことから始まり.先催県
を参考にしなから.福山版を行政と共に試行箔誤してまい
りました。関係者が一丸となって.立派な大会にしたいと
の思いで努力いたしました。お陰で天候にも恵まれ.4日
間予定通り進行することができ、多くの方々より「すばら

「
―

|

しい大会であった」との賛辞をいただき.成功事に大会が終了できたことを役
員―同喜んでおります。



メ〔ウンドテニス
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●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )◆大野町/大野町体育館

バウンドテニス大会は、チーム別対抗ラリー戦、ダブルス戦、そし

て各県混合チームで対戦するスポレクラリー戦が行われました。

選手、監督、スタッフそれぞれの協力のもと、和やかな、そして熱い

戦いが繰り広げられました。交流広場では、アサリの貝汁などに舌

鼓を打ちながら談笑の輪が広がり、地元小学生の「お国ことば調査」

のインタビユーなども行われ、思い出に残る大会となりました。
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選手正治 美恵子さん(49■)
襦丼県 福丼フェニックス

おしゃもじて楽しかつた広島大会を思い出して

います
10月 6日の場.索朴な広島弁で会場に案内していただ

き.緊張していた心が「ポツ」と温かくなり.大会1日目が

始まりました。我が福丼フェニックスチームは、お陰さま

で
'位

リークで■勝.最高の思い出となりました。

最後にみんなで宮島のおしやもしを打ち哺らしなから

ボランテイア長尾 典子さん(60■ )
広島県

全国の方々と心温まる交流ができました

大野町女性会は.お土産に員びな.貝根付け.交流広場

での接待.表彰式前の民踊と.お手伝いをさせていただき

ました。

「大野小唄」と宮島の名産の詢子を持つての「理城やつ

さ」は.多くの方々の飛び入りで大きな踊りの輸ができ.

会場が一つにな咲フィナーレにふさわしい踊りだつたと

の踊りも.とても楽しかつたです。あの時のおしゃヽ じて御飯を盛りなから.楽し

かつた広島大会を思い出しています。

自負しております。皆様のお帰りの際の笑顔と後から届誅 した礼状を見て.こ

の大会に協力できたことを喜んでおります.
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年齢別り(ドミント ―ノ一　　　一

日新製鋼株式会社呉製鉄所体育館を会場にして行われた年齢別

バドミントン大会は、45道府県チーム、韓国2チーム、地元広島
県から3チーム合計50チームを迎え、地元の中学生や小学生の
大応援団の声援を受け白熱した試合が行われました。また、ふれ

あい交流広場では、呉が発祥の地として有名な “肉じゃが"が振

るまわれ、選手や関係者の間で大変好評でした。
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警F田中 妙子さん(50● )
福丼県 餞前かに

お好み焼きを食べ、観光もし、とても楽

しい4日間でした
福井県では各タブルスの予選を行い.計 8名

が代表に選ばれますが.ほとんど知らない方々

のため.一緒の行動に不安もありました。でも.

そんな不安はすぐに吹き飛び.あつという間に意

気投合。l日目の酒宴はすこ～く盛り上がり.部

ポランテイア村田 結香さん(13歳 )
広島県

いい思い出になりました

私は鹿児島県のプラカードを持ちましたが.選手の人たちはとて

も優しく.いい人達て.―結に写真を撮つたりしました。とてもいい

思い出になりました.

咽日P

c艇「
YONEX.

屋での2次会へと発展.

肝0の試合ではトーナメント戦に進めませんでしたが.夜は相手県

に頂いた焼酎で話が弾み.広島までお好み焼きを食べに出掛けたり.

宮島へ観光に行つたり.とても楽しい4日間でした。
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●10月 6日 (日 )。フ日(月 )。 8日 (大)◆呉市/日新製鋼株式会社呉製鉄所体育館
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ボランテイア木村コロ女さん(14歯 )
広島県

年上の友違ができたみたいでした

私は高知県のプラカードを持ちました。初め1ますこくドキドキし

てましたが.とても晏しく接してくれ、―一緒に笑つたり、肉じゃがや弁

当を食べたり、写真を撮ったり、何か年上の友達ができたみたいで

した。
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壮年ボウリング
●10月 6日 (日 )。フ日(月 )・ 8日 (火)◆ 広島市/ヒロシマ・アリーナ

会場のヒロシマ・アリーナは、連日多くの観衆がつめかけ、選手た

ちは歓声と熱気に包まれ、白熱したゲームを展開することができ

ました。入場時に演奏をしてくれた市立安西小学校の皆さん、プ

ラカードを持ってくれた市立白島小学校の皆さんが素晴らしい開

始式にしてくれました。
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選手森安

"夫
さん(フ2燿 )

香川県 さぬ●ツルツル

30年前に始め、週に2～3回練習しています
スポレク祭には.監督で3回出たことがありますが、今
回は選手として参加しました。ポウリングは仕事の得意先
から誘われ.30年前に始めて.現在は遷に2～3回線習し
ています。今日はスコアはあまり良くありませんでしたが.
韓国の方と一緒にブレーができ.とでも楽しかったです。

側彙荻野 和男さん(55■ )
広島県

印象に残る大会になりました

開催が決定していろいろ準備を進めてまいりました。
大会運営は「笑顔で」.トラフリレ難主時には「迅速に対応を」
と.スタッフ全員で申し合わせ.無事大会を終えることが
できました。役員―同ホッとしております。

開始式で.地元小学生がプラカードを持つて元気に選手
誘導を行つたり.日本国国歌斉唱.大韓民国国歌独唱の洟

44

妻を行うなど大活躍していたのが印象に残りました。大変良い大会となり関係
者の方々に深く感謝しております。
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● 10月 6日 (日 )。フ日(月 )・ 8日 (大)◆ 広島市/広島広域公園陸上競技場

陸上競技を愛好する男子40歳以上、女子35歳以上の皆さんが、
同年代の競技クラスに分かれ、郷土の代表として、楽しく勝敗を

競い、自己の力と技を存分に発揮されました。大会を支えた競技

役員やボランテイアの皆さんと参加した選手の皆さんの笑顔が

ひとつになつて、秋の広島に交流の輸が広がった3日間でした。
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選手景山 十遭さん(71●)
広島県

全国の選手と交流でき満足 !

小さなころから足が速く.走るのが大好きてした。今も

毎日]0キロ以上走つています。今回地元でスポレク祭が

開催されると聞き.参加しました。全国からすばらしい選

手が集まつている中で競走てき、清足しています。

他県の選手とも交流でき.和やかで気持ちの良い大会
でした。競技ですから競争という面もありますが.人と人
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との輸が広がつていくのがいいですね。他県の人に広島の長さを理解してもら
えたらうれしいです。

したいと思つています。青春がよみがえつた感じて.楽しい経験ができました。

マスターズ陸上競技
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■手上菌 修―‐さん(43■ )
大霰府

よみがえる青薔 !

肢体が不自由な娘が′ヽラリンピックアジア大会に出場

することになりました。バレーボールの選手をしています

が、親子で共通の話題を持とうと思い立ち、陸上競技を始
め、やり投と円盤投でスポレク祭に出場することとなりま

した。スポレク祭は48崚でチャレンジしても出場できる
身近なところがいいですね。次回は走高跳にもチャレンジ

L_ __」
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インディアカ
●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )◆ 廿日市市/廿日市市スポーツセンター

廿日市市スポーツセンターで行われたインディアカ大会は、選手

の白熱したプレーと、園児、小学生、高校生による歓迎アトラクシ

ョン、審判団の歓迎の気持ち一杯の実顔で大いに盛り上がりました。

最後は、審判団全員で作つたアーチで選手をお見送りし、涙と笑

顔の感動のフィナーレとなりました。

Iう:」し
'_●・ヽ

鮮

多_m魃
日 ｀ フ
マ́

“

 レ    _

1■撃″
'

I

ヽ
、、
象

,
`′
■

 ヽ・ 1=“
`..1■口

"u■
′

て

し

Q,o・

璽 腱

‘
Ｌ
■
口
Ｌ

●́ら ■

一
目
■

】

゛

ト

。ヽ
_「 ,  ■

二
・
●,・■し
ヽ

哺

ル

ヽ ■

警手中西 浩司さん(28■ )
香川県 ―宮クラフ

開閉会式は大いに盛り上がりました

インディアカの開閉会式は、我々をびっくりさせるような.

すばらしいアトラクションで大いに盛り上がつたと思います。

競技役員の皆様に|よ早颯から笑顔て出迎えていただ志

また競技では一生懸命審判等をしてもらい.進行もスム

ーズだつたと思います。

来年は香川町でインデイアカ競技を開催しますが.廿日

選手l上哺風lE鴨さん(27● )
広島県 もみしまんじゅう

スタッフのお陰で楽しくプレーできました

インデイアカ競技に出場しましたが.いろいろな県と対

戦できて非常に楽しかつたです。

20歳の若い方から69歳の方まで参加してお以改め

てインデイアカの楽しさが見えた大会でした。我がチーム

も非常に健闘できたと思います。最後に大会が終わつた

際のスタッフの方々の感動つ涙が

'臨
に印象的てした。我々

がケガなく楽しくブレーできたのも.陰で支えてくれた多くのスタッフの協力が

あったからだと思います。
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市市の皆さんに負けないよう頑張りますので.是非香川にお越しください。
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フォークグシス
●10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )◆安浦町/安浦町民センターほか

きらびやかなコスチュームや、みやびやかな着物に身を包んだ476
人の選手は、2日間、交流と踊りを満喫しました。1,200株のベゴニ

アで鮮やかに彩られた会場周辺では、安浦特産品で作った「カキフ

ライ」「サラダ」「ようかん」「きなこうどん」などを振るまい、地元の

小・中・高校生による安浦の民謡「たんと節」をアレンジして新しく作

ったジャズダンスやヒップホップのアトラクションもあり大好評でした。
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監督大原 薔寿子さん(65歳)
山奥県 山梨県フォークダンスユ盟

ありがとう、「海と緑とロマンの町」安浦町 !

スポレク祭参加2回日だから感じる
‐
ときめき・の反面.

代表者としての責任の重さもあつたのですか.関係各位.

特に安浦町やフォークダンス関係の皆様方の心温かなお
もてなし.細部にわたつての気配りをいただき.何の戸惑
うことなく楽しく過こすことができました。何より嬉しかつ
たことは、日本中のフォークダンス愛好者と1曰知の友のよ

L■■■■■■
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' ポランティア

'也

El□幹]さん(68燿 )
―
広島県

会場を花いっばいにしました

私たち公衆衛生推進委員52名は.全員て、「スポレク
祭の安浦会場を花いつばいにしよう!」 を合い言葉に.6月

`か
ら4ヵ月間.ベゴニアと

'フ
ィニア1200株の花づくりに

取り組みました。

東夏の花管理はとても大変てしたが.大会当日.洒開に

咲きそろつたペゴニアには.委員の熱意と0た0きな努
うに笑顔で交流が深められたことでした。本当にありがとう.「海と緑とロマン
の町」安浦町!

力があふれ.そのプランターを己置したときは感無量でした。



エアロビック
●10月 6日 (日 )。 7日 (月 )◆ 豊平町/豊平町総合体育館 (とよひらウイング)

練習の成果を発揮した各チームに対して、拍手と歓声が場内を

包み込みました。歓迎アトラクシヨンでは、平均年齢70歳のボラ
ンティアグループによるパワーあふれるエアロビック。また町内
の全小学生による「キッズエアロビック」、元気いっぱいの子ども

たちに選手は大感激。曲の半ばで選手を踊りの輪に招き入れた

子どもたち、参加者全員による感動のエアロビックが実現しました。
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選手指 導者 横 山 有 里 さん (34菫 )

広島県 MATOl

本当 によくやつた 1

本当によくやつてくれちゃつた。初めは
・エアロビック

・

)の
・
I・ の字を知るところからだつたのですが.大会に出

. 
るまでに頑張ってこれました。最初の頃は緊張と不安で
｀
笑顔もありませんでしたが.大会前には楽しそうな実顔に

なつていました。気持ちが伝わつてきたし.エアロビック

が町のスポーツになつた気がしています。

選手1:り |ll輛さん(2フ●)
餃●県 Oynanite

歓迎アトラクションが和気あいあいで、うれし

くなりました

豊平町つて.自然がたくさんあつていいところですね.

歓迎アトラクシヨンの「つくしの会」や子供たちのエアロ

ビック、もう和気あいあいという感じで.見ている私たちま

で.うれしくなりました。

本番のステージでは.マイベースで日頃の成果を出す

ように頑張0ました。

‘
嘔
「

今回のことは町の多くの人が関わっててきたこと.一人一人わr主役
‐
になね

大会だと思います。
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● 10月 6日 (日 )。 7日 (月 )
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後には対戦チームとのお土産交換もなされるほどでした。今後も大会を通して
スポーツを楽しむ仲間が増えることを願つています。

49

43都道府県から254人の監督・選手が参加し大会が行われまし
た。パフォーマンスや方言交じりのアピールによる入場行進で幕

をあけ、真剣かつ和やかな対戦が繰り広げられました。観覧には

1,000人を超える人が訪れ、交流試合として行った地元小学生
の対戦や、デモンストレーション演技は大変好評を得ました。
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監督・選手宮永 幸子さん(500
広島県 新市ポリンSラン

地元開催のスボレク祭に初参加、楽しく競技で
きました

地元.新市町で開催のトランポリン競技に初参加.大会
関係者の方々の準備.運営の働きを身近に感しながら.開

催地ならではの良い緊張と興きの中.楽しく競技できたこ
とに感開しています。また.歓迎レセフションでは、各県の
選手や大会関係者の方々との交流の輪が広がり、試合前

“

■鵬

「

~選
手中野 ますみさん(53● )

晃
lili:!ili}鶯つ2m。」、嘔の皆

『
¬し

'12J田

|||さ んの実顔のあいさ,スタッフの方々の人情味あふれ
【ヨ暉菫田|ロロ|る 温かいおもてなし、気配り、日配り、心配りの行き届いた
.4■
鬱蒻□|卜L  運営に感激!だからトランポリンはやめられない。全国の
1ヽ闊目||口
「

仲間と会えてよかった。~ロロ‐・   おそば最高!太餃も最高1新市最高|ありがとう。皆さん .
の′ヽ―卜をお土産に帰ります。2004年「スポレク福丼」.トランポリンは私の町、 |
勝山市です。お待ちしています.

__ 」



ウォークラリー
●10月 6日 (日 )◆ 瀬戸田町/瀬戸田町民会館～町内

文化の薫る町“せとだ"を満喫してもらうため3ルート5コースを
設定。親子、友達、子ども会などいろいろなグループでウォークラ

リーを楽しんでいました。また、「潮風空中散歩」・「みかんの島
一周」の2つのウォーキングコースでは、ベビーカーを押して参
加した親子などが秋晴れの 1日を楽しんでいました。

選手別府 僣道さん(36●)
広島県

望外の優勝はチームワークの勝利です

小2の枠は.缶けりやおみくじといつたボイント獲得グ

ームで高得点を連発.妻は彗間ささやかれる男女間の視

点の差を見事に発揮して.私にはわからなかつた観察問

題の正解を見つけました。4歳になったばかりの娘は「靴

に砂が入つた」「もう歩けん」「この花されい」と言つては

度々歩みを止め.知ら,知らす設定タイムに近づけてくれ

, &r EnE #t,!(22i)
広島県

仲間やスタッフに助けられ、大役を果たすこと

ができました

今回.町青年連盟てステージ係を担当し.私は初めての

「司会」。緊張してなかなかうまくてきす.仲間や周りのス

タッフの皆さんにたくさん助けていただきました。そんな

中.参加者の皆さんのゴールした時のさわやかな顔や入

賞した方のうれしそうな顔を見るとホッとし.私までうれ

い

゛

′

ワ

間
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た模様.皆それぞれに持ち味を生かし.チームに貢献.結果は望外の優勝.工つ

父ちゃんは何をしてたかつて .

しくなりました。アツという間の1日でしたが.いろいろな出会いがあり、楽しか

つたです。また.こういう機会があれば.足非参加したいと思います。
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エスキーテニス
●10月 6日 (日 )◆ 広島市/広島市東区スポーツセンター

広島生まれのエスキーテニスには、地元広島県以外からも 1府5

県293人の選手が参加し、第23回全日本選手権大会を兼ね、盛
大に開催されました。開始式の入場行進では、地元公民館サーク

ルのマンドリン演奏が華を添え、20代から60代までの老若男女
が、アリーナいっぱいに熱戦を繰り広げ、終日温かいふれあいが

できました。 ■
■
『

口

ｒ̈
ｉ
ｌ●

レ

　
　
　
　
　
　
　

」́

】
―
」
聡

冒
ｒ
▼

″ ´

/

″ ′

●

　

―

“

|IF

｀`
> ≒

ι 12
●

身 ●●´

ヽヽ
ヽ ぅ

ζ
ヽヽ

´ ´

」L´
■‐´
/■r

.“

b― ,́
■■■■

墜

役員遣田 勝十日さん(53● )
広島県

この大会を機にエスキーテニスをもつと広めたい

大会を無事.終了できてほつとしています。毎年.半分
くらいは新しいチームにかわつており、競技レベルも少し

すつ上がっているように思います。各チームには.膀つて
も負けても楽しくプレーしていただけたら満足です。この

大会を機会に、エスキーテニスをもつと広められたらと思
います。

して 1部に残りましたが、初戦で負けて残念でした。でも.みんな楽しくプレーで

きました。また.来年.再来年と続けて出場できるよう頑張ります。
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選手大坪 恵子さん(49蔵 )
襦丼県 鮨クラブ

エスキーテニスを始めて20年。楽しくプレー
できました

開始式にマンドリンの演奏があって、とっても感動しま
した。関係者やポランテイアの方など.大会の運営に関わ

られた方にも感謝しています。

錦クラフは自治会のクラフで.私もエスキーテニスを始
めて20年くらいになります。チームとしては.予選を通週

′/



サイクリンク
ア ● 10月 6日 (日 )◆ 尾道市/瀬戸内しまなみ海道 (尾道～今治。大三島往復 )

瀬戸内海の多島美を眺めながらの爽快なサイクリング。参加選

手は、世界一の斜張橋「多々羅大橋」や三連吊橋「来島海峡大橋」

等9つの橋があるサイクリングロードを、沿道からの住民の声援
や潮風を受けながら走破しました。ゴール地点のふれあい交流

広場では、完走者を尾道ラーメンのもてなして出迎え、選手同士

や運営スタッフとの交流が図られました。

翼暑¬一

｀ 0

′

菫手古澤 慣―さん(46歳 )
北海道

遠来賞をいただきました

昨日は出走の前に遠来賞などをいただきまして感激し

ました。思えば昨年のツールド北海道の市民参加部門で

室口の自鳥大構を時間制限のために遠ることができす.

悔しい思いをしたのが今回参加した理由てした。今シー

役員垣内 康司さん(41● )
広島県

サイクリングの人気と注目度を感じました
サイクリングの運営委員長として携わらせていたださ

ました。500名の募集に対して600名を超える応募があ
り、100名近くをお断りするほどの人気て、注目度を感じ

ました。当日は午後からあいにくの雨となりましたが、ほ

とんどの方が雨の中を走り■き.大変満足した顔で」―

ルされていました。

‐

″

ズンは.初夏のオホーツクサイクル.先々週のツールド能登、
l今
回のしまなみを3大目標にしてきましたが.何とか目線
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達成です。また来年も.時間とお金に余裕があつたら参加する予定です。 」―ル後の交流会でも.選手同士和気あいあいとお互いの健口を称え合い.

とても和んだものとなりました。

〓
″

，

，

■
ｒ
ｒ

′

A,

…

“

一

参
加
者
か
ら
の
一言
■■■■



3Bl本l果
● 10月 6日 (日 )◆ 三原市/三原リージョンプラザ体育館

当初の予定を上回る3.088人が参加した3B体操大会。午前の
部は中国地方を中心に屋外広場で、午後の部は全国から11地域
が参加した交流大会を屋内体育館で実施しました。屋外及び文

化ホールに大型画面を設置して、演技状況を実況中継し、好評で

した。

選手山本 ■子さん(76● )
広島彙

新聞に載りました
「ポールを持つた、あなたの実讚が新聞に載つとるよ。」
と、電話の向こうから友運の弾んだ声。
後日、別の友人からも新聞の切り抜きが届きました。見
ると.自髪の76競が楽しそうにポールを手に.若い仲間
と洟技しています。
「日線を高く.笑顔で楽しく」と、練習の時から心がけて

選手高杉 幸之さん(59歳 )
田山彙

全国交流大会で気持ち良く踊ることができました
最初に.お世話してくださいました皆様に心からお礼を
申し上げます。不安から始まつた競技の部の練習ですが.
回を重ねるたびに仲間意識が深まり、随分皆に助けてい
ただきました。練習は十分し.意気場々と三原へ…。
全国交流大会では.大勢の仲間から温かい相手を頂き、
上がることなく気持ちよく踊ることができました。「来ん

“
■
ワ9■

Ｅ
■

いたことが、本番で出せてほつとしました。5分足らすの演技でしたが、充実の
ひとときてした。

さい !しんさい|はじけんさい !」 のスローガンとおり.楽しく参加できたことに感
謝しています。
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太極拳
●¬0月 6日 (日 )◆ 熊野町/熊野町民体育館

E■`‐

■ ■

●
●●

選手森 千賀子さん(53崚 )
広島県

太極拳は生活の全てです

子育てから手が離れて.始めた太極拳ですか.はや16

年経ち.今では生活の全てです。これからも楽しんでいき

たいと思います。

田」由量
―

`

` 
・     ´‐・ .

警手上吉川 久美子さん(50歳 )
香川県

来年は香川のおいしいうどんを食べに来てください

競技場によって雰囲気は違うのですが.ここは観客の皆

さんが近くて.子がガクガク霙えてしまいました。広島に

来て.皆さんの言葉が柔らかく.とても親切て.それをと

てもうれしく思いました。来年は.私の地元香川でのスポ

レク祭開催ということで.大変楽しみにしています。おうと

んもおいしいですか以足非皆さんで来てください.
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精神統一をし、集中力を高めた選手が、会場を埋め尽くす観衆の前

で演武するという緊張感あふれる競技会場でしたが、熊野筆等の特

産品販売やバザーでは、選手や地元の人が笑顔でふれあう姿が見ら

れました。前日には、熊野ならではの書の体験をする選手・監督も多

く、地元婦人会による郷土料理を□んだレセプションでは、地域の人

やスタッフによる歓迎が好評で、大いに盛り上がりました。
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マスターズ水泳

広島県内を中心に、大阪、兵庫、愛媛から30歳以上の水泳愛好者
204人が集い、力強い水しぶきをあげました。スタート前の緊張
感、ゴールした後のさわやかな笑顔など、会場となった広島市総

合屋内プールは、選手の活気と応援の皆さんの和やかな雰囲気

で楽しさいっぱいのふれあいができました。

‐ 噸
‐‐|.1・ = ″

ニー・ _泊ぎ1_¨
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選手福川 キミ子さん(31嬌)
広島彙

泳ぎ始めて22年。これからも水泳を続けます
泳ぎ始めて22年になります。区内にある吉島屋内ワー
ルで.週に2回程度.たくさんの仲間と泳いています。水
泳は.浮いて体を動かすだけですから、私のように年齢が
高くても+分に楽しむことができます。
これからも続けて.来年も参加したいと思います。

口暉

"″

~`役 員花房 弘美さん〈66歳 )
広島県

皆様方の御協力で運営できました
大会の宣伝期間が短く.運営も今回のような形は3回目
てしたので.戸惑つた面もありましたが.皆様方の御協力
で0と′D運 :ヨできたのではないかと思つています。水泳は、
どんな方でも気軽に始めることができ.健康管理にも役
立つ生涯スポーツとして最適なスポーツです。目的を持
つて.楽しく続けていただきたいですね。
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●10月 6日 (日 )◆ 広島市/広島市総合屋内プール
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マラソフ
ア ●10月 6日 (日 )◆ 坂町/中国電力坂スポーツ施設～町内

仲秋の広島湾沿いのコースを沿道の声援を受けながら、自分の力を

試される方、家族で和気あいあいと参加される方など、さまざまな

方に大会を盛り上げていただきました。走り終えた選手は、大会名

物となった坂町特産の「カキ雑炊」に舌鼓を打ち、おいしいと好評で

した。また、抽選会の目玉である韓国慶州マラソン招待や数々の賞

品が当たるお楽しみ抽選会では大いに楽しんでいただきました。

ら ‐ .

甲ロロキ
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一国
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福田県

夫婦で出場し、土地の名産を食べ、

楽しみました
フルマラツンの部に夫婦で出場しました。

私たち夫婦は、年間30回 .各地の大会に参加

しています。各地の大会に,加する楽しみは.地

域の特産品を食べたり.温泉につかったりすることです。今回の楽しみは.走り

終えた後の
‐
かき雑炊
・です。また.コースは平坦で走りやすく、同じコースを行

き来するため.仲間と励まし合いながら完走することができました。これからも

夫婦て、各地の大会に参加していきたいです。

選手隼田 正夫・由比子夫■(57歳・50歳 )
~ ~~役

員折出 籠興さん(麟)
.     、  広島県

‐ ■」  無事大会が終了し、苦労が吹き飛びました
_11口||||レ

_ 毎年行われている広島ベイマラツン大会が.今年は全

踊閣困目|口7  ロスボレク祭の一環として開催されることになり、私たち

=   |ま
いつもより緊張して迎えました。そんな中、フルマラツ

′′Rロロ7)  ン夢加選手がスタートラインに並んているコースに.先に‐  __ 出走していたジヨギングの選手が入ってくる予期せぬ状~  ″  況になりましたが.選手の誰かの一声で.選手が一斉に左
右に分かれ.拍手の嵐で迎える演出をしてくれました。,加選手にも助けられ無

事大会が終了し.役員―同.これまでの苦労が一通に吹き飛びました.
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マラソフ
●10月 6日 (日)◆神辺町/神辺町立湯田小学校～町内 ¬

備後和太鼓研究会の勇壮な太鼓の音でオープニング。恵まれた天候

のもと、全国から10km・ 5km・ 2.5kmの 3コースに1,000人を超
える選手の参加により開催されました。ふれあいと交流をメインテ

ーマとし、沿道には多数の地元応援者が疲れたランナーの後押し。ゴ

ールをすると豚汁・うどん。おにぎりでもてなしました。また、ニュー

スポーツで「下駄とばし」を体験していただき、大変賑わいました。
nl e

選手武田 しのぶさん(37● )
広島県

懐かしいコースで高校時代を思い出しました
高屋川沿いなど.走つた道は高校時代陸上部で練習し
ていた懐かしいコースです。必死だつたので周囲の景色
を楽しむ余裕はなかつたけど.高校時代を思い出しました。
これからもランニング仲間を増やしながら.いろいろな大
会に出場していきたいと思つています。
来年も近くの大会ですので楽しみにしています。

側瞬ア

I

t+ lt B*ar,(44r)
6at
[trIrErrrE!
6llJf Dt<Ar'?trOt't l:I.VF+o I I LA 1 a

lrt@02+EftxBtttarE"r.
9AOE|'le. **odt .a )y>'e2Fa25t)6

<ftD$azLc'{. a@0)-ot*b3i!!tEELz
SdUr.L rt ErZL r*, . t{6EEl; tJ D* Ufi.

57

●

t

_」

1

″

●、

^

■L

ヽ

L
¬

ヽ

ヽ

参
加
者
か
ら
の
一言

|

¬

'■″
｀

『

…

FL



《閉会式》プロローグ
●10月 8日 (火)◆ 広島市/広島国際会議場フェニックスホール

プロローグは、岩田英憲さんの静かなバンフルートの演奏で始ま

りました。中国山地から瀬戸内海に至る広島の美しい自然の映像

がスクリーンに映し出され、続いて広島交響楽団による演奏の中、

記録映像により広島の祭典の感動を再びよみがえらせました。ま

だ∫,子ども窟ちカ
g叉
典をたたえ る =口, を朗 |,こしました
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スポレクテーマソング「明日を信じて」に乗せて子どもたちにより運

ばれてきた祭典旗を、広島県副知事から、文部科学省生涯スポーツ課

長の手を経て、次期開催県の香川県副知事にしつかり引き継ざました。

香川県のPRアトラクションとして少林寺挙法が披露され、続いて広島
県と香川県のキャンペーン隊によるエールの交換を行いました。

開催県副知事挨拶

広島県副知事 田 口 尚文

「来んさい!しんさい!はじけんさい|」 をスローガンに、10月 5日から4日 間にわたつて

開催いたしました、第15回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク広島2002」 が、

本日、無事フイナーレの時を迎えることができました。

祭典を支え、また盛り上げていただきました会場の皆様をはじめ、多くの皆様に対し

まして、心からお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。

広島県のスポレク祭では、スポーツ・レクリエ
~ンヨン活動の「楽しさ」、誰もが、いつ

でも、どこでも、いつまでも行える「気軽さ」、人 と々のふれあいや心うるおう新たな「感動」

を発見できる祭典を目指して参りました。

多くの皆さんが、この4日間で、スポーッ・レクリエーション活動の「楽しさ」、「気軽さ」、

「感動」を改めて感じていただいたものと確信いたしております。

また、県内21の市と町では25種目の競技が行われ、地域の方々と全国から集まっ

た選手・役員の皆さんとが、さわやかな汗と笑顔で交流の輪を広げていただきました。

この祭典を契機に、今後さらに生涯スポーツの振興が図られていくことを念願いた

しております。

さて、来年の祭典は四国・香川県で開催されますが、交流と感動を通して、生涯ス

ポーツの輪がさらに大きく広がることを念願いたしております。

終わりに、「スポレク広島2002」 を開催するに当たりまして、関係各位から寄せられ

ました多大な御支援と御協力に重ねてお礼を申し上げますとともに、来年の香川県の

祭典も大成功となりますことをお祈り申し上げまして、ごあいさつといたします。

どうもありがとうございました。
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セレモニー&アトラクション

次期開催県副知事挨拶

香川県副知事 り||」ヒ 文 雄

皆さん、こんにちは。

次期開催県の香川県を代表して、ごあいさつを申し上げます。

「スポレク広島2002」 が、全国各地から大勢の方 が々参加して盛大に開催され、

しかも、大成功のうちに開会の日を迎えられましたことをお喜び申し上げます。

開催に御尽力されました藤田知事さんはじめ、広島県の皆様方に深く敬意を表し

たいと思います。

来年の11月、香川県で「スポレク香川2003」 が6市 14町において開催をされます。

「香川」といえば、皆さん御承知のように、「さぬきうどん」であります。「さぬきうどん」

ということで、祭典のスローガンは、「うどんツルツル! スポーツスルスル
"」

というユニ

ークなものであります。関係者一同、このスローガンに負けない立派な大会になるよう

準備を進めているところでございます。

さて、皆さん御承知かと思いますが、現在、「四国霊場八十八カ所」が癒しの場と

して注目を集め、八十八カ所を歩いてお参りをする「歩き遍路」がプームになっており

ます。そこで、来年の種日の中に、八十八カ所の結願の寺であります八十八番札所の

「大窪寺」を目指すウォークラリーを選定いたしました。また、スポーツチャンバラ、ボー

ルルームダンス、そして人エスキー、これらはスポレクでは初めてではないかと思います

が、新しい種日として予定をしております。

このように工夫をしておりますので、どうか皆さん、必ず御参加をいただきたいと思

います。そして、香川の躍進する姿や、深まりゆく秋の讃岐路、さらに、うどんに代表さ

れます食文化にもふれていただきたいと思っております。

香川県は全国で一番小さな県でありますけれども、皆さんを大きな心と温かい心で

歓迎いたします。

それでは、来年、皆さんとお会いする日を楽しなにしております。
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《閉会式》フイナーレ
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協賛事業
●1月 1日 (大)～ 10月 8日 (火)◆ 広島県内全市町村

協賛事業として、全市町村 (86市町村)及び関係種目団体・施設等の主
催により、平成 14年 1月 1日から10月 8日までの期間、県内各地で過去
最多の249事業が開催されました。それぞれの地域や主催者の特色が
活かされたスポーツ・レクリエーション活動が行われ、小さな子どもから

お年寄りまで25万人を超える多くの参加があり、県民のスポーツ・レク
リエーション活動の振興を一層図ることができました。

※開催日順に掲載

三和町スター

0第 l'回新春グラウンド・ゴルフ大会く1/1〉
0高宮八―モニー広場

0第 ]5回熊野新春スター駅伝大会 く1/12〉
0熊野町民グラウンド他周辺

0第26回みわ町スター式駅伝大会〈]/]3〉
0三和中学校グラウンド他町内

●第31回新市町□―ドレース大会〈1/13〉
0戸手高等学校～芦田川堤防線

0第42回大和町―周駅伝大会く1/13〉
0大和町内一円

●2002新春府中市マラツン大会く]/]3〉
●府中市役所～芦田川周辺

●第25回倉橋町駅伝大会く]/14〉
●倉橋町(桂浜ふれあいセンター～鹿島宮の口)

●第17回沼隈町駅伝大会〈1/〕 4〉
0沼隈町内全域

0第29回府中市健脚大会く1/20〉
OJR備後三川駅～府中市役所

0第5回日巴B□―ドレース兼万葉の里マラツンinあきつ大会〈1/20〉
0三津小学校グラウンド他町内

0第 21回三原市民ビーチボールバレー大会く1/20〉
0三原リージヨンプラザ主体育館
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0働く■年のための「若衆宿」〈1/20～ 27・ 7′ 13～ 21〉
0日立江田島青年の家

0地域スポーツ指導者研修事業〈1/26〉
●県立総合体育館

■

【
■
１―

」

●第43回世躍西町駅伝大会〈1/20〉
●山福田分館～せらにしタウンセンター

1

ロ

●チャレンジ冬の都山く]/26・ 27〉

0県立古田少年自然の家
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/ 協賛事業

岬Ч申鴎

●第6回広島県障害者卓球大会〔身体障害者の部)〈 2/'フ〉
0県立身体障害劉 ハビリテーションセンタースポーツ交流センター

0第20回深安駅伝大会〈2/1フ 〉
0神辺町民グラウンド他周辺

スポーツ指導者研修事業く2/23〉
総合体育館

0第21回ふくやまマラツンく2/24〉
0福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場他周辺

●第23回木江町□―ドレース大会く2/24〉
0木江町役場他町内

´′
~

●平成 13年度広島県インディアカ講習会〈2/24〉
0広島市中区スポーツセンター

0第 9回広島県武術太極事選手権大会く3/2〉
0県立総合体育館武道場

●第25回沖美町かき力■マラツン大会〈3/3〉
0沖美町高祖埋立地他町内

3rx. 楽しく, ?計I銘
==軍'″

な

●第22回いんのしま健康マラソン大会く3/3〉
0因北小学校グラウンド他周辺

●インドアトライアスロンinひろしまく3/3〉
0県立総合体育館

0ユアーズカップ第8回広島県ソフト
●県立総合体育館く3/910:

●UNSEKI雪どけマラツン〈3/]0〉
●神石町山村開発センター周辺

ステイ

T「 ]■ I

ロ

口■
薄_」
_11島
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●第31回坂町駅伝競走大会く3/1フ
●坂町北新地グラウンド他周辺

」

0女子
'ッ
カーチーム交流会く2/2324〉

0県立ふれあいの里青年の家

ト

●熊野町スポーツ少年団ボ みんなともだち
・
〈3/3〉

0熊野町民体育館
●第33回美土里剣道大会く3/3〉
●美土里町B&G海洋センター

｀
|ヽ

,

,ヽ

0第 14回コミュニティースポーツ大会〈3/1フ 〉
0坂町北新地グラウンド.坂町B&G海洋センター



¬

0本郷町健康ウォーク大会〈3/17〉
0本郷町内

eのうみグリーンウォーキングく3/21〉
●能美海上ロッジ駐車場～真道山森林公園他

●●の里ス
"t―

ツクラフフエステイパルく3/23〉

0熊野町民体育館・グラウンド

,■ ■

・一

●親子自転車学校く3/23.4/13、 6/22.9/14〉
●県立中央森林公園サイクルセンター

0東野町ふるさと探検ウォークラリー〈3/24〉
0東野町文化センター他町内

0安芸府中チヤンピオンシップリッカー大会く3/26～ 28〉
●揚倉山健康運動公園.空城山公園

●第]4回江の川親水マラツン〈4/14〉
0三次市十日市河川敷 (親水公口)

●向島町民グラウンド.ゴルフ大会く4/14〉
0向島町運動公目

⌒ ■1■■日

0第 71回加計町民運動会く4/21〉
0加計町民体育館

e豊浜町グートボール大会〈4/21〉
0大浜小学校グラウンド

.  ヽ ●

`二
|い1ロ ■■■■■

●安芸府中サッカーフェスティパルく4/27～ 29〉
0揚倉山健康運動公□

0第 8回新市町グラウンドゴルフ大会く4/28〉
●芦田川緑地

ヽ
ヽ

「

●呉みなとまつり (大綱引大会)く4/29〉
0呉市蔵本通り

●広島県陣害者水泳競技大会2002く4/29〉
●県立身体暉害者り八ピ1リテーションセンタースポーツ交流センター

0「わんぼくの森」アスレチックコース体験
0県立もみのき森林公口く4/29.5/5〉
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02002古鷹山ウォーキングフIステイ′(ル く4/7〉
0江田島町古膚山林道 オタカ広場

●尾道市ゲートポール連合選手権大会く4/23〉
0向東市民スポーツ広場

●第13回広島県,(ウンドテニスダブルス選手権大会
0広島市佐伯区スポーツセンターく4/28〉



協賛事業

■■■■■

0とんぐリテニス大会〈5/12〉
0豊平町総合運動公園テニス場

彗

0第 15回廿日市市民スポーツ大会〈5/12〉
◆廿日市市スポーツセンター他

虹
■ロ ロ ロ ■ロ

0第20回安浦町総合体育大会く5/12
0安浦中学校.安浦町民センター他

i::    :::‐

Ⅲ 14 .

●第8回音戸町フアミリーバドミントン大会く5/19〉
0音戸勤労書体育センター

●第7回豊松村グラウンド.ゴルフ大会く5/]2〉
◆豊松村山村広場

0中国地区春季エスキーテニス大会〈5
0県立総合体育館小アリーナ

●第29回さいきアーチェリー大会く5/19〉
0佐伯国際アーチェリーランド

可■

0第 ]2回広島県グラウンド・ゴルフ交歓大会く5/]2
0休暇村帝釈峡グラウンド・ゴルフ場

●第23回広島市南区民スポーツ大会〈5/1819
0マツタ体育館.南区スポーツセンター他

■■

ST ART
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●第18回広島市佐伯区民スポーツ大会く5/19
0佐伯区スポーツセンター他

●第13回比婆山国際スカイラン大会〈5ノ 19〉
◆県民の森～比婆山連峰

0第 ]3回東広島市民スポレク祭グラウンド」ルフ大会    ●西日本カバディ大会〈5/11 12〉
0アクアパーク多目的広場〈5/11〉            ●美土里町総合運動公園

´

●豊浜町ターケットパードゴルフ大会く5/12〉
◆豊浜町架橋記念公園

||コ|._LI

■

一
■

0第 ]5回広島県ソフトパレーボール大会く5/12〉
0広島サンフラザ

0第5回おおがきスポーツデー〈5/19〉
0大柿町総合運動公園

●第23回広島市中区民スポーツ大会〈5/]9〉
0千田公園.中区スポーツセンター他
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0第23回広島市安佐北区民スポーツ大会〈5/19〉
0安佐北区スポーツセンター他



02002もみのきサイクル耐久レース(青)〈 5/19〉
0県立もみのき森林公園サイクリングコース

●キンポール体験会及び普及指導者講習会兼交流大会

0県立総合体育館く5/25〉
0下蒲刈町ゲートボール大会〈5/26〉
◆下蒲刈町民広場

●第 19回上下町民運動会く5/26〉
0上下運動公園グラウンド

●初夏の野鳥ウォッチングと新録の森の散策〈5/26〉
●県立中央森林公園

0豊町内親善ソフトボール大会く5/26〉
◆豊中学校グラウンド

西 区 民 ス ホ

●第25回総領町民運動会く5/26〉
0総領小学校グラウンド

●第23回広島市西区民スポーツ大会く5/26〉
0広島サンフラブ.西区スポーツセンター他

0第23回広島市安佐南区民スポーツ大会く5/26〉
0広島修道大学.広島市立大学他

0第23回広島市安芸区民スポーツ大会〈5/26〉
0瀬野川公園.安芸区スポーツセンター他

0第 16回ビーチポールバレー大会〈5/26〉
0福富町民体育館

●第28回蒲刈町PTA球技大会く5/26〉
0蒲刈町BSG海 洋センター

●世羅町地区民体育大会〈5/26〉
0大田小学校.西大田農村広場グラウンド他

●フィットネスフェスティバルinはつかいちく6/]2〉
0廿日市市スポーツセンター(サンチエリー)

電:ス■11ツ ?庫曝?OЭZ

第12口 大和町屁ソフトボール大会

，
　
　
１

0第 8回あつたか村スポーツフエスティパルく6/2〉
0君田村総合グラウンド

0第 12回大和町民ソフトボール大会〈6/2〉
0自竜湖スポーツ村公園総合運動場

67
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0第23回広島市東区民スポーツ大会く5/26〉
0戸坂運動広場.東区スポーツセンター他

く

'す  .―  ・ lr



協賛事業

●第14回三原市民ゲートボール大会く6/2〉
0三原運動公園(三原市陸上競技場)

0第 16回三原市民グラウンドゴルフ大会〈6/2〉
0三原運動公園 (三原市民球場)

●第14回東広島市民スボーツ大会 (陸上競技の部)
0アクアバーク陸上競技場く6/2〉

●宮島町民グラウンドゴルフ大会く6/2〉
0宮島小 中学校グラウンド

0第 1]回安芸津万葉バドミントン大会〈6/5〉
0安芸津町B&G海洋センター

0豊町内親善ソフトパレーボール大会〈6/5・ ]219〉
0豊小学校 1日久比小学校体育館

0第 10回尾道市グラウンドゴルフ大会く6/8〉
0県立びんこ運動公園多目的広場

●デュアスロンピロシマ2002スプリングく6/8〉
0県立中央森林公園サイクリングロード

● 100フェスティバル&カーニバル(100セットソフトパレーボール)
0呉市体育館く6/89〉

●第34回福山地区市町村対抗競技大会く6/9〉
●福山市竹ヶ端運動公園.福山市体育館

0わが村を歩こう会〈6/9〉
0作木村内

●第18回三原マスターズ水泳大会〈6/9〉
0三原リージョンフラザ温水フール

●第 l回上下町民ソフトパレーボール大会〈6/9〉
0上下高等学校体育館

0第4回東城町チャレンジ スポーツ大会く6/9〉
0東城中央運動公園陸上競技場

●第20回広島県′(ウンドテニス親善大会〈6/9〉
0広島市安芸区スポーツセンター

ロ

■ |
1

日

●
　
　

・

麗

68

0ウイングカップフットサル大会く6/15162223〉
0豊平町総合体育館 (とよひらウイング)

0第 3回広島県ターケツト.パード」ルフ大会く6/16〉
0県立びんこ運動公園他目的広場

0第 6回油木町グラウンド」ルフ大会〈6/16〉
0仙養ヶ原ふれあいの里草原広場
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●向島町民ペタンク大会〈6/16〉
●向島町運動公園芝グラウンド

●第 ]0回自治会対抗市民ラージポール卓球大会
0大竹市総合体百館く6/16〉

●第22回神辺町スポーツ祭く6/16〉
●神辺町民グラウンド他

甲

協贅事彙

0第 7回比和町吾妻山クロスカントリー大会く6/16〉
0国定公園 吾妻山

0第 31回庄原市民キヤンフく6/2223〉
●県民の森キャンフ場

0第6回美土里ビーチボールバレー大会〈6/23〉
●美土里町B&G海 洋センター

●呉市・下蒲刈町ソフトパレーボール大会〈6/23〉
0下蒲刈町民体育館

‐1ルク曼ロス1
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0せらにし青少年旅行村グラウンドゴルフ大会〈6/28〉
0せらにし青少年旅行村グラウンド

●みつやの里スポーツクラブ交流会〈6/29〉
0吉田運動公園

●全国カローリング交流広島大会く6/29〉
0呉市体青館

2Cに光

●WeLoveSpo「 tsひろしまスポーツフェスタ2002く 6ノ29〉
0広島広域公園 (陸上競技場.補助競技場)

●第9回村長杯ビーチポールバレー大会く6/29.7/6〉
0布野小・中学校

■|

匈

Zヒ●ア≧_2●0′

●第18回芸北町民グラウンドゴルフ大会〈6/30〉
0大佐スキー場特設コース

0第 2回広島県障害者フライングディスク競技大会〈6/30〉
0東広島運動公園陸上競技場

●七瀬川フイツシング大会く6/30〉
0佐伯町七瀾υll渓流釣り場

69

l

書
■LL

●瀬戸田町生涯スポーツ大会く6/23〉
0瀬戸田中学校グラウンド他

0フアミリーバドミントン交流大会く6/23〉
0海田西中学校体育館

■ ■

0第21回熟年ソフトパレーポール大会〈6/30〉
0久井町BSG海洋センター.久井高等学校
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/ 協賛事業

●第20回上下町民ゲートボール大会くフ/5〉
0上下運動公ログラウンド

0第 ]2回庄原市スポーツフェスティバル
●庄原市総合体育館他く7/7～ 7/21〉

0第 1フ回広島県グートボール選手権大会くフ/7〉
0三原市運動公園陸上競技場

0第 9回カーター記念球場招待グートポール大会〈7/13〉
0甲奴町カーター記念球場

0第25回広島市スポーツ少年団大会く7′ ,3～ 10/5〉
●広島県総合グランド陸上競技場.者区スポーツセンター他

●第8回三和町グラウンド・ゴルフ大会くフ/14〉
0三和中学校グラウンド

●向島町民ソフトパレーボール大会くフ/14〉

0向島町マリン ユース センター

0第4回三次市民グラウンド」ルフ大会〈7/7〉

■■■■

‐1・

“
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●大朝町支部対抗球技大会〈フ/14〉
0大朝中学校.クローバードーム

●河内町コミュニティーソフトパレーボール大会くフ/14〉
0入野小学校体育館

●ニュースポーツフェスタ2002く ア/14〉
0湯来町総合体育館

Ｉ
Ｊ
■

●―

0第34回御調町内ソフトボール大会〈7/14〉
o御調町ソフトボール球場

●第35回御調町内′(レーボール大会くアノ14〉

0御調町民体再館
0第 12回件木村内ビーチボールバレー大会く7/15〉
0作木中学校体育館
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●第16回支部対抗ソフトボール大会く7/21〉

0千代田町運動公園

，
日
，
●
一

●広島県インデイアカ交流会く6/30)
0広島市東区スポーツセンター

●

●
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●さゎゃかウォークの曰く7/21〉
0東広島市小谷小学校～小谷ウォーキングコース他
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第2日ミニトライアスロン静

●第43回支部対抗バレーボール大会〈7/21〉
●千代田町運動公園

●安浦町小学生スポーツ大会く7/21〉
0安浦中学校.安浦町民センター他

0第 2回ミニトライアスロン競争大会く7/2フ 〉
0千代田町古保利橋周辺

ら

0みんなであそぼうゆうすふるサンデー〈7/27〉
0高宮町B&G海洋センター

OMTBも みのきサイクル耐久レース&クロスカントリーレース
●県立もみのき森林公園サイクリングコースく7/28〉

●第36回三次地区陸上競技大会くア/28〉
0みよし運動公園陸上競技場

n
0第 ]9回八幡川リバーマラツンく7/28〉
0広島市八幡川河川敷(三島橋下)

●吉和村内グラウンド」ルフ大会くフ/28〉
0吉和村農村広場

丁 ¬

回
=原
市民グラウンド」ルフ大会〈8/3〉

0(株 )ニツテツグラウンド

D

)
●口和町分館対抗ソフトボール大会〈8/12〉
0口和町運動公園

0高蓋地区ジョギングの会〈8/3〉
0三和町さんわ総合センター周辺

]|「

●第8回道後山高原トライアスロンキヤンフ
'レ
ース

0道後山高原クロカンパークく8/3・ 4〉
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●第56回県内オープンソフトテニス大会く8/4〉
0世羅町せら香遊ランドテニスコート

0第 13回高宮町民健康づくり用のつといく8/4〉
0川根コミュニティ広場他9会場

0八千代湖交流ポート大会〈8/4〉
●八千代湖
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●第7回比和町かさべるで杯親善ゲートボール大会くフ′28〉
0比和町総合運動公園多目的広場
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0第 5回近都市健康づくり親善ゲートボール大会〈8/]〉
●総領町田総の里多目的広場
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●1100フェスティバル&カーニ′(ル (100イニングソフトボール)

0呉市民広場く8/17〉

協賛事業

●甲山町ソフト′ヽレーボール大会〈8/4〉
0甲山中学校体育館

●安芸ッ子チャレンジキャンフく8/20～ 22〉

●倉橋町桂浜ふれあいセンター他周辺

■■

'力ヽ

●第26回上下町民ソフトボール大会く3/4〉
0上下運動公園.上下高等学校.■下中学校

●第53回呉の夏まつり(よしゃこい踊り大会)〈 8/4〉
0呉市中央公園

●第 ]4回吾■山グリーンラリーく8/8〉
0比和町民会館.国定公園吾妻山

●)第3回おりづる広島オープン車いすバスケットボール大会(3ア 1011〉
0身体障害者り′ヽビリテーションセンタースポーツ交流センター他

0第38回二次地区学菫水泳記録会く8ノ 11〉
0二次市営水泳ブール

0夏だキヤンフだフアイヤーだく8/13～ ]5〉
0県民の森キヤンフ場

●第47回甲奴町内野球大会〈8/15〉
●カーター記念球場.甲奴中学校グラウンド

0第3回ひろしまクロスカントリー大会〈3/1フ 〉
0道後山高原クロカン′ヽ―ク

一
ヵ

キヽ

ー
ｉ
■

0青少年剣道錬成大会く8/1フ 18〉
0県立ふれあいの里青年の家.御調高等学校 御調中学校

●水辺の自然観察と野外ゲームく8/18〉

0県立中央森林公園
●第3回ウイングカツプJ「ソフトボールフエステイバル〈8′ 18〉

0■平町総合運動公口野球場(どんくリスタジアム)
0第 14回東広島市民スポーツ大会(球技の部)く 8/18〉

●アクア′(―ク陸上競技場・体育館他

青

'年

1口盤庫大会

72

●夏山ワクワクなぎなたフェスティバル兼西城町長杯
`ぎ

なた競技会

0道後山高原総合体育館〈3/23～ 25〉
●第10回宮島]―ラルソフトパレーボール交流フエスティ′0し

0大野町体育館く8/2425〉

:

0壼浜町グラウンドゴルフ大会く8/17〉
●豊浜町架精記念公園
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守

●ラグビーフットボール交流メ 8/2425〉
0県立ふれあいの里青年の家

0第7回広島県インデイアカ大会〈8/25〉
0廿日市市スポーツセンター(サンチエリー)

__ヽ

0尾三地区体育協会連絡協議会交流競技大会く8/25〉
0世履町せら香遊ランド芝生広場

0口和町グラウンドゴルフ大会く0/26〉
●口和町運動公ロ

●第 16回広島県女子ゲートボール選手権大会く9/]〉
0三次市十日市町河川敷特設コート

02002尾道市スポーツフェスティパル〈9/1〉
0県立びんこ運動公園、東尾道市民スポーツ広場他

0吉田町スボーツ・レクリエーション大会〈9/1〉
0吉田運動公園

ヨ ン

●第19回八幡高原聖湖マラツン大会く9/1〉
0芸北町八幡高原]91スキー場～八幡高原聖湖畔

‖晟‖V‐トボ…

●全国レクリエーションラージポール卓球大会く9/1819〉
0吉田町運動公口体育館

0第24回筒賀村民運動会〈9/8〉
●筒賀小学校グラウンド

」

醜,聘

●フアミリーキヤンフ〈9/2122〉
●県立吉田少年自然の家

●フアミリーキヤンフ「ふれあいスポレクまつり」
0県立福山少年自然の家く9/21.22〉

0第7回筒賀村グラウンドゴルフ大会〈9/22〉
●筒賀村多目的スポーツ広場

73

゛

0第27回竹原市民体育大会〈3/25〉
0総合公園バンフー ジヨイ ブヽイランド他

●第21回東区親善スポーツ大会〈8/25〉
0戸坂中学校

匡
=コ

|

|

|

二
=」0第4回広島県ターグット・バードゴルフ大会〈9/8)

0県立びんこ運動公園多目的広場
0第20回神辺町陸上選手権大会〈9/8〉
●神辺町民グラウンド
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協賛事業

0第54回ふくやまスポーツ祭く9/22〉
●福山市竹ヶ喘運動公園他

0第 4回広島県ユニカール大会く9/22〉
●福山市東小学校体育館

02002もみのきサイクル耐久レース(秋 )〈 9/22〉
0県立もみのき森林公園サイクリングコース

‐ 1機

■ ■
′  ●

●第8回沼限町グラウンドゴルフ大会く9/23〉
0みろくの里 シ∃―トコースゴルフ場

●中国地区秋季エスキーテニス大会〈9/23〉
0広島市東区スポーツセンター

0みつやの里スポーツクラフ交流会く0/28〉
0吉田運動公園

2

■
■
■
１
●

し

●第9回三良坂オープンふれあいビーチポールバレー大会

0三良坂町立体育館く9/29〉
0豊町内瞳域団体対抗バレーボール大会く9/29〉
0旧沖友小学校体育館

0フアミリー投げ釣り大会(宮島キス投げ釣り大会)〈 9ノ 29〉
0宮島町桟橋前広場 町内の海岸

).4●●

■■■■■

“

●第1回広島県身体障害者陸上競技大会く9/29〉

0東広島運動公園陸上競技場
●広島マウンテンバイカーズフエステイ

''ル

2002く 9/29〉

0国営備北丘陵公園
●デュアスロンヒロシマ2002チャンピオンシップ〈9/29〉
0県立中央森林公園サイクリングロード

●インドアトライアスロンinひろしま〈10/5〉

●県立総合体青館

●スポレク広島2002:'現子ふれあいトスボール大会

0広島市西部埋立第5公園く10/5〉
●全日本ポケットビリヤードuSナインポール大会〈10/56〉

0東広島市賀茂ボール

ロロロ

タラ)・ K‖ 11'
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釧 芦

010人制ラグビーフットボール大会〈10/56〉
0広島県総合グランドラグビー場

●大崎町町民体育大会く10/6〉

0中野小学校グラウンド
●ふる0と再発見

・
ウォーク.ラリー KAITA‐ 〈]0/6〉

0海田小学校グラウンド他町内
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0ウォークラリー大会「歩いてわが町を知ろう」く10/6〉

●黒瀬町文化センター周辺

●第6回甲田町民スポーツ大会地区対抗グラウンドゴルフ大会
●甲立多目的広場〈10/6〉

●第3フ回早暁登山く10/6〉
●豊栄町板鍋山天神嶽

0第6回広島ミニテニス交流大会く10/6〉
0広島市中区スポーツセンター

●第58回東野町民体育大会〈10/6〉
0東野小・中学校グラウンド

●むかいはらふれあいビック〈10/6〉
0向原町運動広場

●第5回深入山グラウンドゴルフ大会〈10/6〉
●戸河内町深入山グリーンシャワー

0第 16回もみのき森林公園フアミリーマラツン〈10/6〉
0県立もみのき森林公園

●広島バークオリエンテーリング大会〈]0/6〉
●広島市中央公園.県立総合体育館周辺

●広島市立大学国際学部「フライングディスク教室」〈10/6〉
0広島市立大学グラウンド

●スボレク広島2002スポーツチャンバラ大会く]0/6〉
0県立総合体育館武道場

0第 11回フインスイミング短水路日本選手権大会〈10/6〉
0県立総合体育館ブール

0全国マレット」ルフひろしま交流大会〈]0/78〉
0県立みよし公園
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0のうみ健康ウォーク〈10/6〉
0能美町のうみスポーツセンター他町内

」●

●青年の家ひろば〈]0/6〉
0県立七塚原青年の家

:

|

日

●全国′(ドルテニス大会く10/6〉
0佐伯町総合スポーツ公園.友和小学校体育館

0ヒ■―ストン吹矢競技選抜全日本選手権大会く10/6〉
0大竹市総合体育館
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開催までのあゆみ
/

「第15回全国スポーツ・レクリエーション祭」広島県実行委員会設立総会
〔平成13年 5月 21日〕

スポレク祭1年前WEEK
〔平成13年 10月 7日～13日 )

年末交通事故防止キャンペーンでのPR
〔平成13年 12月 11日〕

N

「第14回全国健康福祉祭広島大会2001ねんりんビック広島」でのPR
〔平成 13年 10月 6日～9日〕

rr..rrr.,.9,,t.}r

133]

新春PRイベント(残日計の除幕式)
〔平成14年 1月 5日〕
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「スポレク2001みえ」でのPR
〔平成13年 11月 10日～13日〕
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「2002ひろしまフラワーフェスティバル」でのPR(平和大通リパレード)
〔平成14年 5月 3日～5日〕

fォール1■ l-tzil ,日瘤して

プ ス広島

r'('&,

「2002ひろしま夏祭り太田川花火大会」でのPR
〔平成14年 8月 10日〕

1カ月前イベント(「スポレク・アービー号」出発式)
〔平成14年9月 6日〕

■‐u亭レ

L sS′
100日前イベント(「スポーツフェスタ2002」 と同時開催)
〔平成14年6月 29日〕

1カ月前イベント(lヵ月前式典)
〔平成 14年 9月 6日〕
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「ひろしま′tスまつり」でのPR
〔平成 14年9月 15日〕
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制作物
ア

ポスター

スポレワ広■2002

,

ス■iレワE目 20Э2

第3次

PRチラシ

宿泊・輸送

医事衛生関係

賞状・委嘱状
大会記録報告書

第4次 (祭興案内)

デザインシート

スポレク弁当

・ 1,

第 1次 第2次

PRポスター

●元i鰐笏薔コ�2

スローガン・マスコット募集

協賛事業案内
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種目別大会要頂
参加申込書

種日別大会プログラム ゼッケン
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ヽ

ステッカー・シール

辱雪司

a
事事 ハヽ

こ′

封簡。エコー葉書
バスカード・宝くじ

PRグッズ

参加記念品

ハ

アービーボシエット・バンダナ
便箋セツト(授産施設製品)

屹奎之勿≧

入場券

格 ハ
,V

響會尋:各

１
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瓢

Tシャツ・ぬいくるみ

手提袋等

46
」
=F

~´

N

t琴|
ヽ

＼

広報制作物
(うちわ・ウォッシュタオル・′ヽンドタオル )

服飾

ジャンパー〔上〕(広報用)
ジャンパー〔下〕・帽子・名札

(実施本部員・ポランティア用・報道関係者用)

祭典記録ビデォ
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屹轟豪
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一般広報用
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/ 祭典概要

I 全体概要

1 概  況
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク
広島2002」 は、平成 14年 10月 5日 (土)～ 8日 (火 )
の4日 間、全国各地や韓国から多くの参加者を迎え、爽や

かな汗と笑顔で交流の輪を広げ、「楽しさ」「気軽さ」「感

動」を発見できた祭典となり、成功裏に終了しました。

「スポレク広島 2002」 では、種目別大会25種目 (都
道府県代表参加種目18、 フリー参加種目7)、 協賛事業

249事業が実施されました。特に協賛事業は、過去最大の
事業数となり、平成 14年 1月 1日 から10月 8日 にかけ
て、広島県内全市町村で多彩なスポーツ・レクリエーショ

ン活動が展開され、多くの県民が参加しました。

2趣  旨
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭は、広く国
民にスポーツ・レクリエーション活動を全国的な規模で実

施する場を提供することにより、国民一人ひとりのスポー

ツ・レクリエーション活動への参加意欲を喚起し、もって

国民の生涯を通じたスポーツ・レクリエーション活動の振

興に資することを目的としています。

3 基本方針
全国から集う人々と県民との交流を図り、楽 しさ

(E刷oyment)・ 気軽さ (Ease)・ 感動 (Excitement)を 発

見できる祭典とし、地域を豊かにするスポーツ・レクリエ

ーション活動の振興を図ることを基本的な方針としました。

4 名称、スローガン及びマスコツト
(1)名   称  第15回全国スポーツ・レクリエーション祭

「スポレク広島2002」
(2)ス ローガン  「来んさい!しんさい1はじけんさい,」
(3)マスコツト  「ア~ビ ~」

5 主催者
文部科学省、広島県、 (財)日本体育協会、 (財)日本レ

クリエーション協会、 (社 )全国体育指導委員連合
ただし、種目別大会については、各種目団体、会場地市

町村及びその他この祭典の趣旨に賛同する団体

a  イゝ    螢ロ9 ,F  l壁 :

平成 14年 10月 5日 (土)～ 8日 (火 ) 4日 間

計

I 事業概要

【主催事業】
1 開会式

(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土 )
12:30～ 14:40(開 場 ll:00)

(2)会 場 広島広域公園陸上競技場 (広島ビッグアーチ)
(3)内 容
開会式は、「来んさい |しんさい 1は じけんさい !」

の祭典スローガンのもと、オープニング、セレモニー、

アトラクションの二部で構成しました。観客と参加者

の一人ひとりが主体的に参加し、すべての人が感動を

分かち合うとともに、広島の自然、歴史と伝統に育ま

れた文化を紹介し、「広島の活力」をアピールしました。

まず、第 1部・オープニングでは、小学生のマーチ

ングドリルを幕開けに、スポレク祭のため高校生を中

心として編成されたスポレクバ トンチームが、ダイナ

ミックなバ トン演技を披露しました。

続いて、都道府県代表参加種目開催市町の子どもた

ちにより、実施種目が紹介されました。そして、スポ

8 参加者数
(単位 :人 )

7.663

開  会  式

特 別 行 事

種 日別大会

閉  会  式

選 r― 監督

出演苦

役員・係員

選 1・ 監督

41,451

合

7 事業内容
(1)主催事業
① 開会式
② 特別行事
③ シンポジウム
④ 種目別大会
⑤ 閉会式 (リ レーステージ)
(2)協賛事業

事 業 名 参 加 者 内 訳 人
.数

観客

9,531

16,948

招待′ 775

実施本部員、ボランティア等(報道員.視察を含む。) 1,934

小    計 36,851

10月 5日 (実施本部員、ポランティアを合む。)

10H6日 (実施本部員、ボランティアを含む。) 52,700

」ヽ     ヨ十 94,151

ンンポジウム

出演イ 62

観客 1,623

招待イ 38

実施本部員、ボランティア等(報道員を含む。) 105

」ヽ     日十 1,828

選「一監督 26.405

14,388

観客 26,830

ボランティア 5,240

小    計 72,863
205

出演者 202

観客 429

招待者

実施本部員.ボランティア等(報道員.視察を含む。) 187

小    計 1,149

協 賛 事 業

選
「
・監督 119,505

観客等 135,149

小   計 254,654
461,496
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セ レモニー

レク吹奏楽団とスポレク合唱団により、スポレクテー

マソング「明日を信じて」が演奏、合唱される中、バ

ックスタンドでは3,000人の高校生が人文字を、
フィールドでは400人の中学生が広島の 2つの世界
遺産「原爆 ドーム」と「宮島大鳥居」の地上絵を披露

し、会場を沸かせました。

第 2部・セレモニーの各都道府県選手団の入場では、

新しい人場方法を採用しました。各都道府県の選手も

観客の一人としてスタンドに着席する中、代表38人
がアピールステージで「一言メッセージ」の後、フィ

ールドに直接入場しました。お国言葉を交えた楽しい

メッセージが交換されました。

その後、広島県選手団が各都道府県選手団代表をハ

イタッチにより歓迎するなど、選手を主役とした広島

らしいセレモニーになりました。

セレモニーの最後には、広島県選手団代表 2人が「ス

ポレク宣言」を元気に行いました。

パックスタンドでは、 3,000人の高校生が祭典
スローガンのヒューマンアートを披露しました。

第 3部・アトラクションは、祭典スローガンの「来

13105 アテンション/平和の鐘

国旗・察典旗・県旗入場

開式通告

選手団入場

選手整列

開祭宣言

国旗掲揚

祭典旗・県旗掲揚

主催者挨拶

歓迎挨拶

スポレク宣言

選手退場

んさい |し んさい 1は じけんさい |」 にちなみ、 3つ

の構成にし、第 1景「来んさい |」 は、フィールドミ

ュージカル「いのちの旅」で、 1枚のもみじの葉っば
を主人公に、未来を担う子どもたちがダンス&ミ ュー

ジックで四季の移り変わりの中で育まれる生命の輝き、

生命の尊さを表現しました。

第 2景「しんさい |」 は、ボディパーカッション「手

拍子の花束」で、選手、観客などスタンドの全員が一

体となって手拍子のハーモニーを響かせました。これ

だけ多くの人が参加して行うのは、世界初の試みでした。

第 3景「はじけんさい |」 は、「ヤングマン200
2」 の大合唱で、西城秀樹さんの登場とともに、選手、

観客も一緒に歌い踊り、開会式は最高潮に達しました。

エンディングでは、子どもたちの明日への夢や願いを

書いたメッセージとともに、環境に優しいエコ風船を

大空に放ちました。

スポレクテーマソング「明日を信じて」が再び流れ

る中、全出演者が選手、観客に手を振り、明日から始

まる種目別大会での選手の皆さんの健闘を願いながら

フィナーレとなりました。

フィールドミューンカルーいのちの旅～」ヽ・中学生を中心に高校生と専門学

校生で編成するミュージック・キッズによるフィール ド・パフオーマンス

ボディパーカッションー手拍子の花束～スタンドの選手、観客全員でボディ

パーカッション (リ ーダー :日 本ボディパーカッション協会 山田 俊之)

ヤングマン2002～ 西城秀樹登場～会場全体で「ヤングマン2002」 の

大合唱、終わりに子どもたちのメッセージを付けたエコ風船を放天

14:05 第 1景/「来んさい !」

第 2景 /「 しんさい |」

第3景/「はじけんさい |」

時 刻 ン 内 容次  第

司会者挨拶 (司会 :風見 しんご、アシスタント 森 好香)、 アービー
スタンドの観客等、ボディパーカッションの事前練習

前説及びボディパー

カッション事前練習

12100 前説及びボディパーカッション

事前練習

オープニング

実施種目紹介

スポレクテーマツング合唱

マーチングドリル演奏、バ トン演技

都道府県代表参加種目開催市町の子どもたちにより、それぞれ実施種目の紹介

祭典テーマツング「明日を信じて」の演奏と合唱、フィール ドでは.中学生

により、 2つの世界遺産「原爆 ドーム」と「宮島大鳥居」の地上絵を披露

オープニング

1213()

場内に平和の鐘が嶋り響く

カラーガード&鼓隊の先導で、ポーイスカウトとガールスカウトにより、国

旗・祭典旗・県旗入場。ヒューマンアート

司会者による開式通告

各県の選手団代表が、選手団席よリアピールステージで一言メッセージを披露

してフィール ドヘ。広島県選手団とハイタッチを交わして交差し整列

韓国選手団紹介、ヒューマンアート

広島県知事   i藤田 雄山
国歌斉唱の中、国旗掲揚

祭典テーマツング「明日を信じて」の演奏で、祭典旗と県旗を同時に掲揚

文部科学大臣  遠山 敦子
広島県議会議長 檜山 俊宏
広島県選手団代表  田根 昭、山ロ セツコ

選手団は特設階段よリスタンドに退場。ヒューマンアート

司会者による閉式通告閉式通告

ア トラクション

フィナーレ 拍手の中、祭典テーマツング「明日を信じて」の合唱

83
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祭典概要/
2 特別行事

(1)日 時 平成14年 10月 5日 (土 )9:00～ 17:00
平成14年 10月 6日 (日 )10:00～ 16:00

(2)会 場 広島広域公園
(3)内 容
夢きらめきゾーンなど 3つのプーンを設け、生涯を

通じたスポーツ・レクリエーション活動に対する関心

を高めるとともに、スポレクに関する情報発信やニュ

ースポーツの体験・紹介などにより、楽しさと気軽さ

を実感できるような構成としました。

また、全国からの参加者と県民が気軽にふれあい、

交流を深める場として、広島の郷土芸能や特産物の紹

介などにより、広島らしさをアピールするとともに、

完全学校週 5日制の実施を踏まえ、家族やグループ、

地域で参加し、楽しめる内容としました。

●夢きらめきゾーン

広島の伝統芸能やバラエティーに富んだステージ、広島の

郷土料理を味わうコーナーなど、家族で楽しめる内容で構成

しました。

.広島まるかじり(特産・名産)コーナー 飲食.お土産など

広島県観光情報コーナー 広島県内の観光案内

後催県(香川県.福井県.岩手県)コーナ

健康ガムカムダンベル体操

後催県の紹介

体操指導、叫l噌力測定

ふれあいフリーマーケット 1日 36店× 2日 間

JAの秋まつり「実りの収穫祭」
(同 時開催 )

NHK「ふるさとの食 にっぼん
の食」広島フェスティパル

(同時開催 )

●元気・体験ゾーン

来場者が、スポーツ・レクリエーションを様々な形で気軽

に参加、体験できる内容で構成しました。

内 容

オリジナルふりかけをつくろう

ひろしまオリジナル丼

ドリブルコンテスト

おかわリステージ

地産地消

ニュースポーツ体験コーナー

フライングデ ィスク、カバデ

ィ、ユニカール、スポーツチ

ャンパ ラ、クロリティー.ト

ランポビクス.デ ィスコン、
お手玉、ベタンク

レクリエーション情報コーナー
ニュースポーツ・レクリエーシ

ョンの紹介、用具の展示・販売

セルプ製品 (障害者手作り製

品)コ ーナー

ことも几気プラザ

キックスピード測定ゲーム

ハンドポールフリーシュー ト

パ ドミントンでサービスエース

アタックdeビ ンゴ
バスケットフリースローゲーム

大型遊具 (ジャングルスライダー)
郵便局コーナー

協賛企業コーナー
「スポレク広島 2002」 の
協賛企業の製品販売

夢きらめきステージ

次期開催県 (香川県)PR
郷土芸能 (神楽・備後大田庄

太鼓など)

車いすダンス

とっとこハム太郎着ぐるみショー

ケインに績戦 1ニュースポーツ !

健康ガムカムダンベル体操

よしもとモーレツスポレク教室

スポレクおもてなし茶屋 (5日のみ)

広島県出身の故織田幹雄選手の

日本人初の金メグルの展示や懐
かしい体操服、県内のスポーツ

に関する貴重な品々の展示

お茶のサービス

日赤アフガン難民救援金 募金支援活動 (場の提供)

●ふれあい交流ゾーン

大会参加者と広島県民、大会参加者同士が交流できる内容
で構成しました。また、広島県外からの選手の皆さんにエー

ルを込めて、在広都道府県人会による郷土料理・観光情報コ

ーナーや後催県コーナーを設けました。

広島まるかじり(特産・名産)コーナー 飲食、お土産など

3 シンポジウム

サッカー広場 5日 のみ

スポレク広島 2002記 念カ
ップフットサル大会

6日 のみ、総勢 22チ ームが
参加、「サンフレッチェ」の

選手も来場 し、サッカー教室

も併せて開催

からだ元気・体験コーナー

(社 )広島県柔道接骨師会、
(社 )広島県鍼灸マッサージ
師会によるコーナー

スポーツ文化継承展「残した

い 広島スポーツ博物史」 (1)ll時 平成 14年 10月 6日 (日 )
13:30～ 15:30(開場 12:30)
ふくやま芸術文化ホール (リ ーデンローズ)(2)

(3)

①

場

容

〈
´
　
出
日

内 i´ .

方  針
ア スポーツ界の第一人者に勝利にかける情熱を熱く
語ってもらい、会場の若者たちにとってある意味で

は辛口とも思えるトークの中で、次世代に対する深
い愛情と希望のこもったメッセージを伝える。

イ スポーツ・レクリエーションを競技面から語って
もらうとともに、各パネリストの体験談を通して地

域におけるスポーツ・レクリエーションの役割や意

義を伝える。

② 構  成
第 1部では、プレアトラクションとして、スポレク

はじけ隊によるボディパーカッションで心と身体のス

在広都道府県人会による郷土

料理の提供・販売及び観光情

報の提供 (広島道産 子会、ひ

ろしま福島県人会、広島福井
県人会.広島鳥取県人会.広
島島根県人会、広島山:1県人
会、在広鹿児島県人会)

飲食.お L産 など広島まるかじり(特産・名産)コーナー

コーナー名 内 容

コーナー名

コーナー名
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県内の授産施設で制作した製

品の販売

切手類r記念台紙販売、ゆう
パック引き受け



出演者プロフィール

トレッチを行い、第 2部では、スポーツ界の頂点を極

めた個性的なパネリストが一堂に会し、自らの経験に

基づくパワフルなスポーツトークを展開しました。

ア テーマ  「Will TO Win!～ 勝つこと

ではなく 勝とうとすること～」
イ 第 1部 プレアトラクション
スポレクはじけ隊によるボディパーカッション

ボデイパーカッンョンインストラクター :

河上 典子
「スポレクはじけ隊」 :

福山市立駅家小学校ボディパーカッションクラブ

ダンスチーム「アフター・ファイプ・キッズ」

ウ 第 2部 スポーツトーク
「いっしょうけんめいについて考える」

①勝ち続けること、その喜びと苦しみ、②子ど

もたちの輝く瞳、そのきっかけづくり、③体・

技・心、自分を見つめること、④これからの日本

のスポーツ環境というテーマでスポーツトークを

行いました。会場からの質疑応答があり、エンデ

ィングでは、色紙にパネリスト4人のメッセージ

を書いて紹介しました。

コーディネーター :荒井貞光

パネリスト   :坂 田信弘
奥寺康彦

荻原健司

梶川洋子

司 会     :長 竹千賀

荻原健司 (元 ノルディック複合日本代表)

群馬県出身。 1992年 アルベールビル冬季五輪、 19
94年 リレハンメル冬季五輪の団体で連続金メダル。ワー
ルドカップでも1993年、 1994年 、 1995年 と個
人総合 3連覇の偉業を成し遂げ「キングオプスキー」とし

て海外からも厚く支持される。 1998年 の長野冬季五輪
では、日本選手団主将として選手宣誓を務め、弟・次晴氏

と共に出場した記憶も新しい。2002年 ソル トレークン
ティ冬季五輪で 4大会連続出場を果たし、2002年 5月 、
惜しまれながら現役を引退した。

梶川洋子 (ド ッジボール全国大会優勝監督)

広島県出身。平成 4年 7月 に十日市市の子どもたちのド

ッジボールチーム「金剛寺ファイターズ」を結成し、平成

14年 3月 までの約 10年間監督を務めた。この間、チー
ムを全国制覇 3回、 3位 3回のチームに育てた。容赦ない
梶川さんの厳しい特訓に戸惑いながらも、メンパーたちに

徐々に変化が起こる姿は全国に感動を呼んだ。現在は府中

町の ドッジボールチーム「マンテン・スターキッズ」顧問。

平成 14年 8月 の全国大会では3位に入賞。

河上典子 (ボディパーカッション・インス トラクター)

岡山県出身。昭和57年から劇団「レット・アス・ビー」、
ミュージカル劇団「アフター・ファイブ・キッズ」を旗揚

げ。岡山市制 100周年記念市民ミュージカル「おかやま
ものがたり」主役。 ミュージカル劇団「アフター・ファイ
ブ・キッズ」のオリジナルミュージカル「ピコの冒険」で

は演出、脚本、作詞・作曲、振り付けを担当し、主役「ピ
コ」を演じる。レクリエーンョン指導者として活躍し、平

成 13年以降「スポレク広島2002」 のボディパーカッ
ション・インストラクターを務めた。

福山市立駅家小学校ボディバーカッションクラブ

5、 6年生のクラブ活動の中の「おどリクラブ」から発
展して生まれたクラプ。流行歌、民謡、古典の長唄など日

本の踊りや、様々な海外の踊りの中で、身体を叩いて演奏

しながら踊るボディパーカッションは「宇宙にも通じるア

クション」であると感じながら楽しんでいる。今回は、ボ

ディパーカッションクラプのメンバーに加え、駅家小学校

の仲間たちも応援参加して元気いっぱいのステージを披露

した。

ダンスチーム「アフター・ファイブ・キッズ」

今回の「スポレク広島2002」 のために再結成された
スペシャル・ダンスチーム。踊ることにかけてはとにかく

「いっしょうけんめい」というメンバーは、仕事も年齢も

様々。人間の身体の音を使って踊るボディパーカッション

で、どこまで想いを表現できるかに挑戦するメンバーが「元

気」パワーを会場中に発散した。

荒井貞光 (広島市立大学教授 )

神奈川県出身。東京教育大学 (現筑波大学)体育学部大
学院修士課程修了。広島大学総合科学部助教授などを経て、

現在は広島市立大学国際学部教授。専門はスポーツ社会学。

日本体育学会理事、日本スポーツ社会学会理事。クラブ文

化の再生や楽しむスポーツの推進者として知られ、総合型

地域スポーツクラプの設立やスポーツクラブ都市を模索中。
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坂田信弘 (プロゴルファー)

熊本県出身。京都大学中退後24歳でプロゴルファーを
日指す。プロテスト合格後はツアー参戦。ゴルフ場設計者、

坂田ジュニアゴルフ塾塾長としても活躍し、若手育成に熱

い情熱を傾けている。日本漫画大賞受賞のゴルフ漫画「風

の大地」の原作者としても知られる。ゴルフ界特別功労賞

受賞。著書には「野生塾」などがある。

奥寺康彦 (横浜FCゼネラルマネージャー)
神奈川県出身。昭和 52年、旧西ドイツの名門チーム「 1
FCケルン」から日本人初のプロサッカー選手としてデビ
ュー。以後 9年間、プンデスリーガ (西 ドイツ1部 リーグ)

で通算 235試合出場、 25得点。昭和61年に帰国し日
本国内初のプロサッカー選手となる。

現在は横浜FC代表取締役ゼネラルマネージャー。20
02年 FIFAワ ールドカップTM横浜開催準備委員も務めた。
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祭典概要

4 種目別大会

【都道府県代表参加種目1

くグラウンド・ゴルフ>          ふくやまし
主 催  (社)日本グラウンド・ゴルフ協会、福山市
主 管 広島県実行委員会、広島県グラウンド‐ゴルフ協会、
福山市実行委員会

期 日 平成14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )
10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )

開   始   式
プレー1日目(16ホール)

会 場 福山市 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場・野球場

くゲートボール>          たけ出し
主 催  (財)日 本ゲートボール連合、竹原市
主 管 広島県実行委員会、広島県ゲートボール連合、

竹原市実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )

く女子ソフトボール>        ひがしひろしまし だいわちょう
主 催  (財)日 本ソフトボール協会、東広島市、大和町
主 管 広島県実行委員会、広島県ソフトボール協会、

東広島市ソフトボール協会、

三原地区ソフトボール協会、

東広島市実行委員会、大和町実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )・ 8日 (火 )

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )

予 選 リ ー グ

決勝トーナメントの準決勝

決勝トーナメントの決勝

表  彰  式
開  始   式
予 選 リー グ 戦

会 場 東広島市 東広島運動公園 多目的広場
東広島運動公園 運動広場
東広島市立向陽中学校

白竜湖スポーツ村公園 総合運動場
自竜湖スポーツ村公園 野球場

大和町

くラージボール卓球>    いんのしまし
主 催  (財)日 本卓球協会、因島市
主 管 広島県実行委員会、広島県卓球協会、因島市実行委員会
期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )・ 8日 (火 )

プレー2日目(8ホール)

表   彰   式

10月 7日 (月 )

式

戦グ一

始
‐―

′選

開

予

会 場 竹原市 総合公園バンプー・ジョイツ イヽランド
多目的グラウンド

く社年サッカー>
主 催 (財)日本サッカー協会、法1自市、需1紳時、皆雷時
主 管 広島県実行委員会、 (財)広島県サッカー協会

広島市実行委員会、府中町実行委員会、

古田町実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )・ 8日 (火 )

10月 6日 (‖ ) 1()月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )

開  始   式
第 1ステージリーグ

順位別決勝リーグ

・トーナメント

表  彰   式

決勝トーナメント

表  彰  式

会 場 因島市 因島勤労者体育センター

くターゲット・バードゴルフ>       おのみちし
主 催 日本ターゲットツ ―ヾドゴルフ協会、尾道市
主 管 広島県実行委員会、広島県ターゲットパードゴルフ協会
尾道市実行委員会

期  日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )

会 場 尾道市 県立びんご運動公園多目的広場

く男女混合綱引>      くれし
主 催  (社 )日本綱引連盟、呉市
主 管 広島県実行委員会、広島県綱引連盟、

呉市実行委員会

期  日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )

会 場 呉市 呉市体育館

く年齢別テニス>       おのみちし
主 催  (財)日本テニス協会、尾道市
主 管 広島県実行委員会、広島県テニス協会、
尾道市実行委員会

会 場 広島市

府中町

吉田町

広島広域公園第一球技場、

広島県総合グランド、

広島修道大学第 3グラウンド

揚倉山健康運動公園球技場、

揚倉山健康運動公園多目的広場

吉田サッカー公園

10月 6日 (日 )

予 選 リー グ 戦

開  始   式 順位別決勝リーグ
10月 7日 (月 )

表  彰  式

10月 8日 (火 )

会 場  :次市 県立みよし公園カルチャーセンター

10月 6日 (日 )

決 勝 リ ー グ 戦

表   彰   式

10月 6日 (日 ) 10‖ 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )

開  始  式
予 選 リー グ 戦

予 選 リー グ 戦

戦

戦
式

定決
流

彰

位順

交

表 戦

式

人
力
”

彰

２

表

始

人

式

戦

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )

式

グ一

始

リ選

開

予

グ

式
一り

彰

勝決

表

順位別決勝トーナメント

表  彰  式
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三コ

くソフトパレーボール>
主 催  (財)日 本パレーボール協会｀みよしし

日本ソフトパレーボール連盟、三次市

主 管 広島県実行委員会、 (財 )広島県バレーボール協会、
広島県ソフトパレーボール連盟、二次市実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )・ 8日 (火 )



10月 7}l(月 )

式

グ一

始

リ選

開

予

決 勝 トー ナ メ ン ト

表   彰   式

¬

期 間 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 ) 場 広島市 ヒロンマ・アリーナ (公認競技場No.33-04)
BW36L

<マスターズ陸上競技>
主 催 (財 )日本陸上競技連盟、日本マスターズ陸上競技連合、
広島怜

主 管 広島県実行委員会、 (財)広島陸上競技協会、
広島マスターズ陸上競技連盟、広島市実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )・ 8日 (火 )

会 場 広島市 広島広域公園陸上競技場 (広島ビッグアーチ)

くインディアカ>          |ゎ かぃちし
主 催  (社)日 本インディアカ協会、十日市市
主 管 広島県実行委員会、広島県インディアカ協会、
廿日市市実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )

開    始    式
順 位決定 リンクリーグ戦

順位別決勝リンクリーグ戦

表    彰    式

会 場 廿日市市 廿日市市スポーツセンター (サ ンチェリー)

くフォークダンス>          ゃすぅぅち,ぅ
主 催  (社)日本フォークダンス連盟、安浦町
主 管 広島県実行委員会、

(社)日 本フォークダンス連盟広島県支部、

安浦町実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )

会 場 安浦町 安浦町民センター (ア リーナかもめ)
安浦町立武道館、安浦町立安浦中学校体育館

くエアロビツク>       とよひらちょう
主 催 日本エアロビック連盟、豊平町
主 管 広島県実行委員会、広島県エアロビック連盟、
豊平町実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )

〈
ム

10月 611(H)

ウ

催

管

＜

主

主

会 場 尾道市 県立びんご運動公園テニスコート

く年齢別ソフトテニス>
ふくやまし

主 催  (財)日本ソフトテニス連盟、福山市
主 管 広島県実行委員会、広島県ソフトテニス連盟、
福山市実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )・ 8日 (火 )

会 場 福山市 福山市竹ヶ端運動公園庭球場

期  日

ンドテニス>
おおのちょう

日本バウンドテニス協会、大野町

広島県実行委員会、広島県バウンドテニス協会、

大野町実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )

10月 611(日 ) 10月 7日 (月 )

順 位 決 定 戦

スポレク・BTラ リー戦
表   彰   式

会 場 大野田J大野町体育館

く年齢別バドミントン>       くれし
主 催  (財 )日本バ ドミントン協会、呉市
主 管 広島県実行委員会、広島県バ ドミントン協会、
呉市実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )・ 8日 (火 )
10月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )

勝敗別グループリーグ戦

特 別 賞 表 彰 式

表彰トーナメント戦

表  彰  式

場 呉市 日新製鋼株式会社呉製鉄所体育館、
呉市警固屋体育館

く社年ボウリング>         
ひろしまし

主 催  (財)全日本ボウリング協会、広島市
主 管 広島県実行委員会、広島県ボウリング連盟、
広島市実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )・ 8日 (火 )

10月 6日 (日 )

開  始  式
男女混合4人チーム戦

開   始   式
チーム別対抗BTラリー戦

予  選  iリ  ー グ
順 位 決 定 戦

式

戦

ム

ム
　
一

始

一
ゲ

チ

流

開

２

交

〈
ム

10月 6日 (R) 10月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )
式

式彰

始

表

開

競

技

式

競

表 彰

競

表

技

式彰

10月 6日 (日 ) 10月 7H(月 ) 10月 8日 (火 )

開  始   式
予 選 リー グ 戦

予 選 リ ー グ

順位別決勝リーグ

決勝 トーナメント

表   彰  式

10月 611(H) 10月 7日 (月 )
式

ム

究

ラ

研

グ

ＪＤ″

始

ロ

ク

プ

ツ

流

ロ

開

交

プ

題課

表

曲

彰

害 査

式

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )

開    始    式
交 流 プ ロ グ ラ ム

規 定 演 技 合 同 レッスン

規 定 演 技 発 表

由 演
秀 チーム

自

優

交

表

消:

技

発

ロ

彰

プ

表

演

ム

式

発
編
ラ

表

グ

10月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )

男女混合4人チーム戦

年代別男女混合2人チーム戦

年代別男女混合2人チーム職

表  彰  式
会 場 豊平町 豊平町総合体育館 (と よひらウイング)
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く トランポリン>         しんいちち
"主 催  (社)日 本 トランポリン協会、新市町

主 管 広島県実行委員会、広島県 トランポリン協会、
新市町実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )・ 7日 (月 )

開      始      式

競技 (研修・交流 )(発 表・審査 )
表      彰      式

会 場 二原市 三原リージョンプラザ体育館

く太極拳>            くまのちょう
主 催  (社)日本武術太極拳連盟、熊野町
主 管 広島県実行委員会、広島県武術太極拳連盟、
熊野町実行委員会

期 日 平成 14年 10月 5日 (上 )・ 6日 (日 )

10月 5日 (土 )

会 場 熊野町 熊野町民体育館、熊野高等学校体育館

くマスターズ水泳>     ひろしユ
主 催  (財)日本水泳連盟、広島市
主 管 広島県実行委員会、 (財)広島県水泳連盟、
広島市実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )

会 場 広島市 広島市総合屋内プール
(広島ビッグウェープ :公認 25m)

くマラツン>
さ0・ちょう

主 催 坂町
主 管 広島県実行委員会、坂町実行委員会、
安芸郡陸上競技協会、広島ベイマラツン大会実行委員会

期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )

会 場 坂町 中国電力坂スポーツ施設
(平成ヶ浜～森山ジョギングコース)

ン>
かんなべちょう

神辺町

広島県実行委員会、神辺町実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )

10月 6日 (日 )

10月 6H(II)

会 場 新市町 新市町体育館

【フリー参加種目】
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主 催 広島県レクリエーション協会 瀬戸田町
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主 催 日本 3B体操協会、三原市
主 管 広島県実行委員会、日本 3B体操協会中国本部、
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祭典概要

フリー参加種 H参加者数一覧

No. 都道府県

ウォーク
ラリー

エスキー

テニス
サイクリング 3B体操 太極拳

マスターズ
水泳

マラソン マラソン

合計 都道府県
瀬戸田町 広島市 |`道 市 三原市 liに ,チ田I 広島市 坂  町 神辺町

北 海 道 北 海 道

青 森 県 75 75 青 森 県

岩 手 県 岩 手 県

宮 城 県 43 45 官 城 県

秋 田 県 20 22 秋 田 県

山 形 県 22 22 山 形 県

福 島 県 11 65 76 福 島 県

茨 城 県 茨 城 県

栃 本 県 栃 木 県

10 群 馬 県 35 38 群 馬 県

11 埼 玉 県 10 13 埼 玉 県

12 千 葉 県 13 17 千 葉 県

13 東 京 都 16 東 京 都

14 神奈川県 30 45 神奈川県

15 山 梨 県 山 梨 県

16 新 潟 県 新 潟 県

17 長 野 県 長 野 県

18 富 山 県 19 19 富 山 県

19 7i サ|| 111 13 15 33 石 川 県

20 福 井 県 53 59 福 井 県

21 静 岡 県 60 66 静 岡 県

22 愛 知 県 12 32 56 愛 知 県

19 二 重 県

24 岐 阜 県 15 19 岐 阜 県

25 滋 賀 県 15 滋 賀 県

26 京 都 府 10 165 180 京 都 府

27 大 阪 府 56 41 112 大 阪 府

28 兵 庫 県 22 69 167 12 276 兵 庫 県

29 奈 良 県 31 41 奈 良 県

30 和歌山県 10 和歌山県

31 鳥 取 県 47 52 鳥 取 県

32 島 根 県 183 11 204 島 根 県

33 岡 山 県 123 588 17 280 1,014 岡 山 県

34 広 島 県 955 163 209 880 195 192 866 701 4,161 広 島 県

35 32 14 181 36 269 山 口 県

36 香 川 県 13 50 78 香 川 県

37 徳 島 県 46 48 徳 島 県

38 愛 媛 県 10 101 10 137 愛 媛 県

39 高 知 県 53 57 高 知 県

40 福 岡 県 25 24 61 福 岡 県

41 佐 賀 県 佐 賀 県

42 長 崎 県
7 長 崎 県

43 熊 本 県 11 12 熊 本 県

44 大 分 県 10 12

45 宮 崎 県
宮 崎 県

46 鹿児島県 16 19 鹿児島県

47 沖 縄 県
沖 縄 県

合   計 1,006 293 570 3,088 257 204 1,014 1,012 7,444 合 計

大 分 県
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ヽ

5 閉会式 (リ レーステージ)

(1)日  時 平成 14年 10月 8日 (火 )
15:00～ 16:20(開場 14:30)

(2)会 場 広島国際会議場フェニックスホール
(3)内 容
閉会式は、4日 間の祭典を振り返り、祭典を支えた

多くの人たちに感謝し、新たな交流と友好の輪を広げ、

また、次期開催県の香川県へ祭典旗とともに、広島の

祭典の感動をも引き継ぐ、祭典の幕を開じるにふさわ

しいセレモニーとなりました。

プロローグは、岩田英憲さんの静かなパンフルート

の音色で始まり、中国山地から瀬戸内海に至る広島の

美しい自然の映像が大型映像装置に映し出され、続い

て、広島交響楽団による演奏の中、映像は広島の四季

から祭典の記録映像に変わり、やがて参加者の実顔で

埋め尽くされました。

スポレクテーマツング「明日を信じて」にのせて子

どもたちにより運ばれてきた祭典旗は、広島県副知事

広島県副知事あいさつ

祭典旗リレー

セレモニー&

ア トラクンョン

香川県副知事あいきつ

香川県大会 PR

a - )Lll

キ ッズ・パ フォーマンス

次 第 内 容

|

バンフルー ト演奏と映像

バンフルー ト演奏 :岩田

～自然賛歌～

英憲
15:00

15:05
広島交響楽団の演奏と映像に加え、子どもたちの詩の

朗読 ～祭典賛歌～詩の朗読

バンフルー ト演奏

広島交響楽団演奏

15:20 キャンベーン隊とアービー登場|‖式通告

文部科学省代表者 :

スポーツ・青少年局生涯スポーツ課長 岩上 安孝文部科学省代表者・両県副知事登増 15:23

15:24 広島県副知事 田11 尚文

15:28

テーマソング演奏及び合唱、スポレクはじけ隊の小学生

により祭典旗入場

祭典旗は、広島県副知事から文部科学省代表者へ返還さ

れ、文部科学省代表者から次期開催県の香川県副知事に

手渡された。

15:33 香川県副知事 川北 文雄
15:37 香川県大会のキャンペーン隊・マスコットの紹介

香川県ア トラクション 15:41 香川県の PRア トラクンョンとして、少林寺拳法の演武

15:51
香川県のキャンペーン隊と広島県のキャンペーン隊及び

両マスコットも加わり、エールの交換

15:55
広島の自然と子どもたちの夢を謳歌

～LOVE&PEACE～
「ヤングマン2002」 合唱 16:05 会場全員による「ヤングマン2002」 の大合唱

グラン ドフィナーレ 16:10
エンディングテーマ曲「シー・ユー・トゥモロー」の

演奏と合唱
フィナーレ

lll式通告 16:20 口l会者による閉式通告

91

から文部科学省代表者を介して、次期開催県である香

川県副知事に引き継がれました。

続いて、香川県のアトラクションとして少林寺拳法

が披露され、広島県のキャンペーン隊と香川県のキャ

ンペーン隊がエールの交換を行いました。

フィナーレは、会場全員による「ヤングマン200
2」 の大合唱となり、ステージは、文部科学省代表者、

両県副知事、選手、ボランティアで埋め尽くされ、 ミ
ュージックキッズのダンスと手拍子で大いに盛り上が

りました。

続いて、広島交響楽団の演奏と少年少女合唱団の合

唱により、エンディングテーマ曲「シー・ユー・ トウ

モロー」が流れる中、ステージでは全員が手をつなぎ、

お互いの健闘をたたえ合いながら、すべての関係者ヘ

の感謝のうちに、会場が一体となった感動的なフィナ

ーレを迎え、広島の祭典の感動とともに、新たな交流

と友好の輪の広がりを香川県へ引き継ぎ、祭典の幕を

閉じました。

匡三三
=

時 刻

|lvu-, 
t

|   |
| |

|

~~~~~~~~¬



祭典概要/
【協賛事業】
1月 1日 から10月 8日 までの期間、県内全市町村で、それぞれの地域や主催団体の特色あるスポーツ.レ クリエーション活

動が 249事業開催され、多くの県民が参加しました。
。ヽ. 開 催 11 事 業 名 称 会 場 施 設 1催 団 体 等
1月 111 第1回新春グラウンド・ゴルフ大会 高宮ハーモニー広場 高官町教育委員会 140

1'11211 第15回熊野新春スター駅伝大会 熊野町民グラウンド他周辺 熊野町 スボーツ推進協議会.熊野町教育委員会 787

1月 1311 第26回みわ町スター式駅伝大会 和中学校グラウンド他町内 ―和町教育委員会.―和町体育協会 1.650

第31回折市町ロードレース大会 ′i手 高等学校グラウンド.芦田川堤防線 新市町教育委員会.新市口r体育協会 416

1月 1311 第42回 大和町 ・周駅伝大会 大和町体市協会 大和町他 1,100

1'11311 2(X2新春嗜中市マラツン大会 府中市教育委員会 370

1l11411 第25回 含橋
'f駅
伝大会 倉橋「∫内(桂浜ふれあいセンター～魔鳥官の日) 倉橋町.命橋町体育協会 1.131

1月 1411 第17回沼限町駅伝大会 沼隈町内全域 沼隈町教育委員会 2,100

1「 12011 第29回府中市健脚大会 JR備後三川駅～府中市役所 府中市教育委員会 225

10 1月 2011 第5回豊田部ロートレース兼万葉の里マラツンnあきつ大会 1津小学校グラウント他町内 安芸津町教育委員会.豊日l都体育協会他 1.045

11 1月 2011 第21回 i原 市民ビーチボールバレー人会 1原リージョンフラザ主i体育館 ―原市教育委員会 800

12 1月 2011 第43回 世躍西町駅伝大会 山福田分館―せらにしタウンセンター 1世羅西町体育協会.世羅西町他 1.125

13 1月 20-27日 働く青年のための「若衆宿」 日立江田島青年の家 独立行政法人国上青年の家 1日立江田島青年の家 264

14 1'1261' 地域スポーツ指導者研修事業 県 1ヽ_総合体育館 (財 )広島
'.1教

育事業「] 31

15 1月 26.2711 チャレンジ 冬の郡山 県呟吉田少年自然の家 県立占Πl少年自然の家 49

第34回十日市市民ロートルース大会 十日市市役所市民ブラザ～木材港用,′′ 廿11市市教育委員会.十 ll市市体育協会 1.054

17 2月 311 第16回安浦町ふれあい駅伝大会 安浦中学校グラウンド他周辺 安浦町教育委晏会.安浦町体育協会.体育指導委員協議会 438

18 2月 311 第28回さわやかオレンジロードレース大会 潜刈小学校グラウンド他大浦地区 蒲刈町教育委員会.蒲刈町体育協会

19 2月 31' 第5回広島県雪合戦大会 高野町町民広場特設会甥 広島県4:′ 戦`大会実行委員会.高野町他 2.000

20 2月 31' 第7回 さくらアーチカップバスケット3on3大 会 ||:原市総合体ri館 ■原市数脩委員会 120

21 21お II 第17回瀬′i内ふれあいマラツン大会 内海中学校グラウンド他町内 瀬戸内ふれあいマラソン大会実行委員会.内海「 r
1.000

22 2月 ,1 川尻町民マラツン大会 川尻町民グラウント他町内 ||||だ

"lttr,委
■会.川 眈町体市協会 270

23 2月 9.1011 子ども自然探検クラブ冬ポランティア・ミーティング 県立福山少年自然の家 県
'福
山少年自然の家 201

24 2月 1011 第29回熊
'′

駅伝大会 熊
"町
民グラウンド他町内 熊

"駅
伝大会実行委員会窯 野可教育委員会 10.600

25 2111011 第27回みつぎ駅伝大会 御調町文化会館他町内 御調町体市協会.御調町教育委員会 1.272

26 2月 1011 第37回東城町民スキー人会 通後山高原スキー甥 東城町数育委員会.東城町体育協会 250

27 2月 1011 第20回

`1木

,す卓球大会 作木中学校体市館 作木村体育協会.作木村教育委員会 90

28 2月 10 11 1711 第8回大野オイスターカソフバドミントン大会 大野町体育館.人野東小・中学校 大野町バドミントン連盟.大野「 I
650

29 2月 1611 第20回豊浜町駅伝大会 豊浜町内 ―円 豊浜町体市協会.豊浜町教育委員会 317

30 2月 1711 第29回黒漸川駅伝競走大会 黒瀬町文化センター周,′, 黒涌町.1■瀬町教育委員会 885

31 21]1711 安浦町スキー教室 スキーパーク寒曳 安満町数

'委
員会 111

32 2月 17:1 平成13年度瀬戸田町体力つくリスポーツ大会 瀬戸田勤労者体育センター他 瀬戸田町教育委員会 500

33 2月 1711 第15日本郷町町民駅伝大会 本郷中学校グラウンド他町内 本郷町体●協会.本郷町教育委員会 400

34 2月 1711 第6同広島県障害者卓球大会 :身体障害者の部〕 県立身体障害者リハビリテー/3ンセンタースポーツ交流センター 県立身体障害者リハビリテーションセンタースポーツ交流センター 176

35 2月 1711 第20回深安駅{・大会 神辺町民グラウンド他周辺 神辺町体市協会 486

36 2月 2311 地域スボーツ指導者研修事業 39

37 2'123 24【 I 女子サ′カーチーム'4流会 県立ふれあいの里青年の家 広島県教育委員会 80

38 2月 2411 第21回ふくやまマラツン 福山市竹ヶ端運動公同陸上競技場他周辺 ふくやまマラツン実行委員会.福山市他 4.340

第23回木江町ロードレース大会 木江町役場他可内 木江町体育協会.木江町教育委員会 320

40 2月 2411 平成13年度広島県インディアカ講習会 広島市中区スポーツセンター 広島県インディアカ協会 21

11 3月 211 第9回広島11武術太極拳逮子楠大会 lt t総合体育館武道場 広島県武術太極拳連盟 550

3月 311 第25回沖美町かきカキマラツン大会 沖美町高祖理め,て地他町内 かきカキ
"ソ
ン実行委員会.沖 美町他 5,000

43 3月 311 熊野町スポーツ少年団交流会
・みんなともだち

・
熊野町民体育館 熊野町スボーツ少年団.熊

'′

町教育委員会 260

■ 3月 311 第33回美 11里剣道大会 美上里町B&G海 半`センター 美土里可体育協会.美土里町他

45 3月 3〔 | 第22回いんのしま健康マラツン大会 閃北小学校グラウンド他周辺 因島市.因島市教育委員会他

46 3月 311 インドアトライアスロンinひろしま(本 ) :I立総合体育館 広島県トライアスコン協会 102

47 31'9・ 1011 ユアーズカップ第8回広島県ソフト′`レーボールフェスティパル 県立総合体育館 広島県バレーボール協会.広島県ソフトパレーボール連盟 3.236

18 3111011 JINSEKIマどけマラツン 神石町山村開発センター周辺 神石町体育協会.神石町他 232

,9 3月 1711 国常備北 1,陵公同 279

470

92

1.650

「

師而
1大和町内一円

=三
亜亜萱亜亜亘

睦望翌

~~~可

■ に_

トー■―

■―■―――

― ―― |――― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ―― ――

|(財 )広島県教育事業団

39 2月 2411

42

480

MTB大会 ___」理型翌里___



ヽ

No 開 催 || 事 業 名 称 会 場 施 設 主 催 団 体 等 参,11″数

50 3月 1711 第14回コミュニティースポーツ大会 1'x町北新地グラウンド."(町 Bと G海洋センター 減町教育委員会.坂町体育協会.取「∫体静指導委員協議会 70()

51 3月 17H 第31回坂町駅伝競走大会 530

52 3月 17日 本郷町健康ウォーク大会 本郷町内 本郷町.本郷町地域保健対策協議会他 8,〉

53 3月 21「 1 のうみグリーンウォーキング 能■海 lロッジ駐車場～良道山森林公劇 のうみグリーンウォーキング実行委員会.能美町他 187

51 3月 2311 筆の里スポーツクラブフェスティバル 熊野町民体育館・グラウンド 筆の里スポーツクラブ.熊野町教育委員会 2()0

55 3月 23日 親チ自転中学校 県立中央森林公園サイクルセンター (財 )中央森林公園協会 1.076

36 3月 24日 東野町ふるさと探検ウォークラリー 東野町文化センター他町内 東野町教育委員会.東野町体●指導委員会 193

57 3月 26-2811 安芸府中チャンピオンシップサッカー大会 揚倉山健康運動公制.空城山公園 安芸府中サリカ~協会.府中町教育委員会 250

58 4月 711 2(X)2古鷹山ウォーキングフェスティパル 江I"島町古鷹山林遣.オタカ広場 占鷹山ウォーキングフェス実行委員会.:〔 IH島町教育委員会 500

59 4月 13:1  縦子自転車学校 県立中央森林公園サイクルセンター (財 )中央森林公回協会 1.078

“

4月 14日   第14回江の川綱水マラツン 1次 市+日市河川敷(親水公園) 江の川親水マラツン実行委員会.:次市 1.308

61 4月 1411 titlgrl ts'r', i, t . j )17 )<; 向島町運動公園 向島町教青委員会.向島町体台協会 202

62 4月 21日   第71回加計町民運動会 珈|,1:町尺体育館 加計町体育協会.加計町教育委員会 1.600

63 4月 21日  1豊浜町グートボール大会 大浜小学校グラウント 豊浜町教育委員会 45

04 4月 23日 尾道市ゲートボール連合選手権大会 向東市民スボーツ広場 尾道市ゲートボール連合.尾道市教育委員会 160

65 4月 27-2911 安芸府中サッカーフェスティパル |り ,|||ll壼 康運動公1側 35(

66 4月 28:1 第13同広島県バウンドテニスダブルス選手権大会 広島市佐伯区スポーツセンター 広島県バウンドテニス協会.中国新間社 140

67 4月 28'| 第8回新市町グラウンド・ゴルフ大会 声Hl川緑地 (芦田川河川敷 ) 新市町教育委

“

会.新市町体育指導委員協議会 130

“

4同 2911 呉みなとまつり(大綱引大会) 共市蔵本通り 呉観光協会.中国新同社.県市 26.040

69 4月 291' 広島県障害者水沐競技大会2(X)2 県立身体障書者リハビ,テーンョンセンタースポーツ交流センター 景立辮 害者リハビツテーションセンタースポーツ交流センター 256

70 4/29・ 5/5 「わんぱくの森」アスレチックコース体験 11″しみのき1燎林公|,| (財 )もみのき森林公園協会 980

71 5月 11日 第13回東広島市民スボレク祭グラウンド・ゴルフ大会 アクアパーク多日的広場 東広島市.東広島市教育委員会 150

72 5月 11・ 1211 西日本力′ヽディ大会 美 11■町総合運動公園 広島県カバディ協会 140

73 5月 12日 どんぐリテニス大会 豊平町総合運動公劇テニス場 (財 )とよひらふれあい公園協会.豊平「 I教育委員会 130

74 5月 12日 豊浜町ターグ′ドバードゴルフ大会 0浜町架橋記念公劇 豊浜町体育協会.豊浜町教育委綺会 12

75 5月 12日 第7回 豊松村グラウンド・ゴルフ大会 1,松 11111卜●ム場 豊松村体育協会.豊松村教育委員会 49

76 5月 12 FI 第15回十日市市民スポーツ大会 十ll市市スポーツセンター他 十日市市教育委員会.廿Π市市体育協会 2.566

77 5月 12 Fl 第20回安浦町総合体育大会 安浦町教育委晏会.安浦町体fr協 会 400

78 5月 1211 中国地区春季エスキーテエス大会 県立総合体育館小アl,一ナ 広島県エスキーテニス連盟 380

79 5月 12日 第12回広島県グラウンド・ゴルフ交歓大会 休暇村帝釈峡グラウンド・ゴルフ場 広島県グラウンド・ゴルフ協会 565

80 5月 12日 第1胴広島県ソフトパレーボール大会兼全国大会・中国大会広島県予選会 広島サンプラザ 広島県ソフトパレーボール連盟 1.622

81 5月 181911 第23同広島市 01区民スポーツ大会 マツダ体育館.南区スポーツセンター他 広島市.(財 )広島市スポーツ■来|」他 2.650

82 5月 19日 第5回おおがきスポーツデー 人柿町総合運動公回 人柿町.大柿町教育委員会 590

83 5月 19日 第8回音戸町ファミリーバドミントン大会 許′i動労者体育センター 音戸町.音′i町教育委員会 250

● 5月 19日 第29回さいきアーチェリー大会 佐伯国際アーチェリーランド さいき7-チェl'一大会実行委員会 390

85 5月 19日 第23回広島市中区民スポーツ大会 千田公園、中区スポーツセンター他 広島市.(財 )広島市スポーツ事業団他 1.865

86 5月 19「 | 第23回広島市安(′ 北区民スポーツ大会 安佐北区スポーツセンター他 広島市.(財 )広島市スポーツ事業団他 3.379

87 5月 19「 I 第18回広島市14伯区民スポーツ大会 佐伯区スポーツセンター他 広島市.(財 )広島市スポーツ事業1■他 2.468

5月 19 tl 第13回比婆山国際スカイラン大会 県民の森.比婆山連峰 西城町.広島 :I山岳連盟他 995

8,) 5月 19日 2(X2もみのきサイクル耐久レース(春 ) 県立もみのき森林公園サイクリングコース (貯 )もみのき森林公園協会.広島熙ril!車競技連盟 2.329

9() 5月 2511 [スオレク広島2000.オンボール体験会及び普及指導者議習会兼交流大会 1,t″総合体育館 日本キンボール連盟 108

91 5月 2611 「 蒲刈町ゲ
ートボール大会 ド清川町民広場 下蒲刈町ゲートボール連合会.ド確刈町他 150

92 5月 261」 初夏の野鳥ウォッチングと新緑の森の餃策 (財)中央森林公園協会 2.035

93 5日 2611 第25回総||‖ 11く運動会 総領小学校グラウンド 総領町.総領町教育委員会他 650

94 5月 2611 第23回広島市某区民スボーツ大会 サf放運動広場 .東区スボーツセンター他 広島市、(財)広島市スポーツ事業団他 1,964

95 5月 26日 第2回広島市西区民スポーツ大会 tLA+ > J ) 4f ,frE af,, - ) t>, - tu 広島市.(財 )広島市スポーツ事業団他 2.100

`)6

5月 26H 第23回広島市安佐南区民スポーツ大会 3.912

97 5月 26日 第23回広島市安芸区民スポーツ大会 瀬

"川

公園.安芸区スボーツセンター他 広島市.(財 )広島市スポーツタ葉団他 2,163

98 5月 2611 第16回ビーチボールバレー大会 福,i(口」民体育館 福富
"l体
市協会.福富町教育委員会 144

"
5月 26日 第28回 蒲刈町PTA球技大会 蒲刈町B&G海洋センター 蒲刈町教育委員会.蒲刈町体育協会 178

100 5'126日 豊町内親善ソフトボール大会 ,中学校グラウンド 豊町体育協会.O町教育委員会 200

101 5月26H |"羅町地区民体育大会 大田小学校.西火m農村広場グラウンド他 世躍町教育委員会.世羅町体育協会他 2.510

93

坂町北新地グラウンド他周辺 翌里望堕翌L__

|

__」

安芸府中サッカー協会、府中町教育委員会  |

安浦中学校.安満町民センター他

|

広島修道大学、広島市立夫

=笙
 ____1■ 星市.(財 )広島市スポーツ事業団笙___⊥



祭典概要

N。 開 ‖ 11 整 業 名 林 会 場 施 設 主 催 団 体 等 参加者数

102 5月 2611 第19回 11卜町民運動会 Lヽ運動公園グラウンド 上ド町.町民運動会実行委員会他 800

103 6111・ 211
フィットネスフェスティ′`ルinはつかいち

第1回サンチェリーカップエアロビック選手権大会
十日市市スポーツセンター(サンチェリー) 広島県エアロビック連盟

宮島町民グラウンドゴルフ大会 官島」‐中学校グラウンド 170

第8回あったか||スポーツフェスティパル ■日付総合グラウンド あったか村スボーツフェスティバル実行委員会.君田村教育委員会 1.200

11:輸 6'1211 第12回大和町民ソフトボール大会 r,に湖スボーツ村公同総合運動場 大和ソフトボール協会.大和町他 450

107 6月 211 第14回二原市民ゲートボール大会
'原

運動公回(1原 |1陸 1:競技場 , 三原市教育委員会 304

108 6月 211 第16回二原市民グラウンド・ゴルフ大会 ,原運動公園(1原 市民球場 ) 三原市教育委員会 365

1∞ 6月 21' 第14回 東広島市民スポーツ大会(陸 上競技の部) アクアパーク陸上競技場 東広島lli民 スボーツ大会実行委員会.東広島市他 4.000

110 6H511 第11回安芸津″葉バトミントン大会 安芸津町B&C海洋センター 安芸津町.安芸津町教育委員会 57

111 6月 5・ 12・ 190 豊可内親善ソフトパレーボール大会 豊小学校・旧久比小学校体育館 豊町体i協会.豊町教育委員会 130

112 6'1811 第13回尾道市グラウンドゴルフ大会 県tびんご運動公回多目的広場 尾道市グラウンドゴルフ協会記 道市教育委員会 126

113 6月 811 デュアスロンヒロンマ2(X2スプリング 県立中央森林公回サイクリングロード 広島県トライアスロン協会 510

114 6月 8.911 1∞フェスティ′`ル&カーニ′`ル(1∞セットツフトパレーボール) ,t市体育館 呉市 950

115 611911 第18回三原マスターズ水泳大会 原l,―ションプラザ濯水プール 三原市教

`委
員会 400

116 6月 911 第4回東城町チャレンジ・スポーツ大会 東城中央運動公1点1陸 li競技場 東城町教育委員会.東城町体育協会 450

117 6月 911 第20回広島県バウンドテニス親諄大会 広島市安芸区スボーツセンター 広島県バウンドテニス協会.中国新聞社 130

118 6日 911 第■回福山地区市町村対抗競I☆大会 福山市竹ヶ端運動公園.福山市体育館 福山地区体育協会連絡協議会 450

119 6月 9r] 第1回上下町民ソフトパレーボール大会 ヒ下高等学校体育館 上下町教育委員会.■ ド町体育協会他 300

120 6月 911 わが村を歩こう会 作木村内 作木村体 Fi指導委員会.作木村教育委員会 86

121 6月 15.16.22●□ ウイングカップフットサル大会 豊平町総合体育館 (とよひらウイング) (財 )とよひらふれあい公園協会.豊平町教育委員会 630

122 6月 1611 第3回広島県ターグットパードゴルフ大会 県立びんご運動公園多目的広場 広島県ターグットパードゴルフ協会 126

123 6月 1611 第10回自治会対抗市民ラージボール卓球大会 人竹市総合体育館 大竹市教育委員会.大竹市体育協会 440

124 6サ 11611 向島町民ペタンク大会 向島町運動公劇芝グラウント 向島町教育委員会.向島町体育協会 260

125 6月 1611 第22回神辺町スポーツ祭 神辺町民グラウンド他 神辺町体市I“会.神辺町教育委員会 600

126 6月 1611 第7回比和町吾妻山クロスカントリー大会 I」定公園吾妻山 比和町吾妻山クロスカントリー大会実行委員会.比和町他 500

127 6月 161' 第6回油木町グラウンド・ゴルフ大会 仙養ヶ原ふれあいの里草原広場 油木町体育協会.油木町教育委員会 116

128 6月 2211 親子自転中学校 県立中央森林公園サイクルセンター (財)中央森林公園協会 1.079

129 6月 22.2311 第31回庄原市民キャンプ 県民の森キャンプ場 庄原市教育委員会.庄原市体育協会 37

130 6月 2311 呉市・下蒲刈町ソフトパレーボール大会 ド商刈町民体育館 下蒲刈町体育協会.下蒲刈町 220

131 6月 23:| 第6回 美上里ビーチボールバレー人会 美十里町B&G海洋センター 美土里町体育協会.美十望町他 170

132 6月 23:I 平成14年度瀬戸田町生涯スボーツ大会 瀬戸m中学校グラウンド他 瀬戸
「
1町教育委員会 745

133 6F〕 2311 ファミリーバドミントン交流大会 海日中学校体育館 海田町教″委員会.ミズノ株式会社広島営業所 149

134 6112811 せらにし青少年旅行村グラウンドゴルフ大会 せらにし青少年旅行村グラウンド せらにし青少年旅行村 144

135 6月 2911 みつやの里スポーツクラブ交流会 ri円運動公園 みつやの里スポーツクラブ.吉田町教育委員会 175

136 6i12911 We Love SpOrtslひ ろしまスポーツフェスタ2(X2 広島広域公園 (隆 li競技場 .補助競技場 ) (財)広島県体育協会 1.500

137 6月 2911 全国カローリング交流広島大会 り:市体育館 呉市教育委員会.ミズノ株式会社広島営業所 162

138 6/29・ 7/6
全国スポレク祭協賛事業兼

第9回村長杯ビーチボールバレー大会
布野4‐ 中学校体育館 布野村体育協会.布野村教育委員会 220

139 6113011 七瀬川フイソンング大会 佐伯町t瀬川渓流釣り場 佐伯町教

`委

員会.ま伯FI北公民館運営審議会 71

140 6月 3011 広島県インディアカ交流会 十ll市市スポーツセンター(サンチェリー) 広島県インディアカ協会.I‖ 1市市実行委員会 250

141 6月 3011 第18回芸北町民グラウンドゴルフ大会 人佐スキー場特設コース 芸北町教育委員会.芸北
"IB&C海

洋センター 170

112 6113()|| 第21回熟年ソフトパレーボール大会 久井町B&G海洋センター、久井高等学校 久丼
"「

教育委員会 288

143 6月 3011 第2回広島県障害者フライングディスク競技大会 某広島運動公回陸 li競技場 県立身体障害者リハロ
'テ

ーションセンタースポーツ交流センター 350

144 7'1511 第20回 1 トロ「民ゲートボール大会 L下運動公劇グラウンド [i下町教育委員会.Lド町体育協会他 150

145 7月 7:| 第4回 二次市民グラウンド・ゴルフ大会 みよし運動公園陸 1城技場 二次市体市振興会運緒協議会.:次市教育委員会 75

146 7月 7日 広島県ゲートボール選手権大会 :原市運動公回陸 li競技場 広島県ゲートボール連合 480

147 7/7-7/21 第12回庄原市スポーッフェスティパル ∫1:原市総合体育館他 F原 市コ1:原市教育委員会他 4.500

148 7月 1311 第9回カーター記念球場押待ゲートボール大会 甲奴町カーター記念球鳩 甲奴町.甲奴町教育委員会 220

149 7月 13日 -21日 働く青年のための「普衆宿」 11」 立江田島青年の家 独立行政法人国立青年の家 国立ヽ■田島青年の家

150 ?/13-10/5 第25回広島市スポーツ少年同大会 広島県総合グラント秘 L餞■月各区スポーツセンター他 (財 )広島市体育協会.広島市スボ
ーツ少年団.広島市 14.388

151 7月 1411 大朝町支部対抗球技大会 人朝中学校.クローバードーム 大朝町体●協会.大朝町他
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ヽo 開 催 11 事 業 名 称 会 場 施 設 主 催 団 体 等 参加綺数

152 7月 1411 河内町コミユティソフト′`レーボール大会 人野小学校体育館 11∫内町体育指導委員協議会.河内町教育委員会 200

153 7月 1411 ニュースポーツフェスタ2(X)2 湯来町総合体育館 湯来「∫教育委員会.湯来町体育指導委員協議会

154 7'11411 第34回御調町内ソフトボール大会 御調町ソフトボール球場 御調町体市協会詢 調町教育委員会 215

155 7月 1411 第35回御調町内バレーボール大会 御調町民体育館 御調町体育協会.御調町教育委員会 73

156 7'11411 第8回 ―和町グラウンド・ゴルフ大会 ■和中学校グラウンド i和町体育協会.‐和町教育委員会 120

向島町民ソフトパレーボール大会 向島可マリン・ユース・センター 向島町教育委員会.向島町体育協会 100

158 7月 1511 第12回作木村内ピーチボールバレー大会 作木中学校体育館 作木村体育協会.作木村教育委員会 70

159 7112011 吉合町内グラウンド・ゴルフ交歓大会 吉含町農山村広場 r',合「f体育指導委員協議会.占舎町教育委員会 130

16() 7'12111
第16回千代田町支部対抗ソフトボール大会

第43回 千代田町支部対抗パレーボール大会
T代日町運動公回 「 代田町体育協会.千代田町教育委員会

161 7112111 さわやかウォークの日 小谷小学校、小谷ウオーキングコース他 束広島市.東広島市教育委員会

162 7'12111 安浦町小学生スポーツ大会 安浦中学校.安浦町民センター 安浦町教育委員会按 浦町体育協会 52()

163 7'12711 みんなであそぼう ゆうすふる サンデー 高宮町B&G海洋センター |'′ 少年育成高官町民会議.1.官町教育委員会 52

164 7'12711 第2回 ミニトライアスロン競争大会 r代 IH町 占保利橋周辺 イ1111ト ロ会.千代田町教育委員会 1(,()

165 7'128:| 吉和村内グラウンド・ゴルフ大会 占利村農村広場 吉利村教育委員会 155

16(ヽ 7112811 2∞2MTBもみのきサイクル耐久レース&MTBクロスカント1,一レース 県立もみのき森林公園サイクリングコース (財 )もみのき森林公園協会.広島県自転車競|,速盟 2.312

167 7'128:I 第36回 ―次地区陸上競技大会 みよし運動公回陸上競技場 備北体育協会連絡協議会他 85()

1(ヽ ア112811 第19回 人幡川リバーマラツン 広島市人幡川河川敷 (二島橋下) 人幡川リバーマラツン大会委員会.広島市佐伯区 2,746

1,ヽ
｀ ,112811 第7回比和町かさべるで杯親善ゲートボール大会 比和町総合運動公園多日的広場 比和町かさべるで杯ゲートボール大会実行委員会.比和「r 550

17(, 8,11ll 第5回近都市健康づくり親善グートボール大会 総領町田総の里多目的広場 4(,5

171 8月 1・ 211 2∞2年度11和町分館対抗ソフトボール大会 ll和 1籠勁公園 口和
"∫

体育協会.口和町公民館 15(〕

172 8'1311 第1回庄原市民グラウンド・ゴルフ大会 (株 )二 ′テツグラウント 11:原 市教育委員会 53

173 8月 311 高蓋地区ジョギングの会 i和町さんわ総合センター周辺 i和町教育委員会 50

174 8月 3.411 第8回道後山高原トライアスロンキャンプ&レース 道後山高原クロカンパーク 西城町.I,本トライアスロン連合他 700

175 8'1411 第53回呉の夏まつり(よしゃこい踊り大会) 呉市中央公園 ,t観 光協会.中国新聞社.呉市 29,100

176 8'141' 八千代湖交流ボート大会 人千代町八千代湖 人千代湖畔祭実行委員会.八千代町 (,5()

177 8H411 第56回 県内オープンソフトテニス大会 世羅町せら香遊ランドテエスコート |"羅郡体育協会.世羅町教育委員会他 187

178 8日 411 第13回高官町民健康づくり朝のつどい 川根コミュニティ広場他9会場 高官町.高宮町教育委員会.高宮町体育協会 184

179 8月 411 甲山町ソフトパレーボール大会 甲山中学校体育館 |「 {山町教育委員会 98

1卜 |) 8'1411 第26回 上下町民ソフトボール大会 上下運動公園.上下高等学校、上下中学校 liド町教育委員会.上下町体育協会他 500

181 8"811 第14回 吾妻山グリーンラリー 比和町民会館.同定公同吾妻山 比和町教育委員会 8(1)

182 8月 10・ 11ll 第3回おりづる広島オープン車いすバスケットボール大会 県立身体障害者,ハロ,テーションセンタースボーツ交流センター他 県立身
`1障

害者り′ヽビ1,テーン3ンセンタースポーツ交流センター 849

183 8月 13～ 1511 夏だキャンプだファイヤーだ 県民の森キャンプ場 県
"県
民の森.(財 )比婆山地域開発公社 2.415

184 8'11111 第38回 i次地区学童水泳記録会 ,次市営水沐ブール :次市水泳連盟.二次市教育委員会 785

185 8'11511 第47回甲奴町内野球大会 カーター記念球場.甲奴中学校グラウンド lll奴町教育委員会.甲奴町体育協会 200

186 8'11711 7t{t1 \^i t t \ )L &r- = 
/ t )L ll$ l => /), ftr:- )t) ′ヽ市民広場 ,t llj 75()

187 8'11711 豊浜町グラウンド・ゴルフ大会 嘔工町架橋記念公回 豊よ町体育協会.寧浜町教育委員会 :,8

188 8'11711 第3回ひろしまクロスカントリー大会 遺後山高原クロカンパーク 西城町.(財 )広島陸 L競技協会他 1.857

占少年剣道錬成大会 県|ふれあいの里青年の家.'媚高等学校.御調中学校 広島県教育委員会 580

水辺の自然観察と野外ゲーム 県立中央森林公園 (財 )中央森林公固協会

1ヽ )l 8′ 11811 第3回ウイングカップJrソフトボールフェスティパル 0平町総合運動公園野球場(とんぐリスタジアム) (財 )とよひらふれあい公園協会.豊平町教育委員会 700

192 8111811 第14回東広島市民スポーツ大会 (球技の部) アクアパーク陸上競技場 .体育館他 東広島市民スポーツ大会実行委員会.東広島市他 1.300

193 8'120～ 2211 安
=t′

rチャレンジキャンブ 倉構町桂浜ふれあいセンター他周辺 倉橋町.安芸郡公民館連合会 154

194 8月 23-2511
夏山ワクワクなぎなたフェスティバル兼

第5回西城町長杯なぎなた競技大会
遭後山高原総合体育館 西城

"I.広
島県なぎなた連盟他 420

195 8'124.2511 第10回官島コーラルソフトパレーボール交流フェスティパル 人野町体育館 人野町ソフトパレーボール連盟.大野町 450

lt 6 8'124 2511 ラグビーフットボール交流会 県″ふれあいの里青年の家 広島県教育委員会 150

197 8'125:| 第27回竹原市民体育大会 総合公園バンプー・ショイ・ハイランド他 竹原市.竹原市教育委員会.竹原市体育協会 1,700

198 8'12511 |ビ i地区体育協会連絡協議会交流競|☆ 大会 世羅町せら香遊ランド芝生広場 |こ :地|`体育協会連絡協議会 150

1" 8「 12511 第21回東区親善スポーツ大会 戸坂中学校 広「
`市

学区体育団体東区連合会.広島市東区 38t

2(X:) 8「 12511 第7回広島県インディアカ大会 十日市市スポーツセンター(サンチェl′―) 広島県インディアカ協会 400

201 8「 12611 2∞ 2年度II和町グラウンド・ゴルフ大会 11和町運動公回 11和可体育協会.口和町教育委員会 」211
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祭典概要/
N。 参加者数事 業 名 称 主 催 団 体 等開 催 日

吉田町スポーツレクリエーン,ン大会実行委員会.吉口
'r教

育委員会 186202 9月 1日 吉田町スポーツ レクリエーンョン大会 吉田運動公回

第19回入幡高原聖湖マラツン大会 人幡高原191スキー場一人幡高原聖湖畔 第19回人幡高原聖湖マラツン大会実行委員会.芸北町他 6.000203 9月 1日

尾道市体育協会.尾道 |「他 850204 9月 1日 2()(2尾 道市スポーツフェスティバル 県立びんご運動.ヽ園.東尾道市民スポーツ広場他

広島県ゲートボール連合 470205 9月 lH 広島県女子ゲートボール選手権大会 二次市河川敷特設コート

第4回広島県ターゲットパードゴルフ大会 県立びんご運動公園多目的広場 広島県ターケットリ ―`ドゴルフ協会 143206 9月8H

筒賀小学校グラウンド 筒賀村民運動会実行委員会.筒賀村教育委員会 400207 9118Π 第24回筒賀村民運動会

神辺町体育協会.山陽新聞社 550208 9月 8日 第20回神辺町陸 1:選手権大会 神辺町民グラウンド

2{9 9月 14口 豊町内職域団体対抗ケートボール大会 ‖1久比小学校グラウンド 寧町教育委員会 130

210 9月 14日 親子白転車学校 県立中央森林公園サイクルセンター (財 )中央森林公園協会 1,080

211 9月 18・ 19日 全国レクリエーンョンラージボール卓球大会 吉田運動公図体育館 40〈)

ファミリーキャンプ 県立吉田少年自然の家 県立吉田少年自然の家 85212 9月 2122日

213 9月 21.22日 ファミリーキャンプ「ふれあたヽ スポレクまつり」 県立福山少年自然の家 県立福山少年自然の家 30

214 9月 22日 第7回筒賀村グラウンドゴルフ大会 筒賀村多目的スポーツ広場 筒賀村教育委員会 200

215 9月 22日 第,同ぶくやまスポーツ祭 1福
山市竹ヶ端運動公回陸上競技場他 福山市教育委員会 3.648

216 9月 22回 第4回広島県ユニカール大会 福山市立東小学校体育館 広島県ユニカール協会 209

217 9月 22日 2()2もみのきサイクル耐久レース(秋 ) 県立もみのき森林公園サイクリングコース (財 )もみのき森林公劇協会.広島県自転車競技連盟 2,400

218 9月 23日 第8回沼隈町グラウンド・ゴルフ大会 沼限町教育委員会 99

219 9月 23日 中同地区秋季エスキーテニス大会 広島市東区スポーツセンター 広島県エスキーテニス連盟 410

220 9月 28日 吉円運動公園 みつやの里スポーツクラブ.吉田町教育委員会 277

221 9月 29日 豊町内職域団体対抗バレーボール大会 旧沖友小学校体育館 豊町教育委員会 120

222 9'」 29日 宮島町桟橋前広場.町内の海岸 330

223 9月 29口 第 l回広島県身体障害者陸上競技大会 1県
立身体障害者),ハゆテーションセンタースポーツ交流センター東広島運動公園陸 11競技場 284

224 9月 29日 第9回三良坂町オープンふれあいビーチボールバレー大会 ‐良坂町立体育館 二良
'′

x町体育協会.三良坂町教育委員会 225

225 9月 29口 広島マウンテンバイカーズ フェスティパル2002 \EX.?n,artqtW;国営備北丘陵公回 287

226 9月 29日 デュアスロンヒロンマ2002チ ャンピオンンップ 県立中央森林公園サイクリングロード   1広 島県トライアスロン協会 550

227 10月 5日 インドアトライアスロン■ひろしま(秋 ) 県立総合体育館 広島県トライアスロン協会 135

228 10月 5日 スポレク広島2∞ 2・規子ふれあいトスボール大会 広島市西部埋′第五公園 日本トスボール協会広島県支部、す日市市支部 400

229 10月 5・ 6日 全日本ポケットビリーヤードUSナインボール大会 束広島市 賀茂ボール (社 )日本ビリヤード協会 330

230 10月 5・ 6日 10人制ラグビーフットボール大会 広島県総合グランド.ラグビー場 広島県ラグビーフットボール協会

231 10月 6日 大崎町町民体育大会 中野小学校グラウント 大崎
"1.大
崎町教育委員会.大崎町体育協会 2,470

232 10月 6日 ふるさと再発見・ウォーク・ラリー KAITA' 海日小学校グラウント他町内 海m‖ 1教育委員会

黒瀬町教育委員会 665233 ウォークラリー大会
・
歩いてわが町を知ろう

・
黒瀬町文化センター周辺

234 10月 611
ひろしま国体記念第6回甲田町民スポーツ大会

地区対抗グラウンド・ゴルフ大会
甲立多目的広場 甲III町教育委員会 232

235 10月 6日 平成14年度第37回早暁登山 豊栄町板鍋山.人神景 豊栄町教育委員会

日本ミニテニス協会 292236 10月 611 第6回広島ミニテエス交流大会 広島市中区スボーツセンター

のうみ健康ウォーク のうみスポーツセンター他町内 能美町.能美町教育委員会 170237 10月 6日

東野」ヽ 中学校グラウンド 東野町.東野町体育協会 1,050238 10サ 16日 第58回東野町民体育大会

15青年の家ひろば 県立七塚原青年の家 広島県教育委員会239 10月 6日

990240 10月 6日 むかいはら ふれあいビック 向原町運動広場 向原町教育委員会

戸河内町深入山グリーンンャワー 戸i」内町教育委員会.「河内町グラウンド.ゴルフ協会 424241 10月 611 第5回深入山グラウンドゴルフ大会

5,600第16回もみのき森林公園ファミリーマラツン 県立もみのき森林公園 (財)もみのき森林公園協会.中同新聞社他242 10月 6日

広島県オリエンテーリング協会 150243 10月 6日 「スポレク広島2∞2」 広島パーク・オリエンテーリング大会 広島市中央公回.県立総合体育館H辺

47広島市立大学国際学部「フライングディスク教室」広島市立大学グラウンド 広島市立大学国際学部241 10月 6日

216県 ,総合体育館武道場 国際スボーツチャンバラ協会245 10月 6日 「スポレク広島2002」 スポーツチャンバラ大会

149今回パドルテニス大会 佐伯町総合スキーツ公園.友和小学校体育館 日本パドルテニス協会246 10月 6日

日本安全吹矢協会 30247 10月 6日 大竹市総合体育館

県立総合体育館プール 日本水中スポーツ連盟248 10'16日 第11回フィンスイミング短水路日本選手権大会

330a*?v)tJ)r7W?249 10月 7・ 8日 全国マレットゴルフひろしま交流大会

総 事 業 数 :249事 業

96

参 加 者 総 人 数 :254,654人

会 場 施 設

日本レクリエーション卓球連盟

みろくの里ンョートコースゴルフ場

みつやの里スポーツクラブ交流会

ファミリー投げ釣り大会・宮島キス投げ釣り大会' (財 )日本釣振興会中国地区支部

546

700

10「16日

220

ヒューストン吹矢競技今日本選手権大会

295

県立みよし公園



準備概要
総務

広島県実行委員会等の設置

1 準備連絡会
《平成 11年 7月 14日 ≫
・準備連絡会の運営方法を協議・決定

《平成 11年 9月 9日 》
・祭典基本構想 (素案)を協議
・祭典の名称、主会場、会期、種目別大会開催方針等

を協議
・スローガン・マスコット制定の基本方針を協議

《平成 11年 11月 25日 》
・祭典基本構想案を協議
・会期、種目別大会実施種目案を協議

・種目別大会会場地等希望調査方法等を協議

《平成 12年 3月 17日 》
・祭典基本構想案、会期案、種目別大会実施種目案等

を協議

・広島県準備委員会の設立方法を協議

2 準備委員会
(1)準備委員会
《平成 12年 6月 14日 》
・平成 12年度事業計画及び収支予算を承認
・祭典基本構想広島県案を決定

・会期、種目別大会実施種目広島県案を決定

《平成 12年 10月 24日 》
・種目別大会実施種目及び会場地を決定

・スローガン及びマスコットの決定

・祭典基本計画の策定方針を協議

≪平成 13年 3月 21日 》
・平成 12年度事業報告及び収支決算 (見込み)を承認
・祭典基本計画を策定

・広報・宿泊・輸送交通・医事衛生計画を策定

・広島県実行委員会の設立方法を協議

(2)企画検討委員会
《平成 12年 6月 14日 》
・企画検討委員会の運営方法を承認
・スローガン・マスコットの募集の基本方針等を協議
・種目別大会会場地の選定方針等を協議

・祭典基本計画の策定方針を協議

《平成 12年 9月 25日 》
・祭典基本計画の策定方法を協議

・スローガン・マスコット優秀作品の選考
・マスコット愛称募集の基本方針を協議

《平成 13年 2月 15日 》
・祭典基本計画案を協議
・マスコット愛称の決定

《平成 13年 3月 6日 》
・祭典基本計画案を協議
・広報・宿泊・輸送交通・医事衛生計画案を協議

3 実行委員会
(1)総 会
《平成 13年 5月 21日 ≫
・広島県実行委員会会則を承認
・平成 13年度事業計画及び収支予算を承認

く平成 14年 5月 31日 》
・平成 13年度事業報告及び収支決算を承認
・平成 14年度事業計画及び収支予算を承認
く平成 15年 3月 20日 ≫
・平成 14年度事業報告及び収支決算 (見込み)を承認
・平成 14年度決算の確定に関する権限の委任を承認
・広島県実行委員会解散

(2)常任委員会
《平成 13年 11月 26日 ≫
・種目別大会実施計画を策定
・宿泊・輸送交通・医事衛生・安全管理要項を策定

≪平成 14年 3月 25日 ≫
・祭典実施要項を策定

・開会式・閉会式・ンンポジウム・特別行事実施計画

を策定

・種目別大会実施要項を策定

・祭典役員編成基準及び招待者基準を承認

・平成 13年度事業報告及び収支決算 (見込み)を承認
・平成 14年度事業計画及び収支予算を承認

97



準備概要
総務

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実行委員会組織

実 行 委 員 会

県出納長

県都市収入役協議会会長

県議会議長

県教育委員会委員長

県市議会議長会会長

県町村議長会会長

報道関係各社

副知事

県教育委員会教育長

県市長会会長

県町村会会長

主催団体県会長 (3名 )

県議会関係

市町村関係

スホ・―ツ・レクリエーション関係

教育関係

経済関係

農林水産関係

輸送交通関係

観光宿泊関係

医事衛生関係

文化関係

社会・福祉関係

労働関係

県行政関係

県教育委員会教育長

県体育指導委
`′

ミ協議会会長

県議会関係

市町村関係
スホ
°一ツ・レクリエ~ンョン関係

社会・福祉関係

総   会 会長 (知事 )

副会長 (7名 )

委員 (198名 )

監事 (2名 )

常任委員会 常任委員長

常任副委員長

常任委員(11名 )

企画広報専門委員会 (12名 )

宿泊輸送専門委員会 (18名 )

種目交流専門委員会 (8名 )

式典事業専門委員会 (10名 )

顧間 (4名 )

参与 (19名 )

98
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第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実行委員会構成
長 知事 1名

願  間

県議会議長

県教育委員会委員長

県市議会議長会会長

県町村議会議長会会長

副会長 .

常任委員

副知事

県教育委員会教育長

県市長会会長

県町村会会長

県体育協会会長

県レクリエーション協会会長

県体育指導委員協議会会長

4名

参 与

朝日新聞社広島支局長

産経新聞社広島支局長

全国新聞情報晨葉協同組合連合会中国四国支所長

日刊工業新聞社中四国支社長

日本工業新聞社中国支局長

読売新関社広島総局長

中国放送代表取締役社長

広島テレビ放送代表取締役社長

広島エフエム放送代表取締役社長

時事通信社広島支社長

山陰中央新報社広島支社長

山陽新聞社広島支社長

中国新聞社代表取締役社長

日本経済新聞社広島支局長

毎日新聞社広島支局長

日本放送協会広島放送局長

テレビ新広島代表取締役社長

広島ホームテレビ代表取締役社長

共同通信社広島支局長

7名

常任委員

県議会議員

県都市教育長会会長

県町村教育長会会長

広島市立大学教授

県女性会議理事長

ひろしまNPOセ ンター理事
県社会福祉協議会会長 19名

監  事
県出納長

県都市収入役協議会会長

7名

県議会関係

県議会議員

1名

輸送交通関係

県バス協会会長

県タクシー協会会長

県個人タクシー協会会長

県トラック協会会長

県旅客船協会会長

西日本旅客鉄道執行役員広島支社長

広島電鉄代表取締役社長

広島高速交通代表取締役社長

日本航空広島支店長

全日本空輪西日本販売カンパニー広島支店長

日本エアンステム中四国支店長

県交通安全協会会長

12名

文化関係

4名

市町村関係

市町村長 (84名 )
84名

スポーツ・レクリエーンョン関係

種目団体の長 (23名 )
県スポーツ少年日本部長

24名
社会・福祉関係

広島県の女性の地位向上と社会参薔をすすめる会運営委員長

県地域女性団体連絡協議会会長

広島市地域女性団体連絡協議会会長

県老人クラブ連合会会長

広島市老人クラブ連合会会長

県青年連合会会長

青少年育成広島県民会議会長

県子ども会連合会会長

広島市子ども会連合会会長

ふるさと会議ひろしま会長

ひろしま国際センター会長

ライオンズクラブ国際協会330C地区ガバナーエレクト

国際ロータリー2710地区ガバナー

日本ポーイスカウト広島県連盟理事長

ガールスカウト日本連盟広島県支部長

県消防協会会長

県消防長会会長

県公民館連合会会長

18名

教育関係

県連合小学校長会会長

県公立中学校長会会長

県公立高等学校長協会会長

県障害児学校長会会長

県幼稚園協議会理事長

県私立中学高等学校協会会長

県私立幼稚園連盟理事長

県専修学校各種学校連盟会長

県PTA連合会会長
県高等学校PTA連合会会長
広島市PTA協議会会長
県私立中学高等学校教育後援会会長

県教育事業団理事長

県高等教育機関協議会代表幹事

14名

観光宿,ri関 係

県観光連盟会長

日本ホテル協会中国四国支部支部長

全日本シティホテル連盟中国四国支部支部長

日本観光旅館連盟広島連絡会会長

県ホテル旅館生活衛生同業組合理事長

県観光土産品協議会会長

日本旅行業協会中四国支部広島地区会会長

7名

1矢
:事 ′

l∫生関係

県医師会会長

県歯科医師会会長

県薬剤師会会長

県生活衛生同業組合連合会会長

日本赤十字社広島県支部長

県病院協会会長

県看護協会会長

県食品衛生協会会長

県栄養士会会長

県調理師会連合会会長

県環境保健協会理事長

県生活衛生営業指導センター理事長

県飲食業生活衛生同業組合理事長

1:'名

経済関係

県商工会議所連合会会頭

県商工会連合会会長

県中小企業団体中央会会長

県経営者協会会長

日本青年会議所中国地区協議会広島プロック協議会会長

中国経済連合会会長

広島経済同友会代表幹事

7名

労働関係

日本労働組合総連合会広島県連合会会長

県雇用開発協会会長

2名農林水産関係

県農業協同組合中央会会長

県漁業協同組合連合会代表理事会長

県内水面漁業協同組合連合会代表理事会長

県森林組合連合会代表理事会長

4名

県行政関係

県警察本部長

1名

委  員

99

L副会i_

2名

県合唱連盟理事長

県吹奏楽連盟理事長

県文化団体連合会会長

文化振興基金理事長

L

L



準備概要
総務

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭実行委員会専門委員会

委員長

副委員長

委 員

元広島市立高校教諭 (美術)

県観光連盟事務局長

県市長会事務局長

県町村会事務局長

県公立学校校長会連合会会長

広島商二会議所事務局長

県商工会連合会事務局長

マツダ (株 )デザイン部主幹
ひろしまNPOセ ンター事務局長
(株)中国新聞社営業事業本部事業センター長

日本放送協会広島放送局広報・事業担当部長

県総務企画部秘書広報総室広報室長

委員長

副委員長

委 員

日本ホテル協会中国四国支部事務局長

県バス協会専務理事

西日本旅客鉄道 (株)広島支社営業課長
国t交通省中国運輸局広島陸運支局輸送課長

全日本シティホテル連盟中国四国支部広島支部長

日本旅行業協会中四国支部広島地区会会長

県医師会事務局長

県生活衛生同業組合連合会専務理事

県看護協会事務局長

県食品衛生協会副会長

県ホテル旅館生活衛生同業組合専務理事

県飲食業生活衛生同業組合筆頭副理事長

県消防長会事務局長

県環境生活部防災管理総室消防室長

県福祉保健部保健医療総室医務看護室長

県福祉保健部衛生・被爆者総室生活衛生室長

県警察本部交通部交通規制課長

県警察本部警備部警備課長

企1111,広報 |:‖ ''矮

``会

宿泊輸,r専門委員会

12名 18名

籠|1交流 1′門委員会 式」n'lj業 専円委員会

県体育指導委員協議会副会長

県レクリエーション協会副会長

県市長会事務局長

県町村会事務局長

県体育協会専務理事

県体育指導委員協議会女性委員長

県教育事業団事務局長

県教育委員会事務局スポーツ健康課長

委員長

副委員長

委 員

広島市立大学教授

余暇生活開発士

県体育協会専務理事

県レクリエーンョン協会副会長

県体育指導委員協議会副会長

県合唱連盟理事長

県吹奏楽連盟理事長

県文化団体連合会事務局長

広島文化短期大学教授

県教育委員会事務局スポーツ健康課長

委員長

副委員長

委 員

8名 10名

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭 祭典役員編成表
職  名 文部科学省 ll体 協 ロレク協 全国体指 広島県 県内市町村 県体協県レク協‖体指種 11団体 都道府県 合計

名誉会長 大臣

長 知事

副会長 スポーツ・青少年局長 会長 会長 会長 副知事

顧 問 副大臣
大臣政務官

事務次官

副会長 2

常務理事3

副会長 3

常務理事3

副会長3

専務理事

国会議員22

県議会議長

出納長

教育委員会委員長

市長会会長

町村会会長

都市教育長会会長

町村教育長会会長

会長 会長 会長 中央団体

会長24

74

参 与 スポーツ・青少年局審議官
スポーツ・青少年局総括官

スポーツ.青少年局企画・体育課長

県議会副議長

県議会議員2

県警本部長 1

市町村長86

市議会議長会会長

1村議会議長会会長 95

教育長

祭 典
副委員長

生涯スポーツ課長

競技スポーツ課長

事務局長 事務局長 事務局長 教育次長

6

委 員 スポーツ・青少年局スポーツ指導専門官 全国
'「

,'祭事務局長

スポーツ健康課長

県内団体

会長25

スポレク

主管課長46

合 計 11 35 92 19 46

74

100

257

L__________



祭典総務部長 祭典総務部副部長

本部付

企業局長

議会 '卜務‖長

11'ハ |コ I務 |.」長

人事委;0会 事務局長 招待部長 招

`、

午部副部長

本部」(

知 1'

副本部1(

副知事

教育長

祭典総務班 (24)

(教育次長) (スポレク祭事務局長)

出納長

総務・特別招件者班(53)
地方労働委員会事務局長 (総務企画部長)  (管理総室長)

―一般招待″班 (21)

―受付班 (21)

案内部長 案内部副部長 ― 総務・案内班 (25)¬

―入場整理班 (33)

広報部長 総務・広報班 (11)

(総務企画部長)(秘 書広報総室長)

班長         (1)(総 務企画部)
一般招待者係     (15)(総務企画部)
一般招待者弁当係   (5)(福祉保健部)

班長         (1)
副班長 (総務企画担当) (1)
総務係        (4)
広報調整係      (4)
宿泊輸送・医事衛生調整係 (3)

副班長 (種目式典担当) (1)
種目交流調整係    (3)
開・閉会式係      (4)
特別行事・シンポジウム係 (3)

(スポレク祭事務局)

(スポレク祭事務局)

(スポレク祭事務局)

(スポレク祭事務局)

(スポレク祭事務局)

(スポレク祭事務局)

(スポレク祭事務局)

(スポレク祭事務局)

(スポレク祭事務局)

(1)(総務企画部)

(5)(総務企画部)

(36)(1雛画部.議会事務局.教育委員会事務D
(3)(教育委員会事務局)

(8)(総務企画部)

班長         (1)(総 務企画部)
特別招待者受付係   (5)(教育委員会事務局)
一般招待者受付係   (15)(総務企画部)

班長

総務・案内係

特別接遇係

昼食会場係

控所係

班長

入場口係

スタンド係

―班長

―総合案内所第1係

―総合案内所第2係

―迷子遺失物係

―広島駅案内所第1係

―広島駅案内所第2係

―広島空港案内所係

(1)(商 工労働部)

(6)(商 工労働部)

(4)(商工労働部)

(3)(福祉保健部)

(4)(商工労働部)

(4)(商 ■労働部)

(3)(教育委員会事務局)

(総務企画部)

(総務企画部)

(総務企画部 )

(教育委員会事務局)

(1)(商工労働部)

(8)(教育委員会事務局)

(24)(商工労働部・教育委員会事務局)

大会記録班(3) 一―
[

総務・医療散護班(13)¬

班長

プレスセンター係

現地報道係

写真係

班長

記録センター係

―班長

―総務係

―医療救護第1係 (開会式 )

―医療救護第2係 (特別行事)

―医療救護第3係 (シンポジウム)

―医療救護第4係 (閉会式 )

班長

弁当配布第1係 (実施本部員)

弁当配布第2係 (出演者)

弁当配布第3係 (選手団)

(1)(総務企画部)

(2)(総務企画部)

(福祉保健部長) (保健医療総室長)
(1)

(2)

(3)

(3)

(2)

(2)

(福祉保健部)

(福祉保健部)

(福祉保健部)

(福祉保健部)

(教育委員会事務局)

(教育委員会事務局)

食品衛生班(6) 一―
[
班長

食品衛生係

(1)(福祉保健部)

(5)(福祉保健部 )

~T~

広報部副部長

医事・衛生部長 医事・衛生部副部長

弁当班 (23) (1)(福祉保健部)

(6)(福祉保健部)

(6)(福祉保健部)

(10)(福祉保健部)
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(商工労働部長)  (管理総室長 )



輸送・ 1'副部長輸送部長

会場部長 会場部副部長

開会式部長 開会式部副部長

閉会式部副部長開会式部長

特別行事部副部長特別行事部長

シンポジウム部長 ンンポジウム部副部長

/ 準備概要
総務

(地域振興部長)  (管理総室長)

(土木建築部長)  (管理総室長)

(環境生活部長)  (管理総室長)

(教育次長) (スポレク祭事務局長)

総務班 (4)  ――
[
班長

総務係

(1)(地域振興部)

(4)(地域振興部)

(4)(地域振興部)

(4)(地域振興部)

(4)(教育委員会事務局)

(4)(教育委員会事務局)

(1)(環境生活部)

(3)(環境生活部)

(1)(環境生活部)

(3)(環境生活部)

(3)(環境生活部)

(6)(環境生活部)

(8)(教育委員会事務局)

(1)(教育委員会事務局)

(22)(出訥長室.教育委員会事務局・監査委員事務局.

人事委員会事務局.地方労働委員会事務局)

(96)(農林水産S.企業局・教育委員会事務局)

(1)(環境生活部)

(14)(環境生活部・教育委員会事務局)

(45)(土木建築部・教育委員会事務局)

(10)(福祉保健部)

(1)(教 育委員会事務局)

(3)(教育委員会事務局)

(12)(教育委員会事務局)

)(教育委員会事務局)
)(教育委員会事務局)

(1)(教育委員会事務局)

(13)(教育委員会事務局)

(農林水産部)

(農林水産部)

(農林水産部)

(農林水産部)

(農林水産部)

(1)(教 育委員会)

(4)(教 育委員会)

(10)(教育委員会)

L駐車場第6係 (シンポジウム)(17)(教 育委員会事務局)

総務・環境美化■(21)――
E
班長

環境美化係

(1)(土 木建築部)

(20)(上木建築部)

安全管理班 (7) 班長

防災警備係

(1)(上木建築部)

(6)(上 木建築部)

総務・輸送班 (31)

用:11:場り
'(33'

式典班 (21)

選手団班 (119)

―出演者班 (70)

総務・誘導班 (16)

班長

総務係

乗降所誘導第1係 (広
'i虔

公園)

乗降所誘導第2係 (広域公□)

乗降所誘導第3係 (広域公日)

乗降所誘導第4係 (商エセンター)

通路誘導係 (広域公園)

交通誘導係

(1)(地域振興部)

(3)(地域振興部)

(3)(地域振興部)

(3)(地域振興部)

(3)(地域振興部)

(8)(地域振興部)

(10)(教育委員会事務局)

(20)(教育委員会事務局)

受付班(8)  -1

式典班(14)  1

「

班長

卜駐車場第1係

卜駐車場第2係

卜駐車場第3係

卜駐車場第4係

卜駐車場第5係

班長

出演者係

班長

会場調整係

会場第1係

会場第2係

会場第3係

班長

受付係

誘導係

「 班長

卜式典進行係

卜旗掲揚係
匡プラカード係
ヒ入場行進整理係

班長

選手団受付・控所係

L g r,m;rum

可~班長
卜出演者受付・控所係

卜出演者誘導係
L演技進行係

班長

総務係

会場整理班

班長

受付係

総務班 (7)

(農林水産部長)  (管理総室長)

会場班 (15)

(教育次長) (スポレク祭事務局長)

班長

総務係

サービスコーナー係

(1)(農林水産部)

(2)(農林水産部)

(4)(農 林水産部)
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班長及び係員計647人 (11部 26班73係 ) 出演者班(8) ―
E
班長

出演苦係

(1)(教育委員会)

(7)(教育委員会)

総務・受付班 (15)―
]

[



第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実施本部係別従事計画

班    名 係   名

9/28

(土 )

10/4

(金 )

10/5

(土 )

10/6

([1)

10/7

(「1)

10/8

(火 )

延 計 動員数HIE
MA
\ r\-
.t )v

frzFt
ffiA

+)v

開会式

特別行事

種目別大会

特別行事
ンンポジウム

種目別

大会

種目別

大会

閉会式

'‐ 111‐ ‐ || 祭典総務班 班長

副班長 (総務企画担当)

総務係

広報調整係

宿泊輸送・医事衛生調整係

副班長 (種目式典担当)

種目交流調整係

開・閉会式係

特別行事ッンポジウム係

1

1

4

4

3

1

3

4

3

1

1

4

4

3

1

3

4

3

1

1

4

4

3

1

3

4

3

1

1

4

4

3

1

3

4

3

1

1

4

4

3

1

3

4

3

1

1

4

4

3

1

3

4

3

6

6

24

24

18

6

18

24

18

1

1

4

4

3

1

3

1

3

祭 典 総 務 部 計 24 24 24 24 24 24 144 24

招 待 部 総務・特別招待者班 班長
総務・案内係

特別接遇係

昼食会:t贔係

控所係

1 1

5

36

3

8

36 18

1

18

3

5

108

3

8

1

5

36

3

8

小 計 36 18 19 127 53

一般招待者班 班長

一般招待者係

一般招待者弁当係

1 1

15

5

2

15

5

1

15

5

′
]ヽ  言十 21

受付班 班長

特別招待者受付係

一般招待者受付係

1 1

5

15

2

5

15

1

5

15

小 計 21 22 21

招 待 部 計 95 36 18 19 171 95

案 内 部 総務・案内班 班長

総合案内所第 1係

総合案内所第 2係

迷子遺失物係

広島駅案内所第 1係

広島駅案内所第 2係

広島空港案内所係

1

1

4

3

1

6

4

3

4

4

3

1

4

4

3

3

3

3

3

3

10

8

6

17

17

6

3

3

|

1

6

4

3

4

4

3

小 計 12 25 18 67 25

人場整理班 班長

入場口係

スタンド係

1

1

1

1

8

24

2

9

25

1

8

24

小 計 33 36 33

案 内 部 計 15 58 18 103 58

広 報 部 総務・広報班

大会記録班

班長

プレスセンター係

現地報道係

写真係

1

2

1

1

1

4

4

2

1

4

4

2

2 3

4

2

3

15

13

7

1

4

4

2

小  計 11 11 38 11

班長

記録センター係

1

2

1

2

1 1

2

5

9

1

2

」ヽ  言十 14

広 報 部 計 14 14 12 52 14
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実施本部名
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|
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|
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/ 準備概要
総務

実施本部名 班   名 係   名

9/28

(十 )

10/4

(金 )

10/5

( 11)

10/6

(II)

10/7

('1)

10/8

(火 )

延 計 動
`,数

H 1E]

MA

+)v

42tn1
MA
\ r\-
+)t

開会式

特別行事

種|]別大会

特別行事
ンンポジウム

種H別
大会

術11別

大会

医事・衛生部 総務・医療救護班 班長

総務係

医療救護第1係 (開会式)

医療救護第2係 (特別行事)

医療救護第3係 (シンホ・ン
・ウム)

医療救護第4係 (閉会式 )

1

1

1

1

2

1

2

(3

3

1

2

2

1

2

5

4

7

5

2

2

1

2

3

3

2

2

′
1ヽ  言十 25 13

食品衛生班 班長

食品衛生係

1 1

5

1

5

3

10

1

b

」ヽ  言十 13

弁当班 1

3

6

1

6

6

10

2

9

12

10

1

6

6

10

′」ヽ  言十 10 23 33 23

医 事 ・ 衛 生 部 計 15 ('8 71 42

輸 送 部 総務・輸送班

駐車場班

班長

総務係

乗降所誘導第1係 (広城公園)

乗降所誘導第2係 (広城公園)

乗降所誘導第3係 (広城公園)

乗降所誘導第4係 (商エセンター)

通路誘導係 (広域公園)

交通誘導係

1 1

3

3

3

3

8

10

20

1

(3

8

.1

10

3

6

3

3

3

16

14

30

1

3

3

3

3

8

10

20

小 計 51 26 78 51

班長

駐車場第1係

駐車場第2係

駐車場第3係

駐車場第4係

駐車場第5係

駐車場第6係 (シンホ
・ガウム)

1

1

4

4

4

1

1

4

4

4

4

4

17

2

8

8

8

8

8

17

1

・1

・1

4

4

4

17

′jヽ  ヨ十 21 21 17 59 38

輸 送 部 計 22 72 43 137 89

会 場 部 総務・環境美化班 班長

環境美化係

1

10

1

10

1

20

1

2()

4

60

1

20

」ヽ  ヨ「 11 11 21 21 64 21

安全管理班 班長

防災警備係

1

2

1

6

1

4

3

12

1

6

小  計 15

会 場 部 計 11 14 28 26 79 28

104

閉会式

班長

弁当配布第1係 (実施本部員)

弁当配布第2係 (出演者)

弁当配布第3係 (選手団)

11



ヽ

実施本部名 班   名 係   名

9/28

(上 )

10/4

(金 )

10/5

(上 )

10/6

(Fl)

10/7

(月 )

10/8

(火 )

延  計fiIE
ffi6

t)v

第2回

総合

リハー
■ナル

開会式

特別行事

種日別大会

特別行事

ンンポジウム

種日別

大会

種目別

大会

閉会式

開会式部 総務班 班長

総務係

1

3

1

3

1

3

:3

9

1

3

小  計 12

」ヽりtり「 班長

式典進行係

旗掲揚係

プラカード係

入場行進整理係

1

3

1

3

3

6

8

1

3

3

6

8

3

9

6

12

16

1

3

:`

6

8

小 計 21 21 46 21

選 FI.月
"[

班長

選手団受付・控所係

選手団誘導係

1

22

96

1

22

96

2

44

192

小 計 119 119 238 119

出演者班 班長

出演者受付・控所係

出演者誘導係

演技進行係

1

11

10

10

1

14

45

10

1

14

45

10

3

39

100

30

1

14

45

10

」ヽ  言十 32 70 70 172 70

||‖ 式 部 計 4(, 214 214 468 214

開会式部 総務■誘導班

受付班

班長

総務係

会場整理係

1

3

12

1

(3

12

1

3

12

」ヽ  言「 16 16 16

班長

受付係

1

7

1

7

1

7

小 計
式典班 班長

出演者係

1

13

1

13

1

′」ヽ  言十 14 14 14

閉 会 式 部 計 38 38 38

特別行事部 班長

総務係

サービスコーナー係

1

2

4

1

4

1

2

(3

(,

8

1

2

4

」ヽ  言十 17

会場
"〔

班長

会場調整係

会場第1係

会場第2係

会場第3係

1

3

5

3

3

1

3

5

3

3

1

3

5

3

3

3

9

15

9

9

小  計 15 15 15 45 15

特 別 行 事 部 計 22 22 18 62 22

シンドシ・ウム部 総務・受付班 班長

受付係

誘導係

1

4

10

1

4

10

1

4

10

′jヽ  言十 15 15,    15

出演キ班 班長

出演者係

1 1

7

1

7

小 計
シ ン ポ ジ ウ ム 部 計 23 23 23

計 79 336 565 213 53 102 1,348 647

105

1

22

96

0 0

13

1

3

5

3

3

|
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準備概要
総務

傷書保険等の加入

(1)祭典に参加する選手等の万一の事故に対応するため、
次のとおり傷害保険等に加入しました。

(2)傷害保険等内容

(3)傷害保険適用者  計 23人
(施設賠償責任保険、生産物賠償責任保険は適用なし。)

内 訳 骨折 6人  肉離れ、靭帯断裂等 6人
捻挫 3人  脱臼        1人
打撲 5人  その他       2人

「スポレク広島2002」 開催経費

※適用者は種日別大会都道府県代表参加種目選手が22人、
運営役員が 1人

(単位 :円 )協 賛企業

種  類 対   象 期   間 補 償 額

傷害保険

「スポレク広島2002」種目別大会都道府県代表参加種目
に参加する選手、監督、コーチ、トレーナー、スコアラーの傷害

平成 14年
10月 4日 ～ 10月 9日

死亡保険金 300万 円
後遺傷害保険金

後遺傷害等級に応

じて死亡保険金の

3%～ 100%
入院保険金 (日額 )

3, 000円
通院保険金 (日額 )

2, 000円

「スポレク広島2002」種目別大会に参加する大会役員、
運営役員、運営補助員の傷害

平成 14年
10月 4日 ～ 10月 9日

「スポレク広島2002」 に参加する祭典役員、ボランティア
の傷害 (県職員等の公務災害補償制度の対象者は除く。)

平成 14年
10月 4日 ～ 10月 9日

「スポレク広島2002」開会式、閉会式、シンポジウム、
特別行事に参加する出演者等の傷害

平成 14年
10月 4日 ～ 10月 8日

「スポレク広島2002」 特別行事のニュースポーツ体験
コーナー等参加者の傷害

平成 14年
10月 5日 ・ 10月 6日

施ttQ賠償

責任保険

「スポレク広島2002」開会式、開会式、ンンポジウム、
特別行事に来場する不特定多数の第二者に対する傷害

平成 14年
10月 5日 ・ 10月 6日
10月 8日

対人賠償

1名

1事故

対物賠償

1事故

5,000万 円
3億円

200万 円

生産物

賠償責任

保険

「スポレク広島2002」特別行事において販売、提供した
飲食物に関する傷害

平成 14年
10月 5日 ・ 10月 6日

5,000万 円
3億円

100万 円

対人賠償

1名

1事故

対物賠償

1事故

区  分 平成13年度 平成14年度見込み

歳

　

入

県 負 担 金 113,074,359 769,673,912 882,748,271

(153,5∞,∞0) (153,5∞,∝Ю)

協 賛 金 15,075,000 15,075,000

参 加 料 8,439,()00 8,439,000

諸 収 入 5,187 4,321 9,508

計 113,079,546 793,192,233 906,271,779

歳

　

出

24、 791,354 52,218,064 77,009,418

企画広報費 32,222,085 67,922,028 10(),144,113

宿泊輸送費 1,425,700 209,442,419 210,868,119

式典 '1'業
.rY
22,463,309 270,200,790 292,664,099

種日交流費 32,177,098 193,408,932 225,586,030

113,079,546 793,192,233 906,271,779

協賛金企業 物品協賛企業

株式会社ヤクルト本社

広島県遊技業協同組合

広島県農業協同組合中央会

広島中央郵便局

社団法人広島県医師会

|[団法人|ム島県薗科医師会.広島県歯科医師協同組合

社団法人広島県薬剤師会

株式会社にしき堂

キリンピール株式会社中国地区本部

砂糖を科学する会・精糖工業会

広島1,光上産品協議会.広島県■光生産公i[取]憎議会

財団法人久保スポーツ振興基金

広島県ゴルフクラブ連盟

株式会社広島東洋カープ

ミズノ株式会社

オタフクツース株式会社

コカ・コーラウエストジャバン株式会社

カルピー株式会社中四国カンパニー

西日本旅客鉄道株式会社

日本たばこ産業株式会社広島支店
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企画広報

I 広報事業の展開

1 スローガン・マスコットの制定
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク

広島 2002」 に対する関心と参加気運を盛り上げる一環
として、祭典スローガン・マスコット等を広く公募。

平成 12年度「企画検討委員会」において選定し、ポス

ター等の印刷物や屋外広告看板など各種の広報活動に活用

しました。

(1)ス ローガン「来んさい! しんさい! はじけんさい1」

① 募集期間  平成 12年 7月 1日 ～8月 31日
② 応募総数  1,248点 (全国公募)
③ 最優秀作品 曽田 修 (島根県平田市)
(2)マスコット (デザイン)
① 募集期間  平成 12年 7月 1日 ～8月 31日
② 応募総数  383点 (全国公募)
③ 最優秀作品 田中 康文 (広島県東野町)
(3)マスコット (愛称)「アービー」
① 募集期間  平成12年 12月 1日～平成13年 1月 19日
② 応募総数  3,836点 (全国公募)

③ 最優秀作品 尾越 三津雄 (広島県瀬戸田町)

2 広報活動概要
(平成11年度)

平成11年 9月 9日 第15回全国スポレク祭準備連絡会 (第 2回 )開催

・スローガン・マスコット選定の基本方針につい

て協議

10月 16日 第12回全国スポレク祭「スポレクやまがた'99」を
～19日 視察、特別行事出展

(平成12年度)

平成 12年 6月 14日

マラソンリハーサル大会 (神辺町)においてPR
2001ひろしまフラワーフェスティバル (広島市)に

おいてPR

年齢別テニスリハーサル大会 (尾道市)においてPR

第 15回全国スポレク祭広島県実行委員会設立

総会において、スローガン・マスコット・マスコット愛

称入選作品表彰

スポーツフェスタ2001(広島市)においてPR

女子ソフトボールリハーサル大会 (大和町)におい

てPR
広島県立福山少年自然の家利用者90万人達成

記念行事 (福山市)においてPR

広島県生涯スポーツフェスティバル (三次市)にお

いてPR

企画広報専門委員会 (第 1回 )開催

・企画広報実施計画案、キャンペーンスタッフの

呼称について協議

キャンペーンスタッフ募集開始 (～ 7月 31日 )

マスターズ陸上競技リハーサル大会 (広島市 )に

おいてPR
サンフレッチェ広島公式戦 (広島市)においてPR
フォークダンスリハーサル大会 (安浦町)においてPR

広島県体育指導委員研究大会 (千代田町)にお

いてPR
グラウンド・ゴルフ、年齢別ソフトテニスリハーサル

大会 (福山市)においてPR

キャンペーンスタッフ第 1次審査実施

キャンペーンスタッフ第2次審査実施

インディアカリハーサル大会 (十日市市)においてPR

キャンペーンスタッフ決定

・スポレクキャンペーン隊 (来んさい大使、しんさ

い大使、はじけんさい大使 )

生涯学習センターの子供まつり(広島市)におい

てPR

年齢別バドミントンリハーサル大会 (呉市)におい

てPR
ひろしまバスまつり(広島市)において出展、PR
山口きらら博 (山口県)においてPR
スポレクキャンペーン隊委嘱状交付式

女子ソフトボールリハーサル大会 (東広島市)にお

いてPR
エスキーテニスリハーサル大会(広島市)においてPR

2001ねんりんビック総合開会式会場 (ふれあい

交流フェア)においてPR
第 15回全国スポレク祭 1年前WEEKとしてPRを
実施 (広島市)

・2001ねんりんピック広島さわやか健康フェス

ティバルステージ出演 (8日 )及び会場内ブース

でのPR(7日～9日 )
・シャレオ中央広場でのスポレク祭1年前式典

及びPR(10日 )
・広島スタジアム サンフレッチェJリーグ公式戦

でのPR(13日 )

(平成13年度 )

4月 15日

5月 3日

～ 5日

5月 6日

5月 21日

6月 3日

6月  7日

6月 24日

6月 26日

7月  1日

7月 14日

7月 21日

7月 28日

8月  4日

8月  7日

8月 21日

8月 26日

8月 28日

8サ 1 5日

9月  1日

9月  8日

7月 1日

9月 12日

第15回全国スポレク祭企画検討委員会 (第 1回 )

開催
・スローガン・マスコットの募集の基本方針等に

ついて協議

スローガン・マスコット募集開始 (～ 8月 31日 )

第15回全国スポレク祭企画検討委員会委員に

よリマスコット事前審査

第15回全国スポレク祭企画検討委員会 (第 2回 )

開催
・スローガン・マスコットの募集結果について報告
・スローガン・マスコットの優秀作品の選考
・マスコット愛称募集の基本方針 (愛称の決定

は企画検討委員会へ委任)

第13回全国スポレク祭「スポレク石川2000」 を

視察、特別行事出展

第15回全国スボレク祭広島県準備委員会 (第

開催

・スローガン・マスコットの決定

マスコット愛称募集開始 (～平成13年 1月 19日 )

「第4回島根ふるさとフェア」(広島市)において

出展、PR
第15回全国スポレク祭企画検討委員会 (第 3回 )

開催
・マスコット愛称「アービー」に決定

9月 30日

-10月 3日

10月 24日

12月 1日

平成 13年 1月 20日

9月 2511 9月 23日

9月 26日

9月 28日

9月 30日

10ナ ; 6日

2月 15日

10月 7日

～13日
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平成 13年 10月 13日

-14日

10月 14日

西条酒まつり(東広島市)において出展、PR

広島市スポーツ・レクリエーションフェスティバル

(広島市)においてPR
エアロビックリハーサル大会 (豊平町)においてPR
広告塔設置 (JRム島駅、平和大通り、五日市IC、

広島市役所、商エセンター)

PR看板設置 (県庁 )

ターゲットパードゴルフリハーサル大会 (尾道市 )

においてPR
エアポートフェスタひろしま(本郷町)においてPR
サイクリングリハーサル大会 (尾道市)においてPR
広島中央郵便局年賀葉書発売セレモニー(広

島市)においてPR
生涯学習フェスタ(東広島市)においてPR

第14回全国スポレク祭「スポレク2001み え」視察、

特別行事出展・出演、閉会式出席
・次期開催県としてのPR
・閉会式 (リレーステージ)にて「察典旗」引継ぎ

マラソンリハーサル大会 (坂町)においてPR
ゲートボールリハーサル大会(竹原市)においてPR
3B体操リハーサル大会 (広島市)においてPR
カープファン感謝デー(広島市)においてPR
ソフトパレーボールリハーサル大会 (二次市)に

おいてPR
トランポリンリハーサル大会 (新市町)においてPR
男女混合綱引リハーサル大会 (呉市)においてPR

不法投棄撲滅キャンペーン(県環境局)においてPR

年末交通事故防止キャンペーンにおいてPR

広島中央郵便局年賀葉書配達出発セレモニー

(広島市)においてPR
第15回全国スポレク祭「新春PRイベント」開催
・広島駅南口地下広場において、残日計の除

幕式、スポレクはじけ隊によるボディパーカッシ

ョン、スポレク種目紹介、ニュースポーツ体験

コーナーなどを実施

サウンドフェスタ(広島市)においてPR
全日本女子柔道合宿 (安浦町)においてPR

中国地区書き初め大会(広島市)において出展、PR

全国都道府県対抗男子駅伝競走大会開催記念「駅

伝ふるさとひろぱ」(広島市)において出演、PR

「第5回島根ふるさとフェア」(広島市)において

出展、PR
スポレクマガジン(第 1号 )発行 (以降第8号まで

毎月20日発行)

広島県物産展 (大阪中央郵便局)においてPR

平成14年度東京広島県人会総会・懇親会 (東

京都)においてPR
スポレクキャンペーン隊が文部科学省 岸田副
大臣を表敬訪間

壮年ボウリングリハーサル大会 (広島市)におい

てPR

県教育委員会生涯学習部長等が企業、団体、報

道機関など19カ所を訪問し、「スポレク広島2002」

の広報について協力依頼

商工会議所青年部全国大会 (広島市)においてPR

生涯スポーソコンベンション2002(東京都 )におい

て出展、PR
フードフェスタ広島2002(広島市)において出展、

PR
ラージボール卓球リハーサル大会 (因島市 )にお

,ヽてPR
バウンドテニスリハーサル大会 (大野町)においてPR

やまなみ大学冬季大学祭 (戸河内町)において

出展、PR

企画広報専門委員会 (第 2回 )開催

・平成14年度広報実施計画案について協議

200日前記念・広島カープオープン戦 (呉市)にお

いて出演、PR
MTB大会 (庄原市 )においてPR
広島県観光キャンペーンセレモニー(広島市)にお

0ヽてPR

東野町ふるさと探検ウォークラリー(東野町)にお

いてPR

はつかいち桜まつり(十日市市)においてPR
たけはら桜まつり111バンブー(竹原市)においてPR
三次さくら祭・江の川親水マラツン(二次市 )にお

tヽ
‐
てPR
スポレクキャンペーン隊はじけんさい大使 (ジ

ェンンタ・ワンジロ・ムタヒ)が広島中央郵便局

一日外務職員に任命される

尾道みなと祭り(尾道市)においてPR
呉みなと祭 (呉市)においてPR
2002ひろしまフラワーフェスティパル (広島市 )に

おいてPR
・平和大通リパレード(3日、5日 )

・ブース運営 (ニュースポーツサーキットやスポ

レク展示コーナー)

・ステージでのPR(3日、5日 )

西日本カバディ大会 (美土里町)においてPR
神辺町地区民運動会 (神辺町)においてPR
常金丸秩尾地区親睦運動会 (新市町)においてPR

市民スポーツ大会 (廿日市市)においてPR

県家具産地別見本市 (広島市)においてパネル

展示

福山ばら祭2002(福山市)において出展、PR
・ステージでのPRやブース運営

比婆山国際スカイライン大会 (西城町)においてPR

生涯スポーツ推進市町村担当者会議 (広島市 )

においてPR
第 15回全国スポレク祭広島県実行委員会総会

(第 2回 )においてPR
「環境の日」ひろしま大会 (広島市)においてPR
・ラジオのPステーションにて公開生放送

東広島市民スポーツ大会 (東広島市)においてPR

2月  6日

10月 1611

10月 21日

10月 28日

11月  1日

2月 7日

2月 14日

-15日

2月 16日

-17日

2月 24日

3月 3日

ll月 25H

12月  2日

1月  5日

11月 3日

～ 4日

11月 10日

-13[1

11月 18日

11月 19:1

11月 23日

1月 6日

1月 7日

～ 8日

1月 13日

1月 19日

1月 19日

～20日

1月 20日

3月 8日

3月 17日

4月 27日

4月 29日

5月 3[]

～ 5日

5月 11日

5月 12日

3月 23日

3月 24日

(平成14年度 )

4月 7日

4月 14日

4月 23日

12月 4日

12月 11日

平成 14年 1月 1日

1月 23[1

5月 14日

-15日

5月 18日

-19日

5月 19日

5月 24日

5月 31日

6月 1日
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2月  3日

6月 2日



ヽ

引 1211

(,,13日

大和町民ソフトボール大会 (大和町)においてPR

散乱ゴミ追放キャンペーン(広島市)においてPR
フィットネスフェスティパルhはつかいち(廿日市市 )

においてPR
「スポレク広島2002」 ボランティア募集開始

(～ 6月 28日 )

コミューター航空 (広島西～出雲線 )利用促進&
「スポレク広島2002」 キャンペーンにおいてPR
・島根県庁、松江市役所、松江商工会議所等

表敬訪問等

広島県観光連盟・広島県観光キャンペーン実行

委員会合同懇親会 (広島市)においてPR

大野みんなの祭 (大野町)において出展、PR
「スポレクキャラバン隊」として、県教育委員会生

涯学習部長とスポレクキャンペーン隊が種目別大

会会場地市町を訪間

「スポレクキャラバン隊」として、県教育委員会生

涯学習部長とスポレクキャンペーン隊が種目別大

会会場地市町を訪間

首都圏マスコミ関係者を対象にした「中国5県観

光情報交換会」においてPR(20日 )

広島県東京情報センターにおいてPR(21日 )

県広報番組「ふれあいひろしま」においてボラン

ティア募集について放映

県立みよし公園スポーツ大会(二次市)においてPR

県広報番組「ちょっと教えて広島県」において

ボランティア募集について放映

スポレク祭及び100日前イベントをPRするため、スポ

レクキャンペーン隊がマスコミを訪間及びテレビ出演

中国放送の番組「中村克洋のごじテレ」出演

(26日 )

広島テレビの番組「テレビ宣言」出演 (27日 )

100日前イベントの実施 (広島市)(県体育協会

他主催の「スポーツフェスタ2002」 と同時開催)

・ステージでのPR
・「スポレク広島2002」 PRブース運営 (紹介パ

ネル展示、記念撮影、サンプリング)
・スポレク祭実施種目体験コーナー

中国放送の番組「土曜インタビュー」にスポレクキ

ャンペーン隊はじけんさい大使 (ジェシンタ・ワンジロ・

ムタヒ)出演

交通安全ふれあいの夕べ (広島市)においてPR
県政記者クラブ幹事社との打ち合わせ

文化団体連合会交流発表会(大和町)においてPR

豊平町球技大会 (豊平町)においてPR

広島みなと祭 (広島市)において協賛として仕

掛け花火

文化芸術懇談会 (中国プロック)(広島市)にお

いてPR、 パネル展示

二次きんさい祭(二次市)においてPR
広島県体育指導委員研究大会 (東広島市)に
おいてPR、 スポレクコーナーの運営

廿日市青少年フェスティパル(廿日市市)においてPR
八幡川リバーマラソン大会 (広島市)においてPR

安佐北区ケープルテレビの番組ふれあいチャンネ

ル「暮らしの瓦版」において、スポレク祭の内容、

開会式入場者募集、広島市フリー参加種目参加

者募集等、1日 4回放映

開会式、シンポジウム、閉会式入場者募集開始

(～ 8月 31日 )

八千代湖交流ボート大会 (八千代町)においてPR
「道路ふれあい月間」マナーアップひろしま(広島市)

においてPR

2002ひろしま夏まつり太田川花火大会 (広島市)

においてPR(協賛として仕掛け花火)

おりづる広島オープン車いすバスケットボール大

会 (広島市)においてPR
三原やっさ祭 (二原市)においてPR
2002広島駅前盆踊り(広島市)においてPR

安浦町夏まつり(安浦町)においてPR

瀬戸田町夏まつり(瀬戸田町)においてPR

24時間テレビ 24時間野球大会 (神辺町)におい

てPR
広島県こどもセンター祭 (瀬戸田町)においてPR
スポレクキャンペーン隊がNHKテレビ番組「お好
みワイドひろしま」に出演

因島水軍まつり(因島市)においてPR
広島県教育委員会広報番組「見て魅て元気 1

ひろしまっ子」において、開会式入場者募集、種

目別大会開催市町の小・中学校の取り組み等を

放映

平和大通り他に広報用バナー掲出(-10月 8日 )
・平和大通り、広島駅前、新幹線回、本通り、福

山駅周辺他に612枚掲出

スポレクキャンペーン隊がNHKテレビ番組「お好
みワイドひろしま」に出演

東京・近畿広島県人会両会長を□んでの経済懇

談会 (広島市)においてPR

佐伯区ケープルテレビの番組チャンネルu「佐伯

区からのお知らせ」において、スポレク祭特別行

事の内容、フットサル大会・フリーマーケット参加者

募集等、1日 4回放映

JR西日本路線県内12駅ヘポスター掲出

(～ 10月 8日 )

やまなみ・しまなみ発見ツアー観光説明会(広島市)

におιヽてPR
lヵ月前イベントの実施
・JR広島駅南口広島電鉄電車乗降所付近に

おいて広電路面電車「スポレク・アービー号」
の出発式 (運行期間:9月 6日～10月 8日 )
・広島駅地 下広場「エールエール」において

lヵ月前式典及びアトラクション

・「スポレク広島2002」 紹介パネル及びモニ

ュメント展示

「スポレク広島2002」 ボランティア説明会開催

県内タクシー、バスに「スポレク広島2002」 PR用

車両用ステッカー掲出

ひろしまパスまつり(広島市)において出展、PR

7月 29日

～8月 2日

8月  111

6月  4日

～ 5日

8月  3日

8月  7日

6月 5日

8月 1011

6チ 19日

6,112日

-13日

6サ 117日

-18日

6月 20日

～21日

6サ 129日

7'I(,日

8月 2511

8月 27日

8月 28日

8月 29日

9月  2日

～ 8日

8月 14日

8月 16日

8月 17日

8月 18日

8月 23日

9月 711

9月 10日

6月 21日

～22日

6月 23日

6月 23日

～24日

6月 25日

～27日

9月  2日

9月  4日

9月  6日

7月 7日

7月 12日

7月 14日

7月 20日

7月 22日

7月 27日

7月 28日

9月 1511
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ア
準備概要
企画広報

平成14年 9月 15日 広島県教育委員会広報番組「見て魅て元気 !

ひろしまっ子」において、lヵ月前イベント、種目別

大会開催市町の取り組みを放映

報道関係者来会調査実施 (9月 27日締切)

テレビCMスポット放送開始 (～ 10月 4日 )

合計本数116本

筆まつり(熊野町)においてPR
安佐南区ケープルテレビの番組「びしゃ丸通信

あさみなみ」において、スポレク祭の内容、特別

行事の内容等、1日 4回放映

スポレクキャンペーン隊がNHKテレビ番組「ひるま

えフレッシュ便」に出演

JR西日本路線県内10駅に歓迎バナー掲出 (～
10月 8日 )

報道説明会の開催
・取材要領の配布・説明、参加選手等に関す

る資料提供 ほか

開会式・特別行事会場 (広島広域公園)内に歓

迎バナーを取り付け、掲出 (～ 10月 8日 )

スポレクキャンペーン隊が広島ホームテレビ番組

「げっきんLIVE」 に出演

広島市広報番組「サンデーリポート」において、ス

ポレク祭の内容等放映

県広報番組「おはよう!広島県」において、種目

紹介、特別行事案内等放映

「スボレク広島2002」 エコーはがき発売(50,000枚 )

JR西日本路線県内13駅に歓迎看板等の設置

(-10月 8日 )

県広報番組「ふれあいひろしま」において、特別

行事の内容等放映

「スポレク広島2002」 案内所の設置
・JR広島駅、広島空港、種目別大会各会場地

最寄り駅 など

NHK教育テレビにおいて、「スポレク広島2002」

開会式生中継

プレスセンター、記録センターを開設

第15回スポレク祭種目別大会記録結果(速報版)

を送付

第15回スポレク祭種目別大会記録結果報告書

を送付

第15回スポレク祭記録ビデオ作成

第15回スポレク祭報告書を作成

3 印刷物による広報
ポスター、リーフレット、チラシ、ガイドブック等の印

刷物の作成により、広く祭典の周知を行い、開催気運の醸

成を図りました。

また、祭典参加者の利便・安全を図り、多くの方々に大

会を楽しんでいただくよう努めました。

(1)ポスター

① スローガン及びマスコット募集ポスター
(平成 12年  6月 ) 4.000枚

② マスコット愛称募集ポスター
(平成 12年 11月 ) 4,000枚

③ 第1次ポスター
(平成 13年  3月 ) 1,000枚

④ キャンペーンスタッフ募集ポスター
(平成 13年  6月 ) 2,000枚

⑤ 第 2次ポスター
(平成 13年 12月 ) 2,000枚

⑥ 第3次ポスター
(平成 14年  4月 )Bl 100枚、B2 3,000枚

B3  300枚
(平成 14年  6月 )B3 700枚

⑦ シンポジウムポスター
(平成 14年  8月 )   100枚

③ 第4次ポスター (祭典案内)
(平成 14年  9月 )Bl 100枚、B2 2,000枚

B3 1,400枚
※第3次ポスター及び第4次ポスター以外はすべてB2

(2)リ ーフレット等

① デザインシート
(平成 12年 12月 )    300部

② PRリ ーフレット
(平成 13年  3月 ) 30,000部

③ 協賛事業のご案内 (第 1次案内)
(平成 13年 12月 )  7, 000部

④ 協賛事業のご案内 (第 2次案内)
(平成 14年  3月 )  9, 000部

⑤ 食品衛生のしおり
(平成 14年  6月 )  6,000部

⑥ オプショナルツアーのご案内
(平成 14年  8月 ) 20,000部

(3)チ ラシ等
① スローガン・マスコット募集チラシ
(平成 12年  6月 ) 30, 000枚
(平成 12年  7月 ) 10,000枚

② マスコット愛称募集チラシ
(平成 12年 11月 ) 40, 000枚
(平成 12年 12月 ) 30,000枚

③ キャンペーンスタッフ募集チラシ
(平成 13年  6月 ) 18,000枚

④ 第1次公式チラン
(平成 13年  7月 ) 50,000枚
(平成 13年 12月 ) 60,000枚
(平成 14年  2月 ) 60,000枚

⑤ 第2次公式チラシ

9月 18日

9月 21日

9月 23日

9月 23日

～30日

9月 25日

9月 26日

9月 27日

9月 29日

10月  1日

10月  3日

10月  4日

～ 5日

10月  4日

～ 8日

10月  5日

10月  5日

～ 8日

10月 11日

12月 24日

平成15年 1月 31日

2月 28日
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(平成 14年  4月 ) 50.000枚
(平成 14年  6月 ) 30,000枚

⑥ 開会式・シンポジウム・閉会式入場者募集チラシ
(平成 14年  8月 ) 20,000枚

⑦ シンポジウム案内チラシ
(平成 14年  8月 ) 10.000枚

③ 祭典案内チラシ
(平成 14年  9月 ) 60.000枚

⑨ 開会式会場周辺駐車場案内チラシ
(平成 14年  9月 )  1, 200枚

(4)会場案内、プログラム

① 開会式・特別行事案内
(平成 14年  9月 )100,000部

② シンポジウムプログラム
(平成 14年  9月 )  2,500部

③ 閉会式 (リ レーステージ)プログラム
(平成 14年  9月 )  1, 500部

(5)ガイドプック

① 宿泊・交通・観光ガイドブック
(平成 14年  8月 ) 10,000冊

② 祭典総合ガイドプック
(平成 14年  9月 ) 34.000冊

(6)シール等
① PR用シール
(平成 13年  4月 ) 10,000枚

② タクシーツ スヽ用PRス テッカー
(平成 14年  8月 )  9,000枚

③ 開会式会場飾花プランター装飾シール
(平成 14年  8月 )    500枚

④ 車両標識
(平成 14年  9月 )  2,200枚

(7)封筒類への活用
① 県及び県実行委員会使用封筒への刷り込み (随時)
② 手提袋の作成 (大、小)(随時)
大 17,550枚   小 17,050枚

4 マスメディアによる広報
マスメディアを通して一度に多数の方々の視覚・聴覚に

訴えることにより、祭典の概要や情報を広く迅速に伝え、

祭典の周知、参加気運の盛り上げを図りました。

(1)パブリシティの活用
祭典開催の準備状況、各種募集、各種イベント等の情

報や祭典期間中の各情報を新聞、テレビ・ラジオ等のマ

スコミ各社へ提供

(2)新聞広告、テレ.ビスポット等の実施
① 新聞広告
・ スローガン・マスコット募集告知

(平成 12年 7月 30日 朝刊、半 3段)中国新聞
・キャンペーンスタッフ募集告知

(平成 13年 7月  8日朝刊、半 3段)中国新聞
・キャンペーンスタッフ募集告知

(平成 13年 7月 12日 夕刊、半 3段)中国新聞
・キャンペーンスタッフ募集告知

(平成 13年 6月 26日 , 7月 24日 、 7月 28

日朝刊、広告枠)中国新聞
・ 1年前イベント告知

(平成 13年 10月 4日 、 10月 7日 、 10月 9日
朝刊、広告枠)中国新聞
・特別行事出場者募集告知

(平成 14年  8月 18日朝刊、半 5段カラー)
中国新聞

・開会式等入場者募集告知

(平成 14年  8月 22日 朝刊、半 5段)中国新聞
・シンポジウム入場者募集告知

(平成 14年  8月 24日 朝刊、半 5段 )
中国新聞 (備後版)

・祭典開催告知

(平成 14年  9月 16日朝刊、全 5段カラー)
中国新聞

・祭典開催直前スポレク特集

(平成 14年 9月 23日朝刊、 2ページ)中国新聞
・祭典直前告知・特別行事案内

(平成 14年 10月  2日 朝刊、半 5段 )
朝日新聞広島県版

(平成 14年  9月 29日朝刊、半 5段 )
讀賣新聞広島版

(平成 14年 10月  2日朝刊、半 5段 )
讀賣新聞備後版

(平成 14年 10月  2日朝刊、半 5段 )
毎日新聞広島全県版

(平成 14年 10月  3日 朝刊、半 5段 )
産経新聞広島県内版

・祭典直前告知

(平成 14年 10月  4日朝刊、全 15段カラー)
中国新聞

② テレビスポット

・ 祭典案内及び祭典開催告知の2種類作成
平成 14年 9月 21日 から10月 4日 まで 2種
類のテレビスポット116本を放送しました。
中国放送、広島テレビ、広島ホームテレビ、

テレビ新広島の地元民放 4局

③ 各種刊行物での広報
・ 県広報紙「ひろしま県民だより」、教育委員会
広報紙「くりっぷ」、広島教育事業団だより「ス

ポカル情報ひろしま」等にスポレク祭の記事、情

報等を掲載するとともに、広島県内を中心に発行

される月刊紙、情報誌等に随時、記事や広告等を

掲載し、祭典の周知と開催気運の醸成を図りました。
・ 企業等の社内報・機関誌等ヘスポレク祭記事の

掲載を依頼し、開催気運の醸成に努めました。

(3)イ ンターネットの活用

① 公式ホームベージ開設 (平成13年 3月 ～平成15年 3月 )
県庁ホームページに「スポレク広島 2002ホ ーム
ベージ」を開設し、祭典の概要、種目紹介、キャンペ

ーン報告等を随時掲載しました。また、祭典期間中は

開会式の様子や種目別大会の結果を掲載しました。

② テレドームの開設 (平成 14年 10月 5日 ～8日 )
NTTの テレドームで祭典案内を行いました。
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/ 準備概要企画広報

6 キャンベーンによる広報
スポレクキャンペーン隊を編成し、PRキ ャンペーン活動

を県内外随所で繰り広げました。また、節目のイベントを

行い、祭典の周知と参加気運の醸成を図りました。

(1)ス ポレクキャンペーン隊

① 募集及び委嘱
・募集期間   平成 13年 7月 1日 ～7月 31日
・応募人数   77人 (男 11人、女66人 )
・委嘱状交付式 平成 13年 9月 28日    3名
来んさい大使   藤井 亜紀子

しんさい大使   河原 亜矢
はじけんさい大使 ジェシンタ・ワンジロ・ムタヒ

② 活動内容
各種イベント、テレビ・ラジオ等によるPRキ ャン
ペーン活動や祭典期間中の式典補助などを行いました。

(2)キ ャンペーンの展開
① l年前イベントの実施
スポレク 1年前WEEKと して実施
(平成 13年 10月 7日 ～ 13日 )
・2001ね んりんぴっく広島さわやか健康フェス
ティバルステージ出演及び会場内ブースでのPR
・シャレオ中央広場での 1年前式典及びPR
・広島スタジアム サンフレッチェJリ ーグ公式戦
での PR

② 新春PRイ ベントの実施
・広島駅南口地下広場において、残日計の除幕式、

スポレクはじけ隊によるボディパーカッション、

スポレク種目紹介、ニュースポーツ体験コーナー

などを実施

③ 県内キャラバンの実施
・「スポレクキャラバン隊」として、県教育委員会

生涯学習部長とスポレクキャンペーン隊が種目別

大会会場地市町を訪間

④ 100日前イベントの実施 (県体育協会他主催の「ス
ポーツフェスタ2002」 と同時開催 場所 :広島広
域公園)
・ステージでの PR
・「スポレク広島 2002」 PRプース運営
(紹介バネル展示、記念撮影、サンプリング)
・スポレク祭実施種目体験コーナー

⑤ lヵ 月前イベントの実施
・JR広島駅南口 広島電鉄電車乗降所付近において、
広電路面電車「スポレク・アービー号」の出発式

(運行期間 :9月 6日 ～ 10月 8日 )
・広島駅地下広場「エールエール」において、 lヵ
月前式典及びアトラクション

・「スポレク広島 2002」 紹介パネル及びモニュ
メント展示

フ 啓発物品 (PRグ ッズ)の製作
表のような啓発物品 (PRグ ッズ)を製作し、各種イベン

トやPRキ ャンペーンにおいて配布しました。また、会議等

においても、啓発物品を配布し啓発に努めました。

5 屋外広告物等による広報
広告塔や残日計等の設置、のぼり旗やバナー等の製作・

掲出により、祭典の周知と開催気運の醸成を図るとともに、

大会参加者へ温かい歓迎の気持ちを表しました。

また、マスコット着ぐるみは、イベントやPRに活用し、

イベント等を盛り上げました。

(1)広報用看板等の製作及び設置
① 広告塔設置
JR広島駅南日、平和大通りNHK前、五日市イン
ター入回、広島市役所本庁舎前、商エセンター緑地帯

② 広報看板の設置
県庁広島地域事務所庁合 (2面 )

③ 広報プースの設置
広島空港ビルディング 1階 ロビー
① 残日計の設置
県庁正面玄関ロビー

⑤ 県庁内広報用パネルの製作
県庁正面玄関ロビー

⑥ キャンペーン用のぼり旗の製作
全市町村に配布、県庁周辺に掲出

⑦ キャンペーン用横断幕の製作
③ 懸垂幕の設置
県庁舎

⑨ 広報用バナー掲出
平和大通り、JR広島駅前、新幹線口、本通り、福
山駅前周辺他に612枚掲出
⑩ 歓迎バナー掲出
JR西日本路線県内 10駅、開会式・特別行事会場

⑪ 歓迎看板の設置
JR西日本路線県内 13駅

⑫ 歓迎のぼり旗の製作
会場地市町に送付、開会式会場及び周辺に掲出

(2)造形物
① マスコット着ぐるみ  4体
(3)そ の他
① 駅張広告
JR西日本路線県内 12駅

② 広島市内電車車内吊り広告
③ 県内路線バス車内吊り広告
④ 県内タクシーに広報用ステッカー掲示
⑤ 広島市内アストラムライン車内に祭典案内ポスター
掲示

⑥ 広島電鉄路面電車側面広告 (ス ポレク・アービー号)

ばんそうこう  |ゴ ム風船 ポケットティッシュ メモ帳 (2種 )

3色ボールペンアービーぬいぐるみ

(立姿、座姿 )
ぬいぐるみスタント台 ぬいぐるみ立ち札

ンールステッカー

花の種カンパッン ピンパッジ(2種 )千葉子

ウォッシュタオル

(市町提供円)

ポロンヤツ

(市町提供用,
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8 参加記念品、資料袋等
参加記念品、資料袋として、下記のものを製作・配布し

ました。

(1)招待者記念品 授産施設製品 (便箋、ステンシルはが
き、押花しおりのセット (箱入り))
(2)参加者記念品
① 参加者記念品として、アービーポシェットを各県選
手団、韓国選手団、報道員、開会式出演の幼稚園児に

配布しました。

② バンダナを各県選手団、韓国選手団、開会式出演者、
開会式一般観覧者等、開会式会場内の全ての参加者に

配布し、開会式のアトラクションでのボディパーヵッ

ンョンで使用しました。

(3)資料袋

項  目 作成数
ポリ手提袋 14,000 開会式 一般観覧者

ポリ手提袋

(マチ付)

9,700 種目別大会開催市町へ配布

(選手・監督・役員用)(希望市町)

ナイロンストリング

バッグ

22,(X)0 招待者、各県選手団、韓国選手団、

開会式等出演者、実施本部員、ボランティア

11,750 種目別大会開催市町へ配布

(選手・監督・役員用)(希望市町)

9,050 種目別大会開催市町へ配布

(選手・監督・役員用)(希望市町)

紙袋 (大 )

紙袋(小 )

9 マスコット商標登録
「スポレク広島2002」 のマスコット(名称を含む)の商標権

について、特許庁に申請し、第 14類 (キーホルダー、身飾品)、

第24類 (布製品の回り品、広告宣伝用布製垂れ幕)、 第26

類 (衣服用き章 (貴金属製のものを除く。))、 第30類 (菓子

及びパン)、第33類 (日 本酒、洋酒、果実酒、中国酒、薬味酒 )

第34類 (喫煙用具 (資金属製のものを除く。))について、商

標登録を行いました。

10 テレビ中継
開会式をNHK教育テレビで生中継 し、NHK衛星第 1テ
レビで録画放送を行いました。

(1)生中継
10月 5日 (土) 13:00～ 14:17
NHK教 育テレビ (広島県内放映 )
(2)録画放送
10月 7日 (月 )00:20～ 01:10
NHK衛 星第 1テ レビ (全国放映 )

I スポレクボランティア (開会式・特別行事 )
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク
広島 2002」 の開催に当たり、全国から来県する選手・
役員を快く迎え、交流・ふれあいを通じて心潤う祭典とす

るため、広く県民にボランティアヘの参加を呼びかけ、祭

典運営業務に従事していただくとともに、県民総参加の気

運を盛り上げ、これを契機にボランティアヘの関心が一層

高まるよう、スポレクボランティアを募集しました。

募集方法及び募集経過

(1)募集方法
おおむね 5人以上のグループ (原則として県内在住で

15歳以上の方、 1人でも応募可能)を 募集対象とし、
200人 程度を募集しました。
(2)募集経過
平成14年 5月 30日 ポランティア募集要項制定
平成14年  6月 3日 ボランティア募集開始

(～ 6月 28日 まで)
平成14年  6月 28日 ポランティア募集を締切り、応募

者 204人 についてスポレクボラ
ンティアとして登録

平成14年  8月 8日 ボランティア登録及び研修につい

て通知

平成14年  9月 7日 ポランティア説明会開催

(ボ ランティア共通マニュアルに

より説明)

平成 14年 9月 27日 ジャンパー (エコ製品)等支給物品、
個別業務マニュアル等の送付

平成14年 10月 14日 ボランティア代表者へ礼状の送付

2 ボランティア参加状況及び編成表
く参加状況等>

区   分 10月 5日 (土 ) 10月 6日 (日 )
舟隻 130 40 170

高 校 生
計 131 16 177

く編成表>

実施本部名 班 名 係 名 10月 5日

(上 )

10月 6日

(日 )

招 待 部
一般招待 者 一般 招 待 者

一般招待者弁当

11 11

入 場 整 理 入  場  11 16 16

ス タ ン ド 24 24

広 報 部 総 務・広 報 現 地 報 道 21    4

会 場 部 総務・環境 I化 環 境 美 化 35 44 79

開 会 式 部
選  手  団 選手団受付・控所1 12 12

出  演  者 出演者受付・控所 16 16

特別行事部 総 務 サービスコーナー 10 10

′ヽ、
言十 131 46 177

案 内 部

11 祭典の記録等の作成
祭典記録ビデオ等、祭典記録の作成を行いました。

(1)種 目別大会報告書
各種目別大会等の大会記録として300部作成しました。

(2)祭典記録ビデオ
祭典の記録映像として、祭典の概要を51分に編集し
たビデオを450本制作しました。
(3)察典報告書
祭典の公式記録として 1,000部作成しました。
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/ 準備概要企画広報

Ⅲ 報道対応
1 報道関係者来会意向目査
各行事への取材者数等を把握するため、来会調査を実施

しました。

(1)調査対象
県政記者クラブ加盟 19社、香川県・福井県県政記者
クラブ加盟社、関西写真記者協会、日本雑誌協会、テレ

ビニュース・映画協会、他関係団体出版雑誌社

(2)調査期間
平成 14年 9月 18日 ～ 27日
(3)来会調査結果
27社  166名

2 事前打ち合わせ
(1)目 的
報道関係業務を円滑に運営するため、県政記者クラ

ブ幹事社に祭典概要等について説明を行い、プレスセ

ンターや報道員控室の設置等について協議を行いました。

また、取材要領等についての打ち合わせを行いました。

(2)内容
① 平成 14年 7月 12日
県政記者クラブ幹事社とプレスセンターや報道員控

室の設置について協議

場所 :広島県庁県政記者クラブ

② 平成 14年 9月 26日
関西写真記者協会広島支部幹事社と取材要領等につ

いて打ち合わせ

場所 :広島県実行委員会事務局

③ 平成 14年 9月 27日
県政記者クラブ幹事社と取材要領等について打ち合

わせ

場所 :広島県庁県政記者クラブ

3 報道関係者説明会
(1)目 的
報道関係者への取材対応を円滑に実施するために、

県政記者クラブ加盟社に取材要領等の説明会を実施し

ました。

(2)期 日  平成 14年 9月 27日
(3)場所  広島県庁県政記者クラブ 記者会見室
(4)内容  取材要領の配布・説明、参加選手等に関する

資料提供 その他
(5)そ の他 県政記者クラブ加盟社以外の来会予定報道機

関には、資料を郵送

4 報道員用施設
報道関係者への対応及び資料提供を行うために、報道員

控室及びプレスセンターを設置しました。

(1)報道員控室
報道関係者作業スペース及び資料提供をする場所

平成 14年 10月 5日
広島広域公園陸上競技場 2階報道員控室

平成 14年 10月 6日
ふくやま芸術文化ホール2階メインホワイエ内

平成 14年 10月 8日
広島国際会議場地下 1階報道員控室

(2)プ レスセンター

報道関係者への対応及び資料提供をする場所

平成 14年 10月 5日 ～8日
広島県実行委員会事務局

(3)そ の他
平成 14年 10月 6日 は報道員控室は設置しなかっ
たが、広島広域公園内実施本部テントにおいて報道関

係者への対応及び資料提供を行いました。

5 知事コメントの提供
閉会式終了後、第 15回全国スポーツ・レクリエーショ
ン祭を終えての広島県知事のコメントを公表しました。

(1)日   時  平成 14年 10月 8日
(2)提供方法  県政記者クラブ加盟各社へFAX送信
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ヽ宿泊輸送

I 会議等

l 県実行委員会宿泊輸送専門委員会の開催
〈平成 13年 7月 5日 )
・安全管理計画策定
・宿泊要項、輸送交通要項、医事衛生要項及び安全管理

要項の策定について協議

2 来県意向口査等の実施
県外から参加する選手・監督等の交通手段を把握し、計

画輸送バス確保及びバス輸送計画策定のため、次のとおり

来県意向調査等を実施しました。

来県意向調査

平成 13年  7月 31日 (締切 8月 31日 )
参加選手等決定時期調査

平成 14年  1月 25日 (締切 2月 22日 )
都道府県選手派遣本部バス輸送調査

平成 14年  9月  9日 (締切 9月 13日 )
来県方法調査

平成 14年  9月  9日 (締切 9月 18日 )
3 食品衛生・火災予防指導の実施
宿泊施設・出展業者に対し、宿泊施設説明会等の場で、

食品衛生又は火災予防について次のとおり指導・講習を実

施しました。

平成 14年 7月  2日
宿泊施設説明会広島会場 (広島県立生涯学習センター)

平成 14年 7月  8日
宿泊施設説明会福山会場 (福山市役所)

平成 14年 7月 11日
宿泊施設説明会呉会場 (呉市体育館)

平成 14年 8月 28日
特別行事出展者説明会 (広島広域公園陸上競技場)

Ⅱ 宿泊・弁当

1 趣旨
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭に参加する
選手・監督、役員、招待者及び視察員等の宿泊及び昼食弁

当については、「宿泊要項」等を策定するとともに、県実

行委員会事務局内に旅行代理店等で構成する「スポレク広

島 2002ト ラベルセンター」を設置し業務を遂行しました。
2 トラベルセンターの設置
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭の参加者の
宿泊、輸送、昼食弁当等の業務を効率的かつ円滑に対応す

るため、旅行代理店 4社及び社団法人広島県バス協会で構
成するトラベルセンターを設置しました。

(1)名 称 スポレク広島 2002ト ラベルセンター
(2)構 成
株式会社ジェイティービー、社団法人広島県バス協会、

近畿日本ツーリスト株式会社、株式会社日本旅行、東

急観光株式会社 (旅行代理店 4社の幹事は株式会社ジ
ェイティービー、日1悼や事は近畿日本ツーリスト株式会社)

3 宿泊施設の選定・確保
宿泊施設の選定及び確保については、会場地市町及びそ
の周辺に所在する宿泊施設のうち旅館業法の許可を得て営

業を行う旅館、ホテル、公共施設等を充て、風紀、衛生、

食事、サービス、火災予防上において支障があると認めら

れる宿泊施設は利用しないことを原則として、次の選定基

準を満たす宿泊施設を選定・確保しました。

(1)「防火基準適合表示制度」に基づく適マークの交付を受

けていること。また、適マーク交付対象外施設にあっては、

管轄消防本部が火災予防上問題がないと認めていること。

(2)各室に施錠ができる等防犯上問題がないこと。
(3)食事を自家調理できること。ただし、 トラベルセンタ
ー及び保健所等が問題ないと判断すれば、ケータリング

対応を認める。

(4)食事はバランスのとれた日替わリメニューで提供でき
ること。また、特にバイキング方式の場合は、食事を切

らすことがないよう対応できること。

(5)朝食の提供開始が、祭典の参加に支障がない時刻 (6:
00～ 6:30)に できること。
(6)夕食を提供する時間帯を、最低でも18:00～ 20:
30に設定できること。
(7)風呂、 トイレが各室に設置がなく共同の場合は、男女
それぞれ 1ケ所以上あること。

(8)部屋に寝具 (浴衣)、 タオル、歯プラシ (菌磨き粉を含む)
を備え付け、宿泊期間中は毎日交換できること。

(9)風呂にシャンプー、石鹸が備え付けてあること。
(10)布団の上げ下ろし及びシーツの交換については、原則

として、毎日宿泊施設において行うこと。

(11)フ ァクシミリが設置されていること。

(12)祭典参加者の宿泊期間中、旅館賠償責任保険 (補償額

1名 7,000万 円以上)に加入していること。
(13)バス輸送計画に支障がない場所にあること。

4 配宿
(1)配宿対象者は、祭典参加者のうち所定の手続きにより、
トラベルセンターに申込みがあった者としました。宿泊

施設については、宿泊料金区分表による申込時の希望料金

帯を考慮して配宿しました。

(2)会場地内において宿泊施設が不足した市町については、
近隣市町の宿泊施設に配宿しました。

5 宿泊料金等
(1)1泊 2食付き及び1泊朝食付きの2種類に区分し、6,500円
から17,000円 (税金、サービス料、入湯税 (温泉地のみ )

込み)の範囲内において、料金帯を設定しました。

(2)祭典期間中は曜日、部屋タイプが異なる場合において
も同一料金としました。

(3)原則として、食事不要の希望は受け付けないこととし
ました。

6 昼食弁当
祭典期間中に参加者に斡旋する昼食弁当は、食品衛生、

搬送、配布等について会場地市町実行委員会と相互に連絡

調整を行い、関係機関と協力のうえ万全を期しました。

業者の選定及び受注、個数変更、搬送、空容器回収等は

県実行委員会がトラベルセンターに依頼しました。

(1)料金は 1食 900円 (お茶付き、税込み)と しました。
(2)対象者はトラベルセンターに申込みのあった者としました。
(3)引 き換えはトラベルセンター発行の引換券により手渡
すものとしました。
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準備概要
宿泊輸送

市町別宿泊施設数―覧

宿泊人数実績 (ト ラベルセンター取扱い分 ) (単位:人 )

区  分 10月 3日 11)|1111 10月 5日 10日 6日 10日 8日

都
道
府
県
代
表
参
加
種
日

グラウンド・ゴルフ 247 441 503 82 1,273

ゲートボール 246 548 557 206 1.557

壮年サソカー(広島市) 71 238 241 228 47 825

壮年サッカー(府中町) 82 209 229 223 743

壮年サッカー(吉田町) 26 254 262 253 29 824

ソフトパレーボール 901 316 313 274 31 1.024

女子ソフトポール(東広島市) 42 282 311 184 819

女子ソフトボール(大和「r) 57 26() 269 179 13 778

ラージボール卓球 125 293 299 262 27 1,006

ターケットパードゴルフ 84 178 178 58 500

男女混合綱引 56 310 320 62 748

年齢別テニス 83 285 100 753

年齢別ソフトテニス 127 303 314 284 16 1,044

バウンドテニス 1(Ю 273 277 109 766

年齢別バドミントン 90 29() 290 237 916

壮年ボウリング 125 216 217 216 25 799

マスターズ陸上競技 278 587 598 531 37 2,031

インディアカ 117 359 352 97 925

フォークダンス 155 444 475 4() 19 1.133

エアロビック 53 189 194 32 1 4“
トランポリン 46 216 214 15 491

小  計 2,300 6,491 6.698 3.672 262 19,423

フ
リ
ー
参
加
種
日

ウォークラリー

エスキーテニス 12 12

サイクリング 14 15

3B体様 312 316

太極拳 60 16 76

マスターズ水泳

マラツン(坂町)

マラツン(神辺町)

」ヽ   言十 406 17 427

引   率   者 163 182 144 106 24 619

大 会 役 員 32 133 190 153 5()8

視 察 員・招 待 者 rl szl lrs 229 104 840

応 援 ・ そ の 他 67 447 343 178 1,041

合  計 2.651 8,072 7.621 4,213 298 22.858

宿泊料金一覧

●旅館・ホテル

●ホテル

10,000円 以 1■ 2,000円 以 ド ①l泊朝食付
②税、サービス料及び入湯税
(温泉地のみ)込み

③同一施設で部屋タイプが異
なる場合でも同一料金

④宿泊の曜日にかかわらず
同一料金

8,500円 以上10,000円 未満

6.500円 以上8.500円 未満

昼食弁当斡旋個数実績 (トラベルセンター取扱い分) (単位:個 )

千代田町 1   2

呉   市 |「 811 A原

市町名 1施設数 市町名 :施設数 市町名 1施設数
広 島 市 1 36 竹 原 市 , 5

大 野 町 1 4 木 江 町 1  1 尾 道 市 1 12
因 島 市 1 5

東広島市 1  7 安 浦 町 1 1 向 島 町 1 1
大 和 町 1 2 二 次 市 1 7 瀬戸円町 1  3
i46FI I rEH rF 2 福 山 市 1 18
本 郷 町 | 3 美土里町 1   1

計 20市 町 1   130

宿 泊 料 金
宿泊条件

14,000円 以上17,000円 以下 ①l泊2食付
②税、サービス料及び入湯税

(温泉地のみ)込み

③同一施設で部屋タイプが異

なる場合でも同一料金

④宿泊の曜日にかかわらず
同一料金

11,000t!U l: 14,000tr *iffi

C 9,000円 以上11,000円 未満

6,500円 以上 9,000円未満

区  分 10月 511 10月 6日 10'17日 10月 8日

グラウンド・ゴルフ

ゲートボール 368

壮年サッカー(広島市)

壮年サッカー(府中町 ) 176

壮年サッカー(吉田町 ) 167

ソフト′`レーボール 261

女子ソフトボール(東広島市) 231

都
道
府
県
ft

表
参
ふ|
種
日

女子ソフトボール(大和町) 171

ラージボール卓球 219

ターゲットパードゴルフ 136

男女混合綱引 85

年齢別テニス 146

年齢別ソフトテニス 174

バウンドテニス 202

年齢別バドミントン 140

壮年ボウリング 159

マスターズ陸 L競技 324

188

フォークダンス 413

エアロビック 92

トランポリン 68

小  計 4,277

528 521 1,422

608 565 1,541

278 289 233 984

277 251 189 893

255 275 244 941

353 345 85 1,044

349 273 853

282 212 14 679

316 315 66 916

195 186 517

38() 344 809

303 242

312 310 67 863

:326 325 853

267 258 703

230 212 110 711

440 440 270 1,474

414 371 973

535 495 1,443

193 176 461

171 146 385

7,012 6.551 1,316 19,156

フリー参加穐ll・ 協賛事業 234 234

視豫 員 ・ 招 待 者 19Ю 17 10 977

式 典 出 演 者 8,174 202 8,376

県 実 施 本 部 関 係 者 1.876 390 148 2.414

会場地市町本部関係者 420 2.889 1.921 1,150 6.380

′)そ 他 13() 89 70 ∞ 349

合   計 15,827 10.631 8.552 2,876 37.886
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Ⅲ 輸送・交通

1趣  旨
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭に参加する
選手・監督、祭典参加者 (役員・招待者・報道員・視察者等)

及び一般来場者の輸送に関して、「輸送交通要項」を策定

するとともに、開会式会場及び各種目別大会会場等への公

共交通機関等の条件を考慮し、安全かつ円滑な輸送を図り

ました。

2 全国輸送
各都道府県から参加する選手・監督及び祭典参加者の来県・

離県については、自由集合・自由解散としました。

JR利用による来県者に対し、JR各社の協力により運
賃の割引 (普通乗車運賃の 2割引)を適用しました。なお、

割引証の発行枚数は4,219枚でした。
3 開会式の輸送
(1)選手・監督
<前日来県者>
トラベルセンターを通して宿舎を申し込まれた来県者

に対しては、宿舎又は指定集合場所から計画輸送バスを

運行しました。

<当 日来県者>
JR広島駅、広島空港及び商エセンター (JR新井口
駅より徒歩約 5分 )か ら無料シャトルバスを運行しました。

自家用車及び貸切パスによる来県者に対しては、会場

又は会場周辺に駐車場を確保し、駐車許可証を交付し対

応しました。

(2)式典出演者
出演団体ごとに指定の集合場所から会場まで計画輸送

バスを運行しました。

(3)特別招待者
自家用車による来場者に対しては、会場内に指定駐車

場を確保するとともに、駐車許可証を交付し対応しました。

(4)一般来場者
アストラムライン等公共交通機関の増便を図るとともに、

商エセンター (JR新井口駅より徒歩約 5分)か ら無料
シャトルバスを運行しました。

4 特別行事の輸送
10月 5日 (土)は、開会式の輸送に準じました。 6日
(日 )は、商エセンター (JR新井口駅より徒歩約 5分 )
から無料ンャトルバスを運行しました。

5 種目別大会の輸送
トラベルセンターを通して宿泊を申し込まれた選手・監

督については、宿泊施設又は指定集合場所から会場まで計

画輸送バスを運行しました。

6 シンポジウムの輸送
原則として公共交通機関を利用し、各自で移動すること

としました。

7 閉会式の輸送
自家用車による来場者に対しては、会場周辺の市営駐車

場等の利用を促すほか、公共交通機関を利用し、各自で移

動することとしました。

8 開会式の駐車場対策
会場内及び会場周辺において、既存の駐車場はもとより

臨時に駐車場として使用できる場所が非常に少なく、次の

とおり必要最低限の駐車場を確保し、対応しました。

なお、計画輸送バス待機場所及びタクシー乗り場 (待

機場所)は、別に確保しました。
(1)特別招待者用、消防関係者用
約 100台
(2)特別行事出展者用
約 140台
(3)来県選手・監督、報道関係者用 (一部出展者用を含む。)
約 1,000台
9交 通対策
10月 5日 (上 )、 6日 (日 )の両日の交通については、
県警本部及び広島北警察署と協議のうえ、会場内及び会場

周辺における祭典関係者車両並びに一般通行車両の円滑な

通行を確保するため、次のような交通案内、交通規制等の

対策を講じました。

また、交通誘導及び駐車場誘導警備に関しては、警備会

社に一部委託し、警備員 (祭典期間中延べ 183人 )を配
置しました。

(1)交通誘導員の配置
警察官、県職員 (実施本部員)、 警備員を会場内及び

会場周辺主要交差点、各駐車場並びにシャトルバス乗降

所等に配置し、交通誘導及び交通整理を行いました。

(2)交通案内看板等の掲示
交通規制・誘導看板、駐車場及びシャトルバス乗降所

案内看板を沿線道路及び関係施設等に掲示しました。

(3)交通規制
開会式当日の計画輸送パス、祭典参加者許可車両等の

円滑な運行を図るため、県警本部及び広島北警察署と協

議し、会場周辺の一部において 10月 5日 午前 8時 30
分から午後 5時までの間、 一般車両通行止めの交通規制
を実施しました。

(4)周辺住民への周知
地元町内会連合会に開会式の交通規制等について説明

を行い、周辺住民への周知を図りました。

なお、地元町内会連合会の御好意により沿道の清掃、

撤旗の設置等の協力を得ました。
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宿泊輸送

選手団輸送バス台数

出演団体等輸送バス台数 (単位 :台 )

区  分

式 典 出 演 者 26 139 182

派 遣 本 部 等

26

6

シャトルバス台数

10月 5日 (七 ) 開会式・特別行事

(単位 :台 )

51

10月 6日 (日 )特 別行事
運行区間 運行時間 台 数

商エセンター⇔広島広域公園
8100～ 16:30

(5分～ 15分 間隔 )

種 ll名 会場地
開会式 (10月 5H) 種日別大会③ 計

①+②+③往路 復路■ 代表者バス

'

小計噸>3)1 10/6 10/8

グ ラウ ンド・ゴ ル フ 福   山  市 11 12 15 15 14 44

ゲ ト ボ ル 竹   原   市 10 16 21 19 19 59

壮 年 サ ソ カ 広島市・府中町・吉田口I 37 37 3 40 40 41 41 162

ソフトパ レーボール 次   市 10 3 13 11 11 11 46

k+ral.fr-rL 東広島市・大和町 24 24 27 29 28 16 100

ラージボール卓 球 因  島  市 l1l 10 10 10 41

夕Iア丁百アこ下]ルフ 1尾  道  市 20

り)女 混 合 綱 引 呉 1() 25

年 齢 別 テ ニ ス 尾  道  市 3 10 10 10 30

年齢 別 ソフトテニス 福  山  市 9 1      3 12 39

パ ウ ン ド テ ニ ス 大  野  町 23

年 齢別 パドミントン 呉 11 36

壮 年 ボ ウ リン グ 広  島  市 10 10 38

マスターズ陸上競技 広  島  市 15 17 20 19 17 17 73

イ ン ア  カフ
~  
イ 廿 日 市 市 10 13

|

13 13 39
-7+-r/>^lE ffi trI 14 16

|

13 13 42

エ ア ロ ビ ッ ク 豊  平  口「 18

ト ラ ン ポ リ ン 新   市  田∫ 24

168 209 48 257 242 237 123 859

運行区間 運行時間 台数

商エセンター⇔広島広域公園 7:30～ 17:30

(5分～ 15分 間隔 )
80

広島駅北II⇒広島広 1・χ公園 7:30～ 11:30

(状況に応じて随時 )

広島空港⇒広島広域公園 8100～ 11:30

(状況に応じて随時 )
7

駐車場⇔広島広域公園 12:00-18:00
(状況に応じて随時 )

10

計 148
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V 医事・衛生

1趣  旨
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭に参加する
選手・監督、役員及び一般来場者に対し、医療救護、食品

衛生及び環境衛生等について万全を期し、祭典の円滑な運

営に寄与することを基本方針として「医事衛生要項」を策

定し、それに基づき関係業務を遂行しました。

2 医療救護
(1)救護体制
祭典における傷病発生時に対処するため、県医師会、

県看護協会、会場地消防本部等の協力を得ながら開会式、

特別行事、シンポジウム、閉会式会場及び宿泊施設にお

ける医療救護体制を整備しました。

また、種目別大会会場では、県実行委員会で作成した

救護体制に準じ、各会場地の実情に応じた救護体制を整

備しました。

(2)救護所
開会式会場、特別行事会場、ンンポジウム会場及び閉

会式会場については、県実行委員会が、また、種目別大

会会場については、会場地市町実行委員会が分担して救

護所を設置し、傷病者の応急処置を行い、必要に応じて

傷病者を医療機関へ搬送しました。

3防  疲
防疫対策については、消化器系感染症、食中毒の予防を

重点とした関係施設の衛生検査及び従事者の健康診断を実

施するよう指導するなど、県食品衛生室、保健所、関係市

町等の協力を得て、防疫対策に万全を期しました。

4 食品衛生
食品衛生対策については、食中毒等の未然防止に重点を

置き、県食品衛生室、保健所、関係市町、県食品衛生協会、

県生活衛生同業組合連合会、県飲食業生活衛生同業組合、

県ホテル旅館生活衛生同業組合等の協力を得て、食品衛生

体制を整備し、食品取扱施設等の監視・指導を行うとともに、

宿泊施設等を対象とした食品衛生講習会を開催しました。

昼食弁当については、県食品衛生室、保健所の指導を受け、

材料、保管方法に配慮するとともに、容器に製造年月日、

消費期限、保存方法を表示しました。

また、配布の際には、消費用限内での飲食を呼びかけま

した。

5 環境衛生
祭典参加者に清潔で快適な環境を提供するため、県食品

衛生室、保健所、市町等の協力を得て、祭典会場の清掃、

施設・設備の安全点検及び宿泊施設の衛生指導等を行いま
した。

V 防災・警備・案内

題旨

祭典期間中の防災・警備については、実施本部内に安全
管理班を設置し自主警備方式を構築するとともに、所轄の

広島北警察署、広島市消防局の署員の支援を仰ぎました。
また、参加者の利便を図るため、「宿泊・交通・観光ガ
イドブック」を作成・配布するとともに、会場、JR駅構

内等に案内所を設置しました。

2 防災体制
火災その他の災害を未然に防止するとともに、災害が発

生した場合、その被害を最小限に留めるため防災体制を構

築しました。

開会式会場では、広島市消防局に依頼し、所轄の消防署

員の協力を得て、会場全体の消防防災の業務にあたりました。

3 警備体制
会場内における祭典参加者及び一般来場者の安全を確保

することと、会場内及び周辺における事件・事故の未然防

止のため、警備体制を構築しました。

実施本部内に安全管理班を設置し、防災体制を総括する

とともに、所轄の広島北警察署と連携を密にし、会場内の

警備を実施しました。

また、不害者・不審物の発見、火災の予防等及びその処

置方法については全実施本部員の共通理解事項とし、共通
マニュアルに記載して、それぞれの担当箇所においても対

応できるようにしました。

4 案内体制
(1)「宿泊・交通・観光ガイドブック」の作成・配布
県外からの選手・監督・視察員等の宿泊、交通、観光

等の利便を図るため、宿泊施設の案内図・交通の案内・

会場市町観光施設の案内・土産品の案内等を掲載した「宿

泊・交通・観光ガイドプック」を作成し、事前に配布し

ました。

(2)案内所の設置
選手・監督・役員及び一般来場者等に会場内の開催行

事などの案内をするため、会場内に総合案内所を設置す

るとともに、迷子、拾得物・遺失物対応を行うため、迷

子センター、遺失物・拾得物センターを設置しました。

また、下表のとおり、市町実行委員会と連携し、関係 JR
駅及び空港に案内所を設置しました。

10月 4日 (金 )
広島空港、JR広島駅、JR大野浦駅、JR宮島口駅

JR呉駅、JR西条駅、JR東広島駅、JR竹原駅

JR広島駅、JR二次駅

※上記以外にも各会場市町独自で、駅周辺に案内所を設置

(3)種 目別大会会場市町等の観光施設の案内
全国から来県された祭典参加者に広島の魅力に触れ
ていただく機会を設けるため、「祭典総合ガイドプック」
及び「宿泊・交通・観光ガイドプック」に、種目別大会
会場地の観光案内を掲載しました。

また、参加者の施設利用の便宜を図るために割引制度
を設けることとし、この趣旨に賛同していただいた施設
においては、ガイドブックに添付した「観光割引証」を
提示することにより、団体割引等の料金で入館 (場)で
きるようにしました。

(4)観光コースの企画
広島県の自然、歴史、味覚に触れていただくため、オ
プショナルツアーを企画しました。

広島空港、JR広島駅、JR西条駅、JR東広島駅、JR竹原駅

10月 6日 (日 )
JR広島駅、JR西条駅、JR東広島駅、JR二次駅

JR竹原駅、JR三原駅
10月 7日 (月 ) JR広島駅、JR二次駅
10月 8日 (火 )
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救護所設置一覧表

1 県実行委員会所管の救護所

式典種類
設置期 II

`iセ
1計す場|千

9月 28日 10114日

開会式 リハーサル ○ ○ 広島広域公園陸上競技場

式典種類
設 置 期 日

10月 5日 10月 6日

開会式 ○ 広島広域公1劇陸上競技場

特別行事 ○ ○ 広島広域公園

シンポジウム ○ |ふくやま芸術文化ホール

閉会式 ○ 広島国際会議場

2 会場地市町実行委員会所管の救護所

警備員配置体制 (単位 :人 )

区 分

46 6 98

都道府県代表参加種‖
10月 5日 10月 6日 10月 7日 10'18日

グラウン ド・ゴルフ ○ ○ 竹ヶ端運動公園陸 L競技場

ゲー トボール 〇 ○ 竹原市総合公園バンプー ジョイツ イヽランド

壮年サッカー ○ ○ ○
広島広域公園、広島県総合グラウンド、広島修道大学

揚倉山健康運動公園、吉田サッカー公園

ソフ トパ レーボール ○ ○ ○ 広島県立みよし公園カルチャーセンター

女子 ソフ トボール ○ ○ ○ 東広島運動公園、向陽中学校、白竜湖スポーツ村公園

ラージボール卓球 ○ ○ ○ 因島勤労者体育センター

ターゲット パードゴルフ ○ ○
.I′

蜃島県立びんご運動公園

男女混合綱引 〇 ○ 呉市体育館

年齢別テニス ○ ○ 広島県立びんご運動公園

+ihiEtJ..r a ti-_7. ○
|
○ 〇 竹ヶ端運動公1章l陸上競技場

バウン ドテニス 〇 ○ 人野町体育館

午齢別バ ドミン トン ○ ○ ○ |1新製鋼 (株 )呉製鉄所体育館

壮年ボウリング ○ ○ 〇 ヒロンマ・アリーナ

マスターズ陸上競技 〇 |○ ○ 広島広域公園陸上競技場

インディアカ ○ ○ 廿日市スポーツセンター

フォークダンス ○ ○ 安浦中学校

エアロビック ○ ○ 豊平町総合体育館とよひらウイング

トランポリン ○ ○ 新市町体育館

フリー参加種日
設 置 期  日

設置場所
10月 5日 10月 6日 10月 7日

ウオークラリー ○ 瀬戸田町民会館

エスキーテニス ○ 広島市東区スポーツセンター

マスターズ水泳 ○ 広島市総合屋内プール

サイクリング ○ l-716r, \

3B体操 ○ リージョンプラザ

太極拳 ○ 熊野町民体育館

マ ラツ ン ○ 中国電力坂スポーツ施設

マラソン ○ 神辺町立湯|‖小学校

10月 3日 (木 ) 10月 4H(金 ) 10月 5日 (11) 10月 6日 (日 ) 10月 6日 (日 )
言十

シンポジウム会場設営 会場 設営 閉会式・特別行事 特 別行事

駐  車 場 46

交 通 誘 導 60 24 85

夜 間 警 備 ll 27

計 8 117 70 210

120

10月 8日
,i'々 1計す場11「

10月 7日

設 置 期 日
設置場所

|

|

10月 8日

|

「

~~~~
|

「

~



取扱傷病者一覧 (単位 :人 )

行事・種‖名

1場 1ヽ 名 胃腸

障害
感:′
高血圧

貧血
1`:“ i 頭痛 夕1傷

骨折

脱臼

捻挫

肉離れ

打撲

筋肉痛

眼症

耳症

気分

不良
その他 合 計

男 1女 男 1女 男 女 男 1女 男 1女 男 1女 男 1女 男 1女 男 1女 男 1女 男 1女 男 1女 男 女

リ ハ サ  ル 広島市 , 1 1  2 11 3 21  8 1()

開会式・特別行事 広島市 1 2 1 1 1 〔, 6 1 1 ′1 2 1 4 11  1

(1)|(1)

10

1)

29

1)( (

３９

０

．

ン ン ポ ジ ウ ム 福山市 01  0

閉   会   式 広島市 01  0

小  計
1 2 1 () () () 1 3 1 2 :3 6 () (:) () 1 2 4 () 1 2 1 7 1 1

( 1 ) ( 1 )

121 37

(1)|(1)

“

Ｄ
．

都
道
府

県
代
表

参

加

種

目

グラウンド・ゴルフ 福山市 1

( 1 )

11  0

(1)

ゲ ー トボ ー ル 竹原市 1 1  1 1 2 1  1 1 21 21 11 8.  4 12

壮 年 サ ソカー 広島市 1 5 8 16 1

( 1 )

1

(1)

321  0

(2)|

３２

，

壮 年 サ ッカー 府中町 5 2

( 2 )

15.

(1)|

1 251 0

(3)|

２５

０

壮 年 サ ッカー 古田町 1 1 1 1

1)(

5

1)(

17

( 1 )

35

3)

()

(

３５

．０

ソフトノ`レーボール -\ti 1 1 3

( 1 )

3 4 6

(1)

(, 12

(1)

女子ソフトボール 東広島市 12 2 7

( 1 )

1 (| 22

1)(

22

(1)

* +)a l,i.- )v 大和町 1 21  1 6 1 h 3 31 19 22

ラージボール卓球 国島市 1

( 1 )

1 1 2.  1

(1)|

ターゲットパードユルフ 尾道市 1 ()

男女混合綱引 呉  市 11 6 1 3 813 11

年 齢 別 テニス 尾道市 1 1 31  2 2. 1 61  3

年齢別ソフトテニス 福山市 1 4 1 1. 1 6   2

バ ウンドテニ ス 大野町 2 1 1 4 2 11 4 131 17 30

年齢ワ[」 ノ`ドミントン 呉  市 1

( 1 )

01   1

(1)

壮年ボウリング 広島市 11 21 1 3   1 1 71  2

マスターズ陸上競技 広島市 1 9 2 71  4

(1)
2 1 1) 1 38 16

( 1 )

”

Ｄ

イン デ ィア カ 十日市市 1 1 2 4 3

( 1 )

1 (,

フォークダンス 安浦
"F

2 1 1 01  4

エ ア ロ ビ ック 豊平町 1 01   1

トラ ン ポ リン 新市町 01  0

小  計
5 4 1

( 1 )

0 () 6 6 53 29 4   2

(4)|(1)

331 14

(2)|(1)

81133

(3)|(1)

3 0

( 1 )

1 1 1 4 2 1991107

(12)|(3)

306

フ
リ

ー
参
加

種

Ｈ

ウォー クラリー 漁戸‖I町 1

( 1 )

3 3 1

( 1 )

エスキーテニス 広島市 1 1 01  2

サ イク リン グ 尾道市 01  0

3B体 操 ―原市 3 01  3

太  極  拳 育綺里予円∫ 1 01  1

マスターズ水泳 広島市 11 11  0

マ ラ ツ ン

'′

R 町 0.  0

マ ラ ツ ン 神辺町 01  0

小  計
() () () () 0 0 0 1

( 1 )

0 1 3 () 0 0 1 0 (, () () () 3 () 2 4 7

( 1 )

合   言十
6 9 h 2 4 1

( 1 )

1 1

( 1 )

7 9 59135 4 2

( 4 ) ( 1 )

341 15

(2)(1)

83+37

(3)|(1)

31 1

(1)

3 3 1 5 5

( 2 ) ( 1 )

215.151

(13)|(5)

366

(注)( )内 の数字は医療機関へ移送した患者数 (内数)

121

| 0

|

|

11 231 2

2
| 。
1  0

1(1)

|

| | | |

(1)|

|
|

| |

|

||  !

~~T~~T~
:  |

「

~■~~
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式典

I 式典関係の準備概要

1 式典関係会腱の開催
(1)県実行委員会式典事業専門委員会
① 第 1回 平成 13年 7月 10日
ア 式典事業推進スケジュールについて
イ 式典実施計画について

② 第 2回 平成 14年 2月 8日
ア 開会式実施計画案について
イ 閉会式実施計画案について

Ⅱ 式典出演団体

1 開会式
(1)開会式集団演技練習スケジュール

※各出演団体については、上記以外に各団体での練習会を実施しました。

(2)開会式総合リハーサルスケジュール

ウ 特別行事実施計画案について
エ シンポジウム実施計画案について

③ 第 3回 平成 14年 3月 4日
ア 開会式実施計画案について
イ 閉会式実施計画案について
ウ 特別行事実施計画案について
エ シンポジウム実施計画案について

2 出演団体の選考
第 2回式典事業専門委員会で承認を受け、平成 14年 2
月22日 以降、順次出演依頼を行った。

月 || 曜 日 時   間 内   容 場    所
4月 4月 7日 日

¨ 9:00～21:00 パトン合同練習会 広島県立総合体育館大アリーナ

5月 5月 6日 日
「 9:00～21:00 パトン合同練習会 広島県立総合体育館大アリーナ

6月 6月 22日 土 10100～ 16:00 マーチングバンド練習会 広島市立南観音小学校体育館
6月 29日 土 9:00～21:00 バトン合同練習会 広島県立総合体育館大アリーナ

7月 7月 6日 上 9:30～ 16:00 マーチングバンド練習会 広島市立南観音小学校体育館
7月 7日 ［

ロ 9:30～ 16:00
7月 27日 土 9:00～ 19:00

フィールドミュージカル合同練習会 広島県立広島女子大学体育館7月 28日 Ｈ

】 9:00～ 19:00
7 112911 日

¨
9:00～ 16:45

8月 8月 2日 金 9:00～19:00 フィールドミュージカル合同練習会 広島県立総合体育館大アリーナ

8月 26日 月 10:00～ 19:00 フィールドミュージカル/パトン練習会 1広島県立総合体育館大アリーナ
8月 28日 水 9:00～ 12:00 吹奏楽合同練習会 マツダ体育館

13:00～ 17:00 マーチングバンド練習会
9月 9月 9日 日

¨
16:00～ 21:00 フィールドミュージカル等合同練習会 広島県立総合体育館大アリーナ

9月 14日 土 10:00～ 17:00 フィールドミュージカル合同練習会 広島県立総合体育館小アリーナ

9月 16日 月 10:00～ 16:30 合唱合同練習会 広島県民文化センター

9月 17日 火 9:30～ 12:00 吹奏楽合同練習会 広島県立総合体育館小アリーナ

9月 21日 土 10:00～ 18:00 フィールドミュージカル/ボディパーカッション練習会 広島県立総合体育館大アリーナ
9月 22日 日 10:00～ 18:00 フィールドミュージカル合同練習会 広島広域公園第二球技場

9:00～ 19:00 バトン合同練習会 広島県立総合体育館大アリーナ

9月 29日 Ｈ

】 10:00～ 17:00 フィールドミュージカル合同練習会 広島広域公園陸上競技場

9月 9月 28日 土 9:00～ 15:00 第1回総合リハーサル 広島広域公園陸上競技場

10月 10月 4H 金 11:00～ 16:00 第2回総合リハーサル 広島広域公園陸上競技場

2 閉会式 (リ レーステージ)
閉会式 リハーサルスケジュール

10月
10月 7日 日

¨
16:00～ 18100 第 1回リハーサル 広島国際会議場

10H88 t 10 :00_13:30 SErJ/\_+irL

122

1広島国際会議場



3 出演団体一覧
(1)開会式出演団体一覧表

出 演 部 門 団 体 名 人  数
マーチ ングバ ン ド 広島市立大町小学校 41

バ トン・鼓笛

山陽女子高等学校 67

比治山女子中学・高等学校 42

安田女子中学校・高等学校 37

広島工業大学附属中学校・広島高等学校

広島パ トン 28

PL広島第一MBA 34

PL広島第二MBA 12

幾田バ トンスタジオ

ヨーコ・ラプ リーバ トン

実施種日紹介

グラウンド・ゴルフ 福山市立西小学校 20

ゲー トボール 竹原市立大乗小学校 26

壮年サッカー

広島市立大塚小学校 44

府中町立府中中央小学校 40

吉田町みつやの里フットボールクラブ 25

ソフ トパ レーボール 二次市立田幸小学校

女子ソフトボール 東広島市立造賀小学校 26

大和町立和木小学校 34

ラージボール卓球 因島市立土生小学校 14

因島市立因北小学校 12

ターゲットウ ―ヽ ドゴルフ 尾道市立原田中学校 23

男女滉合綱引 呉市立本通小学校 48

年齢別テニス 尾道市立原田中学校 23

4ffifl)t z r t:z 福山市立箕島小学校 16

バウン ドテニス 大野町立大野東中学校 24

年齢別バ ドミン トン 呉市立鍋小学校

壮年ボウリング 広島市立大塚小学校 44

マスターズ陸上競技 広島市立大塚小学校 44

インデ ィアカ 廿日市市立四季が丘中学校 19

フォークダンス 安浦町子ども会連合会 40

エアロビック

豊平町立豊平南小学校 19

豊平町立豊平西小学校 14

豊平町立豊平東小学校 10

トランポリン 新市町 トランポリンクラブ 20

合 唱

崇徳高等学校 55

広島工業大学附属広島高等学校 12

広島城北高等学校 150
個人参加 283

吹奏楽
広島県警察音楽隊 30

広島市消防音楽隊 46

フィール ドアー ト
広島市立日浦中学校 200
十日市市立四季が丘中学校 200

風船放天

占島幼稚園 (保護者含む) 210
みみょう幼稚園 ( ) 140
ひとみ幼稚園 ( ) 52

光輪幼稚園 ( ) 210
山 11短期大学附属広島幼稚回 ( ) 154
安田女子大学付属幼稚園 ( ) 120
ほうりん沼田幼稚園 ( ) 300
虹山幼稚園 ( ) 160

)安佐幼稚園 ( 76

123

ヽ

27

25
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風船放天 五月が丘幼稚園 (保護者含む ) 200

国旗・祭典旗・県旗 入場・掲揚
日本ボーイスカウ ト広島県連盟

ガールスカウ トロ本連盟広島県支部

19

ヒューマンアー ト

広島県立広島皆実高等学校 430
広島県立広島観音高等学校 323
広島県立廿日市高等学校 399
広島県立安古市高等学校 396
広島県 ′広島片11高 等学校 357
広島県立廿 ll市 西高等学校 390
広島県 ケ祗団北高等学校 358
広島県立広島工業高等学校

プラカード保持 広島県立広島皆実高等学校 50

FUNKY JAM KID・ S(ス タジオY)
YSK新体操 クラブ

五日市ジュニアジャズダンスクラブ

海田町立海田中学校新体操クラブ

かわせみキッズクラブ

ケイダンスカンパニー

己斐ダンス Jr
小井手学園広島フアッンョンビジネス専門学校

フィール ドミュージカル

ーいのちの旅～
小井手学園広島フアッンョンビジネス専門学校

高等課程タレントコース

チャイル ド新体操 クラプ

トライスターアカデ ミー

トリムハウスオープンスクール

広島コンピュータ専門学校

府中・府中南新体操クラブ

五日市ジュニア新体操クラブ

広島県立海田高等学校新体操部

広島県立熊野高等学校新体操部

30

34

140

28

45

48

l 0

15

21

33

10

()

ボディパーカッション

t) -r- |
ボディパーカッション協会 山田俊之

インス トラクター 個人参加 200
アクションリーダー 1 広島県立広島国泰寺高等学校 360

ヤングマン2002
西城秀樹

上綱克彦&レ イニーウッズ

司会・進行 風見しんご、森好香、森本愛 3

合 lil

(2)閉会式 (リ レーステージ)出演団体一覧表
出 演 部 門 団 体 名 人  数

祭典賛歌 広島交響楽団 40

パンフルー ト演奏 岩田英憲

エレク トーン演奏 藤原由紀

合唱 ジュピター少年少女合唱団 50

キッズパフォーマンス
トライスターアカデ ミー 50

個人参加 10

祭典旗リレー スポレクはじけ隊

詩の朗読 スポ レクは じけ隊 `,

司会者 問 田 洋 14

香川県ア トラクション (財 )少林寺拳法連盟 10
ノ、 計 169

124

399

1 7,660



ヽ種目交流

I 開催種目

1 種目別大会会場地の選考・決定
(1)市町村説明会 (平 成 12年 1月 17・ 18・ 20・ 21日 )
祭典の概要、種目別大会開催希望種目の意向調査

(2)第 4回準備連絡会 (平成 12年 3月 17日 )
祭典基本構想案、種目別大会実施種目の検討

(3)市町村ヒアリング (平成 12年 4月 ～9月 )
(4)第 1回県準備委員会開催 (平成 12年 6月 14日 )
種目別大会実施種目広島県案の承認

(5)第 1回企画検討委員会開催 (平成 12年 6月 14日 )
種目別大会会場地の選定方針、祭典基本計画の策定

(6)第 2回企画検討委員会開催 (平成 12年 9月 25日 )
種目別大会会場地の選考

(7)第 2回県準備委員会開催 (平成 12年 10月 24日 )
種目別大会実施種日、会場地の決定

2 種目別大会開催準備
(1)県実行委員会種目交流専門委員会の開催
第 1回 (平成 13年 6月 28日 )
種目別大会実施計画、種目別大会実施要項、協賛事

業の審議

第 2回 (平成 14年 2月 26日 )
種目別大会実施要項、種目別大会参加申込書、種目

別大会各実施要領の審議

(2)会場地市町及び種目団体合同会議の開催
第 1回 (平成 12年 10月 31日 )
祭典基本構想、種目別大会等

第 2回 (平成 13年 2月 21日 )
種目別大会、会場地市町実行委員会、協賛事業等

第 3回 (平成 13年 6月 28日 )
種日別大会実施計画、種目別大会実施要項作成方法、

種目別大会運営補助金等

第 4回 (平成 13年 10月 10日 )
種目別大会参加申込書作成方法、表彰状、委嘱状、

ゼッケン等

第 5回 (平成 14年 2月 28日 )
種目別大会実施要項、種目別大会参加申込書、種目

別大会開催事業補助金等

第 6回 (平成 14年 4月 18日 )
種目別大会各種実施要領、種目別大会組合せ抽選会

実施要領、種目別大会資格審査及び選手変更、種目

別大会運営マニュアル等

第 7回 (平成 14年 6月 21日 )
種目別大会プログラム作成、都道府県担当者マニュ

アル作成、表彰状・ゼッケン・式典旗作成、種目別

大会記録センター等

第 8回 (平成 14年 8月 22日 )
種目別大会等

(3)会場地市町連絡会の開催
第 1回 (平成 14年 4月 18日 )
種日別大会開催事業補助金、宿泊輸送、広報、式典、

総務

第 2回 (平成 14年 6月 21日 )
式典、宿泊輸送、広報、総務

第 3回 (平成 14年 8月 22日 )
宿泊輸送、総務

3 種目別大会開催
(1)参 1″ 者の募集
種目別大会実施要項及び都道府県代表参加種目申込書・

フリー参加種目募集要項全国発送、参加者募集開始

(平成 14年 5月 16日 )
ア 都道府県代表参加種目 (7月 10日 申込締切り)
イ フリー参1″種日 (7月 31日 ・ 8月 10日 ・ 8月 31

日申込締切り)

(2)組み合わせ抽選会
各会場地市町実行委員会主催で実施 (平成 14年 7月
18日 ～8月 6日 )
抽選結果を全国発送 (8月 19日 )

(3)種 目別大会プログラム

各会場地市町実行委員会で作成及び全国発送

(平成 14年 9月 )
(4)記録センターの設置
ア 期  間
平成 14年 10月 5日 ～ 10月 8日
イ 場  所
全国スポレク祭広島県実行委員会事務局

広島市中区中町 8-18ク リスタルプラザ 12階
ウ 記録の報告
6グループ別に会場地市町実行委員会からファック

スで送付(大会開始・進行状況・大会結果報告等)

工 記録の配布
・大会期間中は、要求のあった報道機関や各都道府県

教育委員会事務局等
・大会終了後は、速報(大会結果等)を各都道府県教育

委員会事務局へ送付 (平成 14年 10月 11日 )
・大会記録報告書を全国発送 (平成 14年 12月 24日 )

Ⅱ 国際交流

1 日韓スポーツ交流事業
(1)主 催  (財)日 本体育協会
(2)主 管
ア 派遣 (財)広島県体育協会 (平成 13・ 14年度)

(財)二重県体育協会 (平成 13年度)
(財)香川県体育協会 (平成 14年度)

イ 受入 (財)広島県体育協会 (平成 14年度)
(3)事業内容
ア 平成 13年度派遣事業
(ア )期間 平成 13年 6月 4日 ～6月 20日
(イ )対象 広島県と二重県の成人男女 112名
(ウ )競技 8競技 (う ち広島県 3競技 :陸上競技、

テニス、バドミントン)

(工 )会場 大韓民国 済州島
イ 平成 14年度派遣事業
(ア )平成 14年 4月 25日 ～5月 1日
(イ )対象 広島県と香川県の成人男女 112名
(ウ )競技 8競技 (う ち広島県 5競技 :サ ッカー、卓球、

ソフトテニス、ポウリング、ゲートボール)
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準備概要/ 種目交流
(工 )会場 大韓民国 忠清北道及びソウル市
ウ 平成 14年度受入事業
(ア )期間 平成 14年 10月 4日 ～ 10月 10日
(イ )対象 韓国の成人男女 112名及び本部役員

5名 計 117名
(ウ )競技  8競技 (陸上競技、テニス、バ ドミントン、

サッカー、卓球、ソフ トテニス、ポウリン

グ、ゲー トボール)

(工 )会場 広島県内各会場地

2 参加内容
受付案内、接待、開始式、表彰式、記録掲示、会場美化、

プランター等花づくり、駐車場、サービスコーナー、弁

当配布、出店、ニュースポーツ体験コーナー、輸送バス

添乗、広報、観光案内等

3 参加状況
延べ参加者総数 5,240名

V 協賛事業開催準備

Ⅲ 種目別大会への協力参加

1 協力団体
(社 )広島県柔道接骨師会
(社 )広島県鍼灸マッサージ師会
(社 )広島県鍼灸師会
2 支援内容
・広島県柔道接骨師会 :負傷防止のためのテービング施

術等

・広島県鍼灸マッサージ師会 :疲労回復促進のための鍼

灸マッサージ施術等

・広島県鍼灸師会 :疲労回復促進のための鍼灸施術等

3 参加状況
10/6 10/7

1 開催希望目査 (平成 13年 4月 3日 ～ 10月 31日 )
(1)加盟団体への開催希望調査
(財 )日本レクリエーション協会、(財 )広島県体育協
協会、広島県レクリエーション協会

(2)県内全市町村、関係団体等への開催希望調査
86市町村、県内スポーツ・レクリエーション関係施
設、他主管団体等

2 市町村説明会 (平成 13年 4月 9日 ～5月 8日 )
趣旨、事業内容、期間、スケジュール等

3 種目交流専門委員会で検討、県案の決定
4 名義使用承認申睛
(1)名義の使用承認申請書の集約及び一括申請 (文部科学省)
・第一次申請 (平成 13年 8月 3日 )
・第二次申請 (平成 13年 12月 25日 )
(2)名義の使用承認 (文部科学省)
・第一次承認 (平成 13年 9月 7日 )
・第二次承認 (平成 14年 2月 12日 )
5 事業内容
(1)市町村等主催事業  178事 業 (県内86市町村)
(2)施設・種目団体等主催事業  80事 業
6 役割分担
(1)主催者 (市町村、施設・種目団体等)
ア 実施要項の作成及び参加者の募集
イ 参加料の徴収及び開催経費負担
ウ 事業の運営管理及び安全対策並びに応急処置
工 参加者、役員の輸送宿泊
(2)県実行委員会
ア 会場地市町村の紹介・斡旋 (種目団体主催事業)
イ 協賛事業のPR
ウ 開催支援の物品提供 (大会名入り横断幕、アービー
マスコット人形等)

柔

柔

柔

人

柔=
マ =

鍼=

(社 )

(社 )

(社 )

広島県柔道接骨師会……………

広島県鍼灸マッサージ師会…

広島県鍼灸師会…………………

(参加総数 74人 )
(参加総数 23人 )
(参加総数 18人 )

参加者・団体

一般ボランティア、ボランティア連絡協議会、女性会、体育

協会、体育指導委員協議会、学区体育連合、子ども会関係、

PTA関係、老人クラブ、シルバー人材センター、消防団、商

工会、地域スポーツクラブ関係、公衆衛生推進協議会、区

長会、JA、 漁協、観光協会、保・幼・4い 中・高校生等

種  目 (会 場 地 )
|

10/5

特 別 行 事 柔 柔

グラウンド・ゴルフ (福山市)|

壮年サッカー   (広 島市) 1柔
壮年サッカー   (府 中町) 柔

柔

ソフトパレーボール (二次市) | マ

女子ソフトボール (東広島市) 柔

男女混合綱引 (呉市 )
|

柔
|

年齢別ソフトテニス (福山市) 柔

ttr>t+=7 (*}Yq) 
I

マ

+ffiEU,rf irf) (Rfi) 
| 柔

|

壮年ボウリング  (広島市) 柔

マスターズ陸上競技 (広島市) 柔
"

インディアカ  (廿日市市) 柔

マスターズ水泳   (広島市) マ・鍼

参 加 人 数
11人 89人
115人
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壮年サッカー   (吉 田町 )

Ⅳ 種目別大会へのボランティア参加 (各会場地市町)



資料

第15回全国スポーツ 。レクリエーション祭

準備経過の概要

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭準備連絡

会 (第 4回 )開催

・基本構想案、会期及び種目別大会実施種目

について

・準備委員会の設立について

広島県教育委員会事務局スポーツ振興課内に

全国スポーツ・レクリエーション祭準備室を設置

(10名 体制 )

主催団体への進捗状況報告

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県準

備委員会 (第 1回 )開催
・平成12年度事業計画、平成12年度収支予算、

基本構想、会期、種目別大会実施種目広島

県来の決定

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭企画検討

委員会 (第 1回 )開催

・企画検討委員会の運営、スローガン・マスコツト

の募集、種目別大会会場地の選定、基本計

画の策定について協議

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭連絡協議

会 (主催5者協議会)(第 1回 )開催

・基本構想、会期、種目別大会実施種目決定

スローガン及びマスコットの募集開始 (～ 8月 31日 )

二重県(第 14回祭典)開催準備状況調査

石川県(第 13回祭典)開催準備状況調査

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭企画検討

委員会委員により、マスコット事前審査

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭企画検討

委員会 (第 2回 )開催

・種目別大会会場地、スローガン・マスコットの募

集結果について報告

・基本計画の策定について協議

・スローガン・マスコットの選考及びマスコット愛

称募集の基本方針について協議

第13回全国スポーツ・レクリエーション祭 (石川県

開催)視察、特別行事出展

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県準

備委員会 (第 2回 )開催

・種目別大会実施種目及び会場地の決定、ス

ローガン及びマスコットの決定

・基本計画の策定について協議

会場地市町及び種目団体合同会議 (第 1回 )

開催
・第15回全国スポーツ・レクリエーション祭基本

構想等について

・種目別大会について

主催団体への進捗状況報告

マスコット愛称の募集開始 (～平成13年 1月 19日 )

総合企画選定委員会開催
・基本計画策定業務企画コンペ実施

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭企画検討

委員会 (第 3回 )開催

ヽ

平成6年  6月 全国スポーツ・レクリエーション祭の誘致について

調査開始

第8回全国スポーツ・レクリエーション祭 (奈良県

開催)視察

文部省へ平成15年度の全国スポーツ・レクリエー

ション祭開催要望書を提出

第9回全国スポーツ・レクリエーンョン祭 (群馬県

開催)視察

文部省から平成14年度開催可否の打診

第10回全国スポーツ・レクリエーション祭 (沖縄県

開催)視察

都道府県・指定都市教育委員会 体育・スポーツ・

保健・給食主管課長会議で、文部省から第15回

全国スポーツ・レクリエーション祭の広島県開催予

定を発表

文部省へ第15回全国スポーツ・レクリエーション

祭開催申請書を提出

第11回全国スポーツ・レクリエーション祭 (岐阜県

開催)視察

文部省体育局長から広島県知事へ祭典の開催

内定書を交付

広島県教育委員会事務局スポーツ振興課内に

全国スポーツ・レクリエーション祭担当2名を配置

二重県 (第 14回祭典)開催準備状況調査

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭準備

連絡会 (第 1回 )開催

・全国スポレク祭の概要について

・準備連絡会の運営について

石川県 (第 13回祭典)開催準備状況調査

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭準備連

絡会 (第 2回 )開催

・基本構想素案について

・名称、主会場、会期、種目別大会について

・スローガン、マスコット制定の基本方針について

第12回全国スポーツ・レクリエーション祭 (山形県

開催)視察、特別行事出展

主催団体への進捗状況報告

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭準備連

絡会 (第 3回 )開催

・基本構想案について

・市町村の種目別大会開催希望種目の意向

調査について

市町村説明会 (二次会場)開催

・全国スポレク祭の概要について

・種目別大会開催希望種目意向調査について

(1月 18日 広島会場、1月 20日 福山会場、

1月 21日 三原会場においても同様に開催)

山形県(第 12回祭典)開催準備状況調査

主催団体への進捗状況報告

3月 17日

4月  1日

6月 20日

平成7年  9月 30日

～10月 3日

平成8年  3月 21日

11月  2日

- 5日

平成9年 10月 13日

ll月 15日

～18日

平成10年 1月 29日

6月  7日

～ 8日

6月 14日

8月 18日

平成11年 4月 1日

10月  3日

- 6日

11月 11日

4月 22日

7月 14日

8月 31日

9月  9日

7月  1日

7月 13日

8月  1日

9月 12日

9月 30日

-10月 3日

10月 24日

`,月

25日

10月 31日

平成12年 1月 17日

10月 16日

-19日

10月 28日

～29日

11月 25日

11月 16日

～17日

12月  1日

平成 13年 1月 18日

2月 17日

3月  1日

～ 2日

2月 15日
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ア

平成13年 2月 15R

2月 21:l

3月 6日

3月 7「 I

3月 21H

6月 27日

6月 28日

7月  1日

7月 3日

7月 5日

7月 6日

7月 10日

6月 26日

8月  5日

・基本計画策定企画コンペ及びマスコット愛称

募集結果について報告
・基本計画案について協議
・マスコットの愛称について協議・決定

会場地市町及び種目団体合同会議 (第 2回 )開催
・第15回全国スポレク祭開催準備について

・第15回全国スポレク祭種目別大会について

・会場地市町実行委員会について

・協賛事業について

第15回全国スポーツ・レクリエ~ンョン祭企画検

討委員会 (第 4回 )開催

・基本計画案について協議
・業務別計画案について協議

石川県 (第 13回祭典)開催準備状況調査

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県

準備委員会 (第 3回 )開催
・平成12年度事業報告、平成12年度収支決

算 (見込み)の承認
・基本計画の策定
・広報・宿泊・輸送交通・医事衛生計画の策定
・実行委員会の設立及び準備委員会の解散

について協議

広島県教育委員会事務局に全国スポーツ・レクリ
エーション祭事務局を設置 (20名体制)

協賛事業開催希望調査実施 (～ 10月 31日 )

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(神辺町 マラソン)
第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(尾道市 年齢別テニス)
二重県(第 14回祭典)開催準備状況調査

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(大和町 女子ソフトボール)
第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県

実行委員会設立総会開催
・開催準備経過慨要及び基本計画の概要に

ついて報告
・広島県実行委員会会則、平成13年度事業

計画、平成13年度収支予算について承認
・スローガン・マスコットマスコット愛称入選作品

表彰

十日市市実行委員会設立

熊野町実行委員会設立

協賛事業第1次募集開始 (～ 7月 31日 )

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(大和町 女子ソフトポール)
第15回全国スポーツ・レクリエーション祭連絡協

議会 (主催5者協議会)(第 2回 )開催

・開催準備状況説明

豊平町実行委員会設立

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(熊野町 太極拳)
種目交流専門委員会 (第 1回 )開催
・種目別大会実施計画案、種目別大会実施要

項案について協議

企画広報専門委員会(第 1回 )開催
・企画広報実施計画案、キャンペーンスタッフの

呼称について、企業協賛募集計画案につい

て協議

新市町実行委員会設立

安浦町実行委員会設立

会場地市町及び種目団体合同会議 (第 3回 )開催
・種目別大会実施計画について

・種目別大会実施要項作成方法について

・種目別大会実施運営補助金について ほか
福山市実行委員会設立

キャンペーンスタッフ募集開始 (～ 7月 31日 )

広島市実行委員会設立

宿泊輸送専門委員会 (第 1回 )開催
・安全管理計画案、宿泊要項、輸送交通要項、

医事衛生要項、安全管理要項の策定につい

て協議

呉市実行委員会設立

式典事業専門委員会 (第 1回 )開催
・式典事業推進スケジュール及び式典実施計

画について協議

尾道市実行委員会設立

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(広島市 マスターズ陸上競技 )
三次市実行委員会設立

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(安浦町 フォークダンス)
協賛事業第2次募集開始 (～ 11月 30日 )

大野町実行委員会設立

協賛事業名義使用申請 (第 1次分 208事業)
第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(福山市 グラウンド・ゴルフ、年齢別ソフトテニス)
キャンペーンスタッフ第1次審査実施

キャンペーンスタッフ第2次審査実施

竹原市実行委員会設立

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(廿日市市 インディアカ)
キャンペーンスタッフ決定
・スポレクキャンペーン隊 (来んさい大使、しんさ

い大使、はじけんさい大使)

因島市実行委員会設立

協賛事業名義使用承認 (第 1次分 208事業)

東広島市実行委員会設立

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(呉市 年齢別バドミントン)
スポレクキャンペーン隊委嘱状交付式

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(東広島市 女子ソフトボール、広島市 エスキ
ーテニス)

大和町実行委員会設立

坂町実行委員会設立

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭1年前W
EEKとしてPR実施

4月  1:,

5月 3日

- 6日

5月 11日

～12日

5月 19日

7月 11日

7月 14日

～15日

7月 23日

7月 28日

-29日

8月  1日

8月  3日

4月 3日

4月 15日

5日 21日 8月  7日

8月 21日

8月 24日

8月 26日

5月 23日

5月 31日

6月  1日

6月 3日

8月 28日

9月  8日

8月 31日

9月  7日

6月  311 9月 28日

9月 30日

6月 13日

6月 24H
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6月 25「 l

10月  4日

10月  5日

10月  7日

-13日
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・2001ね んりんピックさわやか健康フェスティ

パルステージ出演 (8日 )及び会場内ブース

でのPR(7～ 9日 )

ッ ャレオ中央広場での1年前式典及びPR
(10日 )

・広島スタジアム サンフレッチェJリーグ公式戦
て`
`り

PR(13日 )

会場地市町及び種目団体合同会議 (第 4回 )開催

・県実行委員会準備状況について

・種目別大会実施要項、参加申込書について

・表彰状、委嘱状、ゼッケンの作成について

・日韓スポーツ交流事業について ほか
第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(豊平町 エアロビック)
広告塔設置 (JR広島駅、平和大通り、五日市IC、

広島市役所、商エセンター)

PR看板設置 (県庁)

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(尾道市 ターゲットパードゴルフ)
神辺町実行委員会設立

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(尾道市 サイクリング)
三原市実行委員会設立

府中町実行委員会設立

吉田町実行委員会設立

第14回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク

2001みえ」視察、特別行事出展・出演、閉会式

出席
・次期開催県としてのPR
・閉会式 (リレーステージ)にて「祭典旗」引継ぎ

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(坂町 マラソン)
第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(竹原市 ゲートボール)
第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(二原市 3B体操 )
第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(二次市 ソフトパレーボール)
第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県

実行委員会常任委員会 (第 1回 )開催

・平成13年度開催準備経過概要、平成13年

度広報活動概要、協賛事業、式典実施計画

「検討案」について報告

・種目別大会実施計画案、宿泊要項案、輸送

交通要項案、医事衛生要項案、安全管理要

項案について協議

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(新市町 トランポリン)
第15回祭典種日別リハーサル大会実施

(呉市 男女混合綱引)
第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(安浦町 フォークダンス)
二重県 (第 14回祭典)開催状況調査

瀬戸田町実行委員会設立

協賛事業名義使用申請 (第 2次分 45事業)

協賛事業スタート(～ 10月 8日まで県内全市町村

で開催)

第15回全国スポーツ・レクリエ~ンョン祭「新春PR
イベント」開催
・広島駅南口地 下広場において、残日計の除

幕式、スポレクはじけ隊によるボディパーカッシ

ョン、スポレク種目紹介、ニュースポーツ体験コ

ーナーなどを実施

残日計設置 (県庁正面玄関ロビー)

第7回全国都道府県対抗男子駅伝競走大会開

催記念「駅伝ふるさとひろば」においてPRを実施

「第5回島根ふるさとフェア」においてPRを実施

・広島県ブースヘの出展、ステージでのPR
スポレクマガジン(第 1号 )発行 (以降第8号まで

毎月20日発行)

平成14年度東京広島県人会総会・懇親会にお

いてPRを実施

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(広島市 壮年ボウリング)
式典事業専門委員会 (第 2回 )開催

・開会式実施計画案、閉会式実施計画案、特

別行事実施計画案、シンポジウム実施計画案

について協議

協賛事業名義使用承認 (第 2次分 45事業)

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(因島市 ラージポール卓球)
第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(広島市 マスターズ水泳)
種目交流専門委員会 (第 2回 )開催

・種目別大会実施要項及び種目別大会参加申

込書、種目別大会プログラム作成要領、種目

別大会組合せ抽選会要領、表彰式・大会役

員等委嘱状・ゼッケン作成について協議

会場地市町及び種目団体合同会議 (第 5回 )開催

・県実行委員会準備状況について

・種目別大会実施要項、参加申込書について

・種目別大会開催事業補助金について

・式典、広報、宿泊輸送について ほか
日韓スポーツ交流事業説明会 (第 1回 )開催

(日本体育協会、広島県体育協会主催)

第15回祭典種目別リハーサル大会実施

(大野町 バウンドテニス)
式典事業専門委員会 (第 3回 )開催

・開会式実施計画案、閉会式実施計画案、特

別行事実施計画案、シンポジウム実施計画案

について協議

企画広報専門委員会 (第 2回 )開催

・祭典実施要項案、祭典役員編成案・招待者

基準案、平成14年度広報実施計画案につい

て協議

第14回全国スポーツ・レクリエーション祭連絡協議

会 (主催5者協議会)に出席

12月 18日

12月 25日

平成 14年 1月 1日

10,110日

10月 14日

10月 16日

1月 19日

1月 19日

-20日

1月 20日

1月 23日

2月 3日

2月 8日

1,15日

2'i26日

2月 28日

10,121日

10月 25日

10月 28日

11サ 1 5日

ll,1 8日

11,110日

～13日

2月 12日

2月 24日

11月 18日

11月 19日

11月 23日

11月 25日

11月 26日

3月  3日

3月 4日

12月  2日

13月 8日

12月 13日

～14日

3月 11日

129

¬



/ 資料

平成14年 3月 18日

3月 25日

文部科学省が第 15回全国スポーツ・レクリエ

ーション祭会場等事前視察

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県

実行委員会常任委員会 (第 2回 )開催

・開催準備経過概要、協賛事業第2次承認分

について報告

・祭典実施要項、式典実施計画、種目別大会

実施要項及び種目別大会参加申込書、祭典

役員編成基準及び招待者基準について協議

全国スポーツ・レクリエーション祭事務局内にトラ

ベルセンターを設置

バトン合同練習会

会場地市町連絡会 (第 1回 )開催

・種目別大会開催事業補助金について

・宿泊輸送、広報、式典、総務について

会場地市町及び種目団体合同会議 (第 6回 )開催

・種目別大会各種実施要領について

・種目別大会プログラム作成要領について

・種目別大会組合せ抽選会実施要領について

・種目別大会「都道府県代表参加種目」の資

格審査及び選手変更について
・種目別大会運営マニュアル作成について ほか

日韓スポーツ交流事業説明会 (第 2回 )開催

(広島県体育協会主催)

2002ひろしまフラヮーフェスティバルにおいてPR
を実施
・平和大通リパレード(3日、5日 )
・プース運営 (ニュースポーツサーキットやスポレ

ク展示コーナー)
・ステージでのPR(3日、5日 )
バトン合同練習会

「福山ばら祭2002」 においてPRを実施
・ステージでのPRやプース運営

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県

実行委員会総会 (第 2回 )開催
・平成13年度事業報告、平成13年度収支決

算、平成14年度事業計画、平成 14年度収支

予算の承認

「スポレク広島2002」 ボランティア募集開始

(～ 6月 28日 )

文部科学省スポーツ・青少年局長より第15回全

国スポーツ・レクリエーション祭開催地決定書交付

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭連絡協

議会 (主催5者協議会)(第 3回 )開催
・開催準備状況説明

「スポレクキャラバン隊」として、県教育委員会生

涯学習部長とスポレクキャンペーン隊が種目別大

会会場地市町を訪問(6月 13日、17日、18日も)

首都圏マスコミ関係者を対象にした「中国五県観

光情報交換会」においてPRを実施

会場地市町連絡会 (第 2回 )開催
・総務、宿泊輸送、広報について

会場地市町及び種目団体合同会議 (第 7回 )開催
・種目別大会について

県政記者クラブ幹事社との打ち合わせ

幼稚園連盟出演者説明会開催

種日別大会組合せ抽選会を実施 (各会場地市町)

県立西条農業高校において、開会式会場を飾る

飾花をプランターヘ植替え

フィールドミュージカル合同練習会

6月 22日

6月 25日

～27日

6月 28日

6月 29日

4月 7日

4月 18日

5月  3日

～ 5日

5月 6日

5月 18日

～19日

5月 31日

6月  3日

6月  4日

6月 6日

4月  1日

6月 1211

7月 2日

7月 6日

-7日

7月 12日

7月 15日

7月 18日

-8月 6日

7月 24日

7月 27日

～29日

7月 30日

8月 2日

8月 10日

8月  1日

8月 22日

8月 26日

8月 27日
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6月 20日

6月 21日

8月 28日

9月 4日

9月 6日

・種目別大会賞状、ゼッケン、式典旗について

・種目別大会記録センターについて ほか
日韓スポーツ交流事業説明会 (第 3回 )開催

(広島県体育協会主催 )

マーチングバンド練習会

スポレク祭及び 100日 前イベントをPRするため、ス

ポレクキャンペーン隊がマスコミを訪問

スポレク昼食弁当献立検討会開催

バトン合同練習会

100日前イベントの実施 (県体育協会他主催の
「スポーツフェスタ2002」 と同時開催 場所:広
島広域公園)
・ステージでのPR
・「スポレク広島2002」 PRブース運営 (紹介パ

ネル展示、記念撮影、サンプリング)
・スポレク察実施種目体験コーナー

宿泊施設説明会開催 (広島会場 )

8日 (福山会場 )、 11日 (呉会場)も開催

マーチングバント導束習会

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実

施本部設置(11部 26班73係 )

開会式、シンポジウム、閉会式入場者募集開始

(～ 8月 31日 )

フィールドミュージカル合同練習会

「2002ひろしま夏まつり太田川花火大会」にお
いてPRを実施

会場地市町連絡会 (第 3回 )開催
・宿泊輸送について

会場地市町及び種目団体合同会議 (第 8回 )開催
・種目別大会について最終確認

日韓スポーツ交流事業説明会 (第 4回 )開催

(広島県体育協会主催 )

フィールドミュージカル/バトン練習会
平和大通り他に広報用バナー掲出(～ 10月 8日 )
・平和大通り、広島駅前、新幹線回、本通り、福

山駅前周辺他に612枚掲出

特別行事出展者説明会開催

吹奏楽合同練習会、マーチングバンド練習会

シンポジウム会場 (ふくやま芸術文化ホール)現地

調査

lヵ月前イベントの実施
・JR広島駅南口 広島電鉄電車乗降所付近
において、広電路面電車「スボレク・アービー号」

の出発式 (運行期間:9月 6日～10月 8日 )
・広島駅地下広場「エールエール」において、



ヽ

9月  7日

9月  9日

9月 14日

9月 16日

9月 17日

9月 18日

9月 19日

lヵ月前式典及びアトラクション

・「スポレク広島2002」 紹介パネル及びモニ

ュメント展示

「スポレク広島2002」 ボランティア説明会開催

フィールドミュージカル等合同練習会

フィールドミュージカル合同練習会

合唱合同練習会

吹奏楽合同練習会

報道関係者来会調査実施 (9月 27日締切)

日韓スポーツ交流事業説明会 (第 5回 )開催

(広島県体育協会主催)

フィールドミュージカル/ボディパーカッション練習会
テレビCMスポット放映開始 (～ 10月 4日 )

フィールドミュージカル合同練習会、バトン合同

練習会

JR西日本路線県内10駅に歓迎バナー掲出

(～ 10月 8日 )

報道説明会の開催

・取材要領の配布・説明、参加選手等に関す

る資料提供 ほか
開会式‐特別行事会場 (広島広域公園)内に歓

迎用バナー取り付け、掲出(～ 10月 8日 )

開会式総合リハーサル (第 1回 )を実施

フィールドミュージカル合同練習会

JR西日本路線県内13駅に歓迎看板等の設置

(～ 10月 8日 )

開会式総合リハーサル(第 2回 )を実施

「スポレク広島2002」 案内所を設置

・JR広島駅、広島空港、種目別大会各会場地

市町最寄り駅など

プレスセンター、記録センターを開設

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク

広島2002」 開催
・開会式

10月 5日 (土)広島広域公園陸上競技場
・特別行事

10月 5日 (土 )～ 6日 (日)広島広域公園
・シンポジウム

10月 6日 (日)ふくやま芸術文化ホール
・種目別大会

10月 5日 (日 )～ 8日 (火)各会場地市町
・閉会式

10月 8日 (火)広島国際会議場
閉会式リハーサル実施

閉会式当日リハーサル実施

会場地市町及び種目団体合同会議 (第 9回 )開催
・報告書類の提出について
・種目別大会についての実施状況調査につい

て ほか
第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県

実施本部解散

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭連絡協

議会 (主催5者協議会)(第4回)開催
・祭典実施報告

3月 20日 第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実

行委員会総会 (第 3回 )開催
・平成14年度事業報告及び収支決算 (見込み)

を承認
・平成14年度収支決算の確定に関する権限

の委任を承認
・広島県実行委員会解散

9月 21日

9822日

9月 26日

9月 27日

9月 28日

9月 29日

10月  3日

10月 4日

10月 4日

- 8日

10月  5日

- 8日

10月  7日

10月  8日

10月 18日

10月 31日

平成15年 3月 14日
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全国スポーツ・レクリエーション祭開催要綱

昭和 63年 4月 7日
文 部 大 臣 裁 定

最 近 改 正

平成 13年 1月 6日

1 総則
全国スポーツ・レクリエーション祭 (以下「祭典」という。)

の開催については、この開催要綱の定めるところによる。

2 題旨
祭典は、広く国民にスポーツ・レクリエーション活動を

全国的な規模で実践する場を提供することにより、国民一

人ひとりのスポーツ・レクリエーション活動への参加意欲

を喚起し、もって国民の生涯を通じたスポーツ・レクリエ

ーション活動の振興に資することを目的とする。

3 主催者
主催者は、文部科学省、開催地都道府県 (開催地が地方

自治法第252条の19第 1項の指定都市の区域である場合には、

開催地指定都市及び当該指定都市の所在する都道府県。以

下同じ。)、 (財 )日 本体育協会、(財 )日 本レクリエーンョ

ン協会及び (社 )全国体育指導委員連合とする。
ただし、 種目別大会等については、各種目団体、会場
地市町村及びその他この祭典の趣旨に賛同する団体を加え

ることができる。

4 開催地
開催地は、開催を希望する都道府県又は地方自治法第

252条の19第 1項の指定都市の区域のうちから、文部科学大

臣が決定する。

5 実施事業
祭典は、主催者が実施する主催事業及びスポーツ・レク

リエーンョン関係団体等が実施する協賛事業とする。

6 開催期間
主催事業は、特別行事を除き、原則として4日 間程度と

する。

フ 全国スポーツ・レクリエーション祭連絡協議会
文部科学省に祭典を円滑に実行し及び必要な連絡調整を

行うため、原則として、文部科学省、開催地都道府県、

(財)日 本体育協会、 (財 )日 本レクリエーション協会及び

(社)全国体育指導委員連合をもって構成する全国スポーツ・

レクリエーション祭連絡協議会を置く。

8 全国スポーツ・レクリエーション祭都道府県組織
開催地都道府県は、全国スポーツ・レクリエーション祭

都道府県実行委員会その他祭典を実施するために必要な組

織を整備するものとする。

9 事業内容
(1)主催事業
ア.開閉会式

広く国民が参加できるようスポーツ・レクリエー

ションの祭典にふさわしい楽しい内容とする。

イ.特別行事
国民のスポーツ・レクリエーション活動に対する

関心を高めるため、各種交流の場を提供する。

ウ.種目別大会

実施種目は、スポーツ・レクリエーション種目であ

って、広く国民が、各年齢層に応じて楽しく参加でき

るものとする。

工.シ ンポジウム

スポーツ・レクリエーション活動を実践する重要性

や生涯スポーツの意義について、広く国民の関心を喚

起するとともに、その振興の在り方を探る内容とする。

(2)協賛事業
スポーツ・レクリエーション関係団体等が、祭典の趣

旨に賛同して実施する関連事業を、協賛事業として文部

科学大臣が承認する。

10 補則
この開催要綱に定めるもののほか、祭典の開催及び運営に

必要な事項は、文部科学省スポーツ・青少年局長が定める。

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭実施要項

平成 14年 3月 25日
第 15回全国スポーツ・レクリエ~ン ョン祭

広島県実行委員会制定

1趣  旨
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭は、広く国
民にスポーツ・レクリエーション活動を全国的な規模で実

践する場を提供することにより、国民一人ひとりのスポー

ツ・レクリエーション活動への参加意欲を喚起し、もって

国民の生涯を通じたスポーツ・レクリエーション活動の振

興に資することを目的とする。

2 基本方針
全国から集う人々と県民との交流を図り、楽しさ。気軽

さ・感動を発見できる祭典とし、地域を豊かにするスポー

ツ・レクリエーション活動の振興を図る。

(1)楽 しさ (E■oyment)
「 “エンジョイ チャレンジ"ス ポーツ広島」という
21世紀の広島のスポーツ理念を生かし、スポーツ・レ
クリエーション活動の楽しさを発見できる祭典とする。

(2)気軽さ (Ea∝ )
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも行えるスポ

ーツ・レクリエーション活動の気軽さを発見できる祭典

とする。

(3)感 動 (Excitement)
広島の自然、歴史、文化、人々とふれあい、心うるお

う新たな感動を発見できる祭典とする。

3 名称、スローガン及びマスコツト
(1)名   称 第15回全国スポーツ・レクリエーション祭

「スポレク広島 2002」

(2)ス ローガン 「来んさい !しんさい 1は じけんさい !」
(3)マスコツト 「ア~ビ ~」

4 主催者
文部科学省、広島県、(財 )日本体育協会、(財)日本レ

クリエーション協会、(社)全国体育指導委員連合とする。

ただし特別行事、種目別大会等については、各種目団体、

会場地市町及びその他、この祭典の趣旨に賛同する団体を

加えることができる。
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5会  期
平成 14年 10月 5日 (土 )か ら10月 8日 (火)4日 間
6 事業内容
(1)主催事業
ア 開会式
(ア )方  針
① 祭典スローガン「来んさい 1しんさい 1は じけ
んさい 1」 を基調とし、観客と参加者の一人ひと

りが主体的に参加し、すべての人が感動を分かち

合うことのできる一体的な内容とする。

② 広島県の恵まれた自然、歴史と伝統に育まれた
文化と、スポーツ・レクリエーションの祭典にふ

きわしい躍動感の融合により「広島の活力」を全

国にアピールする。

(イ )期  日  平成 14年 10月 5日 (土 )
(ウ )会  場  広島広域公園陸上競技場

(広島ビッグアーチ)

イ 閉会式 (リ レーステージ)
(ア )方  針
① 祭典を振り返り、感謝の意を表すとともに、祭典
を支えた多くの人たちの共感を深め、新たな交流と

友好の輸を拡げるフィナーレにふさわしい内容とする。

② 次期開催県へ祭典旗とともに、広島大会の感動
を引継いでいただくことのできるセレモニーとする。

(イ )期  日  平成 14年 10月 8日 (火 )
(ウ )会  場  広島国際会議場 (フェニックスホール)
ウ 特別行事
(ア )方  針
① 生涯を通じたスポーツ・レクリエーション活動
に対する関心を高める場として、情報発信やニュ
ースポーツの体験・紹介などにより、楽しさと気

軽さを実感できる構成とする。

② 全国からの参加者と県民が気軽に参加し、交流

①都道府県代表参加種目

を深める場として、広島の郷土芸能や伝統工芸、特

産物の紹介などにより、広島らしさをアピールする。

③ 完全学校週 5日制の実施を踏まえ、家族や地域
で参加し、楽しめる内容とする。

(イ )期   日   ‐平成114`年 10月 5日 (土 )から10月 6日 (日 )
(ウ )会  場  広島広域公園内
エ シンポジウム
(ア )方  針
① スポーツ・レクリエーション活動を実践する重
要性や生涯スポーツの意義について、広く関心を

喚起するとともに、現実的な課題を抽出し、その

振興のあり方を探る内容とする。

② インターネットを活用し、各界の著名な実践者
の提言を発信し、その提言に対する幅広い意見交

換の中から「テーマ」を導くとともに、多くの人

が興味・関心を持ち、気軽に参加できる形態とする。

(イ )期   日  :平成 14年 10月 6日 (日 )
(ウ )会  場  ふくやま芸術文化ホール

(リ ーデンローズ)

オ 種目別大会
(ア )方  針
全国スポーツ・レクリエーション祭の趣旨に基づ

き、多くの人たちが年代に応じて楽しく参加できる

よう、次のことに配慮する。

① 勝敗のみにとらわれることなく、参加者が競技を
楽しむことができる、和やかな雰囲気となるよう、

日程や組合せを工夫する。

② 競技だけでなく、参加者同七や参加者と県民が友
好を深め、互いに交流が広がるような場とする。

③ 本県及び会場地市町の特色を生かした創意ある大
会とする。

④ 大会に関わるすべての人に喜びを感じてもらえる
よう、皆で一体となってつくりあげていく大会とする。

(イ )開催種目

〇  ● ● ●

◎

●

3 壮 年 サ ッ カ

11

市

町

町

島

中

川

広

府

No 種  目  名 会 場 地
期 日

グ ラ ウ ン ド・ ゴル フ 福 |ll 市 ▲ 0 ● ●  ◇
ゲ ,レト  ボ 竹 原 市 ▲ 〇   ● ●

ソフ トパ レーボ ール 二 次 市 ▲ 0 ● ●  ◇
市

町

島

―

・
ヽ
力
”

″東

大
▲ 〇  ●

_●  ◆
●  ◇

z~ン ボ ール卓球

女 rソ フ トボ ー ル

因 島 市 ▲ [  ● ● ●  ◆
ターゲット バードゴルフ 尾 道 市 ▲ :  ● ●
男 女 混 合 綱 引 呉   市 ▲ ◎   ● ●

ア ス年 齢 別 _」菫_道 市 ▲ ◎  ● ●  ◆
10 ソフ トテニ ス 福 lL 市 ▲ O  ● ●

スバ ウ ン ド テ 大 野 町 ▲

12 年齢別バ ドミン トン 呉    市 ▲ :  ● ●
13 ,1: ボ ウ リ ン グ 広 島 市 ▲ ○  ● ● ●  ◇14 マスターズ陸上 芝 広 島 市 ▲ ◎ ● ◇ ●  ◆ ●  ◇15 イ ン デ ィ ァ ヵ ‖ |1市 市 ▲ ◎  ● ●
16 フ  オ ク ダ ン ス 安 浦 町 ▲ ◎  ● ●

豊 平 町 ▲ ◎ ●18 ト ラ ン ポ リ ン 新 市 町 ▲ O ● ●

17 エ ア ロ ビ ッ ク

▲ :代表者会議 ◎ :開始式 ● :競技等 ◇ :表彰式
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資料
ア

②フリー参加種目

(ウ )実施方法
実施方法については、種目別大会実施要項に定める。

(工 )参加者の資格等
① 都道府県代表参加種目
参加者は、祭典の趣旨に賛同し、種目ごとに定

める参加資格を満たす者とする。

参加基準は、次のとおりとする。

a 原則として、過去の全国スポーツ・レクリエ
ーション祭に参加したことのない者が優先して

参加できるものとし、各種目の参加資格につい

ては、種目別大会実施要項に定める。

b 年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
c 参加種目は、原則として一人 1種目に限る。
d 原則として、種目団体等の登録の有無は条件
としない。

② フリー参加種目
参加者は、祭典の趣旨に賛同し、種目ごとに定

める参加資格を満たす者とする。

(オ )組合せ

組合せについては、第 15回全国スポーツ・レク
リエーンョン祭広島県実行委員会 (以下「広島県実

行委員会」という。)及び第 15回全国スポーツ・

レクリエーション祭会場地市町実行委員会 (以下「会

場地市町実行委員会」という。)が行う。

(力 )参加申込み

① 都道府県代表参加種目
a 参加希望者は、当該都道府県教育委員会又は
生涯スポーツ担当部局 (以下「各都道府県教育

委員会等」という。)の定める申込方法に基づ

いて、各都道府県教育委員会等に申し込む。

b 各都道府県教育委員会等は、所定の参加申込
書により、広島県実行委員会に申し込む。

c 広島県実行委員会への参加申込み締切りは、
平成 14年 7月 10日 (水)必着とする。

② フリー参加種目
a 参加希望者は、各人が所定の参加申込書によ
り、会場地市町実行委員会に直接申し込む。

b 会場地市町実行委員会への参加申込み締切り
は、種目によって異なり、平成 14年 7月 31

日 (水 )、 8月 10日 (土)、 8月 30日 (金 )

必着とする。

(キ )参加料

① 都道府県代表参加種目
参加者 (監督・コーチ・マネジャー・スコアラ

◎ :開始式 ● :競技等 ◇ :表彰式 △ :交流会
―・選手)一人につき、 1,000円 (傷害保険
料を合む。)と し、納入方法については、所定の

参加者数総括申込記入要領による。

② フリー参加種目
種日別大会実施要項に記載する参加料とし、納

入方法については、所定の参加申込書等に記載す

る要領による。

(ク )参加上の注意
① 参加者は、事前に健康診断を受けること。
② 参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
③ 事故発生の場合、主催者は応急処置のみ行うも
のとする。

④ 参加者各人においても、別途傷害保険に加入す
ることが望ましい。

(ケ )選手派遣本部参加者
各都道府県の選手派遣本部参加者については、所

定用紙で報告する。

(コ )その他

代表者会議については、監督及びそれに準ずる代

表者が出席する。

▲ :代表者会議

(2)協賛事業
市町村又はスポーツ・レクリエーション関係団体等が、

祭典の趣旨に賛同して実施する事業で、協賛事業として

文部科学大臣から認められたものとする。

ア 参加者の資格等
参加者は、祭典の趣旨に賛同するもので、協賛事業

主催団体が定める。

イ 組合せ
協賛事業主催団体が行う。

ウ 参加申込み
参加希望者は、各人が事業ごとに定める参加申込方

法により、協賛事業主催団体に申し込む。

工 参加料
各協賛事業ごとに定める。

7 宿泊・輸送
宿泊・輸送の申込み手続き等については、別に定める「宿

泊要項」及び「輸送交通要項」による。

8 その他
(1)協賛事業のうち、この実施要項を定める日までに、文

部科学大臣から承認を得て既に実施した協賛事業につい

ては、この要項により実施されたものとみなす。

(2)こ の実施要項に定めるもののほか、祭典の実施に必要

な事項は、別に定める。

No 種  目  名 会 場 地
1朝 ll

10月 5日 (土 ) 10月 6[](日 ) 10月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )

ウ ォ ク ラ リ 瀬 戸 田 町 ③ ● ◆
a7.+-i:-1 広 島 市 〇 ● ◇
サ イ ク リ ン グ 尾 道 市 〇 ● ◇
3  B  体  操 原 市 ▲ |

●

太 構: 拳 熊 野 町

「

△IItt10● ◇
マ ス タ ー ズ 水 泳 広 島 市 |

◎●◇

マ ラ ソ ン
坂    町 ○ ● ◇
神 辺 町 ○ ● ◇
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＼

関係要項・要領等

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭
スローガン募集要項

全国スポーツ・レクリエーション祭は、各世代がスポーツ・

レクリエーション活動に親しめる全国的な祭典として昭和

63年から開催され、開閉会式、種目別大会、シンポジウム、
特別行事、協賛事業などからなる総合イベントです。

平成 14年に本県で開催される第 15回全国スポーツ・レ
クリエーション祭「スポレク広島 2002」 は、全国からの
参加者と県民がスポーツ・レクリエーションを通して、楽し

さ (E■oyment)・ 気軽さ (Ea∞ )・ 感動 (Excitement)を

発見でき、地域を豊かにするスポーツ・レクリエーション活

動の振興を図ることを基本方針としています。

平成 14年秋に4日 間、県内各地で開催されるこの祭典を
全国にアピールし、多くの方々の関心と参加機運を盛り上げ

るため、祭典にふさわしいスローガンを全国から募集いたし

ます。

祭広島県準備委員会が選考し決定する。

(2)発  表 入賞者に直接通知するほか、マスコミや
広島県の広報紙などで発表する。

(9月下旬予定)

4 応募先及び問い合わせ先
広島県教育委員会事務局全国スポーツ・レクリエーンョ

ン祭準備室「スローガン・マスコット募集係」

(第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県準
備委員会事務局)

〒730-8514 広島市中区基町 9-42
電1 話 :082-223-6322
FAX:082-511-1066

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭

マスコット募集要項

全国スポーツ・レクリエーション祭は、各世代がスポーツ・

レクリエーション活動に親じめる全国的な祭典として昭和

63年から開催され、開閉会式、種目別大会、シンポジウム、
特別行事、協賛事業などからなる総合イベントです。

平成 14年に本県で開催される第 15回全国スポーツ・レ
クリエーション祭「スポレク広島 2002」 は、全国からの
参加者と県民がスポーツ・レクリエーションを通して、楽し

さ (Enjoyment)・ 気軽さ (Ease)・ 感動 (Excitement)を

発見でき、地域を豊かにするスポーツ・レクリエーション活

動の振興を図ることを基本方針としています。

平成 14年秋に4日 間、県内各地で開催されるこの祭典を
全国にアピールし、多くの方々の関心と参加機運を盛り上げ

るため、祭典にふさわしいマスコットを全国から募集いたし

ます。

1 募集内容
(1)応募資格
(2)作品内容

特に制限しない。

ア 祭典の趣旨にふさわしいもの
イ 広島の祭典をイメージさせるもの
ウ 自作未発表のもの
ア 官製はがきを使用するものとし、 1枚
につき1点を記入する。

イ 簡単な説明、住所、氏名、年齢 (学生
の場合は学年)、 電話番号を必ず記入

する。

ウ 応募点数は 1人何点でも可能とする。
エ インターネット、FAXでの応募も可
能とする。

(http://… .pref.hiroshima.jp/)

(3)応募方法

(4)応募期間 平成 12年 7月 1日 (土)～平成 12年
8月 31日 (木)(締切日消印有効)

(5)賞    最優秀賞 1点
5万円又は 5万円相当の図書券

優 秀 賞 2点

1万円又は 1万円相当の図書券

(6)そ の 他 ア 最優秀作品を使用するが、一部補作し
て使用することもある。

イ 最優秀作品の著作権や版権などは、第
15回全国スポーツ・レクリエーション
祭広島県準備委員会に帰属する。なお、

応募作品は返却しない。
2 募集方法
関係機関にポスター‐リーフレットを配布し、また、公
募情報誌及び県内タウン情報誌に募集案内を掲載すること
により募集する。

3 審査及び発表
(1)審   査 第 15回全国スポーツ・レクリエーション

1 募集内容
(1)応募資格
(2)作品内容

(3)応募方法

(4)応募期間

(5)賞

特に制限しない。

ア 祭典の趣旨にふさわしいもの
イ 広島の祭典をイメージさせるもの
ウ ぬいぐるみや着ぐるみとして活用でき、
親しみやすいもの

工 自作未発表のもの
ア 原則としてA4版程度の画用紙・ケン
ト紙等白い紙を使用し色は 5色以内、画

材は自由とする。

(はがきでの応募も可)

イ 作品の裏にマスコットの簡単な説明、
住所、氏名、年齢 (学生の場合は学年)、

電話番号を必ず記入する。

(はがきは作品の枠外に記入)

ウ 応募点数は 1人何点でも可能とする。
平成 12年 7月 1日 (土 )～平成 12年
8月 31日 (木)(締切日消印有効)
最優秀賞 1点
10万円又は lo万円相当の図書券
優 秀 賞 2点

1万円又は 1万円相当の図書券
ア 最優秀作品を使用するが、一部補作し(6)そ の 他
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て使用することもある。

イ 最優秀作品の著作権や版権などは、
第 15回全国スポーツ・レクリエーン
ョン祭広島県準備委員会に帰属する。

なお、応募作品は返却しない。

ウ 愛称は別に募集する。
2 募集方法
関係機関にポスター ¬リーフレットを配布 し、また、公

募情報誌及び県内タウン情報誌に募集案内を掲載すること

により募集する。

3 審査及び発表
(1)審  査 第 15回全国スポーツ・レクリエーション

祭広島県準備委員会が選考し決定する。

(2)発  表 入賞者に直接通知するほか、マスコミや広
島県の広報紙などで発表する。

(9月 下旬予定 )

4 応募先及び間い合わせ先
広島県教育委員会事務局全国スポーツ・レクリエーショ

ン察準備室「スローガン・マスコット募集係」

(第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県準
備委員会事務局)

〒 730-8514 広島市中区基町 9-42
電話 :082-223-6322

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭
マスコット愛称募集要項

1 趣旨
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭「スポレク

広島 2002」 は、「来んさい |し んさい 1は じけんさ
い 1」 をスローガンに、平成 14年 10月 5日 ～8日広島

県内各地で開催される全国規模の祭典であり、全国からの

参加者と県民がスポーツ・レクリエーションを通して、楽

しさ (Enjりment)・ 気軽さ (Lェ )・ 感動 (Exdtement)

を発見でき、地域を豊かにするスポーツ・レクリエーンョ

ン活動の振興を図ることを基本方針としています。

この祭典を全国にアピールし、多くの方々の関心と参加

機運を盛り上げ、全国の方々に親しまれる祭典にするため、

マスコットの愛称を全国から募集します。

2 募集内容
(1)応募資格 特に制限しません。
(2)作品内容 ア 多くの方々に親しまれるもの

イ スポーツ・レクリエーションの楽しさ
や、人々の交流の楽しさをイメージさせ

るようなもの

ウ 自作未発表のもの
(3)応募方法 ア はがきもしくはリーフレット応募用は

がきを使用してください。

イ 作品の簡単な説明、住所、名前、年齢
(学生の場合は学年)、 電話番号を必ず

記入してください。

ウ 1人何点でも応募できます。
工 FAxで の応募も可能です。
オ インターネットでの応募も可能です。

(suporeku@pref.hiroshima.jp)

(4)募集期間 平成 12年 12月 1日 (金 )～平成 13年
1月 19日 (金)(締切日消印有効)

(5)賞    最優秀賞    1点
3万円又は3万円相当額の図書券

優秀賞     2点
1万円又は 1万円相当額の図書券

スポレク賞  10点
マスコットのぬいぐるみ

(完成後、入賞者に発送)

(6)そ の 他 ア 最優秀作品を使用しますが、一部補正
して使用することもあります。

イ 最優秀作品の著作権や版権などは、第
15回全国スポーツ・レクリエーション
祭広島県準備委員会に帰属します。

ウ 応募作品は、返却しません。
工 最優秀作品等に複数の応募があった場
合は、抽選により決定します。

3 審査及び発表
(1)審  査 第 15回全国スポーツ‐レクリエーション

祭広島県準備委員会が審査し決定します。

(2)発  表 入賞者に直接通知します。
4 応募先及び問い合わせ先
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県準備委員会事務局「マスコット愛称募集係」

〒730-8514  広島市中区基町 9-42
電 話 :082-223-6322
FAX:082-511-1066

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭

マスコット等使用取扱要領

(趣旨)

第 1条 この要領は、第 15回全国スポーツ・レクリエーシ
ョン祭 (以下「祭典」という。)のマスコット (展開した

ものを含む)、 スローガン及び名称ロゴタイプ (以下「マ

スコット等」という。)を使用する場合の取扱いに関し、

必要な事項を定めるものとする。

(使用承認申請)

第 2条 マスコット等を使用する者は、あらかじめマスコツ
ト等使用承認申請書 (様式第 1号 )を第 15回全国スポー

ツ・レクリエーション祭広島県実行委員会会長 (以下「会

長」という。)に提出し、承認を受けなければならない。

ただし、次の各号のいずれかに該当する場合は、この限り

ではない。

(1)会場地市町実行委員会及び種目団体が使用する場合

(2)国、地方公共団体、財団法人日本体育協会、財団法

人日本レクリエーション協会及び社団法人全国体育指

導委員連合が使用する場合

(3)祭典の開催に協賛する企業で、会長が認めた企業が

使用する場合

(4)報道機関が報道又は広報の目的で使用する場合

(5)そ の他会長が適当と認めた場合

2 使用承認は、マスコット等使用承認書 (様式第 2号 )に
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より承認するものとする。

3 第 1項第 3号に掲げる企業が使用する場合は、あらかじ
めマスコット等使用届 (様式第 3号 )を会長あて提出する

ものとする。

4 マスコット等の使用は、無償とする。
(使用 上の遵守事項)

第 3条 マスコット等を使用する場合は、次の事項を遵守し
なければならない。

(1)定められた色、形式などを正しく使用すること。
(2)マスコット等のイメージを損なう展開及び応用使用
をしないこと。

(3)承認された用途のみに使用し、会長が指示する使用

条件に従うこと。

(4)使用にあたっては、承認番号を付記すること。ただ
し、使用対象物件の美観又は機能を著しく損なう場合

は、これを省略することができる。

(見本品の提出)

第 4条 マスコット等の使用承認を受けた者又は、第 2条第
1項第 3号で使用する者は当該承認に係る見本品等を速や

かに会長に提出しなければならない。ただし、提出困難な

ものについては、その写真の提出をもって代えることがで

きる。

(承認内容の変更)

第 5条 マスコット等の使用承認を受けた者が、マスコット
等使用承認通知書の承認内容について変更しようとすると

きは、あらかじめ、マスコット等使用承認内容変更申請書

(様式第 4号 )を会長に提出し、その承認を受けなければ

ならない。

(承認の取り消し)

第 6条 会長は、マスコット等の使用がこの要領又は承認内
容に違反していると認められる場合は、当該承認を取り消

すことができる。

2 前号の承認の取り消しは、マスコット等使用承認取消通
知書 (様式第 5号 )を もって通知する。
3 前 2項の規定により承認を取り消された者は、承認取り
消しの通知があった日以降、当該承認に係る物件の使用、

配布、掲示及び販売等をしてはならない。

(使用期間)

第 7条 マスコット等の使用期間は、使用を承認した日から、
平成 14年 12月 31日 までを限度とする。
(補則)

第 8条  この要領に定めるもののほか、マスコット等の使用
に関して必要な事項は、別に定める。

附 則
この要領は、平成 13年 4月 1日 から施行する。

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭 (スポレク

広島 2002)キ ャンペーンスタッフ設置・募集要項

(目 的)

第 1条 第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭 (ス ポ
レク広島 2002)(以 下「スポレク広島 2002」 とい
う。)を開催するに当たり、第 15回全国スポーツ・レク

リエーション祭広島県実行委員会 (以下「実行委員会」と

いう。)がキャンペーンスタッフを設置し、スポレク広島
2002の イメージアップや県内外に向けた積極的なキャ
ンペーン活動、祭典期間中の各式典の活動を行う人を募集

する。

(呼称)

第 2条 キャンペーンスタッフの呼称は、別途定める。
(職務)

第 3条  キャンペーンスタッフは、スポレク広島 2002の
PR活動等を行うために、次の諸行事に参加する。
(1)ス ポレク広島 2002の式典、各種イベント・行事
県内外で開催される各種イベント・行事

レビ、ラジオ等でのスポレク広島2002PR事 業
の他実行委員会会長が適当と認めるイベント・行

(2)

(3)

(4)

事

(人数

第 4条

テ

そ

等

＞

キャンペーンスタッフは、PR活動を効果的・効率
的に行うため、 3名 とする。

(委嘱期間)

第 5条 キャンペーンスタッフの委嘱期間は、平成 13年 9
月から平成 14年 10月 までとする。
(業務を行う日)

第 6条 キャンペーンスタッフは、実行委員会があらかじめ
指定した日に、第 3条に定める職務を行う。

(募集対象)

第 7条 県内に在住する満 18歳以上の人。
2 任期期間中に実行委員会が要請する各種活動に参加でき
ること。

(応募締切)

第 8条  応募の締切は、平成 13年 7月 31日 (火)と する。
(当 日消印有効)

(応募方法)

第 9条 所定の応募用紙に所定事項を記入し、3カ 月以内に
撮影したカラー写真 (上半身 1枚 )を貼付の上、実行委員

会に郵送又は直接持参するものとする。

(選考方法等)

第 10条 選考は実行委員会が行う。
(1)審査は平成 13年 8月 中に行う。
(2)選考方法は別途定める。
(3)発表は審査終了後に行う。
(報酬等)

第 11条 実行委員会は、キャンペーンスタッフがその職務
に従事したときは、その職務に従事した時間により、別表

に定める額の報酬を支給する。

2 実行委員会は、委嘱期間終了後、完了謝礼金として20
0,000円を支払う。
(報酬の支給方法)

第 12条  キャンペーンスタッフの報酬は、職務に従事し
た都度支給する。

2 完了謝礼金については、委嘱期間終了日から起算して30
日以内に支払う。

(費用弁償及び支給の方法)

第 13条 実行委員会は、キャンペーンスタッフが職務のた
めに旅行した時に支給する費用弁償の額は、職員の旅費に
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関する条例 (昭和 28年広島県条例第 23号 )の規定を準
用し、一般職の職員に支給する旅費 (委嘱後は日当を非支

給とする)相当額とし、居住地から計算し、一般職の職員
の旅費の支給の例により支給する。

(第二者からの派遣依頼)

第 14条 キャンペーンスタッフの派遣を希望するものから
依頼があった場合には、実行委員会会長が、派遣の適否を

決定し、その結果を依頼者に通知する。

2 前項の規定に基づき派遣した場合のキャンペーンスタッ
フの報酬、旅費など、派遣に伴う経費は原則として依頼者

が負担する。

(損害保険)

第 15条 第 3条に規定する業務の遂行上、キャンペーンス
タッフが災害を受けた場合は、実行委員会が加入する普通

傷害保険の保険金の範囲内で補償する。

(制服の支給 )

第 16条 実行委員会はキャンペーンスタッフに制服 (付属
品一式を含む)を支給する。
(職務上の心得)

第 17条 キャンペーンスタッフは、次の各号に掲げる事項
を守らなければならない。

(1)こ の要綱及び実行委員会の業務を遂行する上の指示
に従うこと。

(2)キ ャンペーンスタッフの名称を用い、実行委員会の
指定する業務以外の業務に服さないこと。

(3)業務上知り得た秘密を他に漏らさないこと。
(4)キ ャンペーンスタッフとしての職務に専念し、誠実
にこれを遂行すること。

(承諾書の提出)

第 18条 キャンペーンスタッフの委嘱を受ける者は、キャ
ンペーンスタッフの活動の内容、本要綱及び傷害保険の内

容を理解し、承諾していることを証するため、承諾書を提

出すること。

(そ の他)

第 19条 この要綱に定めるもののほか、この要綱の実施に
必要な事項は、会長が別に定める。

附 則
この要綱は、平成 13年 6月 13日 から施行する。

別表 報酬日額表

報酬の額職務に従事した時間

5時間以上の場合 10,000円
5時間未満の場合 6,000円

「スポレク広島2002」 ボランティア募集要項
(開会式・特別行事)

趣旨

「スポレク広島 2002」 の開催に当たり、全国から来

県する選手・役員を快く迎え、交流・ふれあいを通じて心

潤う祭典とするため、広く県民にポランティアヘの参加を

求め、祭典運営業務に従事していただくとともに、県民総

参加の機運を盛り上げ、これを契機にポランティアヘの関

心が一層高まるようスポレクポランティアを募集する。

2 主催
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実行委員会
3 活動期日及び活動場所

活 動 日 活動場 ,li 項  目
広島広城公園陸L競技場他 開会式

広島広域公園他 特別行事(イベント会場)

10月 5‖ (L)

10月 511(L)～ 6日 (日 )

4 活動内容
選手団サポート、会場美化、会場案内、入場受付・整理、

招待者等受付、来場者アンケート、弁当配布等

5 募集期間
平成 14年 6月 3日 (月 )～ 6月 28日 (金)必着
6 募集予定人数
200人程度
7 募集対象
おおむね 5人以上のグループ (原則として県内在住で

15歳以上の方)
※ 1人でも応募可能です。

8 応募方法
所定の応募用紙に必要事項を記入の上、持参、郵送又は

ファックスあるいはEメ ール、ホームページの応募フォー

ムで応募する。

必要事項

(1)個人の場合  :名前 (フ リガナ)、 性別、年齢、
住所、電話番号、希望活動日

(2)グループの場合 :代表者の名前 (フ リガナ)、性別、
年齢、住所、電話番号、団体名、

グループの予定人数、グループ

としての希望活動日

9 その他
(1)祭典期間中に必要な物品や弁当は支給しますが、報酬、
謝礼金、交通費は支給しません。

(2)事務局の負担で傷害保険に加入します。
(3)会場周辺に駐車場はないので、公共交通機関やシャト
ルバスを利用してください。

(4)募集予定人数に達した場合は希望に沿えない場合があ

ります。

(5)活動は 1日 単位とし、活動場所・活動内容等について
は、事務局で決定し、後日連絡します。

(6)平成 14年 9月 上旬に研修を行う予定です。
10 応募。お問い合わせ先
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭

広島県実行委員会事務局企画広報課ポランティア募集

担当 (担当者 :木全、櫻井)

〒'730-0037
広島市中区中町 8番 18号広島クリスタルプラザ 12階

TEL:082-504-9420
FAX:082-242-1095
ll'mail : sup oreku@pref .hiroshima.jP

URL:htp://wWW.p“ f. hiroshima..iplkyouiku/sporec/
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第15回全国スポーツ・レクリエーション祭

開会式・シンポジウム・閉会式入場券取り扱い要領

1 ,巨旨

この要領は、第15回全国スポーツ・レクリエーション祭

開会式、シンポジウム及び閉会式の一般観覧者入場券の取

り扱いについて必要な事項を定めるものとする。

2 入場券の発行
入場券は、第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広

島県実行委員会が発行する。

3 入場料金
入場料金は無料とする。

4 入場券の取り扱い先
第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実行委

員会事務局

5 観覧希望の応募方法及び入場券の配布
開会式・シンポジウム・閉会式の観覧希望者は、次の方

法により応募を行い、入場券の交付を受けるものとする。

(1)往復はがきにより、それぞれ次の応募先へ直接応募す
るものとする。

ア 往復はがき 1枚につき 1行事のみの応募とし、 1
枚につき2名以内の応募とする。

幼児についても座席が必要な場合は入場券が必要

なものとする。

イ 往信は力
'き
には、

① 観覧希望行事(開会式・シンポジウム・閉会式の
別を必ず記入すること。)

② 住所
③ 名前
① 年齢
⑤ 電話番号
⑥ 来場手段 (シ ャトルバス・公共交通機関 (ア ス
トラム・路線パスの別)・ 徒歩の別。)

⑦ その他希望事項等 (例 :車椅子席、手話通訳等
の必要がある場合)を記入し、返信はがきには、

応募者 (代表者)の住所・名前を明記する。
ウ 2名応募する場合には、同伴者の名前、年齢、電
話番号及び来場手段も必ず記入するものとする。

(2)応募先
=F730-0037
広島市中区中町 8-18広島クリスタルプラザ 12階
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会事務局 入場者募集係
(3)入場券の配布については、往復はがきの返信をもって
代える。

6 応募期間
平成 14年 8月 1日 (木)～ 8月 31日 (土)当 日消印有効
7 観覧者の決定
応募者が定員を上回る場合は、抽選をもって観覧者を決

定する。

8 決定の通知方法
観覧者に該当した場合は、その返信用はがきを入場整理
券として送付する。

9 その他

この要領に定めのない事項で必要の生じた事項について

は、別途定めるものとする。

(参考)

開会式・シンポジウム・閉会式一般観覧者入場券発行枚数

発 行 枚 数

開  会  式 30,000枚
シンポ ジウム 2.000枚

1.500枚閉  会  式

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭宿泊要項

1題 旨

この要項は、第 15回全国スポーツ・レクリエーション

祭に参加する選手・監督及び役員等 (以下「祭典参加者」

という。)の宿泊及び昼食弁当について、第 15回全国ス

ポーツ・レクリエーション祭広島県実行委員会 (以下「県

実行委員会」という。)は、第 15回全国スポーツ・レク
リエーション祭会場地市町実行委員会 (以下「市町実行委

員会」という。)及び協賛事業会場地市町村と相互に連絡
調整を図り、「スポレク広島 2002」 トラベルセンター

及び関係機関・団体等の協力を得て、快適な宿舎の確保及

び昼食弁当を調達するため必要な事項を定める。

2 宿舎の選定
(1)宿舎は、旅館業法の許可を得て営業を行う旅館、ホテ
ル及び公共施設等 (以下「旅館等」という。)を もって

充てる。

(2)風紀、衛生、火災予防上支障があると認められる旅館
等は利用しない。

3配 宿
(1)配宿の対象となる者は、祭典参加者のうち所定の手続
きにより、「スポレク広島 2002」 トラベルセンター
に申込みがあった者とする。

(2)選手・監督の宿合は種日会場の周辺に選定し、都道府
県別、種目別、男女別を考慮して配宿するが、配宿の事

情により近隣市町村の宿合も利用する。

(3)旅館等は定員内での利用とする。
(4)指定された宿合の変更は、原則として認めない。任意
に変更したことによって生じた全ての紛議や損失は変更

した者がその責任を負う。

4 宿泊料金等
宿泊料金、休憩料金、料金の精算及び適用期間は、次の

とおりとする。

(1)宿泊料金
ア 1泊 2食付き

宿 泊 料 金 条 件 等
ランク 料 金 帯 ◎税、サービス料込み

◎部屋タイプ(和室、シング
ル、ツイン、トリプル等)が
異なる場合でも1施設
同一料金
◎土、日、平日同一料金

A 14αЮ円以上～ 17,αЮ円以下

B 1lμЮ円以上～14,∝Ю円未満

9,0∞円以上～11,0∞円未満

6,500円以上～ 9,∞0円未満
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条 件 等
ランク 皆π

金宿 泊 料
率斗:金

E 10,∞0円以上～12,∞0円以下

ア
イ 1泊朝食f寸 き

8,5∞円以 L～ 10μЮ円未満

◎税、サービス料込み

◎部屋タイプ(和室、シング

ル、ツイン、トリプル等)が

G

Ｆ

・

6,5∞円以上～ 8,5∞円未満 異なる場合でも1施設同 |

一料金

◎土、日、平日同一料金

(2)休憩料金
10時以降、 15時以前に旅館等の客室を使用する際
には、別途旅館等が定める休憩料金が必要となる。ただ

し、連泊の場合は、この限りでない。

(3)宿泊料金の精算
宿泊料金は、全額事前払込みを原則とし、払込方法は

回座振替による。

(4)適用期間
宿泊料金の適用期間は、平成 14年 10月 4日 (金 )
から平成 14年 10月 9日 (水)ま でとする。
(5)食事不要等の注文は、原則として受け付けないものと
する。

5 宿泊の申込み
宿泊の申込みは、申込代表者が所定の申込書により、次
のとおり行うものとする。ただし、フリー参加種目及び協

賛事業については、別途募集要項に定めるものとする。

(1)申込先
〒:730-0037

広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12F
第 15回全国スポーツ・レクリエ~ン ョン祭
広島県実行委員会事務局内

「スポレク広島 2002」 トラベルセンター
(2)申込期限  平成 14年 7月 10日 (水)必着
6 宿泊の変更及び取消し
(1)入宿前にあっては、申込代表者が郵便又はF7Ⅸで「ス
ポレク広島 2002」 トラベルセンターヘ連絡するもの
とし、その効力の発生時期は当該連絡を受理した日時と

する。

(2)入宿後にあっては、宿泊責任者が直接当該旅館等へ速
やかに申し出るものとし、その効力の発生は申出のあっ

た日時とする。

(3)宿泊の変更及び取消しがあり返金が生じる場合、祭典
終了後、所定の取消料を差引のうえ、「スポレク広島

2002」 トラベルセンターが回座振替により返金する。
(4)取消料については、別途定めるものとする。
フ 昼食弁当
(1)料金
1食 900円 (お茶付き、税込み)とする。

(2)取扱期間
平成 14年 10月 5日 (上)から10月 8日 (火)ま
でとする。

(3)申込方法
申込代表者が所定の申込書により、宿泊申込みと同時

に行うものとする。

(4)数量変更及び取消し
申込責任者が「スポレク広島 2002」 トラベルセンタ
ーヘ 9月 27日 (金)12時 までに申込変更依頼書によ
り連絡するものとし、それ以降の取消しは原則として認

めないものとする。

(5)引換え
各会場において、弁当引換券により渡すものとする。

8 業務分担
(1)県実行委員会は、祭典参加者の宿泊業務に関し、市町
実行委員会、協賛事業会場地市町村、「スポレク広島
2002」 トラベルセンター、宿泊施設及び関係機関・
団体等相互間の連絡調整にあたる。

(2)「スポレク広島2002」 トラベルセンターは、県実
行委員会、市町実行委員会、協賛事業会場地市町村、種

日団体、宿泊施設及び関係機関・団体等と連絡調整のう

え、祭典参加者の旅館等の確保、配宿等の業務にあたる

とともに、宿泊に関する紛議が生じた場合は、調停・斡

旋を行う。

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭輸送交通要項
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1題  旨
この要項は、第 15回全国スポーツ・レクリエーション
祭に参加する選手・監督・役員等 (以下「祭典参加者」と
いう。)及び―‐般観覧者の輸送について、第 15回全国ス
ポーツ・レクリエーンョン祭広島県実行委員会 (以下「県

実行委員会」という。)は、第 15回全国スポーツ・レク
リエーンョン祭会場地市町実行委員会 (以下「市町実行委

員会」という。)及び協賛事業会場地市町村と相互に連絡
調整を図り、「スポレク広島 2002」 トラベルセンター及
び関係機関・団体等の協力を得て、安全かつ円滑に輸送す

るため必要な事項を定める。

2 全国輸送
(1)祭典参加者の来県及び離県については、特別な輸送は
行わず、自由集合、自由解散とする。

(2)「スポレク広島 2002」 トラベルセンター及び関係機
関・団体等の協力を得て、輸送の便宜を図るとともに輪

送力の確保に努める。

ア JR利用にあたっては、割引証交付申請書により県実
行委員会に中込みがあったものに対し、運賃の割引を

適用する。

イ 航空機利用にあたっては、「スポレク広島2002」
トラベルセンターに申込みがあったものに対し、航

空機の座席確保に努めるとともに運賃の割引を適用

する。

3 開会式の輸送
(1)祭典参加者の輸送
ア 選手・監督については、宿舎又は指定集合場所と会
場間に計画輸送バスを運行する。

なお、当日来県する選手・監督については、指定乗

降所から会場まで、シャトルバスを運行する。

イ 役員等については、指定集合場所と会場間に計画輪
送バスを運行する。

ウ 式典出演者については、指定集合場所と会場間に計



画輸送バスを運行する。

(2)・般観覧者の輸送
一般観覧者の輸送については、原則として公共交通機

関を利用するものとし、計画輸送は行わないが、指定乗

降所から会場まで、シャトルバスを運行する。

(3)駐車場
駐車場については、祭典参加者及び一般観覧者の車両

台数を勘案して会場周辺での確保に努めるとともに効率

的な利用を図る。

ア 選手・監督については、パス専用の駐車場を設け、
計画輸送の便宜を図る。

イ 役員、招待者等関係者については、駐車ステッカー
を配布し、計画駐車を実施する。

ウ その他の祭典参加者については、指定駐車場から会
場まで、ンャトルバスを運行する。

4 種目別大会等の輸送
(1)選手・監督の輸送
ア 種目参加者の輸送については、近距離を除き、指
定集合場所と会場間に原則として計画輸送バスを運

行する。

イ 指定集合場所、集合時刻及び輸送ルートについては、
関係機関・団体等と協議して決定する。

(2)一般観覧者の輸送
一般観覧者の輸送については、原則として公共交通機

関を利用するものとし、計画輸送を行わないが、関係機

関・団体等の協力を得て輸送力の確保に努める。

(3)駐車場
市町実行委員会及び協賛事業会場地市町村は、祭典

参加者及び一般観覧者の車両台数を勘案して、会場周

辺での駐車場の確保に努めるとともに、効率的な利用

を図る。

5 特別行事等の輸送
(1)特別行事
特別行事参加者の輸送については、原則として公共交

通機関を利用するものとするが、シャトルバスの運行に

よる便宜を図る。

(2)シ ンポジウム
シンポジウム参加者の輸送については、公共交通機関

を利用するものとする。

(3)閉会式 (リ レーステージ)
ア 選手・監督及び出演者については、計画輸送バスを
運行する。

イ  ・般観覧者については、公共交通機関を利用するも
のとする。

6 案内所設置
主要駅、空港等に案内所を設置し、祭典参加者の便宜を

図る。

フ 交通対策
祭典参加者の交通安全と会場周辺の交通混雑の緩和を図

るとともに、円滑な輸送を確保するため、関係機関・団体

等の協力を得て、交通規制等の情報を周知するための適切

な対応を講ずる。

8 業務分担
開・閉会式、特別行事及びシンポジウムにおける輸送に

ついては、県実行委員会が行い、種目別大会等における輸

送については、市町実行委員会及び協賛事業会場地市町村

が県実行委員会と連絡調整を図り行うものとする。

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭医事衛生要項

1趣  旨
この要項は、第 15回全国スポーツ・レクリエーション

祭に参加する選手・監督、役員等 (以下「祭典参加者」と

いう。)及び一般観覧者の医事衛生について、第 15回全

国スポーツ・レクリエーション祭広島県実行委員会 (以下

「県実行委員会」という。)は、第 15回全国スポーツ・レ

クリエーション祭会場地市町実行委員会 (以下「市町実行

委員会」という。)及び協賛事業会場地市町村と相互に連

絡調整を図り、県・関係市町村及び関係機関・団体等の協

力を得て、医療救護、防疫、食品衛生及び環境衛生対策を

実施し、祭典の円滑な運営を図るため必要な事項を定める。

2 医療救護対策
(1)業務分担
開・閉会式会場、特別行事会場及びシンポジウム会場

における医療救護は県実行委員会が担当し、種目別大会

会場等における医療救護は市町実行委員会及び協賛事業

会場地市町村が担当する。

(2)救護所の設置
ア 県実行委員会及び市町実行委員会並びに協賛事業会
場地市町村は、それぞれ担当する業務の必要に応じ、

救護所を設置し、原則として医師、看護婦 (保健婦)及
び係員等で構成される医療救護班を配置する。

イ 医療救護班は傷病者に対して、応急処置等を行い、
必要に応じ傷病者を医療機関へ搬送する。

ウ 救護所には、医薬品等を配備する。
(3)救急車の要請
救急車は、医師又は看護婦 (保健婦)の指示により要

請する。

(4)医療費の負担
救護所及び救急車において要した費用を除き、医療費

は全て傷病者が負担する。

なお、傷害保険の加入により給付されることがある。

(5)宿舎における医療救護
傷病者が発生した場合、迅速に対応できるよう、「救

急医療機関一覧」を宿合に配布する。

(6)経費の負担
県実行委員会及び市町実行委員会並びに協賛事業会場

地市町村は、それぞれ担当する医療救護の実施に要する

経費を負担する。

(7)赤十字標章の使用許可申請
県実行委員会は、救護所において使用する赤十字標章

の使用許可申請を行う。

3 防疫対策
(1)衛生検査及び健康診断の実施
食品取扱施設管理者に対して、消化器系感染症、食中毒

の予防を重点とした施設の衛生検査及び従事者の健康診断

を実施するよう指導し、保菌者の検索を実施する。

(2)衛生検査等の対象者
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ア 祭典参加者の宿泊施設及びその従事者
イ 祭典参加者に飲食、弁当を提供する施設及びその従
事者

ウ その他、保健所長が特に必要と認めた施設及びその
従事者

(3)保菌者への対応
保菌者と決定した者については、感染症予防医療法等

に基づき、必要な措置を講じる。

4 食品衛生対策
(1)食品関係営業施設等の監視指導
飲食に起因する衛生上の危害の発生を防止するため、

食品関係営業施設等に対する監視指導を実施し、設備の

整備及び食品取扱いの衛生的向上を図る。

(2)会場等における食品取扱施設に対する衛生指導
祭典会場及び種目別大会会場等における食品取扱施設

に対して、衛生指導を実施する。

(3)土産食品の衛生指導
適正表示の徹底及び不良食品の排除のため、必要に応

じて収去検査を行い、土産品の安全確保に努める。

5 環境衛生対策
(1)会場の衛生対策
察典会場内外の清掃及び施設・設備の点検・整備を徹

底するとともに、し尿及び廃棄物等を適切に処理し、安

全で清潔な会場づくりに努める。

(2)宿舎の衛生対策
宿合の管理者に対し、宿合の衛生保持に努めるよう指

導する。

(3)飲料水の衛生対策
水道等設置者に対して、給水施設の維持管理等を強化

し、飲料水の衛生保持に努める。

第15回全国スボーツ・レクリエーション祭安全管理要項

1趣  旨
この要項は、第 15回全国スポーツ・レクリエーション

祭における安全管理について、第 15回全国スポーツ・レ
クリエーション祭広島県実行委員会 (以下「県実行委員会」

という。)は、第 15回全国スポーツ・レクリエーション

祭会場地市町実行委員会 (以下「市町実行委員会」とい

う。)及び協賛事業会場地市町村と相互に連絡調整を図
り、関係機関・団体等の協力を得て、祭典期間中における

事故の未然防止を図るとともに、非常時における措置につ

いて万全を期すため必要な事項を定める。

2 重点事項
(1)火災及びその他の災害の予防等に関すること。
(2)開 ・閉会式会場、特別行事会場、シンポジウム会場及
び種目別大会会場等における事件・事故防止の警備に関

すること。

(3)各会場への来退場者の安全かつ円滑な誘導に関すること。

3 防災業務
(1)会場内外の火気の取扱指導及び火災・その他の災害の

予防、警戒に関すること。

(2)危険物・高圧ガスの取扱い、煙火の打ち上げ等危険行

為に対する安全管理指導に関すること。

(3)避難通路及び避難回の確保並びに会場の定員管理に関
すること。

(4)災害時の避難誘導及び救出救護・救急搬送等の安全管
理に関すること。

(5)ホ テル、旅館等宿泊施設の防火管理者等への火災予防
指導に関すること。

4 警備業務
(1)開 ・閉会式、特別行事、シンポジウム及び種目別大会
等に参集する者の整理誘導に関すること。

(2)会場内外の関係付属物件の保安警備に関すること。
(3)会場内外の警備及び犯罪防止のための巡回に関する
こと。

(4)事故発生時の避難誘導に関すること。
5 業務分担
(1)開・閉会式、特別行事及びシンポジウム会場における安
全管理業務については、県実行委員会が行い、種目別大会

会場等における安全管理業務については、市町実行委員会

及び協賛事業会場地市町村が行うものとする。

(2)交通整理等警備全般については、必要に応じ、民間警
備会社に委託するものとする。

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭
種目別大会実施要項

【都道府県代表参加種目】

グラウンド・ゴルフ

3期 日

(社)日 本グラウンド・ゴルフ協会、福山市

広島県実行委員会、広島県グラウンド・ゴルフ

協会、福山市実行委員会

平成14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )
開  始  式

プレー 1日 日 (16ホ ール)
プレー 2日 目 (8ホ ール )

表  彰  式

(1)監督は、選手を兼ねる。
(2)チーム編成の男女比は問わない。
(3)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、広島県 6チーム

とする。ただし、不参加のチームがあれば、広島県から

補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「 (社)日 本グラウンド・ゴルフ協会オフィシ

ャルルール」を準用する。

(2)試合方法
ア A・ Bプ ロックに分けて 2日 間でプレーし、 24ホ

催

管

主

主

子

子女

構 成

参加区分

チ ー ム 全  体

監  II
選   手

言:
参  加
チーム数

参加人数

合  計20歳1以 L

(1)1 10 10 520
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4 会 場 福山市 福山市竹ヶ端運動公園陸上競技場・
野球場

5 参加人数と構成

52



―ルの合計打数で競う。

イ 個人対抗とし、 1日 目16ホ ール、2日 目8ホール
をプレーする。

フ 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション

祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)年齢基準は平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。
(4)そ の他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 A・ Bプロック各上位 10名を表彰する。
(2)特 別 賞 ホールインワン賞等を授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)までに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守 )

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会

〒730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議

において認める。その場合は、所定の用紙により申し

出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
3)ユニフォーム等の服装については、特に定めない。
4)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを着用すること。
5)ボール及びクラブ、マーカーは、参加者が持参する
こと。

(6)雨天決行とするので、雨具を持参すること。
(7)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(8)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土 )

17時 30分-18時 30分
(2)会 場 福山ニューキャッスルホテル

福山市三之丸町 8-16
TEL 084-922-2121
*詳細は別途連絡する。

ゲートボール

(財)日 本ゲートボール連合、竹原市
広島県実行委員会、広島県ゲートボール連合、
竹原市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )
開  始  式
予 選 リ ー グ 戦

決 勝 リ ー グ 戦

表  彰  式

4 会 場 竹原市 総合公園バンプー・ジョイリ イヽランド
多目的グラウンド

5 参加人数と構成

(1)チームには、専任の監督 1名 を置くことができる。
(2)チーム編成は、 5名の競技者及び 3名以内の交代競技
者によって構成し、うち1名 を主将とする。

(3)参加チームは、各都道府県 2チーム、韓国代表 1チ ー
ム、広島県 3チームとする。ただし、不参加のチームが

あれば、広島県から補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
ア 競技は、「 (財)日本ゲートボール連合公式ゲート
ボール競技規則」を適用する。

イ コートは、インサイドライン縦 15m×横 20mと
する。 (ラ インは 5cm幅テープ)
ウ 審判員は、「 (財)日 本ゲートボール連合認定審判
員」が当たる。

(2)試合方法
ア 1コート4チーム (24グループ)による予選リーグ
を行う。その後、同頂位別にクラスを分け、4チーム (6

グループ)による同順位別の決勝リーグを行う。
イ 各リーグの順位決定方法は、次の順序による。
①勝ち数 ②得失点差 ③対戦結果 ④抽選
7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション
祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日 現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。
(4)その他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 決勝リーグの各グループ 1位を表彰する。
(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)までに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会
=F730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095

催

管

主

主

構 成

参加区分

チ ー ム 全  体

監 督
選   手

計
1参  加
|チーム数

参加人数

合  計20歳以上

男  子
1 8 9 96 864

女  子

3期 日
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(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議

において認める。その場合は、所定の用紙により申し

出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ユニフォーム等の服装については特に定めないが、チ
ーム内統一のユニフォームが好ましい。

(4)ゼ ッケンとポールは、主催者が用意したものを使用す
ること。

(5)ス ティック及び監督・主将の表示マークは、参加者が
持参すること。

(6)小雨決行とするので、雨具を持参すること。́
(7)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(8)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましιヽ。

11 代表者会晨
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土)17時 ～ 18時
(2)会 場 竹原市民館

竹原市中央 5丁目5-24
TEL 0846-22-0010
*詳細は別途連絡する。

壮年サッカー

3 期 日

(財 )日本サッカー協会、広島市、府中町、吉田町

広島県実行委員会、 (財)広島県サッカー協会
広島市実行委員会、府中町実行委員会、

吉田町実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )8日 (火 )

4 会 場 広島市 広島広域公園第一球技場 (1面 )、
広島県総合グランド (1面 )

広島修道大学第 3グラウンド (1面 )

揚倉山健康運動公園球技場 (1面 )、

揚倉山健康運動公園多目的広場 (1面 )

吉田サッカー公園 (2面 )

府中町

占田町

5 参加人数と構成

(本

参加|`分

ムとする。ただし、不参加のチームがあれば、広島県か

ら補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「 (財)日本サッカー協会競技規則」を準用す
る。ただし、選手の交代は、前後半を問わず「 7名に限

り自由な交代」を実施する。「自由な交代」とは、交代

して退いた選手が交代要員として再び出場できることを

意味する。

(2)試合方法
ア 各グループ8チーム (6グループ)に よる予選リー
グ及び順位決定戦・交流戦を行う。

イ 試合時間は40分 (20分-5分 -20分 )とする。
ウ 各グループの 8チームを 2ゾーン (4チームずつ)
に分け予選リーグを行う。順位決定戦は、各ゾーン

の 1位チーム同士、 2位チーム同士の対戦により決

する。なお、同点の場合は、PK戦により勝敗を決
める。交流戦は各ゾーンの 3・ 4位チームの対戦に

より行う。
エ リーグ戦の順位は、①勝ち点 (勝ち 3点・引き分け
1点・負け 0点 )②得失点差③総得点④抽選により
決定する。

7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション
祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。
(4)第 57回国民体育大会に選手として出場する者を除く。
(5)その他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 各グループの上位 3チームを表彰する。
(2)特別賞 各グループの 1チームに授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会

=〒 730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議

において認める。その場合は、所定の用紙により申し

出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。

(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。

(3)参加チームは、統 ―された正・副の異なる色のユニ

フォーム (上着・′`ンッ・ストッキング)2着 を必ず
携行すること。いずれも (4)で定める背番号をつけ

催

管

主

主

火 )8日 (
日

¨

戦

戦

式

参加人数

合  計
参  加
チーム数

順

交

表

定決

流

彰

全

男 子 48 864

(1)監督は、選手を兼ねることができる。 (兼ねる場合は、

参lr申込書の選手欄に記入すること。)

(2)参加チームは、各都道府県 1チーム、韓国代表 1チー

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )

開  始  式
予 選 リ ー グ

予 選 リ ー グ

選  手
チ ー ム構 成

50歳以上
監 督

17 18
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＼

ること。

(4)背番号は、 1番から17番 (監督が選手を兼ねる場合
は 18番)ま での通し番号とし、参加チームで用意する
こと。

(5)試合出場選手は、試合での眼鏡の使用を禁止 (コ ンタ
クトは使用可)す る。
(6)事故発生の場合、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(7)参加各人においても、別途傷害保険に加入することが
望ましい。

11 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土)17時 ～ 18時
(2)会 場 広島県立総合体育館 大会議室

広島市中区基町 4-1
TEL 082-228-1111
*詳細は別途連絡する。

ソフトパレーボール

1 主 催  (財 )日本パレー九 七協会、日本ソフトパレ
ーボール連盟、二次市

2 主 管 広島県実行委員会、 (財)広島県パレーボール
協会、広島県ソフトパレーボール連盟、

二次市実行委員会

3 期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )8日 (火 )

10月 6日 (H) 10月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )
順位別決勝リーグ

表  彰  式
順位別決勝リーグ

表  彰  式
開  始  式
予 選 リ ー グ

4 会 場 二次市 県立みよし公園カルチャーセンター
5 参加人数と構成

参加
区分

男

女

(1)監督は選手を兼ねることができる。 (兼ねる場合は、
参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、広島県 8チーム
とする。ただし、不参加のチームがあれば、広島県から

補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
2002年度「 (財)日本バレーボール協会ソフトパ
レーボール競技規則」を適用する。

(2)試合方法
3チーム (18プ ロック)に よる予選リーグを行い、
その後順位別グループによる決勝リーグ・決勝 トーナメ
ントを行う。

(3)順位決定方法
リーグ戦の順位決定方法は次の順序による。
ア 勝ち点が多いチーム (勝者 2点、敗者 1点、棄権・

没収試合 0点 )

イ セット率が高いチーム (全試合の総得セット数/全
試合の総失セット数)

ウ ポイント率が高いチーム (全試合の総得点数/全試
合の総失点数)
工 なお、上記のア、イ、ウが、同率の場合は相互の試
合の勝ちチーム

7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション

祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。
(4)(財 )日 本バレーボール協会主催の全国大会 (国民
体育大会・日本リーグ・Vリ ーグ・実業団リーグ・V
lリ ーグを含む。イ旦し、イい 中・高校生を対象とする

大会を除く。)へ選手として出場した者は 50歳以上
でなければ参加できない。

(5)そ の他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 順位別決勝リーグ及び決勝 トーナメント

に出場したチームを表彰する。

(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会

〒730-0037
広島市中区中町8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議に

おいて認める。その場合は、所定の用紙により申し出る

こと。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ユニフォーム等の服装については、特に定めない。
(4)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを着用すること。
(5)背番号及び胸番号については、次のとおりとする。
40歳代男子  1番・2番  40歳代女子  3番・4番
50歳以上男子 5番・6番  50歳以上女子 7番・8番
(6)主催者が用意した監督章・主将章を、所定の位置に付
けること。

(7)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(8)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

′
”

′
ｒ

チ ー ム 全   体
選   手

監督

構成

40歳代 50歳以上 交代 lt
計
参 加 1参 加
チーム数

1人
数合計

l(1)

1(1)

1(1)

1(1)

( )内は

交代員数
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11 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土)17時 ～
(2)会 場 みよしまちづくリセンター

ニ次市十日市西 6-10-45
TEL 0824-64-0091
*詳細は別途連絡する。

8時

女子ソフトボール

3 期 日

(財)日本ソフトボール協会、東広島市、大和町

広島県実行委員会、広島県ソフトポール協会、

東広島市ソフトボール協会、三原地区ソフトボール

協会、東広島市実行委員会、大和町実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )8日 (火 )

10月 611(日 )

4 会 場 東広島市 東広島運動公園多目的広場(2球場 )
東広島運動公園運動広場 (1球場 )

東広島市立向陽中学校  (1球場 )
大 和 町 白竜湖スポーツ村公園総合運動場

(3球場)

白竜湖スポーツ村公園野球場

(1球場 )
5 参加人数と構成

構成

参加
区分

チ ム

監督 コーチ スコアラー
選 手

計
参 加
チーム数

参 加

人数合計30歳以上

男 子
1 1 l 20

|

50
女 子 17

し、同率の場合は失点の少ないチームを上位とする。

7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション
祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日 現在 (選手は30歳
以上)とする。

(3)原則として、種目団体等への登録の有無は条件とし
ない。

(4)第 57回国民体育大会に選手として出場する者は除く。
(5)その他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 各プロックの上位 2チームを表彰する。
(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会

〒'730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等特
別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者 (監督・

主将)会議において認める。その場合は、所定の用紙に
より申し出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)参加チームは統一されたユニフォームを着用すること。
(4)ユニフォームナンパーは 1番から99番とし、参加者
で用意すること。ただし、監督 30番・コーチ31番・

主将 10番とする。
(5)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと

する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者 (監督・主将)会臓
(1)日 時 平成 14年 10月 5日 (土)17時 ～ 18時
(2)会 場 東広島運動公園 体育館

東広島市西条町田口67-1
TEL 0824-25-2525
*詳細は別途連絡する。

12 連絡事項
(1)大会期間中、雨天の場合は軽スポーツを行う。内容等

は代表者 (監督・主将)会議にて連絡する。

(2)代表者 (監督・主将)会議にはュニフォームを着用し

出席すること。

催

管

主

主

全  体

1000

(1)監督・コーチ・スコアラーは、選手を兼ねることがで
きる。 (兼ねる場合は、参加申込書の選手欄に記入する

こと。)

(2)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、広島県 4チーム

とする。ただし、不参加のチームがあれば、広島県から

補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「 (財 )日 本ソフトボール協会オフィシャル・

ルール」を準用する。
ア 試合時間について、予選リーグは60分、決勝 トー
ナメントは80分を超えて新しいイニングに入らない。
イ 7回終了時又は時間経過後に同点の場合は、抽選に
より勝敗を決定する。

ウ 試合球は検定 3号球、ゴム製とする。
(2)試合方法
ア 参加チームを16組に分け、予選リーグを行う。た
だし、チームが行う試合数は2試合とする。

イ 各組上位 2チームによる8プロックの決勝 トーナメ
ントを行う。

ウ 予選リーグの順位は勝率によって決定する。ただ

10月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )
[埜i          l.ι            +
|ナロ   メ::   :[、

′選 リ ー グ

予選 リーグ

決勝トーナメントの準決勝

決勝トーナメントの決勝

表  彰  式

146

ヽ
ヽ
、



¬

催

管

主

主

ラージボール卓球

(財)日 本卓球協会、因島市

広島県実行委員会、広島県卓球協会、

因島市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )8日

ク タオルの使用は各ゲームの開始から6点ごと、及び
最終ゲームのエンド交替時とする。

ケ 「オプストラクション」を「日本卓球ルール」に合
わせる。

(2)試合方法
ア 3チームまたは 4チーム (13プロック)に よる第
1ス テージリーグを行い、その後、同順位別 グルー

プによる決勝リーグ・トーナメントを行う。

イ 5人のシングルスによる対抗戦とし、リーグ戦は 3
点先取 (3勝 )しても最後まで行う。 (公式記録は 3

点先取の場合と同様に取り扱う。)決勝 トーナメント
の準決勝以上は 3点先取で試合終了とする。

ウ 試合順序は、次の順序とする。
1番-40歳以上の男子、 2番-50歳以上の女子、
3番-60歳以上の男女いずれか、
4番-40歳以上の女子、 5番-50歳以上の男子

7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション
祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、種目団体等への登録の有無は条件とし
ない。

(4)次の大会に選手として出場した者は本大会に出場で
きない。

平成 13年度 全日本選手権大会 (マ スターズを含む)、
全日本社会人選手権大会、全日本軟式選

手権大会、全日本実業団選手権大会、第

56回国民体育大会
平成 14年度 全日本選手権大会 (マ スターズを含む)、

全日本社会人選手権大会、全日本実業団

選手権大会、第 57回国民体育大会
(5)そ の他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 各 トーナメント戦の上位 4チームを表彰

する。

(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会

〒730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-lo95
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議に
おいて認める。その場合は、所定の用紙により申し出る
こと。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。

3期 日 (火 )

10月 6日 (日 )

4 会 場 因島市 因島動労者体育センター
5 参加人数と構成

構成

参加
区分

チ ー ム 全  体

監督
選   l

計
参 加

チーム数

参 加

人数合計40歳以 11 50歳以ト∞歳以上 交代員

男  子
1 2 52 416

女  子

(1)監督は、選手を兼ねることができる。 (兼ねる場合は、
参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)高い年齢者が低い年齢者の代わりに出場することがで
きる。 (この代替出場選手は試合毎に変更することがで

きる。)

(3)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、韓国代表 2チー
ム、広島県 4チームとする。ただし、不参加のチームが

あれば、広島県から補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「 (財)日本卓球協会新卓球 (ラ ージボール)
ルール」を準用する。

ア 試合球は、直径 44mmの ラージボールを使用する。
イ (財 )日 本卓球協会が公認した表ソフトラバーだけ
貼ったラケットを使用すること。粒高ラバーは使用で

きない。使用しない面に表ソフトラバー以外のラバー

を貼ることはできない。

ウ 1ゲームは 11点先取した方を勝者とし、10対 10
以後は 2点 リードした競技者を勝者とする。ただし、
12対 12になったときは、先に 13点先取した方を
勝者とする。
エ サービスルールは、「日本卓球ルール」と同様に
する。ただし、ボールを投げ上げる高さは任意とする。
なお、平成 14年 9月 にサービスルールが改正される
ので、再度検討する。

オ 1マ ッチは 3ゲームとし、 1対 1と なった後の最終
ゲームでは、どちらかの碍点が 5点となった時にエン
ドの交替をする。

カ サービスは 2本交替とし、 10対 10以後は 1本交
替とする。

キ 促進ルールは試合開始後、8分経過すると適用され
る。ただし、8分経過した時点で 9対 9以上の場合は、
そのゲームに対して適用されないが、次のダームから
適用される。

10月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )

開  始  式
第 1ステージリーグ

順位別決勝 リーグ
・ トーナメント

表  彰  式

決勝トーナメント

表  彰  式
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(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ュ ニフォーム等の服装については、現行の「(財 )日 本
卓球協会新卓球 (ラ ージボール)ルール」を準用する。

(4)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを着用すること。
(5)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土)18時 ～ 19時
(2)会 場 芸予文化情報センター

因島市土生町 100-4
TEL 08452-2-8660
*詳細は別途連絡する

ターゲット・バードゴルフ

3 期 日

日本ターゲットウ ―ヽドゴルフ協会、尾道市

広島県実行委員会、広島県ターゲットウ ―ヽド

ゴルフ協会、尾道市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )

10月 7日 (月 )
２

表

人  組 戦
式彰

開  始  式
個  人  戦

4 会 場 尾道市 県立びんご運動公園多目的広場
5 参加人数と構成

構 成

参加区分

チ ー ム

監 督
選   手

言十
参  加
チーム数

参加人数

合  計
男  子

(1) 4 4 54 2 l ヤヽ

女 子

(4)その他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 総合成績上位 8県を団体表彰する。

個人戦は一般の部、シニアの部とも男女

別に上位 8名 を、グランドシニアの部は

上位 8名 を表彰する。

2人組戦は上位 8チームを表彰する。

(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会

〒730-0037
広島市中区中町8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議

において認める。その場合は、所定の用紙により申し

出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ュニフォーム等の服装については、特に定めない。
(4)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを着用すること。
(5)参加者はP、 PW又は 10番の表示があるクラプを必
ず持参すること。

(6)シ ューズは、運動靴を使用し、ゴルフシューズは使用
しないこと。

(7)小雨決行とするので、雨具を持参すること。
(8)事故発生の場合、主催者は応急処置のみを行うものと

する。

(9)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること

が望ましい。

11 代表者会臓
(1)日 時 平成 14年 10月 5日 (■)17時 ～18時
(2)会 場 尾道国際ホテル 尾道市新浜 1丁目13-6

TEL 0848-25-5931
*詳細は別途連絡する。

男女混合綱引

(社)日本綱引連盟、呉市

広島県実行委員会、広島県綱引連盟

呉市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )

催

管

主

主

全  体

(1)監督は、選手を兼ねる。
(2)参加チームは、各都道府県 1チーム、広島県 8チーム

とする。ただし、不参加のチームがあれば、広島県から

補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)現行の「日本ターゲットヮ ―ヽドゴルフ協会競技規則」

を準用する。

(2)試合方法
ア コース競技とし、アウトコース9ホール、インコー

ス9ホール、計 18ホールのストロークプレイとする。

イ 第 1日 目は、一般の部 (60歳未満)、 シニアの部
(60歳以上 70歳未満)、 グランドシニアの部 (70

歳以上)と も個人戦を行い、第 2日 目は、ツーボール

フォアサム方式で 2人組戦を行う。

7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリェーション

祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日 現在とする。

(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。

催

管

主

主

開

予

3 期 日

‖

選

［
ロ 10月 7日 (月 )

好i 式

グ

決 勝 リ ー グ
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加
分
参
区

4 会 場 呉市 呉市体育館
5 参加人数と構成

(1)監督・トレーナーは、選手を兼ねることができる。
(兼ねる場合は、参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)出場 8選手の合計年齢が260歳以上とする。
(3)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、広島県 4チーム

とする。ただし、不参加のチームがあれば、広島県から

補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「(社)日本綱引連盟競技規則」を適用する。

ア 競技選手のクラスは、ライト級 (出場 8選手の合計
体重 5 6 0kg以 内)と する。

イ 選手のポジションは、自由とする。
ウ 主催者側が準備した炭酸マグネシュウムの使用は認める。
工 競技大会期間中 (予選リーグ戦・決勝リーグ戦)で
不正行為をしたチーム及び選手個人は、チーム失格と

する。

十不正行為=競技役員の指示に従わない勝手な行為や、
計量後に他の選手の名札シールで出場する等

(2)試合方法
ア 使用レーンは、A・ B・ Cの 3レ ーンとする。
イ 予選リーグは、 10プロックで各プロック5チーム
による1セ ットマッチで実施する。

ウ 決勝リーグは、予選プロックの同順位 10チームを
2プロックに分け、 1位～ 5位それぞれ 2プロックで、
計 10プロックで行う。
工 決勝リーグは、それぞれのプロック分けによる2セ
ットマッチのポイント制で実施する。 (2:0で勝っ
たチームは 3点、負けたチームは0点、 1:1と 引き
分けた場合は、各チーム 1点となる。)

オ 予選リーグにおいて同率の場合は、抽選により順位
を決定する。なお、決勝リーグでは抽選は行わない。

フ 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーンョン
祭に参加したことのない者が優先して参加できるものとする。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。
(4)その他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 決勝リーグの各プロック上位 3位までを

表彰する。

(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水 )ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーンョン祭
広島県実行委員会

¬i=730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切 り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議

において認める。その場合は、所定の用紙により申し

出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ュニフォーム等の服装については、特に定めない。
(4)監督・ トレーナー・選手は、主催者が用意した名札シ
ールを着用すること。

(5)履物は、底の平らなかかとのないスポーツシューズを
着用すること。

(6)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと

する。

(7)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者会議
(1)日 時 平成 14年 10月 5日 (土)17時 ～ 18時
(2)会 場 呉阪急ホテル

呉市中央 1丁目1-1
TEL 0823-20-1111
*詳細は別途連絡する。

12 連絡事項
(1)計量は大会前日に行う。ただし、前日計量を受けられ
ないチームは当日計量を受けること。

(2)計量日程 前日計量 10月 5日 (土 )
15時～ 16時 30分 呉市体育館

当日計量 10月 6日 (日 )
8時～ 8時 30分 呉市体育館

年齢別テニス

3期 間

(財)日本テニス協会、尾道市
広島県実行委員会、広島県テニス協会、

尾道市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )

子

催

管

主

主

10月 711(月 )

4 会 場 尾道市 県立びんご運動公園テニスコート
5 参加人数と構成

全   体
選   手

20歳以上 交代員
計
参 加

チーム数

参 加

人数合計

トレー

ナー

チ ー ム
構成

監督

女 子

4

4 1

12 50 600

10月 6日 (日 )
開  始  式
予 選 リ ー グ

決勝 トーナメント

表  彰  式

構 1,え

参加
区分

チ ー ム 全  体

監督
選   手

計
参 加1参 加
チーム数1人数合計30歳以上40歳以上

“

歳以_L 交代員
男 子

l , 52 468
女 子

l

11 1 1
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資料

(1)監督は、選手を兼ねることができる。(兼ねる場合は、
参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)チーム編成は、年代別男女混合ダブルス3組とする。
(3)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、韓国代表 2チー
ム、広島県 4チームとする。ただし、不参加のチームが

あれば、広島県から補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「 (財 )日本テニス協会競技規則」を準用する。

ア 審判は、全試合セルフジャッジとする。
イ 使用球は、 (財)日本テニス協会公認球とする。
(2)試合方法
ア 4チ ーム (13グループ)に よる予選リーグを行い、
その後同順位グループ別 (13チーム)に よる決勝 ト
ーナメントを行う。

イ 3種 目の対抗戦とし、全種目の試合を行う。
ウ 全ての対抗戦を3シ ョートセットとする。
工 試合順は、 1セ ットロー 50歳以上、2セ ットロー
40歳以上、 3セ ットロー 30歳以上とする。
オ 天候等の事情により、試合方法を変更する場合もある。
力 選手を交代する場合は、交代員の中から行う。この
場合、高い年齢者が低い年齢者に代わりに出場するこ

とができる。

7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション
祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日 現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。
(4)過去 5年間に全日本テニス選手権大会、全日本ベテラ
ンテニス選手権大会、国民体育大会、及び全日本学生テ

ニス選手権大会に選手として出場した者、並びに一般 J

OP(ジ ャバンオフィシャルポイント)を保持したこと
のある者は除く。その期間は本大会前日までとする。ま

た、プロ資格を有している者も除く。

(5)そ の他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 各決勝 トーナメントの上位 2チームを表

彰する。

(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)までに必着するよう次のあて先

に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭

広島県実行委員会

〒=730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等特

別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議にお

いて認める。その場合は、所定の用紙により申し出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)試合時の服装は、テニスウェアを原則とする。
(4)番号の若いチームは、主催者が用意した赤いリボンを
着用の上試合を行う。

(5)事故発生の場合、主催者は応急処置のみを行うものと
する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土)17時～ 18時
(2)会 場 尾道国際ホテル

尾道市新浜 1丁目13-6
TEL 0848-25-5931
■詳細は別途連絡する。

年齢別ソフトテニス

3期 日

(財 )日本ソフトテニス連盟、福山市
広島県実行委員会、広島県ソフトテニス連盟、

福山市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )8日 (火 )

場 福山市 福山市竹ヶ端運動公園庭球場
(人工芝砂入コー ト 12面 )

5 参加人数と構成

(1)監督は、選手を兼ねることができる。(兼ねる場合は、
参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)チーム編成は、上記構成の中から、次のような3組とする。
ア 45歳以上の男子 1組
イ 45歳以上の女子 1組
ウ 50歳以上の女子と55歳以上の男子の混成チーム1組
(3)登録された選手は、種別間の変更は認めない。

(4)交代員は性別の出場基準年齢に該当すれば、どの種別

にも出場することができるが、一度出場した場合は、そ

の種別の選手とする。その場合、対戦ごとに交代して出

場することができる。

(5)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、韓国代表 1チー

ム、広島県 2チームとする。ただし、不参加のチームが

あれば広島県から補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「 (財)日 本ソフトテニス連盟競技規則 (国際

催

管

主

主

△
〓

10月 6日 (日 ) 1()月 7H(月 ) 10月 8日 (火 )
式

グ一

始

リ選

開

予

予 選 リ ー グ

順位別決勝リーグ

決勝トーナメント

表  彰  式

構成
チ ー ム

参加
区分

選  手
言十

45歳以上ω歳以上 55歳以上 交代サ1

全  体
参 加

チーム敗

参 加
人数合計

男 子

女 子 1

49 441

150
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ルール)」 を適用する。

(2)試合方法
ア 4チームまたは 5チーム (12グループ)に よる予
選リーグを行い、その後同順位別に 4グループに分け、

3チームまたは 4チームによる決勝リーグ・トーナメ

ントを行う。

イ 3組の対抗戦とし、 2組で勝敗が決しても3組目の
試合を行う。

ウ 全試合 7ゲームマッチとする。
工 審判は、準決勝以上は本部審判とするが、それまで
の試合は相互審判で行う。

オ 試合順 (オ ーダー)は、 1番…■ 5歳以上の男子、
2番・-45歳以上の女子、 3番 -50歳 以上の女子
と55歳以上の男子の混成チームとする。
7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション祭
に参加したことのない者が優先して参加できるものとする。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。
(4)過去 5年間 (平成 9年～平成 13年の間)に国民体育
大会及び全日本総合選手権大会に選手として出場した者

は除く。

(5)その他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 各決勝 トーナメントの上位 4チームを表

彰する。

(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)までに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーンョン祭
広島県実行委員会

〒730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等特
別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議に

おいて認める。その場合は、所定の用紙により申し出
ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ユニフォーム等の服装については、特に定めないが、
靴はテニスシューズを使用すること。

(4)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを着用すること。
(5)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者会議
(1)日 時 平成 14年 10月 5日 (土 )

17時 30分～ 18時 30分
(2)会 場 福山ニューキャッスルホテル

福山市三之九町 8-16
TEL 084-922-2121
*詳細は別途連絡する。

12 連絡事項
荒天時の会場は土足厳禁のため、屋内用シューズを持参

すること。

バウンドテニス

3期 日

おおのちょっ

日本バウンドテニス協会、大野町

広島県実行委員会、広島県バウンドテニス協会、

大野町実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )

4 会 場 大野町 大野町体育館
5 参加人数と構成

参加区分

男 子

(1)監督は、選手を兼ねることができる。 (兼ねる場合は、
参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)チーム編成は、男子ダブルス、女子ダブルス及び混合
ダブルスの 3組とする。なお、選手は、男子ダブルス、

女子ダブルス及び混合ダブルスを兼ねて出場することが

できない。

(3)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、広島県 2チーム
とする。ただし、不参加のチームがあれば、広島県から

補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「日本バウンドテニス協会競技規則」を準用する。

(2)試合方法
ア ダブルス戦
男子、女子、混合ダブルスの試合によるチーム別対
抗戦とする。

(ア )48チ ームを2プロック (24チーム)に分け、
各プロック3チーム (8グループ)に よる予選リー
グを行い、その後、同順位別グループによる順位決
定戦を行う。

(イ )ゲームは、 7ゲームマッチとし、4ゲーム先取を
もって勝ちとする。

(ウ )予選リーグにおいて勝率が同じ場合の順位決定
は、次の順序による。

催

管

主

主

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )

開    始    式
チーム別対抗BTラ リー戦
予  選  1リ   ー  グ
順 位 決 定 戦

順  位
スポレク

表

決  定  戦
BTラ リー戦
彰    式

チ ー ム 全  体
選   手

構 成

監 督
20歳以 li

言十
参  加
チーム数

参加人数

合  計

女 子
336
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/ 資料

①当該チームの対戦結果  ②得失種日数差
③得失ゲーム数差     ④得失ポイント数差
(工 )3種 目 (男子、女子、混合)の対抗戦とし、2種
目を先取 (2勝 )しても3種目目の試合を行う。

(オ )予選リーグ、順位決定戦のそれぞれ最初の試合開
始前に、選手の組合せ変更を認める。ただし、 1試
合において 2種目の出場はできない。

イ チーム別対抗 BTラ リー戦
(ア )48チームの対抗戦とし、 1試合を行う。
(イ )試合は、 1分間× 3回 とし、 3回 目の合計得点で
順位を決定する。

(ウ )合計得点が同数の場合は、 3回 目の数の多い方を
L位とし、さらに同順位の場合は,2回 目の数の多

い方を上位とする。

ウ スポレク・BTラ リー戦
(ア )出場選手と監督を中心に、抽選によってスポレク
・ラリーチームを編成 (男女各 3名、計 6名 )し、
60チーム以内の対抗戦とする。

(イ )試合方法及び順位の決定は、チーム別対抗BTラ
リー戦と同様とする。

7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション

祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無を条件としない。
(4)そ の他、 15回全国スポーツ・レクリエーション祭実
施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 ダブルス戦は、同順位別グループの上位

3チームを表彰する。BTラ リー戦は、
上位 10チームを表彰する。

(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)までに必着するよう次のあて先

に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守 )

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭

広島県実行委員会

〒730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等

特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議

において認める。その場合は、所定の用紙により申し

出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。

(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。

(3)ュニフォーム等の服装については、特に定めない。

(4)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを着用すること。

(5)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと

する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (上)17時 ～ 18時
(2)会 場 安芸グランドホテル

佐伯郡大野町宮島口西 1丁 目1-17
TEL 0829-56-0111
*詳細は別途連絡する。

年齢別バドミントン

3 期 日

(財)日本バ ドミントン協会、呉市

広島県実行委員会、広島県バドミントン協会、

呉市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )8日 (火 )

催

管

主

主

式

戦

ム

ム
　
一

始

一
ゲ

チ

流

開

２

交

10月 7日 (月 )

加
分
参
区

男

女

勝敗別グループリーグ戦

特 別 賞 表 彰 式

4 会 場 呉市 日新製鋼株式会社呉製鉄所体育館、
呉市警固屋体育館

5 参加人数と構成

チ ム

(1)監督は、選手を兼ねることがでる。 (兼ねる場合は、

参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)チ ーム編成は 30歳以上女子ダブルス、 40歳以上
男子ダブルス、 50歳以上男女混合ダブルス、計 3組
とする。

(3)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、韓国代表 2チー

ム、広島県 2チームとする。ただし、不参加のチームが

あれば、広島県から補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「 (財 )日 本パドミントン協会競技規則」を準

用する。

(2)試合方法
ア 2チ ーム (25グループ)戦を行い、その後、勝敗

別に 3チ ームまたは 4チーム(16グループ)に よる

(勝敗別グループ)リ ーグ戦を実施する。その結果よ

り、 1位チームを2パートに分けて表彰 トーナメント

戦を行う。

イ 15ポ イント、 3ゲームマッチとする。
ウ リーグ戦において勝率が同じ場合は、①得失試合数
の率、②得失ゲームの率、③得失ポイント数の率、④

直接対戦の勝敗の率で決定する。

ェ ォーダーは、すべて、第 1試合 5o歳以上男女混合
ダブルス、第 2試合30歳以上女子ダブルス、第 3試

子

子

10月 611(日 ) 10月 811(火 )

表彰トーナメント

表  彰  式

全   体

選   手
構成

交代員

参 加

チーム歌

参 加

人数合計
書lil‐ f
30歳以上40歳以上

“

歳以「

50219
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ヽ

合 40歳以上男子ダブルスの順とする。
オ 試合はすべて 3ダブルス行うが、勝敗決定後の試合
は、メンパー変更を認める。

(3)そ の他
第 1日 目の各 2チーム戦後に、交流ゲームを行う。

フ 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション

祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)午齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。
(4)平成 13年度全日本総合選手権大会出場者及び 50
歳未満で過去の世界選手権大会の出場者並びに第57回国
民体育大会に選手として出場する者を除く。

(5)そ の他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞  表彰 トーナメント戦の全チームを表彰

する。

(2)特 別 賞  主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水 )ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーンョン祭
広島県実行委員会

〒730-0037
広島市中区中町8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議に

おいて認める。その場合は、所定の用紙により申し出る

こと。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ユニフォーム等の服装については、特に定めない。
(4)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを着用すること。
(5)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土)17時 ～ 18時
(2)会 場 呉阪急ホテル

呉市中央 1丁目1-1
TEL 0823-20-1111
*詳細は別途連絡する。

壮年ボウリング

(財)全日本ボウリング協会、広島市
広島県実行委員会、広島県ボウリング連盟、

広島市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )8日 (火 )

催

管

主

主

3期 日

10月 6日 (日 ) 10月 8日 (火 )

4 会 場 広島市 ヒロシマ・アリーナ
(公認競技場No.33-04)BW36L

5 参加人数と構成

構 成

参加区分

チ ー ム 全   体

:孟
|]え

選   手 参  加
チーム数

参加人数

合  計501撻ift ∞歳以 11

男  子
1 60 300

女 子

(1)監督は、選手を兼ねることができる。 (兼ねる場合は、
参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)チーム編成は、年代別男女混合 2チーム戦と男女混合
4チーム戦とする。

(3)参加チームの基本割当は、各都道府県 1チ ームと広島
県 2チームとする。なお、 12チームのポーナス割当は、
(財)全日本ボウリング協会競技委員会で審議し、次の

とおりとする。ただし、不参加のチームがあれば広島県

及び中国地区から補充することができる。

北海道 1  東京都 l  神奈川県 1  石川県 1
愛知県 1  京都府 1  大阪府 1  福岡県 1
岡山県 1  山口県 l  韓国代表 2
6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「 (財 )全日本ボウリング協会競技規則」を準
用する。

(2)試合方法
ア 年代別男女混合 2人チーム戦と男女混合 4人チーム
戦とし、ともに前・後半それぞれ3ゲームの合計 6ゲ
ームを行う。

イ 男女別、年代別の個人戦は行わず、年代別男女混合
2人チーム戦と男女混合 4人チーム戦の合計 12ゲー
ムの個人成績により順位を決定する。

ウ 60歳以上の部に 1ゲームにつき、次のとおリハン
デイキャップを与える。

60～ 64歳  0点   65～ 69歳  5点
70～ 74歳  10点    75～ 79歳  15点
80～ 84歳 20点   85～ 89歳  25点
また、9o歳以上についても5歳ごとに 5点ずつのハ
ンディキャップを加える。

7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション祭に
参加したことのない者が優先して参加できるものとする。
(2)午齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。

10月 7日 (月 )

開  始  式
男女混合4人チーム戦

男女混合 4人チーム戦
年代別男女混合2人チーム戦

年代別男女混合2人チーム戦

表  彰  式
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ア
資料

(4)第 57同国民体育大会に選手として出場する者を除く。
(5)その他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 チーム戦は、上位 8チームを表彰する。

個人戦は、男女別・年齢別にそれぞれ上

位 8名を表彰する。

(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水 )ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。(締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会

〒730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等特
別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議に

おいて認める。その場合は、所定の用紙により申し出

ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証を持参すること。
(3)ユニフォーム等の服装については、特に定めない。
(4)ゼ ッケンは主催者が用意したものを着用すること。
(5)選手はボール検査合格証を持参すること。
(6)ボール検査合格証の不携帯及び未検査のボールを使用
する場合は、ポール登録時に大会認証部の検査を受ける

こと。(ボール登録は、平成 14年 10月 5日 (土)17
時から22時 30分 まで大会会場で実施予定)
(7)事故発生の場合、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(8)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者会讀
(1)日 時 平成 14年 10月 5日 (土)17時 ～ 18時
(2)会 場 広島市中央公民館 ホール

広島市中区西白島町24-36
TEL 082-221-5943
*詳細は別途連絡する。

マスターズ陸上競技

1 主 催  (財)日 本陸上競技連盟、日本マスターズ陸上
競技連合、ぼ菖'十

2 主 管 広島県実行委員会、 (財)広島陸上競技協会、
広島マスターズ陸上競技連盟、広島市実行委員会

3 期 日 平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )8日 (火 )

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )

開

競 技

始  式
表 彰 式

4 会 場 広島市 広島広域公園陸上競技場
(広島ビッグアーチ)

5 参加人数と構成
(1)参加人数と構成
ア 各都道府県は、監督 1名、選手 23名 (男子 16
名以内、女子 10名 以内)、 計 24名以内で編成で
きる。

イ 監督は、選手を兼ねることができる。 (兼ねる場合
は、参加申込書の選手欄に記入すること。)

ウ 広島県は、全クラス、全種目に 1名エントリーでき
る (最大 184名 )。
(2)競技クラス

〔男子〕40～ 44歳、45～ 49歳、50～ 54歳、
55～ 59歳、60～ 64歳、65～ 69歳、
70～ 74歳、75～ 79歳、
80歳以上の 9ク ラス

〔女子〕35-39歳 、 40～ 44歳、45～ 49歳、
50～ 54歳、55～ 59歳、60～ 64歳、
65歳以上の 7ク ラス

(3)種 目 (各クラス共通)
〔男子〕100m、 200m、 400m、 800m、
1500m、 60m(65-80歳以上の4クラス)
3000m(60～ 80歳以上の5ク ラス)
5000m(40～ 59歳の 4ク ラス)
走高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、

やり投

〔女子〕 100m、 200m、 800m、 1500m、
60m(60～ 65歳以上の2ク ラス)
3000m(50～ 65歳以上の4ク ラス)
5000m(35～ 49歳の3ク ラス)
走高跳、走幅跳、砲丸投、円盤投、やり投

(4)都道府県交流種目
ア 男子 4× 100mリ レー
① 60歳以上 ② 55～ 59歳 ③ 50～ 54歳
④ 40～ 49歳各 1名
イ 女子 4× 100mリ レー
① 50歳以上 ②45～ 49歳 ③ 40～ 44歳
①35～ 39歳各 1名
ウ 男女混合 8× 100mリ レー
① 70～ 79歳男子 1名 ②50～ 59歳女子 1名
③60～ 69歳男子 1名 ④50～ 59歳男子 1名
⑥40～ 49歳女子 1名 ⑦50～ 59歳男子 1名
⑧35歳以上女子 1名  ③40～ 49歳男子 1名
工 男女混合スウェーデンリレー
①50歳以上女子100ml名
②60歳以上男子200ml名
③35～ 49歳女子300ml名
④40～ 59歳以上男子400ml名
オ 3人一組男女混合ボール投
(3人の合計距離で順位を競う〕

①50歳以上男子 1名 ②50歳以上女子1名
③35～ 49歳女子 1名
なお、編成は都道府県単位とし、高い年齢者が低い

年齢者の代わりに出場することができる。リレーの走

技

式彰

競

表

技

式彰

競

表
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者順は、○印の中の数字順とする。

6 実施上の規則及び競技方法
(1)実施規則
「平成 14午 (財)日 本陸上競技連盟競技規則」及び
「日本マスターズ陸上競技連合競技規則」を準用する。

なお、投てき種目における用具の使用基準 (重量)は、
別表とする。

(2)競技方法
トラック競技は、全種ロタイムレースとし、フィール

ド競技における試技は、各 3回とする。

7 参加者の資格等
(1)各都道府県からの出場は、各クラス 1種目 1人とする。
また、同一人の出場は 2種目までとする。ただし、都

道府県交流種目は各クラス 2名 (交代者を含む。)の
エントリーができる。

(2)第 11回から14回の全国スポーツ・レクリエーンョン

祭に選手として参加した者で次の者は除く。

ア 男子は1～ 3位
イ 女子は 1位
上記の者は、種目を変えての出場もできない。ただし、

競技クラスが変われば出場できる。また、リレー入賞者、

男子 70歳以上と女子 60歳以上の者及び今回監督を専
任とする者は出場できる。

(3)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(4)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。
(5)第 57回国民体育大会に選手として出場する者を除く。
(6)その他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

3表  彰
(1)ス ポレク賞 各種目上位 3人を表彰する。
(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
(3)認 定 証 参加者全員に記録証を進呈する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (綿切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会
=〒 730-0037
広島市中区中町8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議

において認める。その場合は、変更する選手が申し込

んだクラス及び種目とし、所定の用紙により申し出る
こと。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ナ ンバーカードは、主催者が用意したものを着用する
こと。

(4)ユニフォーム等の服装については、特に定めないが、
リレー競技については、チーム内統一ユニフォームが好

ましい。

(5)こ の大会の参加にあたり、平成 14年度日本マスター
ズ陸上競技連合への未登録者が日本マスターズ陸上競技

連合による記録の公認を得るためには、各都道府県マス

ターズ陸上競技連盟の一時登録を必要とする。 〔一時登

録料1,200円〕なお、公認記録の年齢は大会当日を
基準とする。

(6)事故発生の場合、主催者は応急処置のみを行うものと
する。

(7)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者会晨
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土 )17時 ～ 18時
(2)会 場 アステールプラザ 大会議室

広島市中区加古町 4-17
TEL 082-244-8000
*詳細は別途連絡する。

※3人一組男女混合ボール投の使用球は、ゴムソフトボール

3号球とする。

インディアカ

3期 日

(社 )日 本インディアカ協会、十日市市

広島県実行委員会、広島県インディアカ協会、

廿日市市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )

開  始  式
順位決定リンクリーグ戦

順位別決勝リンクリーグ戦

表    彰    式

4 会 場 廿日市市 十日市市スポーツセンター
(サ ンチ ェリー)

催

管

主

主

クラス 砲 丸 円盤 や り 備 考

男

子

40～ 49

歳

7.26kg

以上
2kg以上

6kg

以上
1.5kg以上

最小

700g

5kg

以 L

最小

600g
競技規則の

規 定による

仕様のうち

重量のみ明

記した。

4kg

以 11

lkg以上
最小

500g

最小

400g

4kg

以 上

最小

600g

3kg

以上

lkg以上
最小

500g

最小

400g

50～ 59

歳

∞～69

歳

70～ 79

歳

80歳以 |:

女

子

35～ 49

歳

50～ 59

歳
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チ ー ム 全  体
構 成

監督
選  手
(20歳以上 )

言十
参  加
チーム数

参加人数

合  計

女 子
男 子

10

/ 資料

5 参加人数と構成

参加[κ 分

48

(1)監督は、選手を兼ねることができる。 (兼ねる場合は、
参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)チーム編成は、男子 3名以上、女子 5名以上で成立し、
男女合わせて 10名 までとする。
(3)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、広島県 2チーム
とする。ただし、不参加のチームがあれば広島県から補

充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
平成 13年度の「 (社 )日本インディアカ協会競技規
則」及び本大会規則による。ネットの高さは、女子

2.00m、 男女混合 2.15mと する。
(2)試合方法
順位決定リンクリーグ戦、順位別決勝リンクリーグ戦

ア 1日 目は、 6チーム (8プロック)による順位決定
リンクリーグ戦 (3試合)を行い、1位から48位ま
でを決定する。2日 日は、順位別に 6チーム (8プロ

ック)に分け、順位別決勝リンクリーグ戦 (3試合)
を行う。

イ 15点先取のオープン3セ ットでラリーポイント制
とし、ジュースは行わない。

ウ 1セ ット…女子
2セ ット…男女混合

(男女各 2人が常時プレーすること)
3セ ット…男女混合

(男子 1人、女子3人が常時プレーすること)

男女混合の場合のメンパーチェンジは、男子は男子、

女子は女子とする。
工 順位の決定は、①勝率、②得失セット率、③得失点
差の順位により決定する。ただし、この順序で決しな

い場合は、平均年齢の高い方とする。

7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーンョン
祭に参加したことのない者が、優先して参加できるもの

とする。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。
(4)そ の他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 順位別決勝リンクリーグ戦の各プロック

上位 3チームを表彰する。

(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)までに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーンョン祭
広島県実行委員会
=F730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加中込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等特
別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議にお

いて認める。その場合は、所定の用紙により申し出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ユニフォーム等の服装については特に定めないが、チ
ーム内統一ユニフォームが好ましい。

(4)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを着用すること。
(5)ゼ ッケン番号は、 1番から9番 (監督が選手を兼ねる
場合は 10番 )ま での通し番号とする。ただし、主将は
1番とする。

(6)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(7)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

11 代表者会議
(1)日 時 平成 14年 10月 5日 (土 )

16時 30分～ 17時 30分
(2)会 場 十日市市総合健康福祉センター多目的ホール

廿日市市新宮 1丁目13-1
TEL 0829-20-0555
※詳細は別途連絡する。

フォークダンス

3期 日

(社)日 本フォークダンス連盟、安浦町

広島県実行委員会、 (社)日本フォークダンス

連盟広島県支部、安浦町実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )

課

表

査

式

催

管

主

主

題 曲 審
彰

ム

究

式
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グ

別

始

ロ

ク

プ
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開

流

ロ

交

プ
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(1)監督は、選手を兼ねる。
(2)チーム編成は、フォークダンス6名、日本民踊4名 とする。

10月 6日 (日 ) 10月 7日 (月 )

構 成

参加||くう,

チ ー ム 全  体

監ff
選   手

言十
参  加
チーム数

参加人数

合  計

10 52
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4 会 場 安浦町 安浦町民センター アリーナかもめ、
安浦町立武道館、

安浦町立安浦中学校体育館

5 参加人数と構成

20歳以上
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(3)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、広島県 6チーム

とする。ただし、不参加のチームがあれば、広島県から

補充することができる。

6 実施方法及び審査方法
(1)実施方法
ア 課題曲は、フォークダンス4曲、日本民踊 4曲とし、
曲名は別表のとおりとする。

イ 参加チームを8プロックに分け、 1プロック毎に発
表を行う。審査員は各プロックの中から1名ずつ選出

し、 (社)日 本フォークダンス連盟より1名 、 (社 )

日本フォークダンス連盟広島県支部より1名 (計 9名 )

で審査を行う。

ゥ プロック分けは代表者会議において抽選により行う。
工 交流プログラムについては、別途連絡する。
(2)審査方法
ァ プロックとしての統一性、踊りの正確さ、雰囲気、
表情及びアイデア (構成演出等)を採点基準として採

点する。

イ 採点は、 10点法で行う。
7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション

祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)午齢基準は平成 14年 4月 1日 現在とする。

(3)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。

(4)そ の他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭

実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 最上位 1プロックを表彰する。 (同点の

プロックがある場合は、審査委員長がい

ずれかに決定する)

(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水 )ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーンョン祭
広島県実行委員会

〒730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会

議において認める。その場合は、所定の用紙により

申し出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ユニフォーム等の服装については、特に定めない。
(4)ゼ ッケン等は、主催者が用意したものを着用すること。
(5)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること

が望ましい。

11 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土)17時 ～ 19時
(2)会 場 グリーンピア安浦

広島県豊田郡安浦町三津口

TEL 0823-84-6624
*詳細は別途連絡する。

【別表】

ェアロビック

3 期 日

日本エアロビック連盟、豊平町

広島県実行委員会、広島県エアロビック連盟、

豊平町実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )

課
題
曲

ヽ

催

管

主

主

10月 6日 (日 )

開    始    式
交 流 プ ロ グ ラ ム

規定演技合同 レッスン

規 定 演 1支  発 表

4 会 場 豊平町 豊平町総合体育館 とよひらウイング
5 参加人数と構成

構 成

参加区分

チ ー ム 全  体

監 if
選 手

上
計

20歳以

参  加 1参加人数
チーム数 1合  計

男  r
1 3～ 5 3～ 6 54 162-324

女  r

(1)監督は、選手を兼ねることができる。 (兼ねる場合は、
参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)チーム編成は、選手は 3名から5名 とする。
(3)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、広島県 8チーム
とする。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)自由演技の実施規則
ア 演技中に「ジャンピングジャック」、「キック」及
び「プッシュアップ」の必修動作をチームメンバー全

員が、同じタイミングで 4回連続して実施すること。

身体の向きの変化や移動などは自由である。付加的な

腕・脚の動きも自由であり、 4回同じ動きを反復する
必要はない。

イ 演技時間は、 1分 30秒から2分までとする。
ウ 演技エリアは、 10m× lomを 目安とする。
(2)審査方法
ア 「自由演技」では音楽の曲調を生かした創造的な振
り付けや、ノヽ一モナイズしたチームワークの良さなど、
観る人に感動を与える「チームエアロビック」ならで

フォークダンス 日本民踊

カルナノ`リィト(アルゼンチン) 相内坊さま踊り(肯森県)

:lv>, (a:/7) 長潟藻たぐり甚句 (新潟県)

71? )v.77+' (7 )v) =7) 市木ハンヤ節 (島根県)
フラーン(チェコ) 鹿児島おはら節 (鹿児島県)

10月 7日 (月 )

自 由 演 技 発 表

優秀チーム発表・再演

交 流 プ ロ グ ラ ム

表    彰    式
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ア
資料

はの表現を重視する。

イ 規定演技 (30%)と 自由演技 (70%)の 合計点
を10点満点に換算する。
(3)交流プログラムについては、別途連絡する。
7 参加者の資格等
(1)原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーション
祭に参加したことのない者が優先して参加できるものと

する。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日 現在とする。
(3)原則として、種目団体の登録の有無は条件としない。
(4)選手の中から1チ ーム1名の職業的あるいは専門的な
指導者の参加を認める。

(5)そ の他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 優秀チーム 10チームを表彰する。その
内、1チームを最優秀チーム とする。

(2)特 別 賞 スポレク賞以外のチームに授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水 )ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守)

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会
=F730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議

において認める。その場合は、所定の用紙により申し

出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)演技中の服装については、必ずしも同一である必要は
ないが、チームとして統一感のある デザイン・色であ

ることが好ましく、身体の動きの見づらいもの、また、

他のスポーツと紛らわしい服装 (チ アリーディング等)

は不可とする。

(4)ゼ ッケン等は、主催者が用意したものを着用すること。
(5)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと

する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること

が望ましい。

11 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土 )17時 -18時
(2)会 場 八丁堀シャンテ

広島市中区上八丁堀 8-28
TEL 082-223-2111
*詳細は別途連絡する。

トランポリン

(社)日本 トランポリン協会、新市町
広島県実行委員会、広島県 トランポリン協会、

新市町実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )7日 (月 )

催

管

主

主

3 期 日

開  始  式
予 選 リ ー グ

予 選 リ ー グ

決 勝 トーナ メ ン ト

表   彰   式

4 会 場 新市町 新市町体育館
5 参加人数と構成

構成

参加
区分

チ ー ム 全  体

監督
選   手

言十
参 加

チーム数

参 加
人数合計20歳以上 30歳以上 40歳以上

女  子
1 ? , ・, 49 343

男  子

(1)監督は、選手を兼ねることができる。 (兼ねる場合は、
参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)チ ーム編成は、20歳以上 2名、30歳以上 2名、40
歳以上 2名、計6名 とする。しかし、チームは選手 3名
から成立するものとする。

(3)年齢の高い者が、年齢の低い者の代わりに出場するこ
とができる。

(4)男女混合比について、男子選手は 3名 までとする。ま
た、各年齢区分は男女比を問わない。

(5)参加チームは、各都道府県 1チ ーム、広島県 3チーム
とする。ただし、不参加のチームがあれば、広島県から

補充することができる。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「 (社 )日本 トランポリン協会競技規則 (シ ャ
トル競技)」 を準用する。

(2)試合方法
ア 使用器具は、JTA公認ミドルサイズ・トランポリ
ン8基とする。

イ 全チームを4グループに分け、さらに各グループを
2プロックに分け、予選リーグを行い、各プロックの

上位 1チ ーム (8チ ーム)が決勝 トーナメントに進出
する。

ウ チームの勝敗数が同じ場合 (不戦勝も1勝とする)
は、 1名の代表選手が個人競技の規則に則り決定戦を

行う。

工 決勝 トーナメントに進むチームを選ぶ際、勝敗数が
同じ場合は試合内容により順位を決定する。

7 参加者の資格等
(1)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。

(2)原則として、種目団体等の登録の有無は条件としない。

(3)その他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭

実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 上位 8位まで表彰する。

10月 6日 (日 ) 10月 711(月 )
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(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
9 参加申込み方法
(1)参加申込みは、所定の様式により2通作成し、平成
14年 7月 10日 (水)ま でに必着するよう次のあて先
に書留郵便で送付すること。 (締切期日厳守 )

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会

〒730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
TEL 082-504-9420
FAX 082-242-1095
(2)参加申込み締切り後の選手の変更は、疾病・傷害等
特別な場合に限り、広島県実行委員会及び代表者会議

において認める。その場合は、所定の用紙により申し

出ること。

10 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。

(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。

(3)ュニフォーム等の服装については、原則として定めない。

(4)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを使用すること。

(5)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと

する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること

が望ましい。

11 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (上) 18時～
(2)会 場 新市町立中央中学校

芦品郡新市町新市 1305
TEL 0847-52-5534
*詳細は別途連絡する。

【フリー参加種目】

ウォークラリー

広島県レクリエーション協会 瀬戸田町
広島県実行委員会、瀬戸田町実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )〈雨天決行〉

4 会 場 瀬戸田町 瀬戸田町民会館
5 参加人数と構成
(1)参 加チーム数=各コース60チーム(1チ ーム2～ 6名 )
*先着順で受け付けるが、申し込み数が多い場合はコ
ースを変更していただくことがある。

*ウ ォーキングは、個人・団体 (7人以上)での参加
を認め、参加制限なし。

(2)コ ース

くウォークラリーコース> 町民会館起点
oAコース(耕三寺・平山郁夫生家・本通り)平地、車椅子対応コース
OBコース(耕三寺・平山郁夫生家・向上寺・本通り・南寄り)

oCコース(耕三寺・平山郁夫生家・向上寺・本通り・南寄り、逆周り)

oDコース(耕三寺・向上寺・本通り・厳島神社・中野旧家・東寄り)

oEコース(耕三寺・向上寺・本通り・厳島神社・中野旧家・東寄り、逆周り)
<ウォーキングコース>
oF「潮風空中散歩コース」シトラスパークー多々 羅大橋―町民会館

oG「みかんの島一周コース」町民会館―高根―町民会館

6 実施上の規則及び競技方法
(1)実施規則
ア 各コースともチーム参加とし、チーム編成は2-6
名とする。

イ 順位は課題得点、時間得点、観察ゾーン得点の合計
したもので決定する。

ウ ウォーキングコースは、フリー参加とし、順位なし
とする。

(2)競技方法
ァ チーム毎に一定間隔でスタートする。
イ コース図 (コ マ図)を見て移動し、各チェックポイ
ントで問題を解き、ゲームをしてゴールをめざす。

また、ゴールするまでの時間も課題とする。

ウ ウォーキングコースは、一斉スタートし、コース図
を見て移動する。各チェックポイントで文字を探し、

キーワードを解く。

7 参加者の資格等
(1)年齢を問わず、誰でも参加できる。ただし、 18歳
未満の参加については、保護者の同意を必要とする。ま

た、小学生以下の参加については必ず保護者も参加す

ること。

(2)その他、第15回全国スポーツ.レ クリエーション祭実
施要項の定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 ウォークラリー各コースの上位を表彰

する。

(2)特 別 賞 アービー賞、遠来賞、シルバー賞等を授
与する。

(3)認 定 証 完歩者全員に完歩証を進呈する。
9 参加申込み方法
参加申込みは、所定の様式 (郵便振替払込書)に より、

平成 14年 8月 30日 (金)ま でに郵便局に参加料を払い込
むか、実行委員会へ直接持参すること。ただし、参1″ 費不

要チームにあっては、参加申込書を実行委員会へ郵送する

こと。なお、締切後でも所定のチーム数に達しない場合は、

随時受け付ける。

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭瀬戸田町実行委員会

〒722-2411 広島県豊田郡瀬戸田町瀬戸田535-1
瀬戸田町教育委員会内

TEL 08452-7-1877
FAX 08452-7-2973
10 参加料 〈傷害保険料を含む〉

参 加 区 分 参   加   料
一般 (1名 ) 500円
高校生以下 無  料

催

管

日

主

主

期

10月 6日 (日 )
始

　

彰

式

技

式

開

競

表

*ただし、一度納入された参加料は返金しない。
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11 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)参加者は、歩きやすい服装、靴で参加すること。
なお、雨天の場合は雨具を持参すること。

(4)ナンパーカードは主催者が用意したものを着用すること
(5)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
力
'望
ましい。

12 連絡事項
宿泊については、次の「スポレク広島 2002ト ラベル
センター」で斡旋するが、申込み等の手続きは、平成 14年
8月 30日 (金)ま でに参加者各自で行うこと。
<申込み・問合せ先>
「スポレク広島 2002ト ラベルセンター」
=F730-0037
広島市中区中町8-18 クリスタルプラザ 12階
第15回全国スポーツ・レクリエーション祭

広島県実行委員会事務局内

TEL 082(545)5156
FAX 082(249)3002

エスキーテニス

3期 日

日本エスキーテニス連盟、広島市

広島県実行委員会、広島県エスキーテニス連盟、

広島市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )

4 会 場 広島市 広島市東区スポーツセンター
5 参加人数と構成

参加人数

合  計

(1)監督は、選手を兼ねることができる。 (兼ねる場合は、
参加申込書の選手欄に記入すること。)

(2)参加人数は、競技会の部324人 (男子18チーム、
女子 18チーム)、 体験コーナーの部制限なしとする。
(3)競技会の部のチーム編成は、原則として6名から9名
とする。

6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「日本エスキーテニス連盟競技規則」を準用

する。

(2)試合方法

ア 団体戦とし、原則として 3チームによる予選リーグ
を行い、その後同順位グループ別による決勝 トーナメ

ントを行う。

イ 3組のダブルス対抗戦とし、 2組で勝敗が決した場
合、予選リーグのみ 3試合目の試合を行う。
ウ 1ゲ ーム 11本の 3セ ットマッチとする。
工 選手を交代する場合は、交代員の中から行う。
オ 審判は、相互審判とする。
7 参加者の資格等
(1)競技会の部は、原則として、各都道府県における同一
職場、地域、学校で編成されたチームとする。

(2)体験コーナーの部は、だれでも参加できる。
(3)18歳未満の参加者は保護者の同意を必要とする。
8表  彰
(1)ス ポレク賞 各順位グループ3位まで表彰する。
(2)特 別 賞 主催者の定めた基準により授与する。
(3)参 加 賞 参加者全員に進呈する。
9 参加申込み方法
参加申込みは、所定の様式 (参加申込書)により、平成
14年 7月 31日 (水)ま でに必着するよう次のあて先に送
付すること。 (締切期日厳守)

第15回全国スポーツ・レクリエーション察広島市実行委員会
〒730-8586 広島市中区国泰寺町一丁目6番 34号
TEL 082-504-2499
FAX 082-504-2610
10 参加料 〈傷害保険料を合む〉

参 加 区 分 参   加   料
競技 会の部 (1チ ーム ) 6,000円

500円体験コーナーの部 (1名 )

※ただし、一度納入された参加料は返金しない。

11 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ユニフォーム等の服装については、特に定めない。
(4)会場では、必ず室内シューズを着用すること。
(5)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを着用すること。
(6)事故発生の場合、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(7)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

12 連絡事項
宿泊については、次の「スポレク広島 2002ト ラベル
センター」で斡旋するが、申込み等の手続きは、平成 14年
8月 30日 (金)までに参加者各自で行うこと。
く申込み・問合せ先>
「スポレク広島 2002ト ラベルセンター」
〒 730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会事務局内

TEL 082(545)5156
FAX 082(249)3002
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～第 4回 ツール・ ド・しまなみ (セ ンチュリーラン)～

サイクリング
9 参加申込み方法
参加申込みは、所定の参加申込書・誓約書及び承諾書に

必要事項を記入し、平成 14年 8月 30日 (金 )ま でに必
着するよう、必ず郵送で次のあて先に送付すること。 (締

切期日厳守)な お、受付は先着順とし、締め切り日以前で

も定員になり次第締め切る。参加決定者には参加料振込用

紙等を送付するので、所定の手続きをすること。折り返 し

参加証等を送付する。 (振込手数料は各自負担、振込時の

振込票 (受領証)を領収証とする。)
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭尾道市実行委員会

(ツ ール・ ド・しまなみ実行委員会 )

〒 722-0035 広島県尾道市土堂 2丁目 10-3
尾道商工会議所ビル内

TEL 090-7541-9203
E‐mail sawayaka@h.do―up.cOm

10 参加科 <傷害保険料等を含む>

5,000円

*ただし、一度納入された参加料は返金しない。 (自 然

条件、不可抗力によりやむを得ず中止した場合も含む。)

11 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。

(3)参加者は、雨具・ヘルメット・水筒・タオル・手袋・

修理道具等持参すること。

(4)ゼ ッケンは、主催者が用意したものを着用すること。
(5)事故発生の場合、主催者は応急処置のみを行うものと

する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

12 連絡事項
(1)豪雨・強風などの天候不良、自然災害等主催者が危険
と判断したときは中止する。

(2)事故については各自の責任において対処すること。主
催者は加入傷害保険の補償以外の賠償はしない。

(保険 :死亡・後遺障害 1,000万 円、入院保険日額
=5,000円 、通院保険日額=3,000円 、賠償責任
保険付)

(3)宿泊については、次の「スポレク広島 2002ト ラベ
ルセンター」で斡旋するが、申込み等の手続きは、平成

14年 8月 30日 (金)までに参加者各自で行うこと。
く申込み・問合せ先>
「スポレク広島 2002ト ラベルセンター」
〒:730-0037

広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
第 15回全国スポーツ・レクリエーション察
広島県実行委員会事務局内

TEL 082(545)5156
FAX 082(249)3002

期

広島県自転車競技連盟、尾道市

広島県実行委員会、尾道市実行委員会、

ツール・ド・しまなみ実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )〈雨天決行〉

4 会 場 尾道市 瀬戸内しまなみ海道 (尾道～今治往復、
尾道～大三島往復)

5 参加人数と構成
(1)500名 (先着順 )
(2)コ ース及び参加対象者

Bコ ース

(80飾 )
尾道駅前～大三島多々 羅リゾートパークー尾道駅前

中学生

以上

※ 18歳未満は保護者の承諾書を要する。

6 実施上の規則及び競技方法
(1)実施規則 (申 し合せ事項)
ア 各自の体力にあわせたフリー走行で、交通規則を遵
守し安全には特に注意して走行すること。

イ 自転車は各自整備されたものを持参し、実走中の修
理は原則として各自の負担となる。

ウ 所定の時刻(7:30)までに参加証を持参し受付を
済ませ、自転車の点検を受けること。

工 走行については、サイクリングに適した服装でヘル
メットを必ず着用し、主催者の指示に従うこと。 (指

示に従わない場合は中途退会の場合もある。また、危

険な走行、著しい遅れ、体調の変化等がみられる場合

は主催者が走行中止を指示することがある。)

オ 自転車以外の車両による参加及び参加者以外の伴走
は認めない。

力 橋上での飲食は禁止。また走行中は禁煙とする。
キ 走行を中止した場合は収容車両でゴールまで搬送する。
(2)走行形態
各自が自分の体力に応じ、交通規則に従ってチェック

ポイントを通過していくフリー走行とする。 (セ ンチュ

リーラン)

7 参加者の資格等
(1)中学生以上の健康で自己の責任において、多段式変速
機付自転車で参加できる者。

(2)その他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。
8表  彰
(1)特別賞 主催者の定めた基準により授与する。
(2)認定証 完走者全員に完走証を進呈する。

催

管

主

主

始

　

彰

開

走

表

式

行

式

10月 6日 (日 )

バナナ、ドリンク、渡橋通行料、完走証、記念品を含む

参加対象古容1村

中学生

以上
Aコース

(150km)
尾道駅前～今治サイクリングターミナル～尾道駅前

161

コ ー ス



ア
資料

3B体操

3 期 日

日本 3B体操協会、三原市
広島県実行委員会、日本 3B体操協会中国本部、
三原市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )

開  始  式
競     技
(研 修 ・交流 )

(発 表 ・審査 )

表  彰  式

会 場  三原市 三原リージョンプラザ体育館
参加人数と構成

1)参加人数 3,000人
2)部門及び参加対象者

部  門 参加対象者

研 修 ・ 交 流 部 門

発 表 ・ 審 査 部 門 1,500人

する。

(4)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

12 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (土) 18時～20時
(2)会 場 三原国際ホテル

三原市城町 1丁目2-1
TEL 0848-63-2111
*詳細は別途連絡する。

13 連絡事項
宿泊については、次の「スポレク広島 2002ト ラベル
センター」で斡旋するが、申込み等の手続きは、平成 14年
7月 31日 (水)ま でに参加者各自で行うこと。
<申込み・問合せ先>
「スポレク広島 2002ト ラベルセンター」
〒730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会事務局内

TEL 082(545)5156
FAX 082(249)3002

3期 日

(社 )日本武術太極拳連盟、熊野町
広島県実行委員会、広島県武術太極拳連盟、

熊野町実行委員会

平成 14年 10月 5日 (土)6日 (日 )

10月 5日 (土 ) 10月 611(日 )

ふ れ あ い交 流 会

開講式、体験講習会

太極 拳競技大会

開 始 式 、 競 技

表   彰   式

4 会 場 熊野町 熊野町民体育館・熊野高等学校体育館
5 参加人数と構成
(1)ふれあい交流会 10月 5日 (土 )10:00～ 12:00
ア 参加人数        何人でも参加できる。
イ 部門及び参加対象者   誰でも参加できる。

部     門 内   容
太極拳体験してみませんか 初心者を対象とした太極拳動作の講習

体 操カ  ン  フ 」ヽ中学生向けの入門カンフー動作の講習

*参加者は、各都道府県・広島県内・熊野町及び近隣市町から

広く募集する。

(2)太極拳競技大会 10月 6日 (日 )
ア 参加人数   144名
イ 部門及び参加対象者
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1,500人

6 実施上の規則及び競技方法
(1)実施規則
日本 3B体操協会指定の用具を使用すること。
(2)競技形式
日本 3B体操協会の地方本部単位 1チ ーム 40人
以上とする。

7 参加者の資格等
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭の趣旨に賛
同する者。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 1チームを表彰する。
(2)特 別 賞 1チームを表彰する。
(3)参 加 賞 全チームに進呈する。
9 参加申込み方法
参加申込みは、所定の様式により、平成 14年 7月 31
日 (水)ま でに必着するよう次のあて先に送付すること。

(締切期日厳守)ま た、申し込みのあったチーム代表者に

折り返し参加料振込書を送付するので期日までに所定の手

続きをすること。

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭三原市実行委員会

〒723-0015 広島県三原市円一町 2丁目1-1
三原リージョンプラザ内

TEL 0848-64-7219
FAX 0848-64-7559
10 参加料 く傷害保険料を合む〉

参 加 料参 加 区 分

全 参 加 者 1名 につき 1,000円

*た だし、一度納入された参加料は返金しない。

11 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。

(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること.

(3)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
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(ア )監督は、選手を兼ねることができる。 (兼ねる

場合は選手欄に記入すること。)

(イ )各都道府県代表選手 2名、広島県 4名 とする。
ただし、①～③の部門から2部門を選び、男女別は

間わない。

6 実施上の規則及び試合方法 (太極拳競技大会)
(1)実施規則
ア 現行の「全日本武術太極拳選手権大会競技ルール」
を準用する。

イ 審判は、日本武術太極拳連盟公認審判員による。
(2)競技形式
ア 音楽付きの自選套路 (自分で動作順序、動作の回数
等を自由に組替えて編成した套路)の個人競技を実施

する。

イ 套路の演技は、必ず音楽の伴奏を伴って行われなけ
ればならない。音楽は、選手が事前に準備して、 (社 )

日本武術太極拳連盟を通じて大会運営委員会に提出し

たカセットテープを使用するものとする。

ウ 演技時間は、 3～ 4分 とし、起勢動作の始まりか
ら収勢動作の終わりまでを計時する。選手の演技時

間に過不足があった場合は、競技ルールに基づき減

点する。音楽の前奏時間及び終奏時間は競技時間に

算入しない。

(3)競技方法
1コ ートにより抽選で決定した順に選手が 1名ずつ演

技する。

(4)審査方法
「技術点 10点」「表現点 10点」の配点で採点し、
その合計得点を選手の得点とする。技術点と表現点の内

訳を発表する。

7 参加者の資格等
(1)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
ただし、 18歳未満の参加者については、保護者の同意
を必要とする。

(2)そ の他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項の定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 太極拳競技大会の各部門に 1位～ 10位

の選手を表彰する。

(2)特 別 賞 ふれあい交流会にて特別賞を授与する。
9 参加申込み方法
参加申込みは、所定の様式により (郵便振替申込書)に
より、平成 14年 8月 10日 (土 )ま でに必着するよう次
のあて先に送付すること。 (締切期日厳守)

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭熊野町実行委員会
〒731-4292 広島県安芸郡熊野町 3815-1
TEL 082-820-5621
FAX 082-855-1110
10 参加料 く傷害保険料を含む〉

ふれあい交流会  1人 大人 200円 、小人無料

11 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(4)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましヽ 。ヽ

(5)競技用服装のデザイン、カラーは原則として自由とす
る。ただし、服装が武術太極拳演技の風格を損なうほど

華美にならないようにすること。

12 代表者会議
(1)日  時 平成 14年 10月 5日 (七) 17時～ 18時
(2)会 場 熊野町民体育館

安芸郡熊野町大学川角283
TEL 082-854-7695
*詳細は別途連絡する。

マスターズ水泳

3期 日

(財)日本水泳連盟、広島市

広島県実行委員会、 (財)広島県水泳連盟、

広島市実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )

4 会 場 広島市 広島市総合屋内プール
(広島ビッグウェープ :公認 25m)

5 参加人数と構成
(1)参加人数   300人 (予定)

(2)競技クラス 〔男女共通〕
(A)30～ 34歳  (B)35～ 39歳
(C)40～ 44歳  (D)45～ 49歳
(E)50～ 54歳  (F)55-59歳
(G)60歳以上
(3)種 目 (各クラス共通)〔男子・女子〕
自由形、平泳ぎ、背泳ぎ、パタフライ(25r50m■ 00m)

個人メドレー (100m)
6 実施上の規則及び試合方法
(1)実施規則
現行の「 (財)日 本水泳連盟競技規則」及び「 (社 )
日本マスターズ水泳協会競技規則」を準用する。

(2)競技方法及び出場制限
ア タイムレースとする。
イ すべて男女別及び原則としてクラス別の組分けに従
い、高い年齢から低い年齢ヘタイムの遅い組から速い

組の順で進める。

ウ 1人 2種日以内とする。
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女男 50nl 女男 自由形決勝

女男 50nl 平泳ぎ決勝 女男 ЮOm 背泳ぎ決勝
女男 150m パタフライ決勝 10 女男 1()Om ｀F泳ぎ決勝

女男 50m 自由形決勝 11 女男 110m パタフライ決勝

女男 25m 背泳ぎ決勝 12 女男 100m 自由形決勝

61女男 25ml平泳ぎ決勝 13 女男 ЮOm
女男 25rn パタフライ決勝

/ 資料
(i3)競技 ||`t序

個人メドレー決勝

7 参加者の資格等
(1)満 30歳以上で自己の健康に責任のもてる男女で、定
期的 (週一回以上)に練習を行っており、出場種目の距
離を完泳する能力のある者とする。

(2)年齢基準は、平成 14年 4月 1日現在とする。
(3)原則として、団体等の登録の有無は条件としない。
(4)そ の他、第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
実施要項に定めるところによる。

8表  彰
(1)ス ポレク賞 各クラス全種目上位 3位まで表彰する。
(2)特 別 賞 主催者の定める基準により授与する。
(3)認 定 証 記録証を進呈する。
9 参加申込み方法
参加申込みは、所定の様式 (参加申込書)に より、平成
14年 7月 31日 (水)ま でに必着するよう次のあて先に
送付すること。 (締切期日厳守 )

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島市実行委員会

〒730-8586 広島市中区国泰寺町一丁目6番 34号
TEL 082-504-2499
FAX 082-504-2610
10 参加料 く傷害保険料を合む〉

参 加 区 分 参   加   料
1種 目

～第 12回広島ベイマラソン大会～

坂町

広島県実行委員会、坂町実行委員会、安芸郡陸

上競技協会、広島ベイマラソン大会実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )〈雨天決行〉

催

管

主

主

3 期 日

開

″兄

表

式

技

式

始

　

彰

※ただし、一度納入された参加料は返金しない。

11 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)参加申し込み後のエントリーの変更は認めない。
(4)事故発生の場合、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(5)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること

力
'望
まし1ヽ。

12 連絡事項
宿泊については、次の「スポレク広島 2002ト ラベル
センター」で斡旋するが、申込み等の手続きは、平成 14年

8月 30日 (金)までに参加者各自で行うこと。

く申込み・問合せ先>
「スポレク広島2002ト ラベルセンター」
〒 730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭

広島県実行委員会事務局内

TEL 082(545)5156
FAX 082(249)3002

4 会 場 坂町 中国電力坂スポーツ施設
森山ジョギングコース)

5 参加人数と構成
(1)参加人数  2.000名
(2)種 日部門 (コ ース)及び参加対象者

(平成 ヶ浜～

② ジョギングの部(5km)
・平成ヶ浜コース

6 実施上の規則及び競技方法
(1)実施規則
本大会の申し合わせ事項による。

(2)競技形式
ア 各部門ごとに時間差をつけてスタートする。
イ 左側走行を厳守し、いかなる場合でも大会役員等の
指示に従うこと。

7 参加者の資格等
18歳未満の者は保護者の同意を必要とする。
8表  彰
(1)ス ポレク賞 フルマラソンの部・ジョギングの部の男

女とも各上位 6名を表彰する。

(2)特 別 賞 フルマラソンの部 50歳以上の男女とも
上位 6名を表彰する。

(3)認 定 証 フルマラソンの部 5時間以内の完走者、
並びにジョギングの部完走者全員に完走

証を進呈する。ウォーキングの部完歩者

全員に完歩証を進呈する。

(4)参 加 賞 参加者全員に参加賞を進呈する。
9 参加申込み方法
参加申込ふは、所定の郵便振替払込書により、平成 14年

8月 30日 (金 )ま でに必着するよう次のあて先に送付す

ること。(締切期日厳守)

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭坂町実行委員会

〒731-4393広島県安芸郡坂町平成ヶ浜―丁目 1番 1号
TEL 082-820-1525
FAx 082-820-1523
(土■日)TEL・ FAX 082-884-2525

1,000円

10月 6日 (日 )

種田部門 (コ ース) 参加対象者

① フルマラソンの部 (42.195km)
・未公認平坦コース

平成ヶ浜コース(5hn)後、片道2.5kmを 7往復
及び中国電力坂スポーツ施設内で2.195km

健康な方でフルマ

ラツンを走れる方

健康な方

③ ウォーキングの部(2km)
・平成ヶ浜コース

健康な方
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10 参加料 く傷害保険料を合む〉

参 加 区 分
-7 )V?-7tU{)#
ジョギングの部 (一般 )

3,300円
2,000円

ジョギングの部 (中学生以下 ) 1,000円
ウォーキングの部 (一般 ) 2,000円

1,000円
※ただし、一度納入された参加料は返金しない。

11 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ナ ンパーカード (ゼ ッケン)は、主催者が用意したも
のを着用する。

(4)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(5)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましιヽ。

12 連絡事項
(1)フルマラツンの給水所はスタートして、 2.5km毎に
設置する。主催者側で水、スポーツ飲料、バナナ、レモ

ン、あめを準備する。 (ス ペシャル、スポンジは準備し

ない。)

(2)昼食にはカキ雑炊を用意している。 (無料食べ放題)
(3)フ ルマラソン、ジョギングの部はナンバーカードに同封
のRCチ ップでタイムを計測するので、必ず左右どちらか
のシューズの紐に装着すること。RCチ ップをつけていな
い場合や、落とした場合は記録が取れない。また、出走する、

しないに関わらずRCチ ップは必ず返却すること。
(4)フ ルマラツンはコースを周回するので、参加者は自分
自身で間違えないよう周回すること。

(5)宿泊については、次の「スポレク広島 2002ト ラ
ベルセンター」で斡旋するが、申込み等の手続きは、

平成 14年 8月 30日 (金)ま でに参加者各自で行うこと。
<申込み・問合せ先>
「スポレク広島 2002ト ラベルセンター」
〒730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会事務局内

TEL 082(545)5156
FAX 082(249)3002

マラソン

～第 19同山陽備後路健康マラツン～

神辺町

広島県実行委員会、神辺町実行委員会

平成 14年 10月 6日 (日 )<雨天決行>
10月 6日 (日 )

開 始 式   (9:30～ )
競   技  (10:30～ )
表 彰 式 各部門終了次第

4 会 場 神辺町 神辺町立湯田小学校
5 参加人数と構成
(1)参加人数   制限なし
(2)種 目部門 (コ ース)及び参加対象者

(主会場 )

1 0knl

2.)km

6 実施上の規則及び競技方法
(1)実施規則
本大会の申し合わせ事項による。

(2)競技形式
ア 各部門ごとに時間差をつけてスタートする。
イ コースは全面交通規制を行っていないため、左側走
行を厳守し警察官・大会役員等の指示に従うこと。

7 参加者の資格等
(1)全部門とも健康で完走能力のある者。(10km90分
以内・ 5km5 0分以内・ 2.5km3 0分以内・ 2.5km
フレッシュ&エ ンジョイ40分以内)
(2)18歳 未満の者は保護者の同意を必要とする。
8表  彰
(1)ス ポレク賞 各部門とも上位 6位までを表彰する。

(10km一般男子優勝者に、阪本峰照
杯を、 10km一 般女子優勝者に、武田
京一杯を授与する。)

(2)特 別 賞  「遠路はるばる賞」・「いつまでも元気
で賞」・「第 15回で賞」・「ファミリ
ー賞」「権と八賞」を授与する。

(3)認 定 証 制限時間内の完走者全員に完走記録証を
授与する。

(4)参 加 賞 参加者全員に参加賞を進呈する。
9 参加申込み方法
参加申込みは、所定の様式により (郵便振替払込書等)
平成 14年 8月 30日 (金)ま でに必着するよう次のあて
先に送付すること。 (締切期日厳守)
第15回全国スポーツ・レクリエーション祭神辺町実行委員会
〒720-2195 広島県深安郡神辺町川北 895-1
TEL 084-962-5052
FAX 084-962-3789

参   加   料

催

管

日

主

主

期

部  「]
コース

参 加 対 象 者
部 門
コース

参 加 対 象 者

10km
第 1部 男子30才未満
第 2部 男子50才未満
第 3部 男子50才以上

5krn

第11部 中学 生 女 子

第12部 女子30才未満

第13部 女子50才未満

第14部 女子50才以上

第 4部 女子30才未満
第 5部 女子50才未満

第 6部 女子50才以上
2.5kln
第 15部 小学男子4・ 5・ 6年

第 16部 小学男子1・ 2・ 3年

:)krn

第 7部 中 学 生 男 子

第 8部 男子30才未満
第 9部 男子50才未満
第 10部 男子50才以上

|

2.5km 第17部 小学女子4・ 5・ 6年

第18部 小学女子1・ 2・ 3年

第19部 フレッシュ&エンジョイ

(男女午齢を問わず出場出来る)(記録・表彰の対象外 )
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ア
資料

10 参加料く傷害保険料を含む>

参 加 区 分 参   加   料
高校生以下 1,000円

般 1,500円

※ただし、一度納入された参加料は返金しない。

11 参加上の注意
(1)参加者は、事前に健康診断を受けること。
(2)参加者は、健康保険証又は写しを持参すること。
(3)ナ ンパーカード (ゼ ッケン)は、主催者が用意したも
のを着用する。

(4)当 日のエントリー変更は認めない。
(5)事故発生の場合は、主催者は応急処置のみ行うものと
する。

(6)参加者各人においても、別途傷害保険に加入すること
が望ましい。

12 連絡事項
(1)ゴール後、ナンバーカードのタグの部分を役員が回収
するので必ず返却すること。また、記録証を受け取るま

でナンバーカードは外さないこと。

(2)宿泊については、次の「スポレク広島 2002ト ラベ
ルセンター」で斡旋するが、申込み等の手続きは、平成

14年 8月 30日 (金)までに参加者各自で行うこと。
く申込み・問合せ先>
「スポレク広島2002ト ラベルセンター」
=F730-0037
広島市中区中町 8-18 クリスタルプラザ 12階
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会事務局内

TEL 082(545)5156
FAX 082(249)3002

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭種目別大会実施計画

1 基本方針
全国スポーツ・レクリエーンョン祭の趣旨に基づき、多

くの人達が年代に応じて楽しく参加できるよう、次のこと

に配慮する。

(1)勝敗のみにとらわれることなく、参加者が競技を楽
しむことができる、和やかな雰囲気となるよう、日程

や組合せを工夫する。

(2)競技だけでなく、参加者や参加者と県民が友好を深め、

互いに交流が広がるような場とする。

(3)本県及び会場地市町の特色を生かした創意ある種目別

大会とする。

(4)大会に関わるすべての人に喜びを感じてもらえるよう、

皆で一体となってつくりあげていく大会とする。

2主  催
(1)都道府県代表参加種目 中央種目団体、会場地市町
(2)フ リー参加種目    中央種目団体又は県種目団体、

会場地市町

3主  管
県実行委員会、県種目団体、会場地市町実行委員会等

4 期  間 平成 14年 10月 5日 (土)～ 8日 (火 )

10月 5日 (L) 10月 6日 (日 ) 10'17日 (月 ) 10月 8日 (火 )

代表 者会議 開始式・競技・表彰式 競技・表彰式 競技・表彰式

5 種目・会場・期日
(1)都道府県代表参加種目 (18種 目)

糟  目 名 会場地
10月 5日 (■ ) 10「16日 (日 ) 10月 7日 (月 ) 10月 811

グラウンド・ゴルフ 福山市 ▲ ● ●  ◆
ゲ ー トボ ー ル 竹原市 ▲ ● ●  ◆

壮 年 サ ッカー
広島市

府中町

吉田町

▲ ● ● ● ・)

ソフトパレーボール
~次
市 ▲ ● ●  ◆ ●

女子ソフトボール 東広島市

大和町
▲ ● ●

ラーシボール卓球 囚島市 ▲ ● ●  ◇ ●  ◆
タ ー ゲ ッ ト・|

バ ー ドゴ ル フ
|

尾道市 ▲ ● ●

男 女混合綱 引 具  市 ▲ ● ●  ◆
年 齢 別 テニス 尾道市 ▲ ● ●  ◆
10 年齢別ソフトテニス 福山市 ▲ ● ● ●  ◆
11 パ ウンドテ ニ ス 大野町 ▲ ● ●  ◆
12 年齢別バドミントン 呉  市 ▲ ● ●  ◇ ●  ◆
13 11年 ボウリング 広島市 ▲ ● ● ●

14 マスタニ権 上競技 1広 島市 ▲ ● ●  ◇ ●
15 イ ン デ ィア カ 十日市市 ▲ ● ●  ◇
フォークダ ンス 安浦町 ▲ ● ●  ◆
17 a70v.r, 豊平町 ▲ ● ●  ◆
18 トラ ン ポ リ ン 新市町 ▲     ● ●

ヽo

▲ :代表者会議 ◎ :開始式 ● :競技等 ◇ :表彰式

(2)フ リー参加種目 (7種 目)

No 樽 日 名 会場地
期 11

10月 5日 (■ ) 10116日 (日 ) 10月 7日 (月 ) 10月 8日 (火 )

ウォークラリー 瀬|'日町 (ヽ●◇
エスキーテニス 広島市 ●

サ イ ク リ ン グ 尾道市 ●

3 B 体 操 二原市 ▲ 0●◇
太  極  拳 熊野町 △  ▲ ● _

マスターズ水泳 広島市 ●

マ ラ ツ ン
坂  町 ● _

神辺町 ・ .● ◆
▲:代表者会議 ◎:開始式 ●:競技等 ◇:表彰式 △:交流会
6 種目別大会
(1)実施方法等
実施方法については、各種目別大会実施要項に定め

る。実施要項は、種目別大会実施計画に基づき、県種

目団体及び会場地市町実行委員会が協議のうえ案を作

成し、県実行委員会が関係機関及び関係団体と協議し

決定する。

ア 日程・組合せ
会場地市町実行委員会及び県種目団体は、大会運営

に支障のない範囲で、十分に交流が図れるよう、次の

ことに配慮する。

①参加者が、開催地の自然、歴史、文化、人々とふれ

あい、心うるおう感動が発見できるよう大会日程を

工夫する。

②日程に交流プログラムを取り入れるなど、参加者や

参加者と会場地住民の交流ができるよう大会日程を

工夫する。また、周辺施設の活用も考慮する。

③組合せは、近隣都道府県との対戦を避け、全国各地
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ヽ

地域間の幅広い交流ができるよう配慮する。

イ 代表者会議
①会場地市町実行委員会は、種目別大会を円滑に運営

するために、各チームの代表者及び種目団体の関係

者と代表者会議を行う。なお、フリー参加種目は必

要に応じて開催するものとする。

②代表者会議は会場地市町実行委員会が県種目団体及

び関係団体と協議し運営する。

③代表者会議実施要領は、別に定める。

ウ 開始式
①会場地市町実行委員会は、種目別大会の開催にあた

り、競技開始前に、全国からの参加者を歓迎する場

として開始式を開催する。

②開始式実施要領は、別に定める。

工 表彰式
①閉会を兼ねて、競技終了後実施する。

②上位表彰として「スポレク賞」等を設けるほか、必

要に応じて特別賞を設ける。会場地市町実行委員会

は、副賞を設けることができる。

③表彰式実施要領は、別に定める。

(2)荒天時対応
ア 可能な限り小雨でも決行し、大会の順延はしない。
予定どおり実施できない場合は、可能な範囲で会場

や日程・組合せを変更して実施する。

イ 荒天時対応の細目は、別に定める。
(3)競技用備品
ア 競技用備品は、競技運営に支障のない範囲で既存の
ものを使用する。

イ 会場地で不足している競技用備品で、県及び近隣市
町村等で補えるものについては借用する。

(4)参加者資格
ア 都道府県代表参加種目
参加者は、祭典の趣旨に賛同し、種目ごとに定める

参加資格を満たす者とする。

参加基準は、次のとおりとする。

①原則として、過去の全国スポーツ・レクリエーショ
ン祭に参加したことのない者が優先して参加できる

ものとし、各種目の参加資格については、種目別大

会実施要項に定める。

②年齢基準は、平成 14年 4月 1日 現在とする。
③参加種目は、原則として一人1種 目に限る。

①原則として種目団体等の登録の有無は、条件としない。
イ フリー参加種目
参加者は、祭典の趣旨に賛同し、種目ごとに定める
参加資格を満たす者とする。

(5)参加申込み方法
ア 都道府県代表参加種目
①参加希望者は、当該都道府県教育委員会又は生涯ス
ポーツ担当部局 (以下「各都道府県教育委員会等」
という。)の定める申込み方法に基づいて、各都道
府県教育委員会等に申し込む。
②各都道府県教育委員会等は、所定の参加申込書によ
り、広島県実行委員会に申し込む。
③広島県実行委員会への参加申込み締切りは、平成

14年 7月 10日 (水)必着とする。
イ フリー参加種目
①参加希望者は、各人が所定の参加申込書により、会

場地市町実行委員会に直接申し込む。

②会場地市町実行委員会への参加申込み締切りは、

種目によって異なり、平成 14年 7月 31日 (水 )、
平成14年 8月 10日 (土)、 平成 14年 8月 30日 (金)
必着とする。

(6)参加料
ア 都道府県代表参加種目
参加者 (監督、コーチ、 トレーナー、スコアラー、
選手)一人につき、 1、 000円 (傷害保険料を含む。)
とし、納入方法については、所定の参加者数総括申込

書記入要領による。

イ フリー参加種目
種目別大会実施要項に記載する参加料とし、納入方

法については、所定の参加申込書等に記載する要領に

よる。

(7)役  員
役員は、大会役員、運営役員及び大会係員とし、種目

別大会役員編成基準に基づき編成するものとし、編成基

準は別に定める。

(8)記録センター

県実行委員会は、種目別大会の運営状況を把握し、運

営上の諸問題に迅速かつ円滑な対応をするとともに、種

目別大会の交流結果をまとめ、各都道府県及び関係機関

等に配布するため記録センターを設置する。

なお、細目については、別に定める。

フ 交流行事
(1)基本的な考え方
ア 会場市町実行委員会は、参加者や参加者と会場地住
民との友好を深め、共に楽しめる交流行事を行う。

イ 交流行事は、ふれあい広場、サービスコーナー、歓
迎レセプションを中心とする。

ウ 会場市町実行委員会は、全国からの参加者に県及び
会場地市町の伝統文化、観光、物産等を積極的に紹介

する。

(2)ふれあい広場
ア 全国から集う参加者同士及び参加者と大会関係者や
会場地住民との交流を深める場とする。
イ 場 所 種目別大会会場、周辺施設
ウ 内容例
①交流プログラム (交流試合、 ミニ大会、講習会等)
②ニュースポーツ等体験コーナー

③地域行事への参加
④会場地市町伝統芸能等の紹介
⑤会場地の特産品展示及び販売
(3)サービスコーナー
ア 全国から集う参加者、大会関係者等をもてなす友好
の場とする。

イ 場 所…種目別大会会場、周辺施設
ウ 内容例…飲み物、会場地市町特産品等のサービス
(4)歓迎レセプション
ア 全国から種目別大会に参加する大会関係者を招いて、
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友好を深める機会とする。

イ 開催期日は、会場地の事情等を考慮し、平成 14年
10月 5日 (土)又は 10月 6日 (日 )に実施する。
ウ 各都道府県参加者の人数は原則 2名 とする。
工 場 所…会場地市町実行委員会が決定する。
オ 標準次第
①開 会
②主催者あいさつ (会場地市町実行委員会長)

③乾 杯
④歓 談 (ア トラクション等)
⑤閉 会
8 その他
県種目団体及び会場地市町実行委員会は、種目別大会の

実施にあたっては、関係機関・関係団体等と連携を密にし、円

滑な運営を図る。

種目別大会役員等の編成について

1 基本的な考え方
第 15回全国スポーツ・レクリエーンョン祭種目別大
会における役員の編成にあたっては、種目別大会の運営

を円滑にするため、県実行委員会、会場地市町実行委員

会及び県種目団体が協議のうえ、編成する。なお、役員

の編成にあたっては、1人 1種 目を原則として、必要充分

な人員を配置し、大会運営に万全を期する適切な配置を

行う。

2 役員の構成
役員については、大会役員、運営役員、大会 (会場地市町)係

員とする。

(1)大会役員
種目別大会役員編成基準 (別表 1)に 基づいて編成

する。

(2)運営役員
種目別大会運営役員編成基準 (別表 2)に基づいて、
県種目団体関係者、会場地市町及び会場地周辺に在住

するスポーツ・レクリエーション関係者を中心に編成

する。

(3)大会係員
種目別大会係員編成基準 (別表 3)に基づいて、会
場地市町実行委員会関係者を中心に編成する。

3 役員の重複者の調整
役員が重複する恐れのある場合は、次の原則に基づき、

関係者が協議のうえ、調整する。

(1)監督及び選手と大会役員・運営役員等の重複につい
ては、原則として認めない。

(2)運営役員等が 2種 日以上にわたり重複して依嘱され
た場合は、その業務内容により調整する。

(3)同一種目における、大会役員、運営役員及び大会係員
の重複については、その業務内容によりこれを認める。

4 役員の職名及び業務
(1)大会役員は、編成基準 (別表 1)に より、名誉会長、
名誉顧間、会長、副会長、顧間、参与、大会委員長、

大会副委員長、委員で構成し、大会に関与する事項の

全般を総括する。

(2)運営役員は、編成基準 (別表 2)に より、運営委員長
を中心に各種目別大会の直接の運営に携わる。なお、種

目によっては、その種目に応じた名称を使用し、必要な

業務を加えることができる。また、補助員については必

要最小限の人員を配置し、会場地の運営を円滑に運ぶよ

う適切な配置を考慮する。

(3)大会係員は、編成基準 (別表 3)に より会場地の運
営全般に携わる。なお、会場地によっては、さらに必

要な業務の係員を加えることができる。また、補助員

については必要最小限の人員を配備し、会場地の運営

を円滑に運ぶよう適切な配置を考慮する。

(別表 1)大会役員編成基準

団体名

役職名

中央種日

団体

県体育

協会

県レクリ
エーション

協会
市 町 体育協会

レクリエー

ンョン協会

体育指導

委員協議会
種日|‖体

名 誉 会 長 会   長

名 誉 顧 間 会   長 会   長 会   長

長 市 町 長

副  会  長 1刊 長
| 会   長 助   役 会   長 会   長 会   長

rl |l11 副 会 長 副 会 長 副 会 長
議会議員

教育委員長

参 与

理事長又は

これに

準ずる者

理事長又は

これに

準ずる者

理事長又は

これに

準ずる者

理事長又は

これに

準ずる者

副 会 長
議会議員
教育委員
収入役
教育長

大会委 員長 理 事 長

大会副委員長
副 会 長 副 会 長 副 会 長 会   長

委 員

関 係 部
(課 )長

理事長又は

これに準する者

理事長又は

これに準する者

理事長又は

これに準する者
副 会 長
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団体
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(別表2)運営役員編成基準

運11副委員長 委員長の補佐

補 助 員 大会運営全体の補助

(別表 3)大会係員編成基準

輸 送 係 員

会場 施設係員

記録センター運営について

1 記録等の報告
種目別大会結果の収集は、会場地市町実行委員会からの

ファクシミリによる。ただし、会場地の実情に応じてEメ

ール対応も行います。

(1)グループ別報告
会場地市町実行委員会を6グループに分けてファクシ

ミリを固定し、業務の効率化を図ります。

(2)報告内容
原則として、大会期間中 1日 2回 (大会開始報告、
大会結果報告)と します。ただし、マスターズ陸上競技・
マスターズ水泳においては、順次記録を報告してくだ
さい。

ア 大会開始報告 (業務開始後 1時間以内)
① FAX送信表
②進行運営状況報告書

③代表者会議報告書
イ 大会結果報告 (大会終了後1時間以内)
①FAX送信表
②進行運営状況報告書

③大会結果報告書

①組合せ報告書
ウ その他
○緊急を要するけが・病気等が発生した時は、速やか
に電話又はFAXに より報告してくださぃ。

2 記録の配布等
大会記録等の配布は、大会期間中及び大会終了後とします。

(1)大会期間中は、記録等要求のある各都道府県選手派遣
本部参加者並びに報道関係に配布します。

期間:10月 6日 (日 )～ 8日 (火 )午前9時～午後8時まで

場所 :第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会事務局内

(2)大会終了後は、種目別大会公式記録 (ス ポレク賞・
特別賞・大会記録)を各都道府県及び関係団体に送付
します。

○大会記録速報は大会終了後 1週間以内に送付予定

〇大会記録報告書は、平成 14年 12月 に送付予定
*会場地市町実行委員会は、大会終了後記録をフロッ
ピーに保存し、県実行委員会まで提出してください。

3 日 程
10月 3日 (木) 記録センターの設営
4日 (金)記 録センターの設置 午後 1時～

会場地市町実行委員会と送信等リハーサル

5日 (土)記 録センターの開設
午前 8時 30分一午後 8時

6日 (日 ) 記録センターの開設
午前 5時 30分～午後 8時

7日 (月 ) 記録センターの開設
午前 5時 30分～午後 8時

8日 (火) 記録センターの開設
午前 5時 30分～午後 8時

9日 (水) 記録センターの開設
午前 8時 30分～午後 1時
記録センター撤去 午後 1時～

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭

協賛事業参加募集要項

1趣 旨
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭において、協
賛事業を開催することにより、参加機会の拡大を図るととも

に、祭典の気運を高める。また、全国から集う人々との交流

を図り、スポーツ・レクリエーション活動の振興に資する。

2主 催
「全国スポーツ・レクリエーション祭協賛事業の名義の

使用承認基準」 (昭和 63年文部省制定)に定める団体、
企業及び市町村等とする。

3 期 日
平成 14年 1月 1日 から10月 8日 の期間中に開催する事業
とする。

4会 場
スポーツ・レクリエ~ン ョン関係団体主催事業の会場は、
第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実行委
員会 (以下「広島県実行委員会」という。)と 主催団体で
調整し決定する。

5 事業内容
(1)第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭の祭典の
趣旨に沿うものとする。

(2)「全国スポーツ・レクリエーション祭協賛事業の名義
の使用承認基準」による事業内容に沿うものとする。

役 職 員 業 務 内 容

大会運営に関する庶務全般

大会運営全体の統括運営委員長

総 務 委 員

審 判 長 審判業務全体の総括
副 審 判 長 審判長の補佐

審 判 員 規定に準じた円滑な審半||

記録・報道 1各
会場の記録収集・管理、記録セし タニヘあ報告:~  ~~1報
道機関への迅速な対応

進   イi プログラムに準じた競技運営
放   送 1選手の召集、紹介、記録等の会場への通告
求文     浸G:1会場での傷病者に対する応急処ま医師及び看議婦への協力、救急車の手配

役  職  員 業 務 内 容

総 務 係 員 1大会会場の維持管理等に関する庶務全般

受付 案内係員 参加者・大会関係者の受付 案内、‐般来場者の案内

式 典 係 員 開始式 表彰式の円滑な運営 管理及び賞状の筆耕等

接 待 係 員 参加者・大会関係者への飲み物等のサービス

宿泊.弁当係員 参加者・大会関係者への宿泊案内.弁当配布

参加者・大会関係者への輸送案内、送迎バスの添乗

駐 車 場 .

警 備 係 員

会場及びその周辺駐車場への誘導 .整理 .

会場内の巡回警備

会場内の施設・設備等の維持管理

補 助  員 会場での大会運営業務全般の補助
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6 申請手続
広島県実行委員会が事業内容を検討し、一括して文部科

学省へ申請する。

7 申請方法
(1)協賛事業開催開催希望調査表 (別紙様式)に必要事項
を記入し、広島県実行委員会に提出する。

(2)事業内容、会場、開催期日等について、広島県実行委
員会と調整後、後日送付する第 15回全国スポーツ・レ

クリエーション祭協賛事業の名義の使用承認申請書に必

要書類を添付して提出する。

8 提出先
第 15回全国スポーツ・レクリエーンョン祭
広島県実行委員会事務局

=F730-0037
広島市中区中町 8番 18号 クリスタルプラザ 12階
9 提出期限
開催希望調査票 :平成 13年 6月 11日 (月 )(一次)

平成 13年 10月 31日 (水)(二次)
名義の使用承認申請書:平成 13年  7月 31日 (火 )(一次)

平成 13年 11月 30日 (金)(二次 )
10 その他
協賛事業に必要な経費は、主催団体負担金及び参加費等

をもって充てる。

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭
広島県実行委員会会則

第 :章 総 則

(名称 )

第 1条 この会は、第 15回全国スポーツ・レクリエーショ
ン祭広島県実行委員会 (以下「本会」という。)と称する。

(事務所)

第 2条 本会の事務所は、広島県庁内に置く。
(目 的)

第 3条 本会は、全国スポーツ・レクリエーション祭開催要
綱 (昭和63年 4月 7日付け文部大臣裁定)に基づき、第
15回全国スポーツ・レクリエーション祭 (以下「祭典」

という。)を円滑に開催するために必要な事業を行うこと

を目的とする。

(事業 )

第 4条 本会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事
業を行う。

(1)祭典の総合計画に関すること。

(2)祭典の開催準備に関すること。

(3)祭典の実施運営に関すること。

(4)文部科学省、財団法人日本体育協会、財団法人日本レ

クリエーション協会、社団法人全国体育指導委員連合、

その他関係機関及び団体との連絡調整に関すること。

(5)前各号に掲げるもののほか、本会の目的を達成するた

めに必要な事項に関すること。

第 2章 組 織

(組織)

第 5条 本会は、次の各号に掲げる者のうちから会長が委嘱

した委員をもって組織する。

(1)祭典の開催に関係する機関及び団体の役職員
(2)ス ポーツ又はレクリエーションについて、学識経験を有

する者

(3)前 2号に掲げる者のほか、会長が必要と認める者
(役員)

第 6条 本会に、次に掲げる役員を置く。
(1)会長    1名
(2)副会長   若干名
常任委員  若千名
監事    若干名
長は、広島県知事をもって充てる。

会長及び常任委員は、委員のうちから会長が委嘱する。

事は、会長が委嘱する。ただし、委員を兼ねることは

できない。

(役員の職務)

第 7条 会長は、本会を代表し、会務を総理する。
2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、あ
らかじめ会長が指定する順序により、その職務を代理する。

3 常任委員は、常任委員会を構成し、第 12条第 4項に定
める事項について審議する。

4 監事は、会計その他の事務を監査する。
(顧間及び参与)

第 8条 本会に顧間及び参与を置くことができる。
2 顧間及び参与は、会長が委嘱する。
3 顧間は、重要な事項について、会長の諮間に応じ意見を
述べることができる。

4 参与は、会長が必要と認める事項について、その諮間に
応じ意見を述べることができる。

(任期)

第 9条 委員、役員、顧問及び参与 (以下「役員等」という。)
の任期は、委嘱の日から祭典が終了し、その精算事務が完

了するときまでとする。

2 前項の規定にかかわらず、委員等 (第 5条第2号の委員を除
く。)に委嘱された者が、委嘱されたときに属していた機関又は

団体で役職の異動があったときは、後任者が委員等を引き継ぐ

ものとみなす。この場合において当該委員の後任者の任期は、

前任者の残任期間とする。

＞

＞

会

副

監
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第 3章 会 籠

(会議の種類)

第 10条 本会に、次の会議を置く。
(1)総会
(2)常任委員会
(3)専門委員会
(総会)

第 11条 総会は、会長及び委員をもって構成する。
2 総会は、会長が招集し、会長がその議長となる。
3 総会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。
(1)会則の改廃に関すること。

(2)祭典の総合的な計画に関すること。

(3)事業計画及び事業報告に関すること。

(4)予算及び決算に関すること。

(5)前各号に掲げるもののほか、祭典開催に関わる重要な



事項に関すること。

4 総会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のと
きは、議長が決定する。

(常任委員会)

第 12条 常任委員会は、常任委員長、常任副委員長及び常
任委員をもって構成する。

2 常任委員長及び常任副委員長は、会長が指名する。
3 常任委員会は、必要に応じて会長が招集し、常任委員長
がその議長となる。

4 常任委員会は、次に掲げる事項について審議し、決定する。
(1)祭典の実施計画及び実施要項に関すること。
(2)総会を招集するいとまがない緊急な事項に関すること。
(3)前 2号に掲げるもののほか、祭典開催に必要な事項に

関すること。

5 常任委員長は、常任委員会を代表し、会務を総理する。
6 常任委員長は、第 4項の規定により審議し、決定したと
きは、次の総会において報告しなければならない。

7 常任副委員長は、常任委員長に事故あるとき、その職務
を代理する。

8 常任委員会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同
数のときは常任委員長が決定する。

9 常任委員長は、必要に応じて関係者の出席を求めて、そ
の意見を聞くことができる。

(専門委員会)

第 13条 本会に別表に掲げる専門委員会を置く。ただし、
必要に応じて他の専門委員会を置くことができる。

2 専門委員会は、次に掲げる者のうちから会長が委嘱した
専門委員をもって構成する。

(1)祭典に関係する機関及び団体の役職員
(2)ス ポーツ又はレクリエーションに関する事業に精通し
た者、その他スポーツ又はレクリエーションについて学

識経験を有する者

(3)前 2号に掲げる者のほか、会長が必要と認める者
3 専問委員会は、常任委員会の付託を受け、それぞれ別表
に掲げる専門的事項について調査、審議する。

4 各専門委員会に委員長を置き、専門委員のうちから会長 第 15回全国スポーツ 。レク リエーシ ョン祭
が指名する。                  広島県実行委員会事務局規程
5 専門委員会は、必要に応じて専門委員長が招集し、その
議長となる。                                第 l章 総 則
6 専門委員長は、専門委員会を代表し、会務を総理する。   (趣 旨)
7 専門委員長は、第 3項の規定により調査、審議したときは、第 1条 この規程は、第 15回全国スポーツ・レクリエーシ
その結果を次の常任委員会に報告しなければならない。    ョン祭広島県実行委員会会則第 15条の規定に基づき、第
8 専門委員会の会議については、第 12条第 8項の規定を  15回 全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実行委員
準用する。                         会事務局 (以下「事務局」という。)の組織及び運営に関し、
9 専門委員の任期は、第 9条の規定を準用する。       必要な事項を定めるものとする。

第 4章 専決事項
(会長の専決)

第 14条 会長は、総会又は常任委員会の権限に属する事項
について、急を要し、総会又は常任委員会を招集するいと
まがないと認めるときは、これを専決処分することができる。
2 会長は、前項の規定により専決処分をしたときは、これ
を次の総会又は常任委員会に報告し、その承認を求めなけ
ればならない。

第 5章 事務局
(事務局)

第 15条 本会の事務を処理するために事務局を置く。
2 事務局に関し必要な事項は、会長が別に定める。

第 6章 会計
(会計)

第 16条 本会の経費は、県負担金、協賛金、その他の収入
をもって充てる。

(会計年度)

第 17条 本会の会計年度は、毎年 4月 1日 に始まり、翌年
3月 31日 に終わる。
2 本会の会計に関して必要な事項は、会長が別に定める。

第 7章 解散
(解散)

第 18条 本会は、祭典が終了し、その精算事務が完了した
ときをもって解散する。

第 8章 補則

(補則)

第 19条  この会則に定めるもののほか、本会の運営に関し
必要な事項は、会長が別に定める。

附 則
1 この会則は、平成 13年 5月 21日 から施行する。
2 この会則施行の際、現に第 15回全国スポーツ・レクリ
エーション祭広島県準備委員会が有する権利及び義務は、

本会が承継する。

別表 (第 13条第 3項関係)専門委員会への付託事項
種 付 託 事 項

企画広報 :l問委員会 企画広報に関すること及び他の専門委員会に属さないこと

宿泊輸送専門委員会 宿泊、輸送交通.医事衛生及び安全管理に関すること

種目交流専門委員会 種日別大会及び協賛事業に関すること

式典事業専門委員会 開会式.開会式、特別行事及びシンポジウムに関すること

第 2章 事務局
(事務局)

第 2条 事務局は、広島県教育委員会事務局に置く。
(業務)

第 3条 事務局は、第 15回全国スポーツ・レクリエーショ
ン祭広島県実行委員会に関する事務を処理する。
(職員)

第 4条 事務局に、次の職員を置く。

ヽ
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ア
資料

(1)事務総長
(2)事務局長
(3)事務局次長
(4)部長
(5)課長
(6)課長代理
(7)課員
2 事務総長は、広島県教育委員会事務局教育次長をもって
充てる。

3 事務局長は、広島県教育委員会事務局全国スポーツ・レ
クリエーション祭事務局長をもって充てる。

4 事務局次長は、広島県教育委員会事務局全国スポーツ・
レクリエーション祭事務局次長をもって充てる。

5 部長、課長、課長代理及び課員は、広島県教育委員会事
務局全国スポーツ・レクリエーション祭事務局職員をもっ

て充てることとし、事務局長が指名する。

6 会長は、前項に定めるもののほか、特に必要があると認
めるときは、職員を任命又は委嘱することができる。

(職務 )

第 5条 事務総長は、会長の命を受け、事務を統轄する。
2 事務局長は、事務局の事務を掌理し、所属の職員を指揮
監督する。

3 事務局次長は、事務局長を補佐 し、事務局長に事故があ
るときは、その職務を代理する。

4 部長は、上司の命を受け、職員を指揮監督し、部の事務を
掌理する。

5 課長は、上司の命を受け、職員を指揮監督し、課の事務を
掌理する。

6 課長代理は、上司の命を受け、課内の総合調整に関する
事務に従事する。

7 課員は、上司の命を受け、事務に従事する。

第 3章 事務の決裁
(専決)

第 6条 事務総長は、広島県教育委員会事務局等決裁規程第 6

条の 3に定められている教育次長専決事項に相当する事項

を専決することができる。

2 事務局長は、広島県教育委員会事務局等決裁規程第 6条
の 3に基づいて定められた事務局長専決事項に相当する事

項を専決することができる。

3 事務局を総括する部長は、広島県教育委員会事務局等決
裁規程第 6条の 3に基づいて定められた総括専門員専決事

項に相当する事項を専決することができる。

4 課長は、広島県教育委員会事務局等決裁規程第 6条の 2
に定められている係長専決事項に相当する事項を専決する

ことができる。

5 前各項の規定に関わらず、重要又は異例に属すると認め
られる事項については、上司の決裁を受けなければならない。

(代決)

第 7条 会長が不在のときは副会長が、会長及び副会長がと
もに不在のときは事務総長がその事務を代決する。

2 事務総長が不在のときは、事務局長がその事務を代決する。

3 事務局長が不在のときは、事務局次長がその事務を代決

する。

4 前各項の規定に関わらず、代決権者において重要若しく
は異例に属すると認められる事項については、代決するこ

とができない。

(代決した事務の処理 )

第 8条 前条第 1項から第 3項の規定により代決した者は、
その代決した事務について決裁権者に報告を要すると認め

られるときは、速やかに決裁権者に報告しなければならない。

第 4章 文書
(文書 )

第 9条 文書には記号及び一連番号を付さなければならない。
ただし、軽易な文書については、これを省略することがで

きる。

2 記号は「全スポ広実」とする。
(発信者名)

第 10条  文書の発信者名は、会長名を用いるものとする。
ただし、軽易な文書については、事務局長名を用いること

ができる。

(保存)

第 11条 施行を完了した文書は、編纂し、事務局長が指定
する日まで保存しなければならない。

(準用)

第 12条 前条に定めるもののほか、文書の取扱いに関しては、
広島県教育委員会事務局の文書の取扱いの例による。

第 5章 公 印

(公印)

第 13条 事務局で使用する公印は、別表に掲げるとおりと
する。

2 前項に定める公印の保管者は、事務局次長とする。
(準用)

第 14条 前条に定めるもののほか、公印の取扱いに関しては、
広島県教育委員会事務局の公印の取扱いの例による。

第 6章 服務並びに給与及び旅費
(服務)

第 15条 職員の服務については、広島県教育委員会事務局
職員の例による。

(賃金等)

第 16条 第 4条第 6項に基づく職員の賃金、勤務時間その
他の勤務条件については、事務局長が別に定める。

(旅費)

第 17条 職員の旅費の額及び支給方法については、広島県
教育委員会事務局職員の例による。

第 7章 財 務

(予算の編成)

第 18条 事務局長は、予算を編成しようとするときは、事
業計画についてあらかじめ会長の承認を受けなければなら

ない。

(会計事務)

第 19条 事務局に出納員を置く。
2 出納員は、事務局員の中から事務局長が別に指名する。
3 出納員は、出納その他の会計事務を行う。
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(金融機関の指定 )

第 20条 現金の出納は、事務局長が指定する金融機関を通
じて行うものとする。

(決算 )

第 21条 事務局長は、出納に関する事務を完了したときは、
速やかに歳入・歳出決算書を作成 し、証拠書類を添付 して

会長に提出しなければならない。

(準用)

第 22条  この章に定めるもののほか、財務の取扱いに関し
て必要な事項については、広島県の財務に関する諸規程の

例による。

第 8章 補則

第 23条 この規程に定めるもののほか、事務局の運営につ
いて必要な事項は事務局長が別に定める。

附 則
この規程は、平成 13年 5月 21日 から施行する。
この規程は、平成 14年 4月 1日 から施行する。

別表 (第 13条関係 )

公印の種類 様  式 寸  法 書 体

実行委員会会長印

第 15回 全 国
スポーツ・レク

リエーション祭

広 島 県 実 行

委員会会長印

方 27ミ リメートル てん書

実行委員会

事務局長印

第 15回 全国
スポーツ・レク

リエーション祭

広島県実行委員

会事務局長印

方 23ミリメートル てん書
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所属・職名 名 前役員区分

ア
名簿

第 15回全国スポーツ・ レクリエーション祭祭典役員

名誉会長

会  長
副 会 長

文部科学大臣

広島県知事

文部科学省スポーツ・青少年局長

財団法人日本体育協会会長

財団法人日本レクリエーション協会会長

社団法人全国体育指導委員連合会長

広島県副知事

顧  問 .文部科学副大臣
文部科学大臣政務富

文部科学省事務次官

財団法人日本体育協会副会長

財団法人日本体育協会副会長

財団法人日本体育協会常務理事

`財団法人日本体育協会常務理事

1財団法人日本体育協会常務理事

1財団法人日本レクリエーション協会副会長

財団法人日本レクリエーション協会常務理事

財団法人日本レクリエーション協会常務理事

社団法人全国体育指導委員連合副会長

社団法人全国体育指導委員連合副会長

参議院議員

参議院議員

参議院議員

参議院議員

参議院議員

参議院議員

広島県議会議長

広島県出納長

広島県教育委員会委員長

広島県市長会会長
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斉

佐

金

亀

柳

柏

溝

佐

佐

林

山

福

檜

河

小

三

1広島県町村会会長

広島県都市教育長会会長

広島県町村教育長会会長

財団法人広島県体育協会会長

広島県レクリエーション協会会長

広島県体育指導委員協議会会長

社団法人日本グラウンド・ゴルフ協会会長

財団法人日本ゲー トボール連合会長

財団法人日本サッカー協会会長

財団法人日本バレーボール協会会長

日本ソフ トパレーボール連盟会長

財団法人日本ソフトボール協会会長

財団法人日本卓球協会会長

日本ターゲットパードゴルフ協会会長

社団法人日本綱引連盟会長

1財団法人日本テニス協会会長

1財団法人日本ソフトテニス連盟会長

`日 本バウンドテニス協会会長

1財団法人日本バ ドミントン協会会長

1財団法人全日本ポウリング協会会長

,財団法人日本陸上競技連盟会長

1日 本マスターズ陸上競技連合会長

1社団法人日本インディアカ協会会長

社団法人日本エアロビック連盟会長

社団法人|1本フォークダンス連盟会長

社団法人日本 トランポリン協会会長

日本エスキーテニス連盟会長

日本 3B体操協会理事長
社団法人日本武術太極拳連盟会長

財団法人日本水泳連盟会長

'フ

1文
部科学省スポーツ・肯少年局審議官

文部科学省スポーツ・青少年局総括官

1文部科学省スポーツ・青少年局企画・体育課長

1広島県議会副議長

1広島県議会議員

1広島県議会議員

1広島県警察本部長

1広島市長

郎

功

洋

熙

博

二

一

雄

郎

勉

郎

拓

売

三

文

明

樹

三

雄

平

平

彦

章

一

亘

朗

洋

子

月

進

哲

光

夫

文

三

人

豊

利

也

司

之

一

弘

章

和

路

央

洋

之

郎

之

天

■
　^
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一́
ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′ｌ・

更

　

東

公

　

昭

祐

義

三

　

慶

　

　

純

弘

正

俊

正

義

恭

洋

善

皓

晃

　

喜

正

雅

六

嵐

　

県

重

敏

良

新

　

忠

臣

政

康

良

和

　

吉

広

泰

　

博

三

義

玉

　

本

田

沼

見

本

内

淵

井

島

崎

田

川

根

田

部

原

内

ホ

野

田

村

西

西

　

川

藤

藤

橋

原

重

杉

島

橋

本

花

葉

原

坂

藤

田

上

好

藤

岡

谷

川

田

下

利

藤

戸

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

谷

曽

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

笠

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

多

‐

児

森

漱

多

長

補

鈴

櫻

川

村

喜

山

飯

長

中

盛

海

笹

櫻

赤

河

梅

川

小

小

森

西

佐

加

古

上

徳

高

小

石

宮

竹

秋

小

小

五

亀

村

三

伊

吉

八

中

上

山

和

加

財団法人日本レクリエーション協会副会長 1永

財団法人日本レクリエーション協会副会長 ,弘

財団法人日本レクリエーション協会常務理事 1北

1社団法人全国体育指導委員連合副会長

1社団法人全国体育指導委員連合専務理事

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1衆議院議員

1参議院議員

1参議院議員

1参議院議員

呉市長

竹原市長

三原市長

尾道市長

因島市長

1福山市長

1府中市長

|二次市長

1庄原市長

1大竹市長

1東広島市長

十日市市長

1府中町長

1海田町長

役員区分 所属・職名 名 前
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所属・職名 名 前役員区分 |

熊野町長

坂町長

江田島町長

音戸町長

倉橋町長

之

行

巳

美

嘉

之

雄

雄

子

完

隆

宣

彦

一
武

蔵

昭

典

桐

文

男

郎

義

男

夫

郎

正

三

昭

明

昭

治

文

慧

男

彦

弘

生

憲

昇

幸

孝

郎

生

博

郎

昭

人

志

夫

士

毅

芳

隆

重

孝

杉

弘

龍

久

正

　

重

和

克

英

　

清

和

昭

建

雅

春

達

一

信

邦

更

　

良

孝

　

建

弘

孝

　

龍

範

正

峯

　

　

紀

正

大

茂

隆

孝

寛

理

仁

荒

勝

秀

本

田

木

岡

橋

内

崎

井

島

木

本

田

津

本

国

本

田

上

本

田

崎

田

日

本

田

玉

井

田

西

善

森

川

行

木

下

田

造

山

本

岡

田

原

田

林

田

原

口

山

本

藤

上

藤

々

平

吉

平

川

石

竹

柴

笠

中

正

松

小

大

谷

平

佐

内

野

松

梅

辰

前

浜

沖

織

児

今

員

高

三

家

上

随

恵

山

沖

渡

北

長

長

漬

藤

柴

若

門

杉

山

松

上

佐

村

佐

平

光

壮

齊

三

宏

三

寿

隆

司

俊

亨

夫

夫

三

史

強

昭

幸

昭

元

豊

孝

優

一

三

夫

誠

健

孝

勝

美

博

敬

人

一
責

弘

二

也

吉

進

雄

夫

耕

毅

智

造

幸

子

夫

洋

雄

元

　

英

昌

詳

隆

清

孝

和

和

龍

和

敬

晏

　

公

豊

博

保

　

安

　

助

祥

茂

　

　

義

　

博

　

尊

政

義

　

　

昭

史

剛

　

文

正

　

　

　

耕

　

怜

竹

正

原

野

野

崎

山

田

谷

岡

原

川

田

廣

免

重

盛

藤

谷

原

原

野

原

盤

上

内

崎

野

瀬

　

登

貞

尻

鳩

内

村

野

石

田

多

見

秋

　

坪

田

　

本

村

瀬

井

田

保

金

川

藤

牧

宮

岡

丸

梶

杉

森

藤

梶

増

元

湯

神

田

遠

盛

藤

富

平

安

常

岩

小

岡

浅

深

林

長

宗

井

森

堀

野

鵜

根

安

喜

楠

民

林

柳

岸

林

山

川

津

安

石

久

永

西

委

新市町長

油木町長

神石町長

豊松村長

三和町長

上下町長

総領町長

甲奴町長

君田村長

布野村長

作木村長

吉舎町長

三良坂町長

三和町長

西城町長

東城町長

口和町長

高野町長

比和町長

広島県市議会議長会会長

広島県町村議会議長会会長

広島県教育委員会教育長

文部科学省スポーツ・青少年局生涯スポーツ課長

下蒲刈町長

蒲刈町長

大野町長

湯来町長

佐伯町長

吉和村長

宮島町長

能美町長

沖美町長

大柿町長

加計町長

筒賀村長

戸河内町長

芸北町長

大朝町長

千代田町長

豊平町長

吉田町長

八千代町長

美土里町長

高宮町長

甲田町長

向原町長

黒瀬町長

福富町長

豊栄町長

大和町長

河内町長

本郷町長

安芸津町長

安浦町長

川尻町長

豊浜町長

豊町長

大崎町長

東野町長

木江町長

瀬戸田町長

御調町長

久井町長

向島町長

甲山町長

世羅町長

世羅西町長

内海町長

沼隈町長

神辺町長

祭典委員長

祭典副委員長

1文部科学省スポーツ・青少年局競技スポーツ課長

1財団法人日本体育協会事務局長

1財団法人日本レクリエーション協会事務局長

1社団法人全国体育指導委員連合事務局長

1広島県教育委員会事務局教育次長

員 1文 5科学省スポーツ・青少年局スポーツ指導専門官

1広島県教育委員会事務局全国スポーツ・レクリエーン]/祭事務局長

広島県教育委員会事務局生涯学習部スポーツ健康課長

広島県グラウンド・ゴルフ協会会長

広島県ゲートボール連合会長

財団法人広島県サッカー協会会長

財団法人広島県パレーボール協会会長

広島県ソフトバレーボール連盟会長

広島県ソフトボール協会会長

広島県卓球協会会長

広島県ターゲットパードゴルフ協会会長

広島県綱引連盟会長

広島県テニス協会会長

広島県ソフトテニス連盟会長

1広島県バウンドテニス協会会長

1広島県バ ドミントン協会会長

1広島県ボウリング連盟会長

1財団法人広島陸上競技協会会長

1広島マスターズ陸上競技連盟会長

1広島県インディアカ協会会長

1広島県フォークダンス連盟会長

1広島県エアロビック連盟理事長

1広島県 トランポリン協会会長

1広島県エスキーテニス連盟会長

所属・職名 名 前役 員区分
'
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役員区分 | 所属・職名 名 前 第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実行委員会

広島県自転車競技連盟会長

日本3B体操協会中国本部広島県支部支部長

広島県武術太極拳連盟会長

財団法人広島県水泳連盟会長

北海道教育庁生涯学習部スポーツ保健体育課参事

青森県教育庁スポーツ健康課長

岩手県教育委員会事務局スポーツ健康課長

宮城県教育庁スポーツ健康課長

秋田県教育庁保健体育課長

山形県教育庁スポーツ保健課長

福島県教育庁スポーツ健康課長

茨城県教育庁保健体育課長

栃木県教育委員会事務局保健体育課長

群馬県教育委員会事務局スポーツ振興課長

埼玉県教育局指導部体育課長

千葉県教育庁生涯学習部体育課長

東京都教育庁生涯学習スポーツ部スポーツ振興課長

神奈川県教育庁教育部スポーツ課長

山梨県教育委員会事務局スポーツ健康課長

新潟県教育庁保健体育課長

長野県教育委員会事務局体育課長

富山県教育委員会事務局スポーツ課長

石川県教育委員会事務局体育課長

福井県教育庁全国スポーツ・レク|)エーション祭準備室長

静岡県教育委員会事務局スポーツ振興室長

愛知県教育委員会事務局体育スポーツ課長

二重県教育委員会事務局スポーツ振興チームマネージャー|

岐阜県教育委員会事務局スポーツ課長 1小 谷 俊 明
滋賀県教育委員会事務局保健体育課長

京都府教育庁指導部保健体育課長

大阪府生活文化部生涯スポーツ振興課長

兵庫県教育委員会事務局地域スポーツ活動室長

奈良県教育委員会事務局保健体育課長 ,小

和歌山県教育庁スポーツ健康課長

鳥取県教育委員会事務局体育保健課長

島根県教育庁保健体育課長

岡山県教育庁保健体育課長

山口県教育庁保健体育課長

香川県教育委員会事務局保健体育課長

徳島県教育委員会事務局体育保健課長

1愛媛県教育委員会事務局保健スボーツ課長

1高知県教育委員会事務局体育保健課長

福岡県教育庁教育振興部スポーツ健康課長

佐賀県教育庁体育保健課長

長崎県教育庁体育保健課長

熊本県教育庁体育保腱課長

大分県教育庁体育保健課長

宮崎県教育庁スポーツ振興課長

鹿児島県教育庁保健体育課長

1沖縄県教育庁保健体育課長

広島県知事

広島県副知事

広島県教育委員会教育長

広島県市長会会長

広島県町村会会長

財団法人広島県体育協会会長

広島県レクリエーション協会会長

広島県体育指導委員協議会会長

広島県議会議員

広島県議会議員

広島県都市教育長会会長

広島県町村教育長会会長

広島市長

呉市長

竹原市長

三原市長

尾道市長

因島市長

府中市長

二次市長

庄原市長

大竹市長

東広島市長

廿日市市長

府中町長

海田町長

熊野町長

坂町長

江田島町長

音戸町長

倉橋町長

下蒲刈町長

蒲刈町長

大野町長

湯来町長

佐伯町長

吉和村長

宮島町長

能美町長

沖美町長

大柿町長

加計町長

筒賀村長

戸河内町長

芸北町長

大朝町長

千代田町長

豊平町長

吉田町長

八千代町長

美土里町長

甲田町長

向原町長

黒瀬町長

福富町長

豊栄町長

大和町長

河内町長

本郷町長

林

相

松

長

長〈〓

〈
一́
一剛剛

誼

子

雄

山

和

文

雄

口

岡

田

田

樋

西

岸

藤

規

夫

一
治

美

良

辰

健

幸

克

村

巻

本

沖

ド

今

藤

杉

中

岩

一
彦

廣

嘉

勝

光

日

神

谷

山

伊

松

崇

光

隆

雄

利
　
　
久

野

井

林

口

小

藤

谷

士

宏

浩

博

俊

裕
　
　
常

石

森

井

竹

田

水

月

吉

佐

原

司

光

典

朗

祐

信

昭

邦

晟

岡

藤

崎

御

清

内

寺

政

　

　

光

山

文

豊

章

郎

熙

博

二

三

八

功

太

雄

尚

　

　

更

公

　

昭

良

新

田

口

盤

好

玉

田

沼

見

橋

本

藤

田

常

三

児

多

長

楠

石

宮

森

稔

次

雄

明

平

元

彦

徳

憲

義

章

宣

昌

克

正

正

和

橋

谷

和

井

村

栗

本

田

藤

高

細

海

花

中

大

鈴

高

佐

委員(議会)

(市町村 )

瀬戸本 洋

利

也

司

之

一
弘

和

路

央

雄

之

郎

之

天

之

行

巳

美

嘉

之

雄

雄

子

完

吾

宣

彦

一
武

蔵

昭

典

夫

文

男

郎

義

男

夫

正

三

昭

明

昭

治

心

慧

小

　

久

東

忠

臣

政

康

良

和

吉

広

泰

伊

博

三

義

　

芳

隆

重

孝

杉

弘

龍

久

正

　

昭

和

克

英

　

清

和

昭

邦

雅

春

達

一
信

邦

　

良

孝

　

建

弘

雅

坂
藤

田
上

藤

岡

谷

田

田
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井
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本
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田
田
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田
井

田
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森
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五
亀
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伊

吉

八
豊

上

山

利
加

平
吉

平

川

石

竹

柴

笠
中

正
梅

小

大

谷

平

佐

内

野
増
梅

辰
前

浜

沖

織

今
奥

高

三
家

上

和

悪

秋 葉
小笠原

川 島 邦 彦
上 島 保 則

北 山 正 明

彦

幸

惰

秀

上

松

井

唐

勉
――
「

夫

俊

一

久

久

善

哲

安

誠

光

皓

嘉

田

野

山

馬

永

谷

米

黒

久

高

中

末

神
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氏   名区 分 1 所  属 役  戦

ヽ

分

ク

育

ボし

区

ス

所   属 役  職 氏

広島県スポーツ少年団本部長

広島市立大学教授

広島県連合小学校長会会長

広島県公立中学校長会会長

1広島県公立高等学校長協会会長

1広島県障害児学校長会会長

広島県幼稚園協議会理事長

広島県私立中学高等学校協会会長

財団法人広島県私立幼稚園連盟理事長

社団法人広島県専修学校各種学校連盟会長

広島県PTA連 合会会長
広島県高等学校PTA連 合会会長
広島市PTA協 議会会長
広島県私立中学高等学校教育後援会会長

財団法人広島県教育事業団理事長

広島県高等教育機関協議会代表幹事

広島県商工会議所連合会会頭

広島県商工会連合会会長

広島県中小企業団体中央会会長

広島県経営者協会会長

社団法人日本青年会議所中国地区協議鉱島プロック協議会会長

中国経済連合会会長

広島経済同友会代表幹事

広島県農業協同組合中央会会長

広島県漁業協同組合連合会代表理事会長

広島県内水面漁業協同組合連合会代表理事会長

広島県森林組合連合会代表理事会長

社団法人広島県パス協会会長

社団法人広島県タクシー協会会長

広島県個人タクシー協会会長

社団法人広島県 トラック協会会長

広島県旅客船協会会長

西日本旅客鉄道株式会社執行役員広島支社長

広島電鉄株式会社代表取締役社長

広島高速交通株式会社代表取締役社長

日本航空株式会社広島支店長

全日本空輪株式会社西日本販売カンパニー広島支店長

株式会社日本エアシステム中四国支店長

財団法人広島県交通安全協会会長

社団法人広島県観光連盟会長

社団法人日本ホテル協会中国四国支部支部長

社団法人全日本シティホテル速盟中国四国支部支部長

財団法人日本観光旅館違盟広島支部連絡会会長

広島県ホテル旅館生活衛生同業組合理事長

広島県観光土産品協議会会長

社団法人日本旅行業協会中四国支部広島地区会会長

社団法人広島県医師会会長

社団法人広島県歯科医師会会長

社団法人広島県薬剤師会会長

社団法人広島県生活衛生同業組合連合会会長

日本赤十字社広島県支部長

社団法人広島県病院協会会長

社団法人広島県看護協会会長

社団法人広島県食品衛生協会会長

社団法人広島県栄養士会会長

社団法人広島県調理師会連合会会長

財団法人広島県環境保健協会理事長

財団法人広島県生活衛生営業指導センター理事長

広島県飲食業生活衛生同業組合理事長

広島県合唱連盟理事長

名

|[

男

彦

弘

生

憲

昇

幸

孝

郎

生

博

郎

昭

人

志

夫

士

毅

平

光

壮

齊

三

宏

三

寿

隆

司

俊

亨

夫

夫

三

史

強

昭

幸

美

博

敬

一
寅

弘

二

也

吉

進

雄

夫

耕

毅

造

幸

子

夫

洋

誼

子

雄

山

三

　

　

一

龍
範
正
峯
　
　
紀
正
大
茂
隆
孝
寛
理
仁
荒
勝
秀
　
雄
元
　
英
昌
詳
隆
清
孝
和
和
龍
和
敬
晏
　
公
豊
博
　
尊
義
　
　
昭
史
剛
　
文
正
　
　
耕
　
怜
竹
正
　
邦
文
雄

Ｆ

田

遣

山

本

岡

田

原

田

林

田

原

口

山

本

藤

上

藤

原

野

野

崎

山

田

谷

岡

原

川

田

廣

免

重

盛

藤

谷

原

原

鵜

内

村

石

田

多

見

秋

　

坪

田

　

本

村

井

田

保

金

川

回

毛

田

田

山

沖

渡

北

長

長

演

藤

柴

若

門

杉

山

松

上

佐

村

佐

藤

牧

宮

岡

丸

梶

杉

森

藤

梶

増

元

湯

神

田

遠

盛

藤

冨

森

堀

野

根

安

喜

楠

民

林

柳

岸

林

山

川

安

石

久

永

西

樋

徳

岸

藤

(スポレク)

市町 安芸津町長

安浦町長

川尻町長

豊浜町長

豊町長

大崎町長

東野町長

木江町長

瀬戸田町長

御調町長

久井町長

向島町長

甲山町長

世羅町長

世羅西町長

内海町長

沼隈町長

神辺町長

新市町長

油木町長

神石町長

豊松村長

三和町長

上下町長

総領町長

甲奴町長

君田村長

布野村長

作木村長

吉舎町長

三良坂町長

三和町長

西城町長

東城町長

口和町長

高野町長

比利町長

広島県グラウンド・ゴルフ協会会長

広島県ゲー トボール連合会長

財団法人広島県サッカー協会会長

広島県ソフトパレーボール連盟会長

広島県ソフトボール協会会長

広島県卓球協会会長

広島県ターグットパードゴルフ協会会長

広島県綱引連盟会長

広島県テニス協会会長

広島県ソフトテニス連盟会長

広島県バウンドテニス協会会長

広島県バ ドミントン協会会長

広島県ボウリング連盟会長

財団法人広島陸上競技協会会長

広島県インディアカ協会会長

広島県フォークダンス連盟会長

広島県エアロビック連盟理事長

広島県 トランポリン協会会長

広島県エスキーテエス連盟会長

広島県自転車競技連盟会長

日本3B体操協会中日本部広島県支5支部長

広島県武術太極拳連盟会長

財団法人広島県水泳連盟会長

(教

(経

(農林水産)

(輸送交通)

(観光宿泊)

敬

光

己

幸

彦

志

行

平

楓

一
之

子

武

道

之

一

一
之

學

郎

樹

登

保

民

譲

人

造

哉

修

三

之

郎

士

哉

明

治

祥

二

輔

也

康

代

士

三

二

男

三

荘

則

史

山

郎

代

幸

子

夫

紀

人

典

男

尊

貞

弘

正

勝

孝

友

幸

　

啓

正

綾

　

弘

貞

太

浩

典

　

龍

松

司

式

睦

　

一
耕

哲

　

新

法

一
隆

哲

孝

順

知

幸

俊

一
剛

和

竹

晃

照

敏

幸

栄

泰

雅

雄

一
昭

守

典

定

忠

武

和

定

村

井

原

賀

田

井

原

中

先

橋

本

遅

部

本

田

川

内

川

藤

井

本

須

澤

田

間

原

井

田

田

村

丸

田

藤

田

川

瀬

井

本

田

田

村

　

田

藤

谷

利

田

山

田

本

田

江

尻

藤

田

岡

尾

内

藤

本
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可

野

荒

桝

平

砂

永

小

山

奥

大

佐

渡

渡

森

吉

市

池

梶

伊

自

奥

高

有

原

勝

大

安

大

演

木

小

仁

近

大

上

小

石

水

岸

仁

中

沖

演

後

大

門

真

本

前

松

藤

津

野

佐

岸

芳

平

奥

兵

山
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区  分 所   属 役  職 氏   名

/ 名簿

.(文  化)1広島県吹奏楽連盟理事長
1広島県文化団体連合会会長

1財団法人広島文化振興基金理事長

(社会福祖 1社会福祉法人広島県社会福祉協議会会長

1財団法人広島県女性会議理事長

1広島県の女性の地位向上と社会参酷すすめる会運営委員長

1広島県地域女性団体連絡協議会会長

1広島市地域女性団体連絡協議会会長

1財団法人広島県老人クラブ連合会会長

1財団法人広島市老人クラブ連合会会長

1広島県青年連合会会長

1社団法人青少年育成広島県民会議会長

1社団法人広島県子ども会連合会会長

1広島市子ども会連合会会長

1特定非営利活動法人ひろしまNPOセンター理事

|ふ るさと会議ひろしま会長

1財団法人ひろしま国際センター会長

|ライオンズクラブ国際協会336C地区ガバナーエレクト

1国際ロータリー第η10地区2∞2～2(X,3年度ガバナー

1日本ボーイスカウト広島県連盟理事長

1社団法人ガールスカウト日本連盟広島県支部長

1財団法人広島県消防協会会長

1広島県消防長会会長

1広島県公民館連合会会長

(労 働)1日本労働組合総連合会広島県連合会会長
1社団法人広島県雇用開発協会会長

(行 政)1広島県警察本部長
監  事 1広島県出納長

1広島県都市収入役協議会会長

顧  間 1広島県議会議長
1広島県教育委員会委員長

1広島県市議会議長会会長

1広島県町村議会議長会会長

参  与 1株式会社朝日新聞社広島支局長
1株式会社山陰中央新報社広島支社長

1株式会社産経新聞社広島支局長

1株式会社山陽新聞社広島支社長

1全国新聞情報農茉協同組合連合会中国四国支所長

1株式会社中国新聞社代表取締役社長

1株式会社日刊工業新聞社中四回支社長

1株式会社日本経済新聞社広島支局長

1株式会社日本工業新聞社中国支局長

1株式会社毎日新聞社広島支局長

1株式会社読売新聞社広島総局長

1日 本放送協会広島放送局長

1株式会社中国放送代表取締役社長

1株式会社テレビ新広島代表取締役社長

1広島テレビ放送株式会社代表取締役社長

1株式会社広島ホームテレビ代表取締役社長

1広島エフエム放送株式会社代表取締役社長

1社団法人共同通信社広島支局長

1株式会社時事通信社広島支社長

助

子

子

子

子

人

郎

士

嗣

厚

男

治

彦

秀

志

郎

男

江
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志
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彦
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昭
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志
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郎
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利

平
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忠
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洋

春

清

ヤ

良

正

久

宗

　

春

周

照

一
武

二
広

貞

千

信

常

武

俊
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利

俊

道

博

保

正

雅

栄

尚

元

　

嘉

　

光

栄

賢

克

宏

式

魏

宗

耕

　

一

成

井

田

下

山

山

井

迫

田

元

田

田

島

田

藤

原

辺

原

妻

村

岡

山

本

戸

川

貝

花

野

藤

山

原

野

原

部

川

上

山

崎

中

矢

田

野

川

山

本

井

澤

川

本

田

水

肥
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井
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笠
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光

平

仁

竹

檜

片

輝

土

志

吉

島

上

小

山

安

石

渡

神

川

木

笠

木

中

城

森

矢

竹

河

伊

檜

小

平

安

阿

阿

村

減

柏

今

大

太

芝

滝

梅

宮

金

有

藤

橋

松

消

土

洋

夫

也

隆

一

常任委員会

常任委員長

副委員長

常任委員

企画広報専門委員会

宿泊輸送専門委員会

委 員 長

副委員長

委  員

種目交流専門委員会

委 員 長
|

副委員長
|

委  員
|

広島県教育委員会教育長

広島県体育指導委員協議会会長

財団法人広島県体育協会会長

広島県レクリエーション協会会長

広島県議会議員

広島県市長会会長

広島県町村会会長

広島県都市教育長会会長

広島県町村教育長会会長

広島市立大学教授

財団法人広島県女性会議理事長

特定非営利活動法人ひろしまNPOセンター理事

社会福祉法人広島県社会福祉協議会会長

社団法人11本ホテル協会中国四国支部事務局長

社団法人広島県バス協会専務理事

西日本旅客鉄道株式会社広島支社営業課長

国土交通省中国運輸局広島陸運支局輸送課長

社団法人全I〕本ンティホテル連盟中国四国支部広島支部長

日本旅行業協会中四国支部広島地区会会長

社団法人広島県医師会事務局長

社団法人広島県生活衛生同業組合連合会専務理事

社団法人広島県看護協会事務局長

社団法人広島県食品衛生協会副会長

広島県ホテル旅館生活衛生同業組合専務理事

広島県飲食葉生活衛生同業組合筆頭副理事長

広島県消防長会事務局長

広島県環境生活部防災管理総室消防室長

広島県福祉保健部保健灰療総室医務看護室長

広島県福祉保健部衛生・被爆者総室生活衛生室長

広島県警察本部交通部交通規制課長

広島県警察本部警備部警備課長

広島県体育指導委員協議会副会長

広島県レクリエーション協会副会長

広島県市長会事務局長

広島県町村会事務局長

財団法人広島県体育協会専務理事

広島県体育指導委員協議会女性委員長

財団法人広島県教育事業団事務局長

広島県教肯委員会事務局生涯学習部スポーツ健康課長

豊

二

熙

博

三

章

畑

功

洋

光

子

治

却

昭

公

　

良

　

更

　

東

貞

洋

周

虎

盤

見

田

沼

橋

好

玉

　

本

井

山

藤

下

戸

常

楠

多

長

石

三

児

森

瀬

荒

檜

安

竹

昭

立

憲

平

史

男

三

二

一
弘

夫

義

男

治

章

文

行

文

知

欣

寿

俊

龍

敏

耕

輝

留

勝

隆

和

春

泰

光

嘉

廣

博

岡

加

橋

田

村

利

畑

田

中

延

林

本

田

中

田

永

根

川

片

平

徳

坂

木

門

大

今

田

奥

小

倉

園

田

平

富

関

黒

治

逸

文

治

徹

江

夫

功

志

泰

良

正

昭

　

登

武

本

江

　

野

本

形

治

東

柳

下

平

大

神

屋

万

区 分 氏  名 所  属 役  職

名区 分 1 氏 所   属 役  職
克

敏

正

昭

宣

勲

正

俊

隆

忠

幸

井

井

江

　

崎

原

和

水

村

部

田

場

拾

土

吉

下

平

瀬

絹

足

生

中

六

畑

馬

弘

文

治

利

大

規

彰

行

紀

弘

広

元広島市立美鈴が丘高等学校教諭

社団法人広島県観光連盟事務局長

広島県市長会事務局長

広島県町村会事務局長

広島県公立学校校長会連合会会長

広島商工会議所事務局長

広島県商工会連合会事務局長
マツダ株式会社デザイン部主幹

指定非営利活動法人ひろしまNPOセンター事務局長

株式会社中国新同社営業事業本部事業センター長

日本放送協会広島放送局広報・事業担当部長

広島県総務企画部秘書広報総室広報室長

委

冨」

委

長

長

員

員
類

区 分
| 氏   名 所   属 役  職

区 分 氏  名  ‐ 所  属 役  職
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区 役  職分 1 氏  名 所   属

ヽ

委 員 長

式典事業専門委員会

広島市立大学教授

余暇生活開発士

財団法人広島県体育協会専務理事

広島県レクリエーション協会副会長

広島県体育指導委員協議会副会長

広島県合唱連盟理事長

広島県吹奏楽連盟理事長

広島県文化団体連合会事務局長

広島文化短期大学教授

広島県教育委員会事務局生活学習部スポーツ健康課長

第 15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県準備委員会

第15回全国スポーツ・レクリエーション祭広島県実行委員会事務局

平成14年 10月 5日現在

教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主事

実行委員会事務局臨時職員

前任者 平成13年4月 1日～14年 3月 31日

種目式典部長住 谷   清 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主11専円員
企画広報課 岡 河 太 志 教育委員会事務局全|」スボレク祭事務場企画広報係長

光

子

徹

逸

治

男

洋

子

子

功

美

貞

久

　

良

泰

定

　

寛

麻

井

好

野

本

　

本

成

本

原

治

荒

三

大

柳

東

山

光

宮

福

万

一
二

章

郎

徹

逸

三

功

洋

光

子

太

裕

昭

更

良

良

東

貞

洋

野

見

好

玉

野

本

橋

　

本

井

山

好

崎

本

谷

戸

辰

楠

三

児

大

柳

石

森

瀬

荒

檜

三

寺

竹

荒

長

長

員

△
ム

会

副

委

光

文

治

生

之

枝

彦

彰

彦

弘

子

夫

夫

孝

二

貞

正

昭

史

博

泰

克

俊

敦

幸

敬

武

国

義

伸

井

江

　

田

野

本

井

水

藤

田

木

形

本

貞

原

保

荒

下

平

沖

中

岡

土

生

近

畑

久

屋

深

宗

中

副委員長

委  員

久美子

喜美生

一 壽
信 子

1広島県教育委員会教育長

1広島県体育指導委員協議会会長

1広島県市長会会長

1広島県町村会会長

1財団法人広島県体育協会専務理事

1広島県レクリエーション協会副会長

1広島県議会議員

1広島県都市教育長会会長

1広島県町村教育長会会長

1広島市立大学教授

1財団法人広島県女性会議理事長

1特定非営利活動法人ひろしまNPOセンター理事

1社会幅社法人広島県社会福社協議会常務理事業事務局長

1広島県環境生活部長

1広島県教育委員会事務局生涯学習部長

1広島市立大学教授

1広島県市長会事務局長

1広島県町村会事務局長

1財団法人広島県体育協会事務局長

1広島県レクリエ
~ンョン協会理事長兼事務局長

1広島県体育指導委員協議会

1元広島市立美鈴が丘高等学校教諭

|マ ツダ株式会社デザイン部 主幹

1株式会社中国新聞社事業センター長

1日本放送協会広島放送局事業担当部長

1広島市教育委員会事務局生涯学習部スポーツ振興担当課長

1財団法人広島県教育事業団事務局長

1広島県環境生活部生活文化室長

1広島県教育委員会事務局生涯学習部スポーツ振興課長

1広島県教育委員会事務局生酔習部全国ストツ.レクリエーシ,′祭準健長

企画検討委員会

¬

名簿は直近の開催時 (広島県実行委員会は第 2回
総会開催時 14.5.31)を もとに作成いたしま
したので、その後に異動がありました場合には、
ご容赦願います。     (順 不同・敬称略 )

事務総長 1本 訳 教育委員会事務局教育次長

事務局長 宗 貞 義 孝 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局事務局長

事務局次長 福 原   治 教育委員会事務‖全国スボレク祭事務局事務局次長
総務企画部長 田之脇   勇 教育委員会事務局全国スボレク禁事務局総括専門員

種H式典部長 世 良  ・ 郎 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主任専円員

総 務 課

寺 り11 和 己 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局総務係長

廣 田 繁 則 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主任

福 田 枝 美 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主任主事

桧 山   敦 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主任主事
江 本 友 香 実行委員会事務局臨時職員

木 全 ll慣 子

1県 ■
1 敬 文

企画広報課 吉 本 里江子
:与 橋 1谷 子

村 上 泰 ヴ、

沖 日1 史 生

宿irl輪遺課 前久保 貞 見

河 内 武 彦

教育委員会事務局全国スポレク祭事務局企画広報係長

教育委員会事務局全国スボレク祭事務局主任主事

教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主事

教育委員会事務局全国スポレク祭事務局宿泊輸送係長

教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主任主事

教育委員会事務局全国スボレク祭事務局主任主事

種|1交流課

出 雲 (f 教育委員会事務局全国スボレク祭事務樹種日交流係長

′Iザ予藤    訂|| 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局専門員

佐々木 利 香 教育委員会事務局全国スボレク祭事務局主事
目 崎 友 寛 実行委員会事務局臨時職員

式 典 課

仲 野 裕 之 教育委員会事務局全国スボレク祭事務局式典係長

伊 東 良 満 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主任専門員

林   重 憲 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局専門員
鳥 ′|1 智 江 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主事

岡 本 純 子 実行委員会事務局臨時職夕1

特別行事課

國 光 英 治 教育委員会事務局全Iコスボレク祭事務局特別行事係長

坂 本   聴 教育委員会事務局全国スポレク祭事務た]主任
影 山 由 美 教育委員会事務局全国スポレク祭事務局主事

区 役  職所   属分
.氏  名

区  分 氏   名 所  属 役  職
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(E:)第 15回全国スポーツ。レクリエーション祭 広島県実行委員会
主催/文部科学省・広島県・ (財 )日本体育協会。(財)日本レクリエーシヨン協会・(社 )全曰体育指導委員運含


